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序

伊丹市は西摂平野の中央部に位置し、猪名川流域を中心に、弥生時代から古代・中世の

遺跡が豊富に存在し、歴史と伝統を今に残す町であります。

その中で、国の史跡に指定されている「有岡城」は惣構えをもった最古の城として知ら

れていますが、現在では発掘調査の成果にもとづいて、 JR伊丹駅付近の本丸跡は復元さ

れ、史跡公園として活用され、また市民の憩いの場として重宝されています。有岡城の歴

史は天正年間に幕を閉じますが、その後江戸時代に至り、旧有岡城内には酒造業が興り、

江戸に送る「下り酒」の産地として大いに栄えました。現在でも、重要文化財「旧岡田家

住宅」はじめ、往時の伊丹郷町を偲ぶ建造物が残されています。

一方、伊丹郷町では市街地再開発事業が計画され、新しい街づくりが進められています。

教育委員会では、開発事業に備え、遺跡の保存を図るため事前に埋蔵文化財発掘調査を行

っていますが、こうした発掘調査により、中世の有岡城跡、近世の伊丹郷町の繁栄の様子

が次第に明らかになってきました。

本書は、こうした伊丹郷町の歴史を残す宮ノ前地区市街地再開発事業地区内の発掘調査

報告書であります。発掘調査に際しましては、大手前女子大学の全面的な協力をいただき

ました。大手前女子大学には、現在も継続して調査をお願いしているほか、併せて出土資

料の整理事業を実施していただいております。

この度、こうした貴重な調査成果が報告書として刊行されることになりましたことは誠

に慶びにたえません。

末尾になりましたが、今回の調査に当たりご尽力くださった日比野丈夫学長、藤井直正

教授、直接発掘調査を担当されました川口宏海・前川 要両氏およびこの調査に参加され

ました多くの方がたのご苦労に対し、心から謝意を申し上げます。

平成 9年 3月

伊丹市教育委員会

教育長乾 一雄
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伊丹市の前身である有岡城跡の研究は近年著しい成果を収め、併せて廃墟から生まれ今

日の伊丹市街の基盤となった郷町の調査も注目すべき進展をみた。いうまでもなく有岡城

は戦国時代に荒木村重の手で構築され、その居城である主郭と侍町、さらに西側に広がる

城下町を惣構えといわれる外郭城で取囲んだ画期的な規模のものであった。その本格的な

発掘調査が伊丹市教育委貝会によって行われたのは、昭和50年にさかのぼるが、わが大手

前女子大学が同教育委員会の委託を受けてこれに従事してからすでに12年になる。

最初は昭和60年に行われた惣構え内の東北部を占める地域、第 2回は JR福知山線伊丹

駅の西に当たる有岡城の主郭南部が残存する地域で、昭和61年に実施。第 3回は今日の伊

丹市街の中心部に近い三軒寺前広場で、伊丹郷町最古の由緒ある地域、昭和63年に実施。

第 4回が宮ノ前商店街の西側に当たる郷町の中心地域で、昭和62年に着手されたが、家屋

の立退きなどさまざまな困難に遭遇し、いまだに所期の目的が達せられていない。

以上の発掘調査に関する報告書としては、昭和62年10月『有岡城跡・伊丹郷町 I一三井

パークマンション建設に伴う発掘調査報告書』、平成 4年 3月『同上II第 1分冊ー JR伊丹

駅前地域再開発に伴う発掘調査報告書』・ 『同上II第 2分冊』、平成 6年 3月『同上III一三軒

寺プラザ建設に伴う発掘調査報告書』についで、平成 7年 3月『同上IV一宮ノ前地区市街

地再開発に伴う発掘調査報告書』が、伊丹市教育委貝会と大手前女子大学史学研究所の名

で出版されている。本冊は上記IVに続くもので、大手前女子大学の担当分についての資料

と出土遺物の整理報告書であり、あと 1冊をもって終結する予定である。

発掘調査の結果明らかになった二、三のことを上げると、(-)有岡城の主郭は南北に長

い伊丹台地の中央東部を含め、その南には侍町が連なり、付近には有岡城築城以前の遺構

も見出される。これに沿って大溝筋という水路があって、西には城下町が展開していた。

（二）屋敷町には堀や溝が交差して方形の敷地が形成され、井戸や建物のあとのほか天正 7

年 (1579)の落城をしのばせる焼土層や鉛製の鉄砲玉などが発見された。（三）出土遺物は

南北朝からしだいに多く、戦国時代になると中国・朝鮮・タイなどからの華やかな陶磁器、

当時流行した茶器の類が注目に上る。（四）城下町としては鎌倉より室町までの発展があと

づけられ、とくに近世になると酒造業の隆盛を語る遺構や、町人の文化向上を如実に示す

ものがある。

終わりに、兵庫県教育委員会及び伊丹市教育委貝会関係各位のご援助とご指導に対し深

く感謝しなければならない。なお本学の藤井直正教授が大手前栄養文化学院川口宏海助教

授とともに、困難な発掘作業や報告書作成に費やされたご苦労、両氏に協力された本学の

卒業生、在学生の皆さんに心から敬意を表するものである。

平成 9年 3月

大手前女子大学学長 日比野丈夫
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例 言

1. 本書は兵庫県伊丹市による宮ノ前地区市街地再開発事業に伴って、伊丹市宮ノ前 1丁目・ 2丁目におい

て実施した、有岡城跡と伊丹郷町遺跡の発掘調査の報告書である。

2. 

4. 

9. 

10. 

11. 

現場における調査は、大手前女子大学日比野丈夫学長を委員長とする「有岡城跡調査委員会」を組織し、

大手前女子大学史学科教授藤井直正を調査担当者として、大手前女子学園が伊丹市の委託による事業と

して実施した。 なお、 これにかかる経費は委託料として伊丹市より支出を受けた。

3. 本書に収めた調査は、第51次調査（昭和62年 9月8日から昭和63年 3月31日まで）

（昭和63年 7月29日から昭和63年10月31日まで）の一部。および第97次調査（平成 2年12月14日から平成

3年 3月30日まで） である。

現場における調査は、調査担当者である藤井直正の管理・指導のもとに、主任調杏員として、川口宏海

（大手前栄養文化学院助教授）•前川 要（当時、大手前女子大学研究嘱託、現在、

教授）、主任調査員補佐として、服部秀穂・濱田幸司

育委員会技手）が専従した。 また、調査員として、細川佳子（現在、伊丹市教育委員会嘱託）・小笠原（旧

姓荻野）典子・山上（旧姓熊田）真子（現在、尼崎市教育委貝会嘱託）及び事務員として谷田久美子・

平井千保ら、大手前女子大学卒業生を充てた。 さらに、大手前女子大学史学科所属学生のほか、多数の

学生諸君の参加・協力を得、調査補助員とした。

由美によって、現場の終了後、逐次、

るが、今回の報告は、

の一部。第63次調査

富山大学人文学部助

（当時、大阪教育大学修士課程、現在、寝屋川市教

これら参加者の名簿は巻末に掲げた。

5. 調査資料並びに出土遺物の整理作業は、川口宏海と、 その指導のもとに、調査員赤松和佳・木南アッ子

（現在、芦屋市教育委員会嘱託）• 川上啓子・小出匡子・渡邊晴香、卒業後新たに調査員に加わった佐藤

これも多数の学生に協力を得て進めてきた。

資料整理および本報告書作成に向けての作業は、改めて平成 5年度より 6カ年継続事業の一部として

伊丹市教育委員会より委託を受けた。

6. 本整理作業は、調査担当者毎にまとまった調査区域を 2年毎に 3回に分けて順次報告することとしてい

そのうちの第II期分に当たる。

7. 本報告書の作成は企画段階で藤井の指導・ 助言のもとに、原稿の執筆と編集の作業は主任調査貝及び調

査貝の全貝が担当し、学生諸君多数の協力によって進めた。原稿の執筆分担については、

た通りである。

目次に明記し

8. 巻頭に掲げた写真のうち、『文化改正伊丹之図』（伊丹市立博物館所蔵）は、伊丹市立博物館より提供を

受けた。

遺構写真は川口• 前川・細川・小笠原・赤松、遺物写真は川上・小出・渡邊がそれぞれ撮影した。

一般的な土塘については、予算の都合上個別遺構図を掲載しなかった。よって、遺構全体図と主要遺構

年代表を参照していただきたい。

遺構表示記号は、奈良国立文化財研究所の用例にほぼ従ったが、一部独自のものを使用した。

SA 

SU 

柵， SB 

埋桶， sv 
建物，

竃，

SD 

SW 

溝 SE 

埋甕， SY 

井戸， S I 

水琴窟，

胞衣壺，

SX 

SK 土壊 SP 柱， ss 礎石，

その他

12. 位置の掲載は、平面直角座標系Vによる。建設省基本点・基準点• および伊丹市公共基準点（旧市立社

会経済会館前の水準点No.14の最新の水準値、昭和53年のT.P. =16.640mを用いてT-8まで引き、後

V 



に順に各ポイントに水準値を与えた。）を使用し、記載している数値は、 X・Yとも m単位で、水準は

0. p. (大阪湾中等潮位）である。

13. 遺構・遺物の色調については、『新版・標準土色帖』（農林水産技術会議事務局昭和51年）を併用し、全

て肉眼観察によって比定した。本文の遺構図のうち、壁面土層図は1/60、建物は主に1/120、埋甕・埋桶

は1/20、その他は1/60にした。また、壁面土層図の区図は焼土層、腔辺は炭火物層、 E臼は石や瓦など

を表した。

14. 遺物の絵付けにおいては、厖辮赤色（朱）・に四薄朱・屁召桃色•四図緑色・区名黄緑色・に門茶色·□

黄色• 巨弓青色-~忍紫色・尺S黒・区羽金色のスクリーントーンを使って表した。瓦質土器は断面に

臣召のスクリーントーンを使って表した。

本文の遺物図のうち屋瓦は1/4、銭貨は1/2、大型製品は、 1/6・1/8、その他は1/3にした。

15. 現場における発掘調査の実施に当たっては、伊丹市再開発事務所関係者諸氏、および平成 5年度から 2

カ年にわたる資料整理に至るまで、伊丹市教育委員会生涯学習部・文化財担当各位の指導・助言を得た

ほか、株式会社染の川組、西村興業株式会社、写測エンジニアリング株式会社、イビソク株式会社の協

カ、その他多くの機関と多数の方々の援助を受けた。

さらに、大手前女子学園藤井健造前理事長（平成 3年 2月10日逝去）、現福井秀加理事長、大手前女子

大学日比野丈夫学長、企画・運営委員会諸先生には、調査の進行から本報告書の刊行の至るまで指導・

助言と各方面にわたってご配慮を得たことを付記する。

16. 今回の報告書作成にあたり、多くの方々、および機関のご協カ・ご教示を賜ったが、ここに、関係各氏

の芳名を載せ、謝意を表する。なお、敬称は略させていただいた。

井上喜久男 （愛知県陶磁資料館）

大橋康二 （佐賀県立九州陶磁文化館）

岡 佳子 （大手前女子大学）

小長谷正治 （伊丹市教育委員会）

鹿取 秀雄 （日本貝類学会評議委員）

岸田 直史 （伊丹市役所再開発部都市再開発事務所）

紀平 肇 （清風中・高等学校）

小坂 浩一 （伊丹市役所再開発部都市再開発事務所）

塩田 昌弘 （大手前女子短期大学講師）

中西 薫 （丹波古陶館）

中野雄二 （波佐見町教育委員会）

藤澤 良祐 （瀬戸市埋蔵文化財センター）

宮崎泰史 （大阪府立弥生文化博物館）

和島恭仁雄 （伊丹市立博物館）
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図版目次

巻頭図版 1 文化改正伊丹之図

巻頭図版 2 遺構写真

1. 第97次調査D-6区第 2次面全景

2. 第97次調査B-13区 S K26 

3. 第51次調査B-1-4区 S V04 

4. 第51次調査B-1-1区 S 111 

5. 第51次調査B-1-1区 S Yl9 

図版 1 第51次調査B-1-1区遺構 (1)

1. 宮ノ前再開発地区航空写真（昭和36年）

2. 第51次調査B-1-1区第 5次面全景

図版 2 第51次調査B-1-1区遺構 (2)

1. 第51次調査B-1-1区第 4次面全景

2. 第51次調査B-1-1区北東部分

第 3・4次面

図版 3 第51次調査B-1-1区遺構 (3)

1. 第51次調査B-1-1区第 3次面全景

2. 第51次調査B-1-1区第 2次面全景

図版 4 第51次調査B-1-1区遺構 (4)

1. 第51次調査B-1-1区北東部分第 2次面

2. 第51次調査B-1-1区第 1次面全景

図版 5 第51次調査B-1-1区遺構 (5)

1. S Bl3 

2. S B 13・S K680 

3. SB 13・S K681 

4. S E04 

5. S E02 

図版 6 第51次調査B-1-1区遺構 (6)

1. S Yl4 

2. S D05 

3. S BOS・09 

4. S V234 

5.Slll 

図版 7 第51次調査B-1-1区遺構 (7)

1. S I 05 

2. S I 09 

X 

3. SW186 

4. S K38 

5. S BOl 

図版 8 第51次調査B-1-1区遺構 (8)

1. S B04 

2. S B02 

図版 9 第51次調査B-1-1区遺構 (9)

1. S BIO 

2 . S B 04・S S 332 

3. S Y04 

4. S Yl9上面

5. S Yl9下面

6. S I 03・02 

7. S XOl 

図版10 第51次調査B-1-1区遺物 (1)

SE04・SK565・SK601・SE699・SE118・ 

S K525・S K450・S K451・S K475・S K465 

図版11 第51次調査B-1-1区遺物 (2)

S K450・S K475・S K465・S K441・S E02・ 

S Yl4 

図版12 第51次調査B-1-1区遺物 (3)

S D05・S K305・S K340・S K246・S S 332・ 

S K270 

図版13 第51次調査B-1-1区遺物 (4)

S K 246・S V 234・S I 11・S I 05・S I 08・S 

I 09・S K80・S K38 

図版14 第51次調査B-1-1区遺物 (5)

S K38・SW186・S Kl98・S Y04・S Yl9・S 

XOl 

図版15 第51次調査B-1-1区遺物 (6)

S I 02・S I 03 

図版16 第51次調査B-1-4区遺構 (1)

1. 第 4次面全景

2. 第 3次面全景

3. 第 2次面全景



4. 第 1次面全漿

5. S VOl・02・03・04 

6. 砂利敷面

図版17 第51次調査B-1-4区遺物 (1)

S V04・S K20・S K60 

図版18 第51次調査B-2-1区遺構 (1)

1. 第51次調壺B-2-1区第 5次面全景

2. 第51次調査B-2-1区第 4次面全景

図版19 第51次調査B-2-1区遺構 (2)

1. 第51次調査B-2-1区第 3次面全景

2. 第51次調査B-2-1区第 2次面全景

図版20 第51次調査B-2-1区遺構 (3)

1. 第51次調査B-2-1区第 1次面全景

2. S K468 

3. S E07 

4. S K479 

5. S K293・294 

図版21 第51次調査B-2-1区遺構 (4)

1. S K317 

2. S E04 

3. S I 06 

4. S Y05 

5. S K190 

6. S K277 

7. S K150 

8. S K160 

図版22 第51次調査B-2-1区遺構 (5)

1. S B01 

2. S S 151 

3. S E03 

4. S E02 

5. S DOl下面

6. S DOl上面

図版23 第51次調査B-2-1区遺物 (1)

S K468・S K479・S K322・S K411・S K294・ 

S K317・S E04 

図版24 第51次調査B-2-1区遺物 (2)

S I 06・S Y05・S K277・S K190・S K150 

xi 

図版25 第51次調査B-2-・1区遺物 (3)

S Kl60 

図版26 第51次調査B-2-1区遺物 (4)

SK160・SS151・SE03・SE02・SDOl 

図版27 第51次調査B-2-2区遺構 (1)

1. 第 4次面全景

2. 第 3次面全景

3. 第 2次面全景

4. 第 1次面全景

図版28 第51次調査B-2-2区遺構 (2)

1. S X04 

2. S X05 

3. S E09 

4. S K798 

5. S V697 

6. S K678 

7. S U613 

8. S K722 

図版29 第51次調査B-2-2区遺構 (3)

1. S U630 

2. S Dl5 

3. S K642 

4. 石列

5. S E08 

6. S I 510 

7 . S U 526・525 

8. SWlO・11 

図版30 第51次調査B-2-2区遺物 (1)

SK839・SE09・SK798・SK771・SK750 

図版31 第51次調査B-2-2区遺物 (2)

SK750・SV697・SD15・SK724・SK678・ 

S K642 

図版32 第51次調査B-2-2区遺物 (3)

S K663・S K613・S K681・S K722 

図版33 第51次調査B-2-2区遺物 (4)

S K722・S K710 

図版34 第51次調査B-2-2区遺物 (5)

SK630・SK731・SE08・S 1510・SWll 



図版35 第51次調査B-2-2区遺物 (6)

S Wll・S U 526・S D 12 

図版36 第51次調査B-3区遺構 (1)

1. 第51次調査B-3区第 3次面全景

2. 第51次調査B-3区第 2次面全景

図版37 第51次調査B-3区遺構 (2)

1. 第51次調査B-3区第 1次面全景

2. S B06 

3. S S 165 

4 . S D 06・07・08 

図版38 第51次調査B-3区遺構 (3)

1. S K222 

2. SX147 

3. S BOl 

4. SW04 

5. S EOl 

6. S Y18 

7. S Y15 

図版39 第51次調査B-3区遺物 (1)

SD06・SD07・SD08・SS165・SK222・S 

K72・SW04・S X147 

図版40 第51次調査B-3区遺物 (2)

S X147・S EOl 

図版41 第51次調査B-3区遺物 (3)

S EOl・S Y18・S Y15 

図版42 第63次調査B-5区遺構 (1)

1. 第63次調査B-5区第 4次面全景

2. 第63次調査B-5区第 3次面全景

図版43 第63次調査B-5区遺構 (2)

1. 第63次調査B-5区第 2次面全景

2. 第63次調査B-5区第 1次面全景

図版44 第63次調査B-5区遺構 (3)

1. S AOl 

2. S V03 

3. S V05 

4. S V02 

5. S K134 

6. S VOl 

.. 
Xll 

7. S E02 

図版45 第63次調査B-5区遺構 (4)

i. S D05・06 

2. S Xl32 

3. S EOl 

4. S DO 1・02 

5. S D02石だまり

6. 礎石墨書

7. 石列

図版46 第63次調査B-5区遺物 (1)

SK175・SX02・SV03・SE02・SD04・SD 

05・S X 134・S X 132 

図版47 第63次調査B-5区遺物 (2)

S Kl32・S Kll9・S EOl下層 ・SEOl上層 ・S

K43 

図版48 第97次調査B-13区遺構 (1)

1. 第 4次面全景

2. 第 3次面全景

3. 第 2次面全景

4. 第 1次面全景

図版49 第97次調査B-13区遺構 (2)

1. S B03 

2. S K26 

3. S K22 

4. S I 01 

5. S I 02 

図版50 第97次調査B-13区遺物 (1)

S K54・S K40・S K26・S K28 

図版51 第97次調査B-13区遺物 (2)

S K28・S K22・S K34・S I 01・S I 02・S X 

14 

図版52 第97次調査B-13区遺物 (3)

S Xl4 

図版53 第51次調査D-2区遺構 (1)

1. 第51次調査D-2区第 4次面全景

2. 第51次調査D-2区第 3次面全景

図版54 第51次調査D-2区遺構 (2)

1. 第51次調査D-2区第 2次面全景



2. 第51次調査D-2区第 1次面全景

図版55 第51次調査D-2区遺構 (3)

1. S D401 

2. S D401土師質土器皿出土状況

3. SD401獣骨出土状況

4. S X302 

5. SE301 

6. SX201 

図版56 第51次調査D-2区遺物 (1)

S D401・S E301・S D301・S D303・S X202 

図版57 第51次調査D-2区遺物 (2)

S K202・S X201・S K202・S Pll3・S Xl06 

図版58 第51次調査D-2-2区遺構 (1)

1. 第51次調査D-2-2区第 4次面全景

2. 第51次調査D-2-2区第 3次面全景

図版59 第51次調査D-2-2区遺構 (2)

1. 第51次調査D-2-2区第 2次面全景

2. 第51次調査D-2-2区第 1次面全景

図版60 第51次調査D-2-2区遺構 (3)

1. S D401 

2. S E301 

3. S V 01-A・B・C 

4.SVOl-A・B 

5. S E02 

図版61 第51次調査D-2-2区遺物 (1)

S X305・S P212・S X207・S VOl-C・S VOl 

-A・S VOl-B 

図版62 第51次調査D-2-2区遺物 (2)

S E 02・S X 108・S X 104 

図版63 第63次調査D-4区遺構 (1)

1. 第63次調査D-4区第 4次面全景

2. 第63次調査D-4区第 3次面全景

図版64 第63次調査D-4区遺構 (2)

1. 第63次調査D-4区第 2次面全景

2. 第63次調査D-4区第 1次面全景

図版65 第63次調査D-4区遺構 (3)

1. S BOl・02 

2. S P314 

... 
Xlll 

3. S X402 

4. S D301 

5. S U309 

図版66 第63次調査D-4区遺構 (4)

1. S V222 

2. S V222焚口部分

3. S X221 

4. S DlOl上面

5. SD101下面

図版67 第63次調査D-4区遺物 (1)

S X404・S U309・S X304 

図版68 第63次調査D-4区遺物 (2)

包含層第 3次面精査時出土遺物・ SX301・焼土

層 ・SX206・S X218・S V222 

図版69 第63次調査D-4区遺物 (3)

S V222・S X221・包含層 ・SDlOl 

図版70 第97次調査D-6区遺構 (1)

1. 第97次調壺D-6区第 3次面（東側）全景

2. 第97次調査D-6区第 2次面（東側）全景

図版71 第97次調査D-6区遺構 (2)

1. 第97次調査D-6区第 2・3次面（西側）全

景•第 1 次面（東側）全景

2. 第97次調査D-6区第 1次面全景

図版72 第97次調査D-6区遺構 (3)

1. トレンチ 1 第3次面全景

2. トレンチ 1 第2次面全景

3. トレンチ 1 第 1次面全景

4. S D202 

5. S B03・05 

図版73 第97次調査D-6区遺構 (4)

1. S B01・02 

2. S B04 

3. S P82 

4. S P92 

5. S D300 

6. S E329 

7. S X362 

8. S XOl-04 



図版74 第97次調査D-6区遺構 (5)

1. S Y03 

2. S Y29上面

3. S Y29 

4. S D09 

5. S Kl50 

6. S K88 

図版75 第97次調査D-6区遺物 (1)

SP409・SD300・SK412・SK450・SK120・ 

S K428・S K454・S K453 

xiv 

図版76 第97次調査D-6区遺物 (2)

S K436・S E329・S X362・S K300 

図版77 第97次調査D-6区遺物 (3)

SK300・SP17・SP07・SUOl・SY03・SD 

09・S K150・S K88・S Kll 

図版78 第97次調査D-6区遺物 (4)

S Kll・S Y29・S X62 
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第 1章調査の経過

伊丹郷町の中心部に当たる地域一帯は、伊丹市当局による市街地再開発事業と、それに関連する県道の移

設、さらに伊丹市立文化会館の改築及び地下駐車場の建設など、様々な工事が間断なく続けられている。

昭和62年度から始まった宮ノ前地区市街地再開発事業の現場での作業は、開始依頼すでに10年を越えてい

るが、まだ立退きの完了していない家屋も一部残り、その他に予想される種々の事情や、平成 7年 1月17日

に起こった阪神・淡路大震災の影響も加わって、まだ完成に至っていない。

現在工事の行われているすべての区域は、有岡城跡の惣構えの内部であり、また伊丹郷町遺跡として、周

知の埋蔵文化財包蔵地であることから、たとえ挟小な地域であっても工事に先立って発掘調査が行われて来

た。ただし工事内容と工事主体が異なる場合もあり、それに伴って発掘調査も場所と時期が違ってくるとい

った状況であり、過去10年余にわたってこうした状況に対応しながら調査が進められてきている。従って市

街地再開発地域を含む「有岡城跡・伊丹郷町の発掘調査」は昭和50年における現在の JR伊丹駅前の整備に

伴う調査から起算して180次以上に及んでいるのである。

伊丹市による「宮ノ前地区市街地再開発事業」は、伊丹郷町の中央を通り抜ける県道以北、宮ノ前商店街

を中心として左右にひろがる市街地約16,000m'を対象とし、その中にある既設家屋を撤去し、県道の路線変

更と拡幅を合わせ、旧商店街の西北に市立アイフォニックホール（音楽堂、既に完成している）と商店街の

東側（既に完成している）と西側に店舗を取り入れた高層共同住宅を建設する事業である。

これに伴う発掘調査は、先に刊行した『有岡城跡・伊丹郷町IV』に述べた通り、宮ノ前商店街の西側にA・

B、東側に C・Dの4地区が設定され、本報告書に収録したのは次表の第II期分に当たる。

JI[ 口 担 当 月~1J． JII 担 当

第I期 第43次調査 第51次調査A-1・2・3・4区

（平成 5・6年度） 第78次調査A-5・B-8区

第51次調査B-1-1・1 4・2 1•2-2· 
第II期 3・5・D-2・D-2 -2区

（平成 7・8年度） 第63次調査B-5•D-4 区

第97次調査D-6・B-13区

第51次調査B-1-2・1-3区

第III期
第63次調査B-4・6区

第78次調査B-7区
（平成 9・10年度）

第83次調査B-9・10区

第86次調査B-11-1・11-2・12区

「宮ノ前地区市街地再開発事業に伴う発掘調査」のうち、大手前女子学園有岡城跡調査委員会の担当分につ

いての資料および出土遺物の整理と報告書の作成・ 刊行については、平成 5年度から 6カ年継続事業として、

伊丹市より委託を受けて実施してきた。作業は当初に立てた計画に従って、現場の調査を担当した主任調査

貝川口宏海・前川 要両君の指導の下に調査員（大手前女子大学史学科卒業生）の手によって順調に進める

ことができ、報告書の第 1冊目は『有岡城跡・伊丹郷町IV』として平成 7年 3月末に刊行した。本書はそれ

に続く第 2冊目であるが、収録した調査地域は、上の表に記載したとおりである。

作業は全体にわたって川口宏海（大手前栄養文化学院助教授）の指導に従って、赤松和佳・ 川上啓子・小
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出匡子・渡遵晴香• 佐藤由美らのチームで進め、在学生諸君多数が参加して補助役をつとめた。予定の計画

に沿って相次いで報告書を刊行できるのは、これらの諸君の情熱と労苦の賜物であり、現場の発掘調査から

資料整理に至るまでの間、常々懇切なご配慮と指導・助言を賜っている兵庫県教育委員会および伊丹市教育

委員会の関係各位、例言に名を掲げた各位をはじめとする多くの方々のご芳情と共に感謝の気持を表してお

きたい。

ところで、平成 8年 (1996)は、大手前女子学園創設50周年、大手前女子大学創立30周年、大手前女子短

期大学の伊丹への移転・開校10周年という記念すべき年に当たった。「有岡城跡・伊丹郷町の調査」も 11年目

を迎えたこの機会に、かねてより企画していた、調査の成果を学圏内外、特に伊丹市民の方々に紹介する講

演と報告の会を開催することとした。タイトルを“城と町”とし、平成 8年10月20日（日）大手前女子短期

大学Aホールを会場として、兵康県教育委員会・伊丹市教育委員会の後援を得て開催することができた。

当日のスケジュールは次の通りである。多数の方々が来場してくださり盛会であったことはこの上ない喜

びである。

開会あいさつ 成果報告

大手前女子大学学長 日比野丈夫 有岡城跡・伊丹郷町

講演 ー調査の経過と今後の課題一

戦国の動乱と伊丹 大手前女子大学教授 藤井直正

午前
大手前女子大学教授 熱田 公

午後
考古学から見た伊丹の酒造業

伊丹郷町の復原 伊丹市教育委員会 小長谷正治

一古文書・聞き取り• 発掘調査の成果から一 有岡城跡・伊丹郷町遺跡の諸相

伊丹市立博物館長 和島恭仁雄 大手前栄養文化学院助教授川口 宏海

閉会あいさつ

大手前女子学園理事長 福井秀加

これに合わせて、調査員の諸君の日ごろの研究内容を織りまぜ、調査の成果をわかりやすく解説・紹介し

た『城• 町・くらし』 (A4判、 38ページ）を刊行し、当日参加された方々と関係者に配布した。

末尾になったが、有岡城跡・伊丹郷町の調査を開始した当初から学内指導委員会の委員長として、事業の

運営にご指導・助言をいただいてきた大手前女子大学学長日比野丈夫先生は、平成 8年度末をもって学長を

退任されることになった。学長にお迎えしたのは昭和55年 4月のことであったが、以来17年間、「有岡城跡・

伊丹郷町の調査」に先立つ「大坂城三の丸跡の調査」、さらに史学研究所の事業として委託を受けたその他の

事業を含めて、在任中の全期間を通じてご指導を得てきたことになる。

先般、大学の教授会の席上で福井秀加理事長から、理事会の意向として学長のご退任後も史学研究所長に

就任されることが決定されているとお聞きしたが、引き続きご指導を得ることができるのは心強い限りであ

る。御苦労をおかけしたことへのおわびをふくめ、これまでのご指導に対して謝意を申し上げると共に、先

生のご健勝とこの事業を完遂するまで、より一層のご助言を賜るようお顧いを申し上げる次第である。

私ども大手前女子大学史学研究所による「有岡城跡・伊丹郷町の調査」にかかる事業はあと 2年、平成11

年 3月末に「宮ノ前地区市街地再開発に伴う発掘調査報告書」の第 3冊目『有岡城跡・伊丹郷町の調査VI』

をもって完結させる予定であるが、有終の美を飾らせていただくためにも、関係各位のご支援をお願いし一

まず筆をおくことにしたい。

（藤井直正）
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第 2章調査方法

第 1節調査区割と図面割

有岡城跡・伊丹郷町遺跡は、南北約1.7km、東西約0.8kmを測る広大な都市遺跡である。したがって、昭和

61年に行った JR伊丹駅前の第23次調査の際に、遺跡全体の調査区割と図面割を設定した。その後の調査は

すべてこれに従っている。

調査区割は、国土座標の第V系のX= -134,400m、Y= +99,800mを北西の基点とし、 50m方眼を大区画

の上位の区割りとして、東西横列をA・B・C-X、南北縦列を 1・2・3-36とし、 Al、B2などと呼

称することにした（第 図）。さらに、その中の最小単位を 5mグリッドとし、 50m大区画の北西隅から東西

横列を a•b•c-j 、南北縦列を 1·2·3 -10とし、 a1、b2などと呼称することにした。したがっ

て、最終的に各 5mグリッドは、 Al-al、B2-blなどと呼称することにした（第 1図）。

図面割については、調査区割および伊丹市の1/500道路台帳との整合性を考えて、同じ上記の座標値を基点

にして設定した。詳細は、既刊の発掘調査報告書『有岡城跡・伊丹郷町II』（伊丹市教育委員会・大手前女子

大学史学研究所 1992年）、『有岡城跡・伊丹郷町IV』（同前 1995年）を参照されたい。

第 2節基準点と水準点の設骰

現地調査にあたっては、調査区域を囲む道路に開ロトラバースポイントを設け、随時これより調査区内に

5mメッシュ杭を設置した。ポイント設置は、腑写測エンジニアリング社に委託した。

水準点は、伊丹市公共基準点の旧社会経済会館（現・伊丹第一ホテル北館）前のN0.14の最新値、昭和53

年のT.P.=16.640mを基準とし、大阪湾岸であることを考慮して、 O.P.(大阪湾中等潮位）換算 (T.P.+

1.3m) して使用することとした。

第 3節調査の方法

現地調査にあたっては、時間的制約から最上層の近代までの土層を機械によって掘削し、以下は人力によ

る遺構掘削を行った。

平面図は、狭い調査区は S=1/20手書き図面と S=1/40平

板測量図面を作成し、広い調査区は航空測量会社に委託して

アドバルーンおよびクレーン・ミニチュアヘリコプターによ

る航空測量を行って S=1/20、S=1/100の図面を作成した。

断面図は、 S=1/20手書き図面を作成した。

遺構写真撮影は35mm小型、 6X 7版中型、 5X 7版大型カ

メラにより、随時行った。全景撮影には、固定ローリングタ

ワー 5-6段を 1-2基設置して行った。

整理作業は、コンテナ箱にして約1200箱にのぼる膨大な出

土品を対象としている。作業は、平成 7年 4月から、平成 9

年 3月まで行った。
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第1図 5m方眼割図
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第 2図 有岡城跡・伊丹郷町調査区割図
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第 3章調査の成果

第 1節第51次調査B-1-1区

1. はじめに

有岡城跡・伊丹郷町の遺構・遺物は、基本的に中世の在城期と近世の伊丹郷町期の 2時期に大別でぎる。

前回の伊丹郷町宮ノ前地区の発掘調査報告IVの成果を受けて、

1期 伊丹城期（～天正 2年・ 1574年）

II期 荒木村重の有岡城及び池田之助（元助）期（天正 2年・ 1574-天正11年・ 1583)

III期 近世の在郷町期 ・伊丹郷町期（天正11年・ 1583-明治時代中頃）

-1期 (16世紀末-17世紀中頃）

-2期 (17世紀後半-18世紀後半）

-3期 (18世紀後半-19世紀後半）

IV期 近代（明治中頃～）

とした。 III-1-3期は、さらに以下のように細分化した（本報告書第 4章結語第 1節参照）。

IIl-1期 16世紀末-17世紀中頃

a 16世紀末-17世紀初頭

b 17世紀前半-17世紀中頃

III-2期 17世紀後半-18世紀後半

a 17世紀後半-18世紀初頭

b 18世紀前半-18世紀後半

III-3期 18世紀後半-19世紀後半

a 18世紀後半-19世紀初頭

b 19世紀前半-19世紀後半

IV期 近代（明治時代中頃以降）

と細分する。以下、この時期区分に従って記述する。

B-1-1区は、猪名野神社参道沿い西側に位置する。『天保十五年(1844)伊丹郷町分間絵図』（第212図）

によると、「北少路村」にあたり、『元禄七年 (1694)柳沢吉保領伊丹郷町絵図』（第212図）には、屋敷主庄

右衛門、住人は日用人庄兵衛と、日用人五兵衛、その南側に屋敷主市兵衛、住人は日用人六兵衛である。

2. 基本層序

遺構面は 6面検出した。地山直上に、 17世紀前半頃の遺物を含む明黄褐色粘質土層（第 5図第17層現地表

面より 110cm下）、その上層に、オリーブ褐色砂質土層（第 5図第10層現地表面より 100cm下）がみられる。そ

の上に、 17世紀前半から中頃までの遺物を含む整地層（第 5図第 7層明黄褐色砂質土層現地表面より 70cm

下）、さらに、享保の火災層（第 5図第54層現地表面より 50cm下）を検出した。その上に、第 2次面の三和土

層にぶい黄褐色砂質土層（第 5図第93層現地表面より 48cm下）、そして、焼土層（第 5図27層現地表面より 30

-7-
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O.P.=19.500m 

s 
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O.P.=19.500m 

s 

O.P.=19.500m 
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1. 明褐色砂質土層 7・5YR5/6

2. 褐色粘質士層lOYR4/6 

3. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4 (炭化物、焼土多醤に含む）

4. 明黄褐色砂質土層lOYR6/6 (炭化物、焼士多く含む）

5. 明黄褐色砂質土層 2・5Y7/6、明黄褐色砂質土層 4・5Y6/8 

6. オリープ褐色砂質士層 5Y6/3 (0.2-0.3cm大の礫多〈含む）

7. オリープ色砂質土層 5Y6/6 

8. オリープ色砂質土層 5Y6/8 

9. 黄褐色砂質土層lOYR5/8 

10. にぶい褐色砂質士層 7・5Y R6/3 

11. 明黄褐色砂質土層 2・5Y7/6(焼士、 1 cm大の礫多量に含む）

12. 明黄褐色砂質土層lOYR6/8 

13. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 

14. 明黄褐色砂質土層 2・5Y7/6

15. 浅黄色砂質土層 2・5Y7/4

16. 明黄褐色砂質士層10YR6/4

17. 明黄褐色砂質士層lOYR6/6 

18. にぶい黄橙色砂質土層10YR7/4

19. 黄褐色砂質士層lOYR5/8 

20. 黄褐色枯質土層lOYR5/6 

21. 明褐色粘質土層 7・5Y R5/6 

22. 褐色土層lOYR4/6 

23. 浅黄橙色土層lOYR8/4 

24. 黄褐色土層 2・5Y5/6 

25. 褐色粘質土層lOYR4/6 

26. 黄褐色粘質土層lOYR5/6、黒褐色粘質土層 7・5Y R3/2 

（炭化物、 1 -5 cm大の礫多く含む）

27. 暗褐色粘質土層lOYR3/3 (炭化物多籠に含む）

28. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4

29. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/6 (焼土多量に含む）

30. 明黄褐色砂質土層 2・5Y7/6

31. 浅黄色砂質土層 5Y7/3(l-2cm大の礫多量に含む）

32. 淡黄色砂質土層 5Y8/3 

33. 浅黄色砂質土層 2・5Y7/4

34. 明黄褐色砂質土層 2・5Y7/6(2-15cm大の礫多鼠に含む）

35. オリープ黄色砂質士層 5Y6/4 

36. 黄褐色砂質士層 2・5Y5/6 

37. 黄褐色砂質土層lOYR5/8 

38. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/8 

67 

39. 浅黄色砂質士層 2・5Y7/4

40. 明黄褐色粘質土層lOYR6/8 

41. 明黄褐色砂質士層lOYR6/8 

42. 黄橙色砂質土層lOYR 7 /8 

43. 浅黄色砂質土層 2・5Y7/4

44. 浅黄色砂質土層 2・5Y7/4(2-3cm大の礫多量に含む）

45. 明黄褐色砂質土層 2・5Y 6/6 (2 cm大の礫多量に含む）

46. 浅黄色砂質土層 5Y7/3(2-3cm大の礫多贔に含む）

47. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/6 

48. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 

49, 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/6 

50. 明黄褐色砂質士層 2・5Y 6/6 (5 cm大の礫多量に含む）

51. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 

52. 黄褐色砂質士層 2・5Y5/4 

53. 黄褐色砂質士層 2・5Y5/6 

54. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 (炭化物、焼土多量に含む）

55. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/4 (炭化物、焼土多昼に含む）

56. 明褐色砂質土層 7・5Y5/6 

57. 褐灰色砂質土層lOYR4/1 (遺物、炭化物、 10cm大の礫多贔に含む）

58. 黄褐色砂質士層lOYR5/6 (2 -15cm大の礫多量に含む）

59. にぶい黄色砂質士層 2・5Y6/3 

60. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4 (3-lOcm大の礫多量に含む）

61. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/3 

62. 明赤褐色砂質土層 7・5Y R5/8 

63. 明褐色砂質土層 7・5Y5/8 

64. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 

65. 黄褐色砂質士屑 2・5Y5/6(5-lOcm大の礫多麓に含む）

66. にぶい黄色砂質士層 2・5Y6/4(2-lOcm大の礫多量に含む）

67. 黒褐色砂質土層 2・5Y3/2 

68, 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/6 

69. 浅黄色砂質土層 2・5Y7/4

70. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/3 (1 cm大の礫多量に含む）

71. 黄褐色砂質士層 2・5Y5/3 

72. 浅黄色砂質土層 2・5Y 7 /3 (2 -5 cm大の礫多鼠に含む）

73, 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 

74. 暗褐色砂質土層 7・5Y3/4 

75. 暗灰黄色砂質土層 2・5Y 4/2 

。
1 : 60 4m 

第 4図 B-1-1区中央アゼ土層図
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1. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/4 

（遺物、 2-10cm大の礫多量に含む）

2. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/3 (整地層）

3. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 

4. 明黄褐色砂質土層lOYR6/6 (整地層）

(3-5cm大の礫多量に含む）

5. 黄褐色砂質土層lOYR5/8 

6. にぶい黄橙色砂質土層lOYR6/4 

7. 明黄褐色砂質土層lOYR6/6 

8. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 (遺物多量に含む）

9. 明赤褐色砂質土層 5YR5/8 

10. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 

11. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/3 

（遺物多量に含む）

12. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 

13. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/4 

14. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 

（遺物多量に含む）

15. 明黄褐色砂質土層 2・5Y7/6

16. 浅黄色砂質土層 2・5Y7 /4 

17. 明褐色粘質土層 7・5Y5/8 

18. にぶい黄橙色砂質土層10YR7/2

19. にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/4 

（炭化物多量に含む）

20. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 

21. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/6 

(l-5cm大の礫多量に含む）

22. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 

23. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 

（遺物多量に含む）

24. 明黄褐色砂質土層lOYR5/8 

25. 明黄褐色焼土層 2・5Y6/6 

26. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 

27. 黒色炭化物層 2・5Y2/1 

（遺物多量に含む）

28. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 

29. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/6 

30. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/4 

（遺物多量に含む）

31. 明黄褐色砂質土層lOYR6/8 

32. 明黄褐色砂質土層lOYR6/6 

33. 明褐色粘質土層 7・5Y5/8 

34. オリープ褐色砂質土層 2・5Y4/6

35. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/8 

36. にぶい黄橙色砂質土層10YR7/3

37. にぶい黄橙色砂質土層10YR6/4

38. 浅黄色砂質土層 2・5Y7/4

（遺物多巌に含む）

39. 浅黄色砂質土層 2・5Y7/3

40. 明黄褐色砂質土層 2・5Y7/6 

41. 黄色砂質土層 2・5Y7/8

42. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/6 

43. にぶい黄橙色砂質土層10YR7/3

44. 黄褐色砂質土層 2・5Y6/6 

45. 浅黄色砂質土層 2・5Y7/3

46. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/6 

47. 黄橙色砂質土層10YR7/8

48. 黄色砂質土層 5Y7/6 

49, 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/6 

50. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/6 

51, にぶい黄色砂土層lOYR6/3 

(l-5cm大の礫多量に含む）

52. にぷい赤褐色砂質土層 5YR4/4 

53. 明黄褐色砂質土層lOYR6/8 

54. 明黄色褐色砂土層 2・5Y7/6 

55. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/6 

56. 黄橙色砂土層10YR7/8

57. 黄褐色砂土層 2・・5Y5/4 

(0.5-1 cm大の礫多量に含む）

58. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 

59. オリープ黄色砂質土層 5Y6/4 

60. 明黄褐色砂質土層lOYR6/8 

61. 明赤褐色砂質土層 5Y R5/8 

62. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 

（遺物多量に含む）

63, オリープ色砂質土層 5Y6/8 

64. 黒褐色砂質土層 2・5Y3/2 

65. オリープ褐色砂質土層 2・5Y4/6

66, にぷい黄褐色砂質土層lOYR5/3 

67. にぶい黄橙色砂質土層10YR7/2

68. にぶい橙色砂質土層 7・5YR7/4

69, にぶい橙色砂質土層 7・5Y6/4 

70. 明黄褐色砂質土層 2・5Y7 /6 

71. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/6 

72. 浅黄色砂質土層 2・5Y7/4 

73, にぷい黄橙色砂質土層10YR6/4

74. 黄橙色砂質土層 7・5Y R7/8 

75. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 

76, 黄色砂質土層 2・5Y7/8

77. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/8 

78, 暗灰黄色砂質土層 2・5Y5/2 

79. 浅黄色砂質土層 2・5Y7/4 

（木根、 1 cm大の礫多量に含む）

゜

O.P.=19.500m 

45 

49 

E
 

O.P.=19.500m 

E 

80. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 

（炭化物、焼土、木根多量に含む）

81. 黄褐色砂質土層lOYR5/8 

82. 褐色砂質土層lOYR4/4 

83. 褐色砂質土層lOYR4/6 

（炭化物、焼土多量に含む）

84. にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/4 

(l-8cm大の礫多量に含む）

85. 褐色砂質土層 7・5Y R4/4 

（炭化物、木根、 1-6 cm大の礫多量に含む）

86. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 

87. 褐色砂質土層 7・5YR4/6

（炭化物多量に含む）

88. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/4 

（炭化物、 2 -8 cm大の礫多量に含む）

89. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 

90. 明黄褐色砂質土層lOYR6/6 

（炭化物多量に含む）

91. にぶい黄橙色砂質土層lOYR6/4 

（焼土、木根、 1 -6cm大の礫多量に含む）

92. 明黄褐色粘質土層 7・5YR5/6

(1 cm大の礫多量に含む）

93. にぶい黄褐色砂質土層10YR5/4

（炭化物、 1 cm大の礫多量に含む）

94. にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/3 

（炭化物、焼土、木根多量に含む）

95. 明黄褐色砂質土層lOYR6/6 

96. 黄褐色砂質土層 2・5Y R5/4 

(l-3cm大の礫多量に含む）

97. にぶい黄褐色砂質土層10YR5/4

（炭化物、木根多量に含む）

98. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 

99. にぶい黄褐色砂質土層10YR5/4

（炭化物、焼士多量に含む）

100. にぶい黄橙色砂質土層10YR6/4

101. にぶい黄褐色土層10YR5/4

1 : 60 4m 

第 5図 B-1-1区北壁土層図



cm下）が堆積し、その上に、第 1次面の三和土

層（第 5図第 2層現地表面より 22cm下）を検出

した。調査面積は692面である。

3. 第 5次面の遺構と遺物

地山直上に、部分的に須恵器・土師器を含む

包含層（第 5図第17層）がみられ、この上面と

地山面を第 5次面としてとらえた。建物は、 7 

世紀後半-8世紀前半頃と考えられる建物 (S

B13)が建っていたことが分かった。また、 16

世紀末-17世紀前半の柱穴•井戸を猪名野神社

参道（宮ノ前商店街通り）から西へ14m付近で

検出し、この頃から、復元は不可能ではあるが、

掘立柱建物などが建っていたことがわかった。

また、調査区西側は遺構の重複があり、上面で

検出できなかったものもみられる。

S 813 

S B13は、調査区中央やや西側に位置する（第

6図・図版 5)。掘立柱建物である。柱穴の掘形

の平面形は方形を呈し、一辺0.8m、深さ0.35m

位のものである。柱痕は判明したもので直径0.2

m、深さ0.6mを測る。この調査区のB-6区で

北西方向の続きを検出し、 4間X 3間の建物で

あることがわかった。梁行の方位は、真北に対

A
 

A-s 

1. 明褐色粘質土層 7・5Y R5/8 

2. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

3. 褐色粘質士層lOYR4/6 

4. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

5. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

6. 黄褐色枯質土層lOYR5/6 

A
 

g
 

A' 

O.P.=19.300m 

7. 褐色粘質土層lOYR4/6 

8. 黄褐色粘質土層lOYR5/8 

9. 黒褐色粘質土層 2・5Y3/2 

10. 明褐色粘質土層 7・5Y R5/6 

(0.5-1 cm大の礫多量に含む）

B-s 

1. 明褐色砂質土層 7・5Y R5/8 
2. 明褐色砂質土層 7・5YR5/6

3. 橙色砂質土層 7・5Y R6/8 

4. 褐色土層 7・5Y R4/6 

5. 褐色粘質土層lOYR4/6 

6. 褐色粘質土層 7・5Y R4/4 

B' 

O.P.=19.300m 
_
N
 

7. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 

8. 明褐色砂質土層lOYR5/8 

9. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 

10. 明黄褐色砂質土層lOYR6/8 

11. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/6 

゜
2m 

第6図 S Bl3遺構図

してN3.007E、磁北に対してN9.'lOEである。柱間距離は、 1.5m-1.7mで、桁行東西方向に約6.2m、梁

行南北方向に約4.5mである。出土遺物はなかったが、しかし、方形の掘形をもつ掘立柱は、畿内では 5世紀

代以降にみられ、後述する B-2-1区やD-6区で、 7世紀後半-8世紀前半頃の須恵器・土師器が出士

しており、この建物はおそらくその頃の建物と考えられる。また、 7世紀後半-8世紀前半以降の遺構と遺

物は、 16世紀後半にいたるまで検出していない。それは、その他の地区でも同じである。

S E04 

S E04は、調査区中央に位罹する（第 7図・図版 5)。平面形は不整形を呈し、長径0.96m、深さ2.94m以

上を測る。素掘りの井戸である。断面形はほぼ垂直である。湧水層は確認できなかった。

第8図ー 1は、唐津焼碗である。口径11cm、器高7.7cm、高台径 4cmを測る。高台が低く、体部から口縁部

にかけて外側へやや張出している。高台の削りは浅いが丁寧に作られており、内面から外面体部にかけて灰

釉が掛けられている。大橋康二氏の編年（大橋1989年） II期に属する。 2は、丹波焼播鉢である。体部が直

線的に立上がるタイプのものである。体部は無釉を呈し、内面の播目は 6本単位である。大平茂氏の編年（大

平1992年） II期に属する。

出土遺物を概観すると、 17世紀前半と考えられる。 II-1b期に属する。
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S K565 

S K565は、調査区南西隅に位置する（表

1)。平面形は不整形を呈し、長さ3.24m、幅

1.34m、深さ0.56mを測る。廃棄土塘で、 17

世紀代の遺物がまとまって出土した。

第 8図ー 3は、肥前磁器染付碗である。ロ

径10.6cm、器高6.5cm、高台径4.6cmを測る。

呉須の発色が悪く、体部も厚手である。外面

体部に一重網目文が描かれており、高台畳付

に砂が付着している。大橋康二氏の編年III期

に属する。 4は、嬉野焼碗である。口径12.6

cm、器高6.7cm、高台径5.2cmを測る。外面に

銅緑釉、内面には透明釉を掛けている。高台

は無釉である。 5は、丹波焼播鉢である。ロ

第7図 SE04遺構図 径36cm、器高14.2cm、底径13cmを測る。口縁

端部は外へ張出しており、体部はやや薄手を呈し、外面にユビオサエ痕がみられる。内面体部の播目は 7本

単位である。大平茂氏の編年VI期に属する。

いロ O.P.=19.300m 
_E 

1. 明褐色粘質土層 7・5YS/6 
2. 黄橙色砂層lOYRS/8

(1 -15cm大の礫多量に含む）

3. 黄褐色砂質土層lOYRS/8 
(1 -15cm大の礫多量に含む）

4. 明黄褐色砂質土層lOYR6/8 
(1-lOcm大の礫多量に含む）

5. 黄褐色砂層lOYRS/8 
6. 黄褐色粘質土層lOYRS/6 
7. にぶい黄褐色粘質土層lOYRS/3 

゜
2m 

出土遺物を概観すると、 17世紀中頃-17世紀後半と考えられる。 III-1 b期からIII-2 a期に属する遺構

である。

S K601 

S K601は、調査区北西隅に位置する（表 1)。平面形は不整形を呈し、長さ2.85m、幅2.44m、深さ0.15

mを測る。廃棄土壊で遺物が大贔に出土した。

第8図ー 6・7は、唐津焼砂目溝縁皿である。 6は、口径12.4cm、器高2.6cm、高台径4.1cmを測る。体部

が大きく外へ張出すタイプで、内面から外面体部にかけて、灰釉が掛けられている。 7は、口径12.5cm、器

高2.8cm、高台径4.5cmを測る。成形は 6と同タイプである。 6・7は、大橋康二氏の編年11-1期に属する。

8・10は、土師質土器である。 8は、皿である。口径6.2cm、器高1.55cmを測る。体部から口縁にかけてやや

直に立上がるタイプのものである。内面と外面にナデ調整、外面口縁部には指頭圧痕を施している。口縁部

に灯芯痕がみられ灯明皿として使用していたと思われる。 IT (伊丹郷町期）・ 1型式A類に属する。 10は、

鉢である。口径18cm、器高5.9cm、底径14.6cmを測る。口縁部は波状になっている。成形は、粘土円盤に粘土

紐輪積み成形し、外面体部はナデ調整、内面体部はヨコナデ調整を施している。体部内外面に雲母が付着し

ている。また、内面には煤が付着しているため、火入れとして使用していたと思われる。 9は、瓦質土器鉢

である。口径6.2cm、器高5.4cm、底径 9cmを測る。粘土円盤に粘土紐輪積み成形し、外面はヘラミガキ後、

カンナで模様を施している。内面は、体部と底部・体部と口縁部のそれぞれの境に指頭圧痕がみられる。

また、遺物が一括に出土したため、産地別構成比と用途別構成比（第226・227図）を作成した。産地別で

は、在地産が半分を占め、唐津焼・丹波焼とつづく、用途別でみると、食膳具が大半を占め、調理具が次に

くることがわかった。さらに、細かく見ると、産地の半分を占める在地産の用途別をみると、小皿・焙烙．

灯明皿の順になる。しかし、用途別の食器類では、在地産のものより、陶磁器類が大半を占めていることが

わかり、食膳具としては、陶磁器類に変わっていることがわかった。
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出土遺物を概観すると、 17世紀中頃-17世紀後半と考えられ、 III-1 b期からIII-2 a期に属する遺構で

ある。

S E699 

S E699は、調査区北側中程に位置する（表 1)。平面形は不整形を呈し、長径1.lm、深さ3.41mを測る。

筒型に真直ぐに掘られている。湧水層は確認できなかった。遺構の切合いが複雑だったため最終面で検出し

た。本来は 2次面の遺構と思われる。

第 8図ー11・12は、中国製品である。 11は、青花鉢である。口径16.8cm、器高7.3cm、高台径7.2cmを測る。

体部内外面や見込みに花唐草文が描かれている。高台内に銘がみられる。高台畳付は露胎である。 12は、染

付蓋である。口径8.8cm、器高3.3cm、つまみ径3.5cmを測る。呉須の発色が良好で、文様も丁寧に描かれてい

る。文様は船文と「順風□送去•福禄應時来・大□口」の吉祥句がみられる。また、つまみ内に「道光年製」

の銘がある。道光年間は、清朝宣宗の1821-1850年の間である。内面に寿文• こうもり文が描かれている。

13は、瀬戸・美濃焼白磁湯飲である。口径4.2cm、器高4.25cm、高台径4.8cmを測る。筒型状のもので、高台

畳付は露胎である。 14は、朝日焼小壷である。口径4.8cm、器高5.5cm、底径3.8cmを測る。底部と体部の境付

近に「あさひ」の刻印がみられる。朝日焼は、遠州七窯の一つである。京都府宇治市朝日山に位置し、慶長

年間 (1596-1615) の開窯と伝える。陶器を中心に焼いていたが、慶安年間 (1648-1652) 頃に一時絶えた

が、文久元年 (1861) に再興した。口縁部と外面底部以外に灰釉を掛け、体部に鉄釉で文字を描いている。

ロ縁部が無釉なのは、おそらく蓋を伴うものと思われる。 15は、陶胎の皿である。口径22.6cm、器高6.1cm、

高台径10cmを測る。胎土に0.2cm位の礫を多く含み、釉の色もPalegreenishskyl0B8.5/1. 5とやや黒帯びた白

色である。高台は割り高台で、無釉である。産地は関西周辺のものと考えられる。 16は、常滑焼急須である。

(l) 
-~-

w 

O.P.= 
19. 400m 

E 

゜

1. 明褐色砂質土層 5Y R5/6 

2. 明褐色砂質土層lOYR6/6 

(3-4cm大の礫多量に含む）

3. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 

2m 

第9図 S Ell8遺構図

蓋は、口径6.3cm、器高2.25cmを測る。上面にカンナケ

ズリによって文様を施している。つまみはハリッケで

胎土には赤土を練り込む。また、孔がーカ所みられる。

急須は、口径 7cm、器高7.2cm、底径7.7cmを測る。注

口はハリッケで、丁寧にヘラナデがみられ、茶こし部

は体部に穴を開けている。外面体部は縦方向にカンナ

ケズリによって文様を施す。同じく、胎土には赤土を

練り込む。

出土遺物を概観すると、 19世紀前半から19世紀後半

と考えられ、 III-3 b期に属する遺構である。

4. 第 4次面の遺構と遺物

第 4次面は、三和土は検出できなかった。礎石・礎

石痕もみられなかったが、調査区中央より西側に廃棄

土塘が多くみられたことから、この付近は裏庭だった

と思われる。主に、 17世紀代の遺構を中心に検出した。

S E118 

S Ell8は、調査区北壁付近やや東側に位置する（第

9図）。平面形は不整形を呈し、長径1.2m、深さ3.24
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m以上を測る。素掘りの井戸である。ラッパ状に掘られ、下方は筒形状になっている。湧水層は確認できな

かった。この遺構は第 5次面の遺構である。

第10図ー 1は、唐津焼皿である。高台径4.8cmを測る。高台は無釉で、内面に灰釉が掛けられている。小片

で分かりにくいが、大橋康二氏の編年11-1期に属する砂目溝縁皿と考えられる。

出土遺物を概観すると、 17世紀前半と考えられ、 III-1 b期に属する遺構である。

S K525 

S K525は、調査区中程に位置する（表 1)。平面形は不整形を呈し、長さ2.34m、幅1.3m、深さ0.08mを

測る。本米は 5次面の遺構である。

第10図ー 2は、瀬戸・美濃焼天目茶碗である。口径 9cmを測る。小片で時期を決めるのは難しいが、藤澤

良祐氏の瀬戸大窯編年（藤澤1986年） 7期に属すると考えられる。その他の出土遺物と合わせて考えると、

この遺構の年代観は16世紀後半と思われる。 II期に属する。

S K450 

S K450は、調査区北西隅に位置する（表 1)。平面形は不整形を呈し、長さ1.2m、幅0.58m以上、深さ0.24

mを測る。

第10図ー 3は、肥前磁器青磁碗である。口径12.4cm、器高6.9cm、高台径4.4cmを測る。高台は高めで、体

部は口縁部にむかって大きく湾曲している。高台は無釉である。大橋康二氏の編年III期に属する。 4は、土

師質土器焙烙である。口径28cmを測る。口縁部と底部が直立するタイプである。口縁部内外面はヨコナデ調

整、外面底部は未調整である。体部全体に煤が付着している。難波洋三氏の分類（難波1992年） C類に属す

る。 5は、丹波焼壷である。口径11cmを測る。口縁部は外へ折れ曲り、内外面に自然釉が掛けられている。

楢崎彰ー氏の編年（楢崎1977年）江戸 I期に属する。

出士遺物を概観すると、 17世紀前半-17世紀中頃と考えられ、 III-2 a期に属する。

S K451 

S K451は、 SK450の南隣に接する遺構である（表 1)。平面形は長さ0.53m、幅0.49m、深さ0.3mを測

る。まわりの遺構によって、潰されているが17世紀前半の遺物がまとまって出土した。

第10図ー 6は、肥前磁器青磁碗である。高台径5.4cmを測る。体部は厚手を呈し、高台畳付は露胎である。

大橋康二氏の編年II期に属する。 7は、唐津焼砂目皿である。高台径4.5cmを測る。内面に灰釉が掛けられ、

見込みには砂目痕が 4カ所みられる。外面底部は無釉である。大橋康二氏の編年11-1期に属する。

出土遺物を概観すると、 17世紀前半と考えられ、 III-1 b期に属する遺構である。

S K475 

S K475は、調査区北側中程に位置する（表 1)。平面形は不整形を呈し、長さ1.8m、幅1.56m、深さ0.54

mを測る。埋土は 5層みられ、最上層に、焼土・炭化物が多量に堆積し、遺物もこの層から出土した。享保

14年 (1729)の北少路村の大火災の際の処理士横ではないかと思われる。

第10図ー 8は、肥前京焼風陶器碗である。口径9.6cm、器高5.6cm、高台径4.4cmを測る。外面に鉄絵が描か

れ、高台内に印銘がみられる。高台は無釉である。大橋康二氏の編年III期に属する。 9は、丹波焼鉢である。

ロ径11cm、器高 6cm、底径 8cmを測る。全体的に釉が変色しており、火入れとして使用していた可能性があ

る。 10・11は、土師質土器皿である。 10は、口径8.1cm、器高1.6cmを測る。内面はナデ調整を施し、外面に

は指頭圧調整がみられる。 IT (伊丹郷町期）・ 1型式A類に属する。 11は、口径10.6cm、器高1.7cmを測る。

内面口縁部はヨコナデ調整、内面底部にはナデ調整を施し、外面に指頭圧痕がみられる。体部は薄く浅手の
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皿である。 IT (伊丹郷町期）・ 2型式A類に属するタイプである。

ここでは、上述した土師質土器皿以外にも多量の土師質土器皿が出土しことから、法量グラフを作成した。

その結果、口径 8-9 cm、器高 1cmのものと、口径10-llcm、器高 2cmの 2タイプにわかれる事がわかった。

出土遺物を概観すると、 17世紀末-18世紀前半と考えられ、 III-2 a期に属する。

S K465 

S K465は、調査区北西側に位置する（表 1)。平面形は不整形を呈し、長さ2.18m、幅1.56m、深さ0.15

mを測る。廃棄土渡で遺物が多量に出土した。

第10図ー12・13は肥前磁器である。 12は、広東型染付碗である。口径llcm、器高6.2cm、高台径5.4cmを測

る。体部は薄く、呉須の発色も良好で丁寧に描かれている。文様は稲束文に雀文が描かれている。 13は、段

重の蓋である。口径9.8cm、器高2.8cmを測る。これも、体部は薄く、呉須の発色も良好である。文様は蛸唐

草文が描かれている。蔓は一本の太い線で表され丁寧に描かれている。体部と接する部分は無釉である。大

橋康二氏の編年では、 12はV期、 13はIV期にそれぞれ属する。 14は、肥前陶器である。京焼風陶器平碗であ

る。口径12.2cm、器高4.6cm、高台径4.3cmを測る。内面には呉須によって、丁寧に楼閣山水文が描かれてい

る。京焼風陶器の中でも古い時期のものである。これ以外に同じものが 2個いっしょに出土した。大橋康二

氏の編年III期に属する。 15-17は、土師質土器である。 15・17は、皿である。 15は、口径19cm、器高1.85cm

を測る。手ずくね成形で、調整は、内面はナデ調整、外面は指頭圧調整である。口縁部には灯芯痕が 2カ所

みられ灯明皿として使用していたと思われる。 IT (伊丹郷町期）・ 1型式A類に属する。 17は、口径6.9cm、

器高1.15cmを測る。ロクロ成形で、底部に右回転糸切り痕があり、内面は丁寧に回転ナデを施している。底

部が平垣で、体部から口縁部にかけて直っすぐに外へ延びているタイプのものである。 16は、台付タンコロ

である。底径4.6cmを測る。全体に鉄釉が掛けられ、突起は体部成形後、ハリッケしている。また、底部に

は、直径0.07cm、深さ2.5cm位の穿孔がみられる。これは、行灯や提灯の底板に打ち付けてある釘に差し込む

ための穴である。 18は、瀬戸・美濃焼瓶掛である。口径25cmを測る。内面口縁部から外面全体に緑釉が掛け

られ、内面には錆釉が刷毛塗りされている。外面の文様は、型造りした飛龍をハリッケ、口縁部は刻印とカ

ンナで、花印と楕円状の文様を描いている。また、肩部には、獅子頭を形取った双耳が付けられている。藤

澤良祐氏の本業焼編年（藤澤1987年） III段階 9期に属する。

出土遺物を概観すると、一部古いものがみられるが、 18世紀前半-18世紀末と考えられ、 III-3 a期に属

する遺構である。

S K441 

S K441は、調査区西側中央に位置する（表 1)。平面形は不整形を呈し、長さ 1.lm以上、幅0.66m以上、

深さ0.56mを測る。廃棄土壊で遺物が多量に出士した。

第ll図ー 1・3は、肥前磁器である。 1は、染付御神酒徳利である。高台径4.2cmを測る。瓶子形を呈し、

高台は輪高台である。肩の張りが大きいが全体的にすっきりしたタイプのものである。呉須の発色は悪い。

外面の文様は蛸唐草文が描かれている。 3は、染付碗である。口径10.4cm、器高5.5cm、高台径3.35cmを測

る。外面に捻文を描いている。体部には焼継ぎ痕がみられ、高台内に朱書が施されている。大橋康二氏の編

年では、 1はIV期、 3はV期に属する。 2は、伊賀・信楽焼小瓶である。高台径3.6cmを測る。外面には銅緑

釉を掛け、高台は無釉である。高台内に 「カヨ」の墨書がみられる。 4・6は、土師質土器である。 4は、

乗燭である。口径8.4cm、器高5.1cm、底径4.1cmを測る。芯立ては体部成形後、ハリッケしナデ調整を施して

いる。底部には乱雑な糸切り痕がみられる。また、内面から外面口緑部にかけて鉄釉が掛けられている。 6 
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第11図 S K441出土遺物

は、皿である。口径8.2cm、器高1.4cmを測る。内面は丁寧にナデ調整を施し、外面は指頭圧調整している。

IT (伊丹郷町期）・ 1型式A類に属するものである。 5は、瀬戸・美濃焼染付香炉である。口径11.6cm、器

高8.6cm、高台径6.6cmを測る。外面体部中部から下部に鉄釉を掛け、口縁部内外面に呉須で文様を描いてい

る。内面体部は無釉で、高台畳付は露胎である。 7-10は、京・伊賀・信楽焼製品である。 7は、灯明受皿

である。口径6.4cm、器高1.1cmを測る。外面口縁部から内面にかけて灰釉が掛けられている。それ以外は無

釉である。また、受けの部分に半月状の切り込みがある。これは、灯芯をつたって落ちて溜まった油を回収

しやすくするためのエ夫である。 8は、水注である。口径7.2cm、器高9.5cm、底径7.7cmを測る。内面口縁部

から外面体部にかけて灰釉が掛けられている。それ以外は無釉である。 9は、カンテラである。口径4.4cm、

器高3.6cm、高台径3.6cm、注口径 1cmを測る。口縁部と外面底部以外に灰釉が掛けられている。カンテラは、

西洋の金属製のカンテラを陶器で模倣したものである。片口と両口のものがある。注口部から灯芯を出す。

多量に油が入るので、長時間の使用に適し、また、握り手が付いているので持ち運びに便利で、火を灯す以

外に油差しとしても使用していた。 10は、灯明台である。口径5.2cm、器高3.3cm、底径4.2cmを測る。内面受
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部から外面底部まで灰釉が掛けられている。内面と底部は無釉である。また、受けの部分に半月状の切り込

みがある。 11は、堺焼播鉢である。口径20.4cm、器高7.8cm、底径8cmを測る。口縁部は外へ大きく張り出し

断面が三角形に近い形をしている。外面の調整は、底部から口縁部外縁帯やや下まで、丁寧に回転ヘラケズ

リ調整を施している。胎土に0.2cm位の礫を多く含み、内面の揺目は、 11本を 1単位とし密に入れている。白

神典之氏の分類（白神1990年） III類に属する。 12は、丹波焼播鉢である。口径31.5cm、器高13.6cm、底径14.7

cmを測る。口縁部は内傾し、口縁部端部は平垣で、断面が「T」の字状になり、内面には塗土が施されてい

るが、それ以外は無釉である。内面体部の播目は 8本を 1単位とするものを密に施し、見込みの播目は渦巻

き状に入れている。また、底部には胎土目が一部残っている。大平 茂氏の編年XI期に属する。

ここでも、遺物が大量に出土したため、産地別・用途別構成比を作成した（第226・227図）。グラフをみる

と産地では、京焼系（伊賀・信楽焼）のものが大半で、用途別では、調度具・調理具が多い事がわかった。

調度具別でみると、大半が灯明皿であった。そのはかの結果については、第 4章第 4節の遺物計測および分

析結果をみていただきたい。

出土遺物を概観すると、 19世紀前半-19世紀後半と考えられ、 III-3 b期に属する遺構である。

5. 第 3次面の遺構と遺物

第3次面は、第 1次面で検出した東側の 2棟の建物 (SBOl・04) とほぼ同範囲で三和土を検出した。ま

た、その東側には多くの廃棄土城を検出し、裏庭となっていたと思われる。さらに、大きな焼土土壊を検出

した。出土遺物から享保14年 (1729) の北少路村の大火災の際の処理土塘と思われ、三和土を切って作られ

ているため、この面で大火災が発生したことがうかがえる。また、三和土が敷かれる年代だが、三和土の下

面の遺構 (SK527) の年代が17世紀後半までで、それ以降に敷かれたと思われる。

S E02 

S E02は、北壁付近中程に位置する（第12図・図版 5)。平面形は不整形を呈し、長径1.45m、深さ 3m以

上を測る。筒型に掘られている、素掘りの井戸である。また、埋土から井戸枠瓦が出土したため、上部は瓦

積みのではないかと思われる。また、遺物も 18世紀代のものがまとまって出土した。

第14図ー 1-3は、肥前磁器である。 1は、染付碗である。口径11.6cm、器高 6cm、高台径4.7cmを測る。

体部は全体的に薄く、丸碗のようであるが外側へやや張っている。口縁部には口錆を施している。高台は、

下部が外へ張り、断面が「ハ」字形になっている。文様は、成り物の栗文が描かれている。高台畳付は露胎

である。 2 は、筒型染付碗である。口径7.6cm、器高5.7cm、高台径3.9cm を測る。外面に矢羽根文• 山形文、

内面口縁部に四方欅文を描いている。見込みにみえる五弁花は手書きによる。高台畳付は露胎である。 3は、

青磁染付碗の蓋である。口径9.7cm、器高2.7cm、つまみ径4.1cmを測る。内面口縁部に四方欅文、内面中央に

コンニャク印判によって五弁花が描かれている。 1-3は、大橋康二氏の編年IVに属する。 4は、伊賀・信

楽焼土鍋である。口径15cm、器高4.5cm、底径5.6cmを測る。口縁部と外面底部以外に、灰釉が掛けられてい

る。底部に脚が 3カ所付けられている。 5は、瀬戸・美濃焼皿である。口径12.2cm、器高2.3cm、高台径5.6

cmを測る。全体に灰釉を掛け、口縁部を波状にしている。 6-9は、上師質土器である。 6は、柿釉仏花瓶

である。底径9.2cmを測る。ロクロ成形で、底部は平垣である。外面から内面中程まで柿釉を施している。底

部には左回転糸切り痕がみられる。 7は、皿である。口径7.6cm、器高1.85cmを測る。手ずくね成形で、内面

は丁寧にナデ調整を施し、外面には指頭圧痕がみられる。 IT (伊丹郷町期）・ 1型式A類に属する。 8は、

焙烙である。口径33.6cmを測る。口縁部と底部が直立するタイプである。口縁部内外面はヨコナデ調整、外
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面底部は未調整である。また、体部と底部の境目をヘラケズリに

よる面取りを施している。難波洋三氏の分類E類に属する。 9は、

風炉である。口径24.6cm、器高25.2cm、高台径24.6cmを測る。粘

O.P.= 
19. 700m 土円盤に粘土紐輪積み成形後、脚部を粘士輪積み成形している。
w 

1. 明褐色粘質士層 7・5Y R5/6 
2. 明褐色粘質土層 7・5YR5/6(盛士）

3. 明褐色粘質土層 7・5Y R5/6 (盛士）

4. 黄橙色砂層lOYR8/8 
(1 -15cm大の礫多量に含む）

5. 黄褐色砂質士層10YR5/8
(1 -15cm大の礫多量に含む）

6. 黄褐色砂層lOYR5/8 

゜
Zm 

第12図 S E02遺構図

外面はナデ調整、内面は軽くナデ調整を施している。脚には沈線

がみられ、下部に 2カ所半月状の切り込みがある。また、体部内

面には突起があり、穿孔が 1カ所ある。

第15図ー 1は、井戸枠瓦である。全長31.4cm、幅26.7cm、厚さ

5.8cmを測る。体部に矢先のようなタタキ目を 2列入れている。ま

た、「金岡瓦宗」の刻印がみられる。「金岡」は、伊丹郷町の北西

部に当たる大広寺村地内の字名である。伊丹の総氏神である猪名

野神社の祭礼に関する記録の、天保十二年 (1841)の項に、金岡

に「金岡瓦屋宗次郎」の名が記載されており、金岡で瓦屋を営ん

でいることがわかった（藤井1989年）。「金岡瓦宗」は、「金岡瓦屋

宗次郎」の略号と思われる。

出土遺物を概観すると、 18世紀前半-18世紀後半と考えられる。

III-2 b期に属する。

S Y14 

S Y14は、調査区北側中央付近に位置する（第13図・図版 6)。

水琴窟遺構である。平面形は楕円形を呈し、 0.48m、幅0.33m、

深さ0.29mを測る。甕をただ逆さまにしただけの簡単なものであ

る。この遺構の年代観から、 SBOlに伴うものと思われる。また、

この遺構の北側にも水琴窟 (SY04) を検出したが、 SY14の方

が古く、作りかえらる際に場所も移動したと思われる。

第15図ー 2は、丹波焼甕である。口径23.8cm、器高29.2cm、底

径13.8cmを測る。口縁端部は平垣で、断面形が「T」の字形をす

る。体部中央から肩部の張りは強いが、体部下部はスマートであ

O.P.= る。内面から外面にかけて塗土を施し、その後、外面口縁部に灰
19. 700m 

釉を掛けている。外面底部は無釉で、中央に直径 2cmの孔がみら

1. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/6 
2. オリープ褐色砂質士層 2・5Y 4/4 
3. 黄色砂質士層 5YS/6 
4. にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/4 

D
 

lm 

第13図 S Yl4遺構図

れる。この孔は、水琴窟として使用する際に開けられたと思われ

る。楢崎彰ー氏の編年（楢崎1977年）江戸IV期に属する。

出土遺物を概観すると 18世紀末-19世紀前半と考えられる。 III

~3 a期に属する。

S D05 

S D05は、調査区西壁付近中央に位置する（第16図・図版 6)。

長さ 6m以上、幅0.44m、深さ0.24mを測る。屋敷境石積溝であ

る。 40cm位の花岡岩が 2段に積み上げられていた。東側にある S

D02に通じるかどうかはわからない。同時期には作られたと思わ
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第14図 S E02出土遺物

れるが、 SD05は19世紀前半には埋められていることがわかった。図化した遺物は溝内から出土したもので

ある。

第18図ー 1-3は、肥前磁器である。 1は、染付碗である。口径10.2cm、器高5.7cm、高台径4.1cmを測る。

器形は薄く、呉須の発色は良好で、文様は丁寧に描かれ、外面体部は花唐草文、内面口縁部は四方欅文、見

込みには牡丹唐草文である。体部には焼継ぎ痕があり、高台畳付は露胎である。 2は、染付蓋である。口径

9.2cm、器高2.6cm、つまみ径3.4cmを測る。 1に伴うものである。有田周辺の窯の製品と思われる。 3は、染
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第15図 S E 02 (1)・S Y 04 (2)出土遺物

付碗である。口径10cm、器高5.2cm、高

台径3.6cmを測る。

常に丁寧に作られている。外面の文様

は区画割り草花文で、見込みにも菊文

が描かれている。

う1個出士している。

康二氏の編年IV期に属する。

戸・美濃焼双耳壷である。外面体部は

ロ縁部下から中程まで灰釉が掛けられ、

それ以外は無釉である。

師質士器である。

5は、内面に柿釉が掛けられ、

に灯芯痕がある、いわゆる、柿釉灯明

皿である。

る。

切り痕がみられる。

を施している。

る。

る。

ロクロ成形で、底部には左回転糸

IT 

属する。

を測る。

に属する。

いる。

1・2と同様に、非

これと同じものがも

1-3は、大橋

5・6は、皿である。

ロ径6.3cm、器高1.2cmを測

6は、

器高1.8cmを測る。胎士は浅黄橙色を呈

し、やや厚手である。手ずくね成形で、

内面はナデ調整、外面には指頭圧調整

口縁部に灯芯痕がみら

れ灯明皿として使用していたと思われ

（伊丹郷町期）

8は、

器高20.1cm、

4は、瀬

5-9は、

ロ径 7cm、

1型式A類に

7は、焙烙である。

ロ縁部

ロ径20cm

ロ縁部と底部が突出るタイプ

である。器形はやや小さく、薄手であ

ロ縁部内外面はヨコナデ調整、内

面底部はナデ調整を施し、外面底部は

未調整である。難波洋三氏の分類G類

ミニチュア士製品で

ある。高さ5.1cm、幅4.3cm、厚さ2.3cm

を測る。形は鐘楼と思われる。鐘楼は

箱庭道具として使用されていた。成形

は型合わせ成形で、合わせ目をヘラケ

ズリしている。全体に雲母が付着して

9は、風炉である。 ロ径20.4cm、

高台径22.6cmを測る。成

形は、体部を粘土紐輪積み成形し、

± 

そ

の後、全体に回転ナデ調整し、底部に
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半月状の切込みと陰刻文を入れてい

る。外面全体には赤色泥土を塗り、

体部内面には突起をハリッケ、孔を

入れている。また、穿孔には針金が

巻いてあった。

出土遺物を概観すると、 18世紀末

-19世紀前半と考えられる。 III-3 

a-3b期に属する。

S K305 

S K305は、 SD05の北隣に位置す

る（表 1)。平面形は不整形を呈し、

長さ3.22m、幅2.43m、深さ0.28m

を測る。

第18図ー10は、唐津系陶器刷毛目

文碗である。口径10.8cm、器高2.43

cm、高台径3.8cmを測る。体部全体に

白化粧士による刷毛目文様を施して

いる。高台畳付は露胎である。 11は、

嬉野焼皿である。口径12cm、器高3.4

cm、高台径4.1cmを測る。内面から外

面体部にかけて青緑釉を掛け、見込

みには蛇ノ目釉ハギを施している。
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1. 灰オリープ色粘質士層 5Y5/2 

2. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 

゜
Zm 

第16図 S D05遺構図

高台は無釉である。 10・11は、大橋康二氏の編年IV期に属する。 12は、丹波焼鉢である。口径11cm、器高6.85

cm、底径 9cmを測る。体部に耳部がみられ、おそらく双耳と思われる。また、内面には煤が付着しているこ

とから、火入れとして使用していたと考えられる。 16は、丹波焼揺鉢である。底径17cmを測る。外面体部に

ユビオサエ痕がみられる。内面体部の播目は 8本単位を呈し、見込みは中心に 8本単位の播目を「＋」に入

れた後、外周に円を描いている。大平 茂氏の編年V期に属する。

出士遺物を概観すると、 18世紀前半-18世紀中頃と考えられる。 III- 2 b期に属する。

S K340 

S K340は、調査区中央やや束南部に位置する（表 1)。平面形は不整形を呈し、長さ6.5m、幅3.22m、深

さ0.68mを測る。焼土処理土横である。上述したが、出土遺物から享保十四年 (1729) の北少路村の大火災

の処理土壊と思われる。また、三和土を切って作られており、 3次面の三和土の時期はこの頃と思われる。

第18図ー13・14は、肥前磁器染付碗である。 13は、口径10.4cm、器高5.95cm、高台径 4cmを測る。外面の

文様は草花文である。火災に遭ったためか全体的に変色している。高台畳付は露胎である。 14は、 口径11.8

cm、器高 7cm、高台径5.4cmを測る。 13より体部が厚く、高台脇から腰部がやや張っている。文様は草花文で

ある。高台畳付は露胎で砂が付着している。 13・14もいわゆる「くらわんか手」のもので、大橋康二氏の編

年IV期に属する。 15は、 肥前磁器皿である。口径9.9cm、器高3.15cm、高台径3.8cmを測る。見込みには蛇ノ

目釉ハギが施され、口縁部は無釉である。これも、大橋康二氏の編年IV期に属する。
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第19図ー 1は、丹波焼甕である。口径43cmを測る。口縁端部の断面が「T」字形で、上部には 3本の沈線

がみられる。また、内外面に塗土が施され、その後、外面には灰釉が掛けられている。 2-4は、瓦である。

2は、菊文軒丸瓦である。全長（残） 6 cm、瓦当部径8.2cm、内区径6.8cm、周縁幅0.7cm、瓦当部厚1.5cmを

測る。調整は、瓦当周縁部および瓦当裏面周縁部は、周縁に沿ってナデ調整、瓦当裏面はナデ調整を施して

いる。瓦当部と丸瓦部の接合部は、凸面は縦方向にヘラケズリ調整がみられる。瓦当面には雲母が付着して

いる。 3は、軒平瓦である。全長（残） 8 cm、瓦当部高4.1cm、上周縁幅 1cm、文様区幅2.2cm、顎下部厚1.2

cm、顎上部厚2.5cmを測る。調整は、周縁部は周縁に沿ってナデ調整、瓦当裏面はヨコナデ調整、平瓦部裏面

は未調整である。また、平瓦部凹部は瓦当部から縦方向にナデ調整がみられる。文様は、均整唐草文である。

中心飾は花弁文で、唐草は蔓先が下向きに反向し、文様の出もはっきりしてる。また、火災に遭ったためか

全体的に変色している。 4は、丸瓦である。全長（残） 19.3cm、玉縁部長4.5cm、体部幅14cm、玉縁部幅11

cm、厚さ 2cmを測る。調整は、玉縁部は円周に沿ってナデ調整、丸瓦部凸面は縦方向にヘラケズリ調整を施

し、丸瓦部凹部に布目がみられる。 5は、「寛永通賓」である。直径3.4cm、厚さ0.1cmを測る。古寛永通賓

で、賓の字の貝画末尾が「ス」である。背文はみられない。

出土遺物を概観すると、古寛永通賓以外は、 17世紀末～享保14年 (1729) までで、 III-2 a期に属する。

S K246 

S K246は、調査区北壁付近中程に位置する（第17図）。平面形は不整形を呈し、長さ0.84m以上、幅〇.84

m、深さ0.35mを測る。

第19図ー 6・7は、肥前磁器である。 6は、染付仏飯具である。口径 6cm、器高5.3cm、底径3.4cmを測る。

全体的に厚手で、呉須の発色も悪い。外面の文様は笹文である。底部は無釉である。 7は、筒型染付碗であ

る。高台径3.9cmを測る。外面に、山形文・矢羽根文が描かれている。高台畳付は露胎である。 6・7は、大

橋康二氏の編年V期に属する。 13は、瓦質土器流し台である。長辺（残） 86.3cm、短辺48.3cm、厚さ3.6cmを

測る。成形は、長方形の粘土板を 2枚重ねして底部を成形し、その上に、 2枚重ねした板状の粘土をハリッ

w 

1. 褐色砂質土層lOYR4/4 

2. 褐色砂質土層 7・5Y R4/4 

O.P. = 19 .600m 
E 

ケ側面体部を成形している。その後、接合部を粘土を

足して補強しナデ調整している。また、内面には、水

落としの穴が 1カ所あり、それに通じる溝が 3条みら

れる。これらは、成形後ヘラによって陰刻している。

瓦質土器流し台は、宮ノ前地区では他に例はなく、非

常に珍しい。当時はまだ木製のものが主流だったと思

われる。

出土遺物を概観すると、 18世紀後半-19世紀初頭と

考えられ、 III-3 a期に属する遺構である。

S K270 

S K270は、 SE02の東側に位置する（表 1)。平面

形は楕円形を呈し、長さ1.04m、幅0.66m、深さ0.6m

を測る。

3. 暗オリープ褐色粘質土層 2・5Y R3/3 
2m 第19図ー10は、骨製ヘラである。長さ 15.3cm、幅1.5

゜
第17図 S K246遺構図

cm、厚さ0.4cmを測る。動物の種類はわからない。緻密

できめ細かく丁寧に作られている。 11は、肥前磁器赤
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絵碗である。口径7.2cm、器高3.9cm、高台径2.4cmを測る。全体的に薄く小型の碗である。墨弾きによる唐草

文と七宝文を描いている。高台畳付は露胎である。大橋康二氏の編年IV期に属する。 12は、銅製握手である。

長さ7.8cm、幅4.6cm、厚さ0.6cmを測る。本体と繋ぐ飾りは円形で、中心から銅製の足が 2本通っており、そ

れを体部に通し折曲げると思われる。

出土遺物を概観すると、 18世紀後半-19世紀初頭と考えられる。 III-3 a期に属する。

6. 第 2次面の遺構と遺物

第 2次面では、第 1次面と同じ場所に三和土を検出した。 このうち、 S B07・10・14は礎石・礎石痕を検

出できなかったが、 S B07・10は 1次面で検出した SB01・04の前身の建物だったと思われる。 S B06は、

1次面の土蔵の下になるが、 この時期は建物だったことがわかった。後述する第 1次面と同様に、北西部は

石積溝から南側で、 S BIOとSB06は中庭で繋がった建物が建っていたと考えられる。 その他の建物につい

ては順に説明したいと思う。

S 808 

S BOSは、調査区北西部に位置する（第20図・ 図版 6)。桁

行 2間半 (4.92m)、梁行 2間半 (4.92m) 

る。第 1次面の SB02とほぼ同範囲で三和土を検出したが、

様相が異なる。南西隅からは、便所と考えられる木桶を埋め

た遺構SUl41が出土した。この埋桶遺構は、掘形の遺物の年

代が18世紀後半-19世紀前半であり、

られたと思われる。

の礎石建物であ

この頃に建物も、建て

また、南側には、庭石を検出したことか

ら庭だったと考えられる。 III-3 a期に属する。

S B09 

S B09は、 S B08の西側に位置する（第21図・図版 6)。桁

行 1間半以上 (2.995m)、梁行 3間半以上 (6.3m)の礎石建

物である。 この建物の三和土の下の遺構 (SK305) 

が、 18世紀前半-19世紀前半であり、

ことがわかる。 また、

空壕 (SX152・153) 

の頃には存在し、

S V234 

S V234は、

の年代

それ以降に建てられた

この建物の三和土を切って作られた防

の年代観が、第 2次大戦頃なので、

その後取り壊されていたと思われる。

S B10の北西側に位置する

こ

（第22図・図版

6)。長さ2.75m、幅0.75m内で、竃の底部を検出した。残存

状態が悪く底部のみだが、

cmを測る。

4基の燃焼室を確認した。

第26図ー 1は、土師質土器皿である。口径6.5cm、器高1.15

ロクロ成形で、内面は丁寧に回転ナデ調整を施し、

外面底部には右回転糸切り痕がみられる。

図化しなかったが、

ロ縁部には灯芯痕

がみられることから、灯明皿として使用していたと思われる。

その他に、肥前磁器コンニャク印判文碗
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O.P.=19.600m 

可疇砧雀s-1.黄褐色砂質土層lOYR5/6 

2. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/4 

3. 褐色粘質土層lOYR4/4 

4. 褐色土層 7・5Y R4/6 (炭化物、焼士多量に含む）

5. 褐色砂質士層lOYR4/6 

6. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 (炭化物、焼土多量に含む）

7. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/8 

゜

などが出土した。

出土遺物を概観すると、 18世 紀 前 半

-18世紀後半と考えられる。 Ill-2 b期

に属する。

S I 11 

S 111は、調査区東側中程に位置する

（第23・図版 6)。掘形の平面形は円形を

呈し、掘形は直径0.23m、深さ0.18mを

測る。 この北側でも胞衣壷 (SI 12) を

Zm 

検出し時期も同年代である。胞衣壷は伊

丹郷町出土の場合、間ロ・通り庭・床下・

裏庭で出土することが多い（川口1989年

-a)。この遺構の年代観から SB04に伴

うものと考えられ、床下に埋められてい

第22図 S V234遺構凶
たと思われる。 また、壷内には墨と筆が

納められていた。墨と筆を納める意味は、男子誕生の場合、生活上で必須な読み書ぎの上達を願って納めた

と考えられている。

第26図ー 5・6は、 土師質土器火消壷と蓋である。 5の蓋は、 ロ径15.4cm、器高 4cm、つまみ径3.9cmを測

る。粘土円盤に粘土紐輪積み成形し、 天井部内面と口縁部を回転台を利用してヨコナデ調整を施している。

その後、つまみ部をハリッケし、 その周辺をナデ調整している。 6は、 ロ径12.2cm、器高18.6cm、底径14.4

cmを測る。肩部から体部は算盤玉形をしているが、肩部はやや内湾するがそんなに強くない。外型作り分割

成形である。外面は回転台を利用し、丁寧にヨコナデ調整を施している。 また、接合部と外面口縁部をヘラ

ケズリ調整している。 また、内面に黒色物（胞衣を包んだ布か？）が付着していた。肩部には「いと」？の墨

書がみられる。 5・6ともに、川口宏海氏の編年（川口1989年ー a) 11-2期に属する。 3は、筆である。

8 (l)N 

s 
竺 =19.600m

N 

1. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 

O.P.=19.600m 
w 

゜
50m 

゜
50cm 

第23図 S I 11遺構図 第24図 S I 05遺構図
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先端部の残存長 5cm、厚さ0.6cm、体部の残存長16.5cm、厚さ0.7

cmを測る。竹製のものである。体部には黒色となった紙が貼り

ついている。筆は竹製製品のため、遺存状態が特殊な環境でな

い限りは残らず、検出でぎたことは好運であった。 4は、墨で

ある。長さ8.9cm、幅2.5cm、厚さ0.9cmを測る。これも残存状態

が良好であった。表には「國王口」の文字、裏には城郭が型押

しによって成形されている。

出土遺物を概観すると 19世紀前半と考えられる。 III-3 b期

に属する。

SI 05 

S I 05は、調査区北東部に位置する（第24図・図版 7)。掘形

の平面形は不整形を呈し、掘形の大きさは長さ0.31m、幅0.27

m、深さ0.16mを測る。 SB02と同時代と思われ、また、床を

切って出土しているため建物内に埋められていたと考えられる。

第26図ー 7・8は、土師質土器火消壷と蓋である。 7は、ロ

径14.8cm、器高2.6cmを測る。成形は SI 11の蓋と同様である。

w 
O.P.'"". 麟 Om

E 

1. 黒褐色士層 5YR2/2 

゜
50cm 

8は、口径11.8cm、器高17.lcm、底径14.8cmを測る。肩部から

体部は算盤玉形をしているが、肩部が短い。成形は外型作り分割成形である。調整は SI 11と同様である。

第25図 S I 08遺構図

肩部に「三又」の墨書がみられる。 7・8ともに、川口宏海氏の編年11-2期に属する。

出土遺物を概観すると 19世紀前半と考えられ、 III- 3 b期に属する遺構である。

SI 08 

S I 08は、南壁沿い南東隅に位置する（第25図）。掘形の平面形は楕円形を里し、長さ0.35m、幅0.27m、

深さ0.43mを測る。遺物の年代観から、 SB04に伴うものと考えられることから、通り庭に埋められていた

と思われる。

第26図ー 9・10は、土師質土器火消壷と蓋である。 9は、口径12.1cm、器高3.25cmを測る。 SI 11・05と

器形・調整は同じである。内面に黒色物が付着している。 10は、口径11.7cm、器高18.8cm、底径13.8cmを測

る。これも SI 05と器形・調整は同じである。体部には「ニキ」の朱書がみられる。 9・10共に、川口宏海

氏の編年II-2期に属する。

出土遺物を概観すると 19世紀前半と考えられ、 III-3 b期に属する遺構である。

SI 09 

S I 09は、 SI 08の北西隣に位置する（第27図・図版 7)。掘形の平面形は楕円形を呈し、長さ0.43m、幅

0.35m、深さ0.37mを測る。これも SI 08と北西隣から出士したことから、通り庭に埋められていたと思わ

れる。また、壷と一緒に丹波焼徳利が埋められていた。

第30固ー 1・2は、土師質士器火消壷と蓋である。 1は、口径15cm、器高4.1cm、つまみ径4.1cmを測る。

成形は上記の蓋と同じである。内面には黒色物が付着している。胎土に雲母を含む。 2は、口径12.5cm、器

高18cm、底径13cmを測る。器形は上記のものといっしょで算盤玉形をしているが、肩部と体部の接合部は大

きく外へ張り出している。外面は、丁寧に回転ヘラナデを施し、内面にはナデ調整がみられる。内面底部に

黒色内容物が付着している。 1・2は、川口宏海氏の編年II-2期に属する。 3は、丹波焼徳利である。ロ
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径3.8cm、器高24.9cm、底径9.7cmを測る。口縁端部は外側へやや張り丸味がある。体部は大きく外へ張りだ

し、下部に重みを感じられる。器形からみて提げ徳利と思われる。外面全体に塗土が掛けられているが、内

面と底部は無釉である。

出土遺物を概観すると、 19世紀前半-19世紀中頃と考えられる。 III-3 b期に属する遺構である。

SW186 

SW186は、調査区南東隅に位置する（第28図・図版 7)。掘形の平面形は楕円形を呈し、長さ0.45m、幅

0.35m、深さ0.12m、内矩の長さ0.3m、深さ0.06mを測る。出土遺物の年代観から SB04と同年代と考えら

れる。甕内には油状の付着物がみられる。付着物の成分分析結果は、次回に報告したい。
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第26図 S V234 (1)・S I 11 (2 -6)・S I 05 (7・8)・S I 08 (9・10)出土遺物
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第30図ー 4は、信楽焼甕である。底径20.4cmを測る。底部

III-3 

S K80 

S K80は、調査区北東部に位置する（表 1)。平面形は不整

形を呈し、長さ lm、幅0.72m、深さ0.36mを測る。

第30図ー 5は、肥前磁器染付碗である。高台径3.9cmを測

る。呉須の発色はやや薄い。外面に一重網目文が描かれてい

る。大橋康二氏の編年III期に属する。その他に、信楽焼せん

べい壷が出土したが、震災によつて行方不明となった。

出土遺物を概観すると、 17世紀後半と考えられ、 III-2 a 

期に属する遺構である。

S K38 

S K38は、調査区北東隅に位置する（第29図）。平面形は長

方形を呈し、長辺2.3m、短辺0.96m、深さ0.3mを測る。方

形の遺構内壁には粘土層に平瓦を埋め込み、その西側には10

cm大の礫石が敷かれていた。遺構内からは多量の遺物が出土

したため、調査時は土壊でとらえた。しかし、遺物の年代観

から、 SBOlに伴うもので、三和土を切って作られており、
むろ

位置的には座敷下あたることから、地下室ではないかと考え

られる。

第30図ー 6は、肥前磁器染付皿である。口径 6cm、器高2.1

cm、高台径 3cmを測る。外面には笹文が描かれている。高台

畳付は露胎である。大橋康二氏の編年IV期に属する。 8は、

明石焼播鉢である。口径27cm、器高9.8cm、底径12cmを測る。

胎土は赤褐色を呈し、 1 cm程の礫を含む。底部から口縁部外

縁帯直下まで回転ヘラケズリを施している。揺目は、内面に

8本単位で、見込みには放射状に 7本単位で施している。回

転台は右回りである。白神典之氏の分類II類に属する。 7は、

左巻き三巴文軒丸瓦である。全長（残） 6.2cm、瓦当部径14.2

SW 

O.P.= 
19.600m 

NE 

1. 暗褐色砂質士層10YR3/4

2. 褐色砂質士層lOYR4/4 

゜
50cm 

第27図 S I 09遺構図

w 
O.P.=19.600m 

E 

1. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/4 

2. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 

0 lm 

第28図 SW186遺構図

cm、文様区径10.4cm、周縁幅2.2cmを測る。文様の突出度は高く、巴文は全体的に太めで、稜をなす。調整

は、瓦当周縁部はヘラミガキ調整、丸瓦部凸面はヘラケズリ後、ヘラミガキ調整を施している。また、瓦当

裏面周縁部は周縁に沿ってナデ調整、瓦当部と丸瓦部の接合部にはナデ調整がみられる。

出土遺物を概観すると、 18世紀中頃-18世紀後半と考えられ、 III-2 b期に属する遺構である。

SK  198 

S Kl98は、 SK234が埋め戻された後、その上面につくられた廃棄土塘である（表 1)。平面形は不整形を
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1. 褐色土層lOYR4/4 

2. オリープ褐色砂質土層 2・5Y4/6

3. 黄褐色枯土層lOYR5/6 

第29図

呈し、長さ0.62m、幅0.58m、深さ0.3mを測る。

0.P.=19.600m 
lz 

w 

゜
lm 

S K38遺構図

第31図は、 土師質土器風炉である。 ロ径26.4cm、器高23cm、高台径25cmを測る。調整は、上記した第 3次

面SEOZ (第12図） のものと同じだか、 これは外面体部を丁寧にヘラミガキ調整している。器形は、窓部は、

体部を半月状に切り開いたものである。内面に煤が付着している。 その他の出土遺物は、少量であったが、

肥前磁器染付碗（大橋康二氏の編年IV・V期） のものがみられた。

出土遺物を概観すると、 18世紀後半-19世紀初頭と考えられる。 III-3 a期に属する遺構である。

7. 第 1次面の遺構と遺物

第 1次面では、 19世紀中頃以降の遺構面である。三和土は、東側間口付近と第 2次面SBOSとほぼ同範囲

でみられた。東側の猪名野神社参道（現・宮ノ前商店街通り）に面して、 S BOl・S B04があり、北西側に

S B02があって、合計 3棟の礎石建物が確認された。屋敷地割は、中央の石積溝 (SD02)から北側は本来

別であるが、北側屋敷地中程に塀の基礎となる南北方向の撹乱の溝状落ち込み (S EOlの西に隣接）があっ

て、 これより北西部は南側の屋敷地につながっていたことを関係者から聞くことができた。すなわち、北西

部は南側の屋敷主が買取り、所有していたものと考えられる。 また、 S BOl・S B04は既存建物である。s
 B04の西側には土蔵SB14・SB15が建てられており、 このうち SBl5は、

ため、近代に建てられた土蔵と考えられる。 S BOSの後身の建物SB02は、

コンクリート基礎をもっている

立派な庭園を持つ建物であるこ

ともわかった。

S 801 

また、 S B09はこの面ではすでになくなっていた。

S BOlは、 S D02の北東側に位置する （第32図・図版 7)。東側を間口とする礎石建物である。桁行 3間半

（南北6.89m)、梁行 7間半（東西14.76m)を測る。既存建物で厨子二階の建物である。西側奥には、井戸や

水琴窟・便甕が出土しこれに伴うものである。根石SK05から19世紀中頃の遺物が出土しており、

に建築された建物である。 III-3 b期-IV期に属する。

S 802 

このころ

S B02は、 2次面で検出した SBOSとほぼ同じ範囲に位置する（第33図・図版 8)。桁行 4間半（東西8.86

m)、梁行 2間半（南北4.992 m) を測る。 S B08は前身の建物と思われ、建て替えられていることがわかっ
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第30図 S I 09 (1 -3)・S W186 (4)・S K80 (5)・S K38 (6 -8)出土遺物

た。その際、規模を拡大し、西側を広げL字状の建物に立て替えられている。また、建物南側の床部に漆喰

が敷かれてあり、その南側に沓脱石を検出した。おそらく建物南側は縁側だったと思われる。西側には水琴

窟 (SYl9)やそれに通じる飛石が置かれており、立派な庭園であった。また、これらの上に20cm近く焼土

層が堆積していた。これは、昭和30年に宮ノ前市場一帯が火災に遭った時のもので、この建物もこの火災で

焼失したと考えられる。昭和36年の航空写真ではここはすでに庭になっており、その後建物は建っていない

事がわかった。 IV期に属する。
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第31図 S K198出土遺物

S 804 

S B04は、SD02の南束側に位置する（第34図・図版 9)。これも SB01と同様、東側を間口とする礎石建

物である。桁行 6間半（南北約12.6m)、梁行4間以上（東西約7.98m)を測る。検出した礎石は、根石をも

っており、これも SB07と同様厨子二階の建物である。 SB01に比べるとやや大きいため根石を必要とした

と思われる。その中には墨書があるものもあった。この建物の間取りが、伊丹市史に記載されている（第35

図）。それをみると、北側は居室部になっており、居室部分は食い違い四間取りになっていることがわかる。

調査でもこれを確認した。また、この建物に伴う胞衣壷のうち SI 02・03・11・12は、出土した位置的が仏
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第32図 S B01遺構図
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間部分にあたると考えられ、産屋と

して利用された床下に埋められるこ

とがあり、おそらく、この部屋はそ

れにあたると思われる。さらに、南

側は通り庭になっているが、ここか

らも胞衣壷SI 08・09が出土し、そ

の西側から井戸も検出した。 SB

14・15はこの建物に伴うものであり、

さらに、これらの建物間に池遺構(S

XOl) を検出したことから、その間

は庭部だったと思われる。 III-3 a 

期からIV期に属する。

竺 =19.700m
E 

一S S 332 

S S332は、調査区中程に位置する 第33図 SB02遺構図

（表 1)。根石遺構である。この遺構は、第 1次面の SB04に伴う礎石で、この年代観がSB04の築造年代と

考える。 10-40cm位の花岡岩石を 7個を置き、石と石の間に小石混じり褐色粘質土を詰めていた。

第19図ー 8は、肥前青磁染付碗である。口径11.8cm、器高6.1cm、高台径4.4cmを測る。呉須の発色は良好

で、内面口縁部に四方欅文、見込みにはコンニャク印判による五弁花が描かれている。また、高台内に二重

方形枠内に簡素な渦福文がみられる。高台畳付は露胎である。 9は、肥前陶胎染付筒型碗である。口径11cm、

器高8.8cm、高台径 6cmを測る。体部は厚く、全体的釉の発色は黒帯びている。外面に唐草文が描かれ、高台

畳付は露胎である。 8・9は大橋康二氏の編年V期に属する。

出土遺物を概観すると、 18世紀末-19世紀前半と考えられる。この他に出土遺物がなかったため、建物の

築造期を決めるのは難しいが、 18世紀末-19世紀前半が上限期と思われる。 III-3 b期に属する遺構である。

S 814 

S B14は、 SB04の西隣に位置する（第36図・ 図版 9)。桁行3間半（南北約6.89m)、梁行 2間（東西3.9

m) を測る。土蔵建物である。基礎は、 10-40cm大の花尚岩を下部に敷き、その上に漆喰張り、さらにその

上部を40cm位で外側は平滑な切石を二段積み上げている。基礎石の下に19世紀後半の土壊SK228があり、こ

れ以降に建てられたものである。また、その西側ではコンクリートの基礎を持つ土蔵 (SB15) が建てられ

ていた。これは20世紀初頭以降の建物でもある。 SB14は、 SB04に伴うものである。いずれもIV期に属する。

S Y04 

S Y04は、北壁沿い中央に位置する（第37図・図版 9)。掘形の平面形は円形を呈し、直径0.78m、深さ0.92

m、内矩の直径0.58m、深さ0.52mを測る。水琴窟の構造は、外部はなにも施されていないが、内部に長さ

約75cmの鉄製棒が中央に剌さっていた。おそらく、共鳴棒ではないかと考えられる。こういう例は初めてで

ある。また、この北西隣に、便槽甕遺構を検出したことから、便所使用後の手洗い排水処理として使われた

と思われる。

第39図ー 1は、大谷焼大甕である。口径67.5cm、器高87cm、底径23.9cmを測る。 3段分割成形である。ロ

縁部端は平垣になり、断面は「T」字状である。外面は丁寧に鉄釉が掛けられ、内面は軽く刷毛塗りされて

いる。底部は無釉である。川口宏海氏の大谷焼分類（川口1995年） II類に属する。

o
 

Zm 
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第34図 S B04遺構図

第42図ー 6・7は、鉄製棒である。 7は、長さ75.35cm、厚さ0.8cmを測る。先端部は何かに引っ掛けるよ

うにリング形に折り曲げてあり、もう 一方も折り曲げてある。

る。板状の棒である。

6は、長さ43.75cm、幅2.2cm、厚さ 1.2cmを測

出土遺物を概観すると 19世紀中頃-19世紀後半と考えられ、 III- 3 b期に属する遺構である。

S Y19 

S Y19は、調査区北西側に位置する（第38・ 図版 9)。掘形の平面形は円形を呈し、直径1.lm、深さ0.4m

を測る。 この水琴窟を検出した位置は、 S BOZの庭部にあたる。 これに通じる飛石が設置しており、 おそら

く、 立派な手水鉢もしくは覚がともなったのではないかと考えられる。水琴窟の構造は、甕を逆位に埋め、

水が窟口以外に流れないようにそのまわりを漆喰でかためていた。また、窟口のまわりには長さ 10cm位の小

石を敷き、 さらにその外側を長さ60cm位の礫石で堰堤を築く、 しっかりとした水琴窟である。
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1. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 

2. 明黄褐色砂質土層lOYR6/8 

3. オリープ黒色粘質土層 5Y3/l 

磁
涵

第36図

。
4m 

S B14遺構図

O.P.= 
19. 700m 

E 

゜
lm 

漆喰

2喜
1. 褐色砂質土層lOYR4/6 

2. オリープ黒色粘質士層 7・5Y3/1 

3. オリープ褐色枯質土層 2・5Y 4/4 
4. 明褐色粘質士層 7・5Y R5/8 

゜
Zm 

第37図 S Y04遺構図 第38図 S Yl9遺構図
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第39図

S=l/2 

゜
40cm 

SY04 (1)・SY19 (2-4)出土遺物

第39図ー 2は、ガラス瓶である。口径 3cm、器高7.3cm、底径 3cmを測る。薄いペパーミントグリーンを呈

する。用途は不明である。 3は、一銭銅貨である。直径2.2cm、厚さ0.1cmを測る。裏面には「大日本 大正

十□年」 とある。 4は、大谷焼甕である。 ロ径47.9cm、器高58.1cm、底径20.5cmを測る。器形は口縁部外縁

がやや下方している。 それ以外は SI 04とほぼ同じである。調整も同じである。

出土遺物を概観すると、 19世紀後半-20世紀前半と考えられる。 IV期に属する遺構である。

SI 02 

S I 02は、調査区東側中央に位置する（第40図・図版 9)。掘形の平面形は円形を呈し、直径0.33m、深さ

0.35m。この下面でも胞衣壷を 2個体検出し、 さらに、南隣でも SI 03が出土した。 S B04の床下に埋置さ

れる。座敷下に埋められていたことがわかった。 S I 03とは、 さほど時期差はないと思われる。

第42図ー 2・3は、 土師質土器火消壷と蓋である。 2は、 ロ径17.8cmを測る。天井部は粘土円盤粘土紐輪

積み成形をする。その後、回転台を利用し天井部内面と口縁部にヨコナデ調整を施している。 3は、口径15.3

cm、器高19.2cm、底径15.1cmを測る。肩部がやや直線気味で、体部の境が鮮明である。調整は、外型作り分
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1. 明褐色砂質土層 2・5Y6/6 

1. 黄褐色土層 2・5Y5/6 

゜
50cm 

第40図 S I 02・03遺構図

割成形である。底部となる粘土円盤に外型粘土紐輪積み成

形した体部を接合する。その後、肩部を接合し、その境目

をヘラケズリ調整している。内面に黒色物が付着している。

1・2ともに、川口宏海氏の編年II-2期に属する。

出土遺物を概観すると、 19世紀前半-19世紀後半と考え

られ、 III-3 b期に属する遺構である。

S I 03 

S I 03は、 SI 02の南隣に位置する（第40図・ 図版 9)。

掘形の平面形は円形を呈し、直径0.33m、深さ0.24mを測

る。

第42図ー 4・5は、土師質土器火消壷である。 4は、つ

まみ径4cmを測る。つまみ部中央がくぼんでおり、これは

川口宏海氏の編年11-1期以降にみられるタイプのもので

ある。内面には黒色物が付着している。 5は、口径12.6cm、

器高17.8cm、底径13.6cmを測る。肩部はやや直線気味で、

体部の境がはっきりしているが、 SI 02に比べると弱い。

調整は SI 02と同じである。 4・5ともに、川口宏海氏の

編年II-2期に属する。

出土遺物を概観すると、 19世紀前半-19世紀後半と考え

られる。 III-3 b期に属する遺構である。

~ 

z
 

O.P. = 19 .800m 
s 

O.P.=19.800m 
_
N
 s

 

1. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 

(l-6cm大の礫多量に含む）

2. オリープ褐色砂質士層 2・5Y 4/6 

3. 明褐色粘土層 7・5Y R5/6 

4. 黄褐色粘質士層lOYR5/8 

5. 暗褐色砂質土層lOYR3/3 

。
Zm 

第41図 S XOl遺構図
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S X01 

S XOlは、調査区中央に位置する（第41図）。池遺構と思われる。平面形は円形を呈し、長さ 1.6m、深さ

0.42mを測る。この遺構は、円形に掘り下げ、そのまわりを10-15cm位の礫石を憚ぎ漆喰で固定していた。

第42図ー 1は、銅製かに形置物である。体長14cm、幅 8cm、厚さ4.5cmを測る。体部と足部・手部は別々に

成形後、溶接している。非常に細かいところまで表現している。

出土遺物を概観すると、 19世紀後半-20世紀前半と考えられる。 IV期に属する遺構である。

8. まとめ

B-1-1区は、奈良時代から現代の遺構を検出した。時代を追ってまとめたいと思う。

7-8世紀頃ここに掘立柱建物が存在し、 16世紀後半には猪名野神社参道沿いに掘立柱建物を建て、裏庭
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第42図 S XOl (1)・S I 02 (2・3)・S I 03 (4・5)・S Y04 (6・7)出土遺物
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には井戸が作られていた。さらに調査区東側は、 17世紀後半以降になると三和土が敷かれて建物が建てられ

たと思われる。享保14年 (1729)の北少路村の大火災に遭い、その後、火災前と同範囲で建物が建てられる。

18世紀末-19世紀前半には、厨子二階の建物に建て替えられ、西側にも建物が建てられるようになった。一

部庭にかわったところもあるが、それ以後現代まで続く。このように古い時期の建物を確認できたことは大

きな成果であった。また、享保14年 (1729) の北少路村の大火災痕を確認できたことで、郷町内の火災の広

がりを知ることができた。
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第 2節第51次調査B-1-4区

B-1-4区は、猪名野神社に通じる宮ノ前商店街から西側に延びる小道に面している。『天保十五年

(1844)伊丹郷町分間絵図』（第212図）によると、「北少路村」にあたり、さらに、『元禄七年 (1694)柳沢吉

保領伊丹郷町絵図』（第212図）には、屋敷主善兵衛、住人は町代佐兵衛と記された地点の東側に比定する。

1. 基本層序

遺構面は、 4面検出した。基本層序は、南隣のB-2-2区とほとんど同様である。地山直上には、黄褐

色粘質土層（第43図第49層現地表面より 30cm下）、その上は、第 3次遺構面（第43図第16層現地表面より約20

cm下）、さらに上層に、よく似た 2層の整地層黄褐色土層（第43図第 8層現地表面より約15cm下）、黄褐色砂

質土層（第43図第13層現地表面より約13cm下）がみられる。その上に、 2時期目の三和土層（第43図第 3層・

第10層現地表面より 10cm下）が堆積し、その上層に、 1時期目の三和土層（第43図第 5層現地表面より 5cm 

下）を検出した。調査面積は29面である。

2. 第 4次面の遺構と遺物

第4次面では三和土は見られず、建物の存在は考えられない。また、検出した遺構も遺物が出土せず、性

格は不明である。

3. 第 3次面の遺構と遺物

第 3次面では三和土は検出されなかった。また、礎石・礎石痕も見られなかったので、建物の存在を示す

直接のものはみられなかったが、調査区南側で壁の下部の基礎固めと思われるものを検出した。その他に、

3基 1組竃を東端中央に検出した。上述したが、『元禄七年 (1694)柳沢吉保領伊丹郷町絵図』ではここは町

屋になっており、おそらく、西側から延びる建物が建ち東側は台所だったのではないかと考えられる。

SVD1•D3•D4 

S VOl-04は、調査区東側中央に位置する（第45図・図版16)。半地下式の竃である。燃焼室の大きさは、

S VOlは直径0.58m、深さ0.25m、SV03は直径0.58m、深さ0.2m、SV04は直径0.5m、深さ0.22mを測

る。 3基 1組の竃である。この竃は、壁を背にして東側に焚口を設けている。燃焼室内には粘土を薄く張っ

ていた。前庭部は、はじめは東側に傾斜をつけて深く掘り下げ使用していたが、その後、黄色粘土に平瓦片

を混ぜて叩き固めた床を張ってかさあげしている。 III-2期に属する遺構である。

第45図ー 1は、軒丸瓦である。全長（残） 6 cm、瓦当部径（推） 14.4cm、周縁幅 2cmを測る。調整は、瓦

当部は周縁部に沿ってナデ調整、瓦当裏面は周縁部に沿ってナデ調整を施している。瓦当面に雲母が付着し

ている。出士遺物がほとんどなく年代をきめるのが難しいが、 18世紀前半代と考えられる。

S K2D 

S KZOは、調査区南壁沿いに位置する（表 1)。平面形は不整形を呈し、長さ4.2m以上、幅 lm以上、深

さ0.24mを測る。南端の庭部分に位置する。調査区南側のB-5区でもこの遺構の続きを検出した。その上

面では 3cm程度の礫石を敷ぎ固めた状態で検出した。『文化改正伊丹之図』によると、路地になっており、そ

れに当たるのではないかと思われる。また、出土遺物は 2時期あり、作り替えられていると思われる。時期

は、 17世紀末-18世紀前半と 18世紀後半-19世紀初頭である。 III-2期に属する遺構である。
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第45図ー 2・3は、肥前磁器である。 2は、青磁染付碗である。口径11.4cm、器高6.1cm、高台径4.8cmを
測る。内面口縁部に四方欅文、見込みに三方割銀杏文が描かれている。高台内には「筒江」銘の変化したも
のが描かれ、筒江は佐賀県山内町にある窯場の名前である。この年代で窯場の名前を入れるのは珍しい（鈴
田1995年）。 3は、染付碗である。高台径5.2cmを測る。呉須の発色は、やや黒帯びている。外面体部の文様
は七宝文、見込みには草花文が描かれている。 1・2共に、大橋康二氏の編年（大橋1989年） IV期に属する。

出土遺物を概観すると、 18世紀後半-19世紀初頭と考えられる。図化した遺物は 2時期目の出土遺物であ

る。

4. 第 2次面の遺構と遺物

第 2次面ではほぼ全体に三和士面を検出した。礎石・礎石痕も数箇所みられ、建物が建っていたことがわ

かった。

S B03 

S B03は、 SBOlとほぼ同位置である（第45図）。桁行 1間半（東西約 3m) 以上、梁行 1間（南北 2m) 
以上を測る。建物の南側に位置するところに、第 3次面でもみられた壁の基礎固めと思われるものを検出し、
南側は少なくともここまでは建物が建っていたと思われる。さらに、 SB03とは組合わない礎石・礎石痕が
あり、建物が建て替えられたと考えられる。また、検出した三和土に伴う遺構 (SK16)の年代観が、 18世

N 
O.P.=19.300m 

s 
57 

1. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/3 
（炭化物多量に含む）

2. にぶい黄褐色砂質士層lOYR5/4 
3. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 
4. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 
5. にぶい黄褐色土層lOYR4/3 

(5 cm大の礫多量に含む）

6. 褐色粘質土層lOYR4/4 
7. 黄褐色土層 2・5Y5/4 
8. 黄褐色士層 2・5Y5/6 
9. オリープ褐色土層 2・5Y4/6

（焼土多量に含む）

10. オリープ褐色土層 2・5Y 4/4 
11. 明黄褐色粘質土層 2・5Y6/8 
12. 黄褐色砂質士層 2・5Y5/6 
13. 黄褐色枯質土層lOYR5/8 

(5 cm大の礫多量に含む）

14. 明黄褐色土層lOYR6/6 
15. 褐色土層lOYR4/6 
16. 明黄褐色土層 2・5Y6/6 
17. 暗褐色土層 7・5Y3/4 
18. 褐色砂質土層 7・5Y4/6
19. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/6 

（炭化物、焼土多量に含む）

20. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/3 
21. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/4
22. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/3 
23. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/3 

24. 明黄褐色砂質土層 2・5Y7/6
25. オリープ褐色砂質土層 2・5Y4/6
26. 黄灰色砂質土層 2・5Y5/l 
27. 浅黄色砂質土層 2・5Y7/4
28. 明黄褐色砂質士層lOYR6/6 
29. にぶい黄橙色砂質土層10YR6/4
30. にぶい黄橙色砂質土層lOYR6/3 
31. 浅黄色砂質土層 2・5Y7/3
32. オリープ褐色砂質土層 2・5Y4/6

（炭化物、焼土多量に含む）

33. にぶい褐色砂質士層 7・5Y5/4 
(2 cm大の礫多量に含む）

34. 黄褐色砂質士層lOYR5/6 
35. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/3 
36. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 
37. にぶい黄橙色砂質土層lOYR6/4 
38. にぶい黄橙色砂質土層lOYR6/3 
39. 明黄褐色砂質土層lOYR6/6 
40. 黄褐色砂質土層lOYR5/8 
41. オリープ褐色砂質士層 2・5Y4/6
42. 明黄褐色砂質土層lOYR6/8 
43. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 

44. オリーブ褐色砂質土層 2・5Y4/6
45. オリープ褐色砂質士層 2・5Y4/6
46. にぶい黄褐色砂質土層lOYRS/4
47. 明黄褐色砂質土層lOYR6/6 
48. にぶい黄褐色粘質土層lOYR4/3 

（炭化物多量に含む）

49. 黄褐色粘質土層lOYRS/8 
50. 黄褐色砂質土層lOYRS/8 
51. 明黄褐色砂質土層10YR7/6
52. 明黄褐色砂質土層 2・5Y7/6
53. 黄褐色砂質土層 2・5YS/4 

(0.5cm大の礫多量に含む）

54. オリープ褐色砂質土層 2・5Y4/6
(0.5-2cm大の礫多量に含む）

55. 暗褐色砂質土層lOYR3/4 
56. 褐色砂質土層10YR4/4
57. 暗灰黄色粘質土層 2・5Y 4/2 
58. 暗灰黄色砂質土層 2・5YS/2 

（炭化物多量に含む）

59. にぶい黄色粘質土層 2・5Y6/4 
60. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/4 
61. 褐色土層10YR4/4

゜
1 : 60 4m 

第43図 B-1-4区東壁土層図
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B'O.P.=19.ZOOm 

E 

3 

1. 褐色土層 7・5Y R4/6 

2. 赤褐色粘質土層 5YR4/8 

3. にぶい赤褐色粘質土層 5YR4/3 

4. 黒褐色粘質土層lOYR2/3 

（炭化物、灰多量に含む）

5. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/4 

凡例

焼土 炭

c_W 
15 14 

6. にぶい黄褐色粘質土層lOYRS/4 

7. 黄褐色粘土層lOYRS/8 

8. 褐色粘質土層 7・5Y R4/4 

9. 黄褐色土層lOYRS/8 

10. 灰白色粘土層 7・5Y7/2

c・ 竺=19.200m 

E 

11 

1. 褐色土層 7・5YR4/6

2. にぶい赤褐色粘質土層 5YR.4/3 

3. 黒褐色粘質土層lOYR3/2 

（炭化物、灰多量に含む）

4. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/4 
D 

---w- 4 2 

亨

11. オリープ褐色粘質土層 2・5Y4/6

12. 極暗褐色粘質土層 7・5Y RZ/3 

13. 褐色粘質土層lOYR4/6 

14. 明褐色粘質土層 7・5Y R5/6 

15. 黄褐色土層lOYR5/6 

16. 明黄褐色砂質土層lOYR6/8 

5. 黄褐色粘土層lOYR5/8 

6. 褐色粘質土層 7・5YR4/4

7. 黄褐色土層 2・5Y5/6 

8. 黄褐色土層lOYR5/8 

9. 灰白色粘土層 7・5Y7/2

10. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 

11. 極暗褐色粘質土層 7・5YZ/3 

12. 褐色粘質土層lOYR4/6 

13. 明褐色粘質土層 7・5YR5/6

14. 黄褐色土層lOYR5/6 

15. 明黄褐色砂質土層lOYR6/8 

o'四 =19.200m
E 

1. 褐色土層 7・5Y R4/6 

2. 赤褐色粘質土層 5YR4/8 

3. にぶい赤褐色粘質土層 5YR4/3 

4. 黒褐色粘質土層lOYR2/3 

（炭化物、炭多量に含む）

5. 褐色粘質土層 7・5Y R4/3 

6. にぶい黄褐色粘質土層lOYRS/4 

7. オリープ褐色粘質土層 2・5Y4/6

8. 暗赤褐色粘質土層 5Y R3/2 

9. にぶい黄褐色粘質士層lOYR5/4 

10. 黄褐色粘土層lOYR5/8 

11. 赤褐色粘質土層 5Y R4/6 

12. 灰白色粘土層 7・5Y7/2 

13. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 

14. 極暗褐色粘質土層 7・5Y RZ/3 

15. 褐色粘質土層lOYR4/6 

16. 明褐色枯質土層 7・5Y R5/6 

17. 黄褐色土層lOYR5/6 

18. 明黄褐色砂質土層lOYR6/8 

゜
lm 

第44図 S VOl・02・03・04遺構図
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第45図 S V04 (1)・S K20 (2・3)・S K06 (4)出土遺物

紀後半-19世紀初頭で、この建物は、 19世紀前半頃には建てられていたと思われる。 III-3 b期に属する。

5. 第 1次面の遺構と遺物

第 1次面は、調査区北側より南へ 6mの範囲で三和土を検出した。北端の礎石列ば、既存する建物 (SB

01)のものである。上述した路地はこれに伴うものである。

S 8D2 

S BOlは、 1間を1.969mとし、桁行 2間（東西3.938m)以上、梁行 3間（南北5.907m)と考えられる（第

46図）既存建物がある。上述したが、南側は裏庭とし、既存する建物と構造が同じなら西側が通り庭と思わ

れる。また、間口が 2間とまわりの建物に比べて規模が小さく、長屋の可能性が高い。また、この建物にと

もなう三和土の下面の遺構 (SKll・16) の年代から、 19世紀後半以降に建てられたと考えられ、 III-3 b 

期に属する。

S KD6 

S K06は、調査区南端中程に位置する。平面形は長方形を呈し、長辺1.4m、短辺0.8m、深さ0.9mを測

る。廃棄土壊である。遺物が多量に出土した。

第45図ー 4は、堺焼播鉢である。口径32.3cm、器高12.1cm、底径17.6cmを測る。色調は赤橙色を呈する。

ロ縁部外縁帯の張りが大きい。外面調整は、底部際から口縁部外縁 ~、言--•~ーニ疇こ且

帯直下まで回転ヘラケズリを施している。内面体部の播目は 8本単
WQQS'6l='d'O; / E 

④ 
8 
'-': 

位である。ロクロは左回転である。白神典之氏分類（白神1990年） ］――~〗 巴
のII類に属する。よって、 18世紀後半-19世紀初頭と考えられる。

III-3 a期に属する遺構である。

6. まとめ

B-1-4区は、調査面積が小さく全体の様相をあまり把握でき

なかった。しかし、 18世紀代の竃は、残存状態も良く検出し、当時

の竃の変遷を知るうえで好資料を得られた。また、建物の変遷をま
゜

4m 

第46図 S B02遺構図
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とめていうと、 18世紀以前はわからないが、遺構の検出状況から建物はなかったと思われる。建物が建てら

れるのは、 18世紀に入ってからと思われるが、性格は不明である。しかし、調査区北側に猪名野神社参道に

通じる道が延長されると、北側を間口とする建物が建てられる。さらに19世紀代に入ると、裏地開発が進み

路地が作られ、建物南側の裏庭部にも建物が建てられるようになる。検出した路地は、 B-5区でも検出し、

『文化改正伊丹之図』にみられるような路地が敷かれていたと思われる。このように、調査面積が狭く全体を

掴むのは難しかったが、 19世紀代の路地を検出できたことは大きな成果であった。
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第 3節第51次調査B-2-1区

B-2- 1区は、『延宝五年 (1677)伊丹郷町地味委細絵図』や『天保十五年 (1844)伊丹郷町分間絵図』

（八木哲浩1982年）で昆陽口村にあたることがわかる。『元禄七年 (1694)柳沢吉保領伊丹郷町絵図』による

と、本百姓長左衛門を屋敷主とし、西側を間口とした味噌ウリ五兵衛及び日用（日雇い）で生活している伝

兵衛• 吉兵衛の屋敷地に相当することがわかる。なお、当調査区は昭和63年試掘調査でDトレンチとしてト

レンチ調壺を行っており、中央部の遺構は同報告書（『藤井直正他有岡城跡・伊丹郷町IV』1995年）を参照し

ていただきたい。調査面積は420面である。

1. 基本層序

遺構面は発掘区全面で 5面検出した。地山面は東端で0.P . = 18. 700 m、西端で0.P. = 18. 600 m、北端で

0. P. = 18. 800 mを測り、西側に南北方向の浅い谷状地形が認められる。この谷状地形部分には、後述する 7

世紀後半-8世紀前半代の遺物包含層が堆積していた。北壁土層断面図（第48図）を観察すると、地山直上

層に第 5次面明褐色土層7.5Y R5/6(第12層、現地表下面より 0.9-1 m下）、その上に第 4次面オリーブ褐

色砂質土層2.5Y4/6 (第 8層現地表下より約0.7m下）が、その上層には、第 3次面にぶいオリーブ褐色土

層10YR5/4(第 7層、現地表下より約0.5m下）その上層には、享保14年 (1729)の焼土層と思われる明赤

色砂質土層5YR5/6 (第 5層）がみられる。この層は、第 2次面と第 3次面の間に位置している。第 2次面

は、黄褐色砂質土層10YR5/8(第 4層、現地表下より約0.3m下）を、第 1次面は、褐色土層10YR4/

4 (第121層、現地表下より約0.2m下）を検出した。

2. 第 5次面の遺構と遺物

第5次面は16世紀末-17世紀前半の遺構が中心である。地山直上に部分的に須恵器、土師器を含む包含層

（第48図第12層明褐色粘質土層）がみられ、包含層上面から切り込まれた遺構を掘り残しつつ、地山面まで下

げた。従って、包含層上面と地山面とを第 5次面としてとらえた。包含層上面での遺構は、南東部で柱穴群

を検出した。その他は遺構がまばらにしか存在しない。西側では、胎土目唐津焼碗など16世紀末-17世紀前

半の遺物を含む土壊 (SK461・S K475・S K479)が検出されている。また、 SK475からは丸瓦、平瓦が

出土している。従って、包含層上面は17世紀前半の遺構面である。また、道路に面する南東部には掘立柱の

柱穴が散在し、掘立柱建物が存在していたと考えられる。地山直上の包含層からは、 8世紀前半の須恵器が

出土している。調査区内に位置する Dトレンチでは、中村浩氏編年（中村1978年） III型式 2段階-3段階の

須恵器長頚壷、須恵器杯蓋・身、土師器鍋が出土している。従って本調査区地山面は、 7世紀後半-8世紀

前半の遺構面と考えられるが、この調査では明確な遺構は存在しなかった。しかし、宮ノ前地区において、

7世紀後半-8世紀前半に既に人々が居住していたことが判明したのは大きな成果である。

S K468 

S K468は調査区北部に位置する（表 1・図版20)。平面形は不整形を呈し、検出長1.4m、深さ0.34mを測

る。土塘番号を付けたか、包含層の可能性もある。しかし、後述する出土遺物は残りが良く、意図的に置か

れたか、何らかの遺構に廃棄された遺物の可能性も考えられる。士層は一部 2層であるが、ほぼ l層である。

埋土は明褐色砂質土層が主体である。

第47図ー 1は、須恵器杯蓋である。口径17.2cm、器高2.3cmを測る。天井部外面は回転ヘラケズリ、他は回
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第47図 S K468 (1)・S K479 (2 -5)出土遺物

転ナデ調整を施す。中村浩氏編年IV型式第 1段階に相当する。須恵器以外では土師質土器の破片が数点出土

している。このほか、 トレンチ調査の際に出土している（川口宏海1995年）。出土遺物から概観すると、 8世

紀前半の時期と考えられる。

S K479 

S K479は調査区北部に位置する（表 1・図版20)。平面形は不整形を呈し、検出長0.82m、深さ0.35mを

測る。

第47図ー 2は、土師質土器火入れである。口径11.6cmを測る。内外面とも回転ナデ調整、内面から外面口

縁部は灰白色2.5Y8/2を呈す。口縁部は煤が付着している。 3・4は、唐津焼碗である。 3は、胎土目の皿

である。口径5.3cm、器高3.7cm、高台径 4cmを測る。高台は無釉である。内外面には灰釉が掛けられている。

4は、碗である。高台径 5cmを測る。内面は灰釉を掛け、外面も一部灰釉がみられる。高台は糸切りのまま

となっている。 3・4とも大橋康二氏編年（大橋1989年） 1期に属する。 5は、土師質土器皿である。口径

10.2cm、器高1.6cmを測る。浅黄橙色lOYR8/4を呈す。口縁部は直線的に延び、底部との境が明瞭に屈曲し

ている。内面は口縁部に向かってナデ調整し、外面は指頭圧調整後にナデ調整を施す。 IT (伊丹郷町期）．

1型式A類に属する。

挿図以外の遺物としては、唐津焼皿、瀬戸・美濃焼灰釉折縁皿などがあり、そのうち唐津焼の碗．皿は高

台の個体数で 6個体を数える。これらの出土遺物から概観すると 16世紀末-17世紀前半の時期と考えられ、

III-1 a - 1 b期に属する遺構である。

3. 第 4次面の遺構と遺物

第 4次面では17世紀後半-18世紀前半の遺構が中心である。調査区全体で遺構を検出した。敷地境を示す

ものはみられず、建物も復元はできないが、調査区東側の道路より西へ 9mの範囲で掘立柱の柱穴が多数み

られ、最長 4間半の建物が想定できる。調査区東側の道路より 4mの位置でSE07を検出した。西側では、

第97次調査D-6区で検出した畑に似た堆積土（北壁15層褐色粘質土層lOYR4/6)が全面にみられ、畝こそ

残っていないものの畑であった可能性が高い。調査区北西部は、土塘中心で池状遺構 (SK294・S K317) 

を検出していることから裏庭と想定できる。また、一部焼土層の広がりも確認された。この焼土層は北壁第

17・23層（第48図）に相当する。上面の北西端部においては享保14年 (1729) の火災と思われる18世紀前半

の焼土処理土壊SK256を検出していることから、一時期古い元禄12年 (1699) もしくは、 15年 (1702)の火

災に相当する可能性がある。

S ED7 

S E07は調査区東側道路より西へ 4mに位置する（第49図・ 図版20)。平面形は円形で、直径0.8m、深さ
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1. 褐色砂質土層lOYR4/4 35. 褐色粘質士層lOYR4/6 (炭化物、焼土多量に含む）

2. 黒褐色砂質士層 2・5Y3/2 36. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4 

3. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 (炭化物、焼土多く含む） 37. オリープ褐色砂質士層 2・5Y 4/6 

4. 黄褐色砂質土層lOYR5/8 (遺物、 2-10cm大の礫多量に含む）

5. 明赤褐色砂質土層 5YR5/6 (炭化物、焼土多量に含む） 38. 褐色砂質土層 7・5Y 4/6 (炭化物、焼土多量に含む）

6. 明黄褐色土層lOYR6/8 39. にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/3 (遺物多量に含む）

7. にぶい黄褐色土層lOYR5/4 (0.5cm大の礫多く含む） 40. にぶい黄橙色砂質土層10YR6/4(炭化物多量に含む）

8. オリープ褐色砂質土 2・5Y4/6 41. 褐色土層lOYR4/6 

9. 明黄褐色土層lOYR6/6 (0.5-1 cm大の礫多量に含む） 42. 明黄褐色砂質土層lOYR6/6 (炭化物多量に含む）

10. 黄褐色士層lOYR5/6 (焼土多量に含む） 43. 浅黄色砂質土層 2・5Y7/4

11. 褐色砂質土層lOYR4/6 44. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/4 

12. 明褐色土層 7・5Y R5/6 (炭化物多く含む） 45. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 

13. 黒褐色土層lOYR2/2 (炭化物多量に含む） 46. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4 

14. にぶい黄褐色土層lOYR5/4 (炭化物、焼土多量に含む） 47. オリープ褐色砂質土層 2・5Y4/6

15. オリープ褐色土層 2・5Y 4/3 48. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/3 

16. オリープ褐色土層 2・5Y 4/4 49. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/ 4 (1 -5 cmの礫多量に含む）

17. 褐色砂質土層 7・5Y R4/4 (路地） 50. 褐色砂質土層10YR4/6(0.5-3cmの礫多量に含む）

（炭化物、焼土、 1-3cm大の礫多量に含む） 51. にぶい黄橙色砂質土層lOYR6/4 

18. 褐色砂質土層10YR4/4 52. にぶい黄橙色砂質土層lOYR6/3 

（炭化物、焼土、 1 -4 cm大の礫多量に含む） 53. 褐色砂質土層10YR4/6

19. にぶい黄橙色砂質土層10YR6/4 54. にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/4 

20. にぶい黄色砂礫層 2・5Y6/3 (3 cm大の礫多量に含む） 55. にぶい黄橙色砂質土層lOYR6/3 

21. オリープ褐色土層 2・5Y 4/4 56. にぶい黄橙色砂質土層10YR7/3

22. 黄褐色土層 2・5Y5/4 57. にぶい黄橙色砂質土層lOYR6/3 

23. オリープ褐色土層 2・5Y 4/3 58. 浅黄色砂質土層 2・5Y7/3

24. にぶい黄褐色土層lOYR5/3 59. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/3 

（焼土、遺物、 0.5cmの礫多量に含む） 60. 暗灰黄色砂質土層 2・5Y5/2 

25. 褐色土層lOYR4/4 . 61. オリープ褐色砂質士層 2・5Y 4/4 

26. にぶい黄橙色砂質土層lOYR6/3 62. 褐色砂質土層lOYR4/6 (焼土多量に含む）

27. にぶい黄褐色砂礫層10YR5/3(5cm大の礫多量に含む） 63. 黄褐色砂質土層lOYR5/8 

28. にぶい黄橙色砂質土層lOYR6/3 64. にぶい黄橙色砂質土lOYR6/3 (遺物、

29. にぶい黄褐色砂礫層lOYR5/3 (3 cm大の礫多量に含む） 65. にぶい黄橙色砂質土層lOYR6/3 

30. 浅黄橙色粘土層lOYR8/4 66. にぶい黄橙色砂質土層lOYR6/4 

31. 黒褐色土層lOYR2/3 (炭化物、焼土多量に含む） 67. にぶい黄褐色砂質土層10YR5/4

32. オリープ褐色砂質土層 2・5Y4/6 68. 褐色粘質土層lOYR4/6 

33. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 69. 暗褐色砂質土層10YR3/3(3 -5cmの礫多量に含む）

34. 褐色土層lOYR4/4 

70. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/3 

71. にぶい黄砂質土層 2・5Y6/3 

72. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/3

73. にぶい黄砂質土層 2・5Y6/3 

74. 灰黄色砂質土層 2・5Y 6/2 (3 -5 cmの礫多量に含む）

75. 灰白色砂質土層 2・5Y7 /1 

76. 灰黄色砂質土層 2・5Y6/2 

77. 浅黄色砂質土層 2・5Y7 /3 

78. 灰白色砂質土層 2・5Y8/2 

79. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/3 

80. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 

81. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 (炭化物、焼土、礫多量に含む）

82. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4 

83. 灰黄褐色粘質土層lOYR6/2 

84. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/3 (3 -4 cmの礫多量に含む）

85. 黄褐色砂質土層lOYR5/8 

86. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 

87. 明黄褐色砂質土層lOYR6/6 

88. 暗オリープ褐色砂質土層 2・5Y3/3 (遺物多量に含む）

89. 浅黄色砂質土層 2・5Y7/4

90. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 (遺物多量に含む）

91. 明黄褐色砂質土層 2・5Y7 /6 

92. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/4 

93. 褐色砂質土層lOYR4/4 

94. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 

95. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 

96. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/3 

97. にぶい黄色砂質士層 2・5Y6/3 

98. オリープ褐色砂質土層 2・5Y4/6

99. 暗褐色砂質土層10YR3/4

3 -4 cmの礫多量に含む） 100. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4 

101. 明褐色砂質土層 7・5Y5/6 

102. 明黄褐色砂質士層 2・5Y6/8 

103. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 

104. 褐色砂質士層lOYR4/6 

105. オリープ色砂質土層 5Y5/6 

106. 黒褐色砂質土層lOYR3/2 

107. 黄褐色砂質土層lOYR5/8 

108. にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/4 

109. 暗オリープ褐色砂質土層 2・5Y3/3 

110. 褐色砂質土層 7・5Y R4/4 

111. 暗褐色砂質土層 7・5Y R3/3、黄橙色砂質土層 7・5Y R7/8 

112. 黒褐色砂質土層 7・5Y R3/2 

113. 橙色砂質土層 7・5Y R6/8 

114. 黄褐色砂質土層lOYR5/8 (遺物多量に含む）

115. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 

116. 明褐色砂質土層 7・5Y R5/8 

117. にぶい黄色砂質士層 2・5Y6/3 

118. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 

119. 黄褐色砂質土層lOYR5/8 (遺物多量に含む）

120. にぶい黄橙色砂質土層10YR6/4

121. 褐色砂質土層lOYR4/4 

122. 暗褐色砂質土層 7・5Y R3/3、橙色砂質土層 5Y R6/8 

123. にぶい黄褐色砂質士層10YR5/4

124. 明褐色粘質土層 7・5Y R5/8 

125. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/3 

126. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 

127. 赤褐色砂質土層 5Y R4/8、にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 

128. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 

129. にぶい赤褐色 5Y R4/4、にぶい黄褐色砂質土層10YR5/4

130. 褐色砂質土層 7・5Y R4/6、橙色砂質土層 5Y R7/8 

131. 黄褐色砂質土層lOYR5/8 

132. 明赤褐色粘質土層 5Y R3/6、黒褐色粘質土層 5Y R2/l 

133. 褐色砂質土層 7・5YR4/4、オリープ黄色砂質土層 5Y6/3 

134. にぶい赤褐色砂質土層 5Y R4/4、橙色砂質土層 5YR7/6 

（炭化物多く含む）

135. 暗オリープ褐色砂質土層 2・5Y3/3、にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/4 

136. 暗赤褐色粘質土層 5Y R3/6 

137. 褐色砂質土層lOYR4/6 

138. にぶい黄橙色砂質土層lOYR6/4 

139. オリープ色砂質土層 5Y5/4、オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 

140. 褐色粘質土層lOYR4/4 

141. にぶい橙色砂質土層 7・5YR6/4

142. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/8 

143. にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/4 

144. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/3 

145. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/3 

146. 黄褐色砂質土層lOYR5/8 

147. 明褐色土層 7・5Y R5/6 

148. にぶい黄褐色土層lOYR5/3 

149. 黄褐色土層lOYR5/6 

150. オリープ褐色土層 2・5Y4/6

151. 灰褐色粘質土層 7・5Y R5/3 
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2.94m以上を測り、断面形は円錐に近い形で

検出面より 1.4m下から幅が広くなっている。

第11・12層は鉄分、礫を多く含むことから湧

水層と思われる。また、 SE07は掘立柱の柱

穴群内に位置していることから、建物内部で

使用されていた可能性がある。

出土遺物としては、瀬戸・美濃焼天目茶碗、

土師質土器皿、瓦など数点出土していること

から、 17世紀後半頃の時期でIII-2 a期に属

する遺構と考えられる。

S K322 

S K322は調査区西部に位置し、 SK317と

隣接している（表 1)。平面形は検出長1.lm、

深さ0.58mを測る。土層は10層を数え、 1

-1.5cmの幅で積み重なっている。色調は褐色

系を呈す砂礫層である。この位置は、池状遺

構など遺構が密集しており、裏庭に相当する

と考えられ、 SK322は生活廃棄物が多いこと

から廃棄土壊と思われる。

第51図ー 1は、唐津系陶器呉器手碗である。

高台径4.4cmを測る。高台畳付は露胎。大橋康

二氏の編年IV期に属する。 2は、肥前磁器染

付碗である。高台径4cmを測る。外面は、一重

網目文が描かれており、高台畳付は露胎であ

る。大橋康二氏の編年III期に属する。 3は、

土師質土器焙烙である。口径25.6cmを測る。

にぶい黄橙色lOYR6/3を呈す。難波洋三氏分

類（難波1992年）のE類に属する口縁部と底

部が直立するタイプのものである。内外面口

緑部から内面はヨコナデ調整、外面底部は未

調整で離れ砂痕がみられる。外面には煤が付

着している。 4は、丹波焼播鉢である。口径

（推） 41.2cm、器高16.2cm、底径（推） 21.4cm 

を測る。播目は 7本単位のクシ描きで、内面

に鈍い稜をもたせる。外面体部に指頭圧痕が

みられる。胎土は、橙色 5Y R6/6を呈す。大

平茂氏の編年（大平1991年）によるとVI期

に属する。

(J) --〇-:王詈i巳/6

4. にぶい黄褐色粘質土層lOYR4/3 

〇.P.=19.000m 5. 明褐色粘質土層 7・5Y R5/8 
E ~ ― 6. 橙色砂質土層 7・5YR6/8 

(5 -10cm大の礫多く含む）

7. 黄褐色砂礫層lOYR5/8 

(5 -10cm大の礫多量に含む）

8. 明褐色砂層 7・5Y R5/6 

9. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 

(l-3cm大の礫多く含む）

10. 橙色砂質土層 5Y R6/8 
11. 明黄褐色礫層lOYR6/8 (湧水層）

(1-Zcm大の礫多誠に含む）
11 

12. 褐色砂礫層（湧水層）

11~ • 疇 （鉄分、 10cm以下の礫多く含む）

゜
2m 

第49図 S E07遺構図

ー マ 了
↓

r
 

（北壁部分）

O.P.=' 
19.000m 
E 

1. 褐色砂質土層10YR4/4

2. 黒褐色砂質土層 2・5Y3/2 

5. 明赤褐色砂質士層 5Y R5/6 (炭化物、焼士多量に含む）

7. にぶい黄褐色土層lOYR5/4 (0.5cm大の礫多く含む）

8. オリープ褐色砂質土 2・5Y4/6

10. 黄褐色士層lOYR5/6 (焼土多量に含む）

13. 黒褐色土層lOYRZ/2 (炭化物多絋に含む）

15. オリープ褐色土層 2・5Y 4/3 

16. オリープ褐色土層 2・5Y 4/4 

17. 褐色砂質土層 7・5Y R4/4 (路地）

（炭化物、焼土、 1 -3cm大の礫多最に含む）

18. 褐色砂質土層lOYR4/4 

（炭化物、焼士、 1-4 cm大の礫多量に含む）

19. にぶい黄橙色砂質土層lOYR6/4 

20. にぶい黄色砂礫層 2・5Y6/3 (3cm大の礫多鍼に含む）

21. オリープ褐色土層 2・5Y 4/4 

22. 黄褐色土層 2・5Y5/4 

25. 褐色土層lOYR4/4 

28. にぶい黄橙色砂質土層lOYR6/3 

30. 浅黄橙色粘士層lOYRS/4 

゜
2m 

第50図 S K294遺構図

-51-



挿図以外では、土師質土器皿、肥前磁器など多数出土している。このことから、出土遺物を概観すると 17

世紀後半の時期と考えられる。 III-2 a期に属する遺構である。

S K411 

S K411は調査区北壁西部に位置する（表 1)。平面形は不整形で、検出長3.16m、深さ0.46mを測る。北

側は調査区外へ延びている。土層は北壁第134-142層（第48図）にあたる。 SK411の上面では三和土を、さ

らに第 2次面では焼土処理土壊を検出している。第 2次面の焼土処理土壊SK150は、享保14年 (1729)の火

災のものと思われ、その下にあたる三和土はそれ以前の18世紀初頭までの時期と考えられる。また、一部火

災を受けた瓦などが含まれていることから、元禄12年 (1729) もしくは元禄15年 (1702) の火災を処理した

土堀と思われる。このことにより、宮ノ前地区西側でも元禄年間の火災が広がっていたことになる。

第51図ー 5は、唐津焼呉器手碗である。口径9.6cm、器高6.1cm、高台径4.6cmを測る。高台畳付は露胎で、

砂が付着している。 6は、丹波焼播鉢である。口径（推） 12.2cmを測る。播目は 7本のクシ目を施し、口縁

部は直立し、外面に回転ナデによる 2本の凹線が形成されている。大平茂氏の編年VII型式に属する。 7は、

均整唐草文軒平瓦である。文様区幅（推） 11.6cm、瓦当部高3.9cm、文様区厚2.4cm、上周縁幅0.9cm、周縁高

0.5cm、顎下部厚1.5cm、顎上部厚2.4cmを測る。瓦当面周縁部はヘラナデ調整、顎部はナデ調整、平瓦部凹面

は左右にナデ調整、平瓦部凸面は未調整である。胎土は灰白色2.5Y8/2を呈し、焼成はやや良好である。出

土遺物は多く、挿図以外のものとして嬉野焼青緑釉皿などがある。。

出土遺物から概観すると 17世紀後半～元禄12年 (1699) もしくは元禄15年 (1702) までと考えられる。

III-2 a期に属する遺構である。

S K294 

S K294は調査区北側に位置する（第50図・図版20)。平面形は不整形を呈し、北側は調査区外へ延びる。

検出長2.8m、深さ0.4mを測る池状遺構である。遺構内からは杭の抜ぎ取り穴を確認している。 SK294より

南側では畑の堆積土と思われる土を確認しており、それにともなった貯水池、あるいは火災の際の防火用水

として用いられたとも考えられる。同様の遺構SK317をSK294より南側で検出しているが、出土遺物より

S K294がSK317より一時期古いと思われる。また、一度作り替えられた形跡があり、 SK294の周囲を囲む

S K293がそれにあたると思われる。 SK293より焼けた瓦が多く出土しており、上面の SK293・S K294で

は享保14年 (1729) の焼土層が堆積していることから、これは元禄12年 (1699) か元禄15年 (1702) の火災

に比定できる。

第51図ー 8・9は肥前磁器染付碗である。 8は、口径10.8cmを測る。外面は手描きで雨降り文を描き、そ

の上から型紙刷りで雨を表現した文様を施し、その下に牡丹文をコンニャク印判で施文している。 9は、ロ

径10.6cm、器高6.65cm、高台径4.4cmを測る。外面は一重網目文を描き、高台は露胎で離れ砂が付着してい

る。大橋康二氏編年によると 8はIV期、 9はIII期に属する。挿図以外の遺物では大橋康二氏編年III期に属す

る肥前磁器、丹波焼揺鉢が出土しており、 SK294は17世紀後半～末の時期と思われ、 III-2 a期に属する遺

構である。

S K317 

S K317は調査区西側に位置する（表 1・図版21)。平面形は不整形を呈し、東側は調査区外へ延びる。検

出長2.lm、深さ0.46mを測る SK294同様池状遺構である。埋土は 1層で、北壁第74層灰黄色砂質土層2.5Y

6/2 (第48図）にあたる。 SK294と同じく、遺構内からは杭の抜き取り穴を確認している。

第51図ー10・13-15は、肥前磁器である。 10は、白磁皿である。口径8.8cm、器高2.5cm、高台径3.3cmを測
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る。見込みは蛇ノ目釉ハギ、外面体部下半から高台は無釉である。 13は、染付蓋物の蓋である。 ロ径10.2cm 

を測る。外面には草花文を描く。 14は染付猪口である。 ロ径4.9cm、器高1.5cm、高台径2.2cmを測る。見込み

には染付が施され、高台畳付は露胎である。 15は、染付蓋物である。口径6.8cm、器高2.9cm、高台径3.4cmを

測る。外面は草花文を描く。内面口縁部端部及び、高台畳付は露胎である。 これらは大橋康二氏の編年IV期

に属する。 11・12は土師質土器皿である。 11は、 ロ径6.8cm、器高1.4cmを測る。外面は指頭圧調整、内面は

ナデ調整を施し、 ロ縁部が内湾するタイプである。 ロ縁部に灯芯痕が残る灯明皿である。 12は、 ロ径8.2cm、

器高1.2cmを測る。外面は指頭圧調整、内面口縁部はヨコナデ調整、内面底部はナデ調整である。 11と同じ
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第51図 SK322 (1-4)・SK411 (5-7)・SK294 (8・9)・SK317 (10-15) 出士遺物
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①
 

而―.

く、口縁部が内湾するタイプである。 11・12共に、胎土はにぶい黄

0 e-- D -
橙色10YR7/4を呈し、 IT (伊丹郷町期）・ 2型式A類に属する。

O.P.=19.300m 

遭 T． 
゜

4m 
出土遺物から概観すると 18世紀前半と考えられる。 III-2 a -2 

b期に属する遺構である。

第52図 S B04遺構図

4. 第 3次面の遺構と遺物

第3次面では18世紀前半～後半の遺構が中心である。上面とほぼ同じ範囲の調査区東側道路より 4間半(9

m)の範囲で三和土がみられた。三和土は、一度張り替えられている。間口は判然としないが、調査区を『元

禄七年 (1694)柳沢吉保領伊丹郷町絵図』にあてはめると、「味噌ウリ五兵衛・長右衛門」の名がみられ、間

ロ3間半と記されている。また、第 2次面で検出した SB04 (第52図）の礎石列の東端は絵図に記された調

査区東側からの奥行「十二間一尺三寸」のラインと一致する。これを境にして 2間X4間程度の建物が推定

でき、絵図では「日用伝兵衛」「日用吉兵衛」の名が記入されている。三和土の西側から SB04との間では、

土壊と井戸 (SE04) を検出している。従って裏庭と考えられ、井戸は共同使用されていたと考えられる。

S ED4 

S E04は調査区南側中央部に位置する（第53図・図版21)。平面形は円形を呈し、直径1.2m、深さ2.lm以

上を測る素掘りの井戸である。壁面はほぼ垂直で、検出面より約1.5m下より広くなっている。土層断面を観

察してみると、検出面より約2.5m下の第16層が鉄分を多く含んでおり湧水層の 1つと考えられる。

第54図ー 1・2は肥前磁器染付碗である。 1は、口径12.2cm、器高5.9cm、高台径4.6cmを測る。丸窓文を

描いた「くらわんか手」の碗である。見込みの五弁花は、コンニャク印判による。高台内には、銘がみられ

る。 2は、口径9cm、器高6.4cm、高台径3.1cmを測る。外面には、一重網目文が描かれている。 1・2とも

に、高台畳付は露胎で、離れ砂が付着している。大橋康二氏編年によると 1はV期、 2はIII期に属する。 3.

({)_a 
T SE04(3次面） 口SE02(1次面）

゜
Zm 

1. 褐色砂質土層 7・5YR4/6

(3 cm大の礫多量に含む）

2. 暗褐色砂質土層 7・5YR3/4

(3 cm大の礫多量に含む）

3. 暗褐色砂質土層lOYR3/4 

O.P. = 19 .300m 
（炭化物、焼土、 3 cm大の礫多量に含む）

w 一 4. 暗褐色砂質士層lOYR3/3 

(5-7cm大の礫多量に含む）

5. 褐色砂質土層lOYR4/4 (瓦層）

6. 黒褐色粘質土層lOYR3/2 

(50cm大の石多く含む）

7. オリープ褐色土層 2・5Y4/6

8. 灰黄褐色粘質土層lOYR4/2 

（遺物、 5 -10cmの礫多く含む）

9. 褐色粘質土層10YR4/4

(5 cm大の礫多く含む）

10. 明褐色粘質土層 7・5Y R5/8 

11. 橙色砂質土層 7・5Y R6/8 

(5 -10cm大の礫多く含む）

12. 黄褐色砂礫層lOYR5/8 

(5 -10cm大の礫多量に含む）

13. 浅黄色粘土層lOYR8/4 

14. 明褐色砂層 7・5Y R5/6 

15. 橙色砂質土層 5YR

16. 褐色砂礫層lOYR4/6 (湧水層）

（鉄分、 10cm以下の礫多く含む）

第53図 S EOZ・04遺構図
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4は京焼系陶器碗である。 3は、口径（推） 9.4cm、器高5.4cm、高台径3.2cmを測る。外面に赤、緑で松竹梅

文を描いている。 4は、口径（推） 10.8cm、器高6.6cm、高台径3.4cmを測る。全体に灰釉が掛けられ、外面

は1.7cm幅の鉄釉で刷毛目文が描かれている。高台は無釉である。見込みに 3ヶ所目跡を残す。 5は、丹波焼

小壷である。口径（推） 12cm、器高8.8cm、底径（推） 10.4cmを測る。胎士は、橙色7.5YR6/6を呈す。口縁

部内面から外面体部全体に白色釉が施されている。内面は無釉である。 6は、丹波焼お歯黒壷である。口径

7.2cm、器高7.9cm、底径7.6cmを測る。口縁部内面より外面体部下半まで鉄釉が施される。内面には、お歯黒

の鉄分が付着している。 7は、土師質土器焙烙である。口径31cm、器高（推） 6.2cmを測る。難波洋三氏の分

類のE類に属する。内外面体部はヨコナデ調整、外面の口縁部と底部の境目は指頭圧調整、内面底部は不定

方向にナデ調整、外面底部は未調整である。 8は、丹波焼播鉢である。口径（推） 26.2cm、器高9.1cm、底径

（推） 13.1cmを測る。体部は底部からほぼ直線的に開いて立ち上がり、口縁端部を押さえ、内面に折り曲げ

る。胎土は 2-3mm程度の砂を含む。外面体部は鉄釉が掛けられ、底部には砂が付着している。大平茂氏の

編年IV型式に属す。 9は、堺焼播鉢である。口径26.3cm、器高（推） 13.4cm、底径（推） 13.2cmを測る。胎

土は赤褐色2.5YR4/8を呈す。外面は、底部際から口縁部外縁帯の直下まで左回転ヘラケズリ調整を施す。

揺目は 9本のクシ目を施す。白神典之氏の分類 I類（白神1990年）に属す。 10・11は土師質土器皿である。

10は、口径7.2cm、器高1.1cmを測る。内面は一定方向にナデ調整、外面は指頭圧調整したのちナデ調整して

いる。 11は、口径7.2cm、器高1.6cmを測る。内面は、一定方向にナデ調整、口縁部外面はヨコナデ調整を施

す。口縁部には灯芯痕が残り、灯明皿として用いられている。 10・11ともに口縁部が内湾するタイプである。

胎土は浅黄橙色7.5YR8/4を呈し、 IT (伊丹郷町期） 2型式A類に属する。挿図以外の遺物は大橋編年IV

期に属する肥前磁器、伊賀・ 信楽焼、屋瓦など大量に出土している。その他に、少数ではあるがテングニシ

などの貝類がみられる。

出土遺物から概観すると 17世紀後半のものを少量含むが、 18世紀前半～後半を中心とし、一部19世紀初頭

までのものがみられる。 III-2b-3 a期に属する遺構である。

S I 06 

S I 06は調査区北部に位置する（第55図・図版21)胞衣壷である。平面形は円形を呈し、直径0.34m、深

さ0.2mを測る。三和土を切るかたちでSI 06は存在するが、建物との関係は不明である。

第57図ー 1は土師質土器火消壷蓋である。口径15.4cm、器高4.2cm、つまみ径3.9cmを測る。口緑部を粘土

紐を足して回転ナデ調整を施す。つまみはハリッケ後つまみ部とその周辺をヨコナデ調整している。天井部

外面は離れ砂が付着している。 2は、土師質土器火消壷である。口径11.7cm、器高17.15cm、底部13.6cmを測

る。内外面を回転ナデ調整し、外面体部下面はヘラケズリを施す。外面底部は離れ砂が付着している。 1 . 

2とも、川口宏海氏の編年のII-2型式に属する（川口1989年ー a)。

出土遺物から概観すると 19世紀前半の時期と考えられ、 III-3 b期に属する。また、 SI 06の壷内から茶

褐色の固形物が検出されている。これについては、現在分析中である。

SY05• SK277 

S Y05は調査区北部に位置する（第56図・図版21)。平面形は楕円形を呈し、甕底部の中央に穴を開け、逆

さまに埋設した水琴窟である。西側に排水溝SK277が設けられており、検出長0.81m, 深さ0.4mを測る。

S K277は調査区西側に位置する SY05に付属する排水溝である。検出長約2.7m、深さ約0.5mを測る。 SY

05とSK277の間は筒状の瓦管が潰かれ、次に丸瓦が凹面を上にして置かれ、それらの周囲を約10cm-15cmの

礫で固定している。この丸瓦凹面には「口十二」のヘラ書きがみられた。 3つ目の瓦からは、平瓦が使われ、
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ほぼ直線的に並べられている。瓦は全部で16枚検出した。

また、 SY05が検出された調査区北側は土塘が多く、水琴窟

は裏庭より検出されることが多いことから、この部分は裏庭で

あると思われる。

第57図ー 5は、丹波焼甕である。口径30.6cm、器高34.5cm、

底径18.3cmを測る。胎土は、灰白色 5Y8/3を呈す。内外面体部

全体に灰釉を 2度塗っている。外面は波状文が描かれている。

左右 2ヵ所に菊花文がハリッケされている。底部は無釉で砂が

付着している。 3は、肥前磁器染付碗である。高台径 4cmを測

る。外面は草花文が描かれ、見込みは蛇ノ目釉ハギを呈し、高

台畳付は露胎である。大橋康二氏の編年IV期に属する。 4は、

唐津系陶器刷毛目文碗である。高台径 4cmを測る。高台畳付は

無釉で離れ砂が付着している。大橋康二氏の編年IV期に属する。

6は、瓦管である。残存高12cm、直径12cmを測る。外面上部は

ョコナデ調整、外面体部上部と下部は縦方向のヘラナデ調整後

ョコナデ調整、それ以外はヘラナデ調整、内面は未調整で粘土

紐痕を残す。また、粘士板接合痕もみられる。

宮ノ前地区において、水琴窟が数多く出土するのは19世紀初頭以降である。南側の SK277を切って SY07 

が設けられている。 SY07は丹波焼甕を使用した18世紀末-19世紀中頃の水琴窟である。このことから、 S

s 

z
 

O.P. = 19.300m 
s 

1. オリープ褐色粘質士層 2・5Y 4/3 

2. 褐色粘質士層lOYR4/4 

0 50cm 

第55図 S I 06遺構図

Y05はそれ以前の時期と考えられる。また、 SY05の出士遺物は18世紀前半～後半であり、埋設されたのは

18世紀後半の時期と考えられる。今までに確認したものよりも古い時期の水琴窟と考えられる。 III-2 b期

に属する遺構である。

S K  190 

S K190は、調査区中央部北側に位置する（表 1・図版21)。平面形は、不整形を呈す。検出長は3.92m、

8 

SK277 

s
 

O.P.=19.300m 
_N 

゜
lm 

第56図 S K277・S Y05遺構図
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深さ0.05mを測る。土層は焼土層 1層で、出土遺物は多い。 SK190の遺物の時期は、後述するように17世紀

後半-19世紀前半と幅広い。しかし、 SK190を切っている SK191から18世紀後半-19世紀前半の遺物が多

数出土しており、 SK191の遺物がSK190に混入しているものと考えられる。そのことを考慮に入れ18世紀

後半以降の遺物を除いて考えると、大橋康二氏編年III-IV期に属する肥前磁器、唐津系陶器呉器手碗、丹波

焼播鉢といった18世紀前半までの遺物としてまとめて把握できる。従って、この土壊は享保14年 (1729)の

北少路村付近で80軒焼失した火災の際のものであると考えられる。また、調査区北側でも同時期の、焼土処

理土塘SK256を検出しており、一帯に火災が広がっていたことがわかる。

第57図ー 7は、瀬戸・美濃焼鉢である。口径11.2cm、器高5.6cm、高台径6.6cm測る。内外面はヘラ削りに

よって成形される。外面から内面全体にわたって緑釉を施す。高台は無釉である。 1630年代の黄瀬戸である。

8は、須恵器壷底部か。底径（推） 11. 2cmを測る。内面は不定方向にナデ調整、外面は回転ナデ調整がされ

ている。 9は、土師質土器焙烙である。口径16.8cm、器高（推） 6.3cmを測る。胎土は黄橙色7.5YR8/6を呈

す。難波洋三氏の分類G類に属する。内外面口縁部はヨコナデ調整、外面底部は未調整である。外面口縁部

に細長い耳がハリッケされ、外面全体に煤が付着している。

~
 ~゚ 

＼ 

゜
m
 

c
 ゜

2
 

6
 J| 

。
40cm 

゜
20cm 

第57図 S I 06 (1・2)・S Y05 (3 -5)・S K277 (6)・S K190 (7 -9)出土遺物
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8は7世紀後半頃に比定でき、 9は18世紀後半に相当するものであるが、前述した通り SK191から混入し

たものと考えられることから、 SK190は17世紀後半～享保14年 (1729)の時期と考えられる。 III-2 a期に

属する遺構である。

5 . 第 2次面の遺構と遺物

第2次面では東側と北側で三和土を検出した。東側の三和土は範囲がはっきりととらえられないが、東側

道路より 5間（約10m) までは残存している。礎石は一部確認しているが、建物復元には至らず規模は不明

である。北側部分の三和土も部分的に検出したのみで規模はわからない。 SB04 (第52図）は、東西に 2間

以上 (4m以上）を測る、 3次面で述べた建物礎石列である。この面でも建物は三和土の範囲がわかるのみ

で、復元するには至らない。

SK  150 

S K150は調査区東側に位置し、北側は調査区外へ延びる（表 1・図版21)。平面形は長方形を呈し、長さ

3.23m、幅 2mを測る。土層は 1層で、北壁土層図第134層暗オリーブ褐色砂質土層（第48図）にあたる。遺

物は大量に出土しており、その中でも屋瓦が半分以上をしめている。遺物の中には火災痕を残すものも含ま

れており、享保14年 (1729)の北少路村の大火災の焼土処理土塘と考えられ、第 3次面で検出した焼土処理

土猥と同じ時期のものである。

第58図ー 1は、肥前磁器染付湯呑碗である。口径 7cm、器高 5cm、高台径3.6cmを測る。口縁部は端反り

で、外面はコンニャク印判により松葉文が施されている。高台畳付部分は露胎で離れ砂が付着している。内

外面に付着物がみられる。大橋康二氏編年のIV期に属する。 2は、嬉野焼青緑釉皿である。口径6.4cmを測

る。内外面は青緑釉が施され、見込みは蛇ノ目釉ハギがみられる。外面底部は無釉である。 3は、土師質土

器烙焙である。口径27cmを測る。内外面とも体部はヨコナデ調整、内面底部はナデ調整、外面底部は未調整、

ロ縁部上部はヘラで面取りしている。外面には、煤が付着している。難波洋三氏の分類E類に属する。 4 . 

5は、屋瓦である。 4は、均整唐草文軒平瓦である。上弧幅（残） 11.6cm、文様区幅（推） 15cm、瓦当部高

4 cm、文様区厚2.9cm、上周縁幅0.5cm、周縁高0.7cm、顎下部厚1.4cm、顎上部厚2.4cmを測る。瓦当面周縁部

はヘラナデ調整、顎下部はナデ調整、平瓦部凹面は縦にヘラナデ調整、瓦当部凸面は未調整で砂が付着して

いる。 5は、三ッ巴文軒丸瓦である。瓦当部径15.0cm、文様区径10.6cm、内区径 7cm、周縁幅2.2cm、周縁高

0.7cm、瓦当部高2.2cmを測る。左巻き三ッ巴文で連珠数16個を数える。周縁部はナデ調整、瓦当部は周縁部

に沿ってナデ調整、瓦当部裏面は不定方向にナデ調整を施す。 4・5とも、胎土は灰白色を呈し、焼成は、

4は良好、 5はやや良好である。 6は、石臼の上臼である。直径（推） 30.6cm、高さ7.3cmを測る。花岡岩製

で、下面には溝痕が中心に向かって 5本単位で掘られている。

出土遺物から概観すると、 17世紀末～享保14年 (1729)頃と考えられる。 III-2 a期に属する遺構である。

S K160 

S K160は調査区東部に位置し、調査区外へ延びる（表 1. 図版21)。平面形は長方形を呈し、検出長4.4

m、深さ0.62mを測る。埋土は 4層を数える。 1・3層は瓦を多く含み、遺物は大量に出土している。遺物

の約1/2は屋瓦である。 SK160は3次面の三和土を切っており、 SBOl以前の建物の建て替えの際の瓦溜土

壊と思われる。

第58図ー 7-13は、銅銭で背文無の「新寛永通賓」である。直径は、 7は2.3cm、 1・8・12・13は2.4cm、

9は2.5cm、10・11は2.2cmを測る。厚さはそれぞれ0.1cmである。
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第59図ー 1・3-5は肥前磁器である。 1は、染付猪口である。口径7.2cm、器高3.65cm、高台径7.2cmを

測る。外面には、山水文が描かれている。高台畳付部分は露胎で、離れ砂が付着している。 3は、広東型碗

である。口径llcm、器高5.7cm、高台径6.4cmを測る。外面は連弁文に草花文を描いている。見込みには菊花

文、高台内には「青」を現した銘がみられる。また、焼継ぎ痕もみられる。高台畳付は露胎である。 4は、

蛇ノ目凹型高台の鉢である。口径15.5cm、器高5.45cm、高台径8.7cmを測る。内面は邸内図、外面は連続牌草

文が描かれている。 5は、染付皿である。口径20cm、器高3.1cm、高台径12cmを測る。内面には松竹梅文、外

面は唐草文が描かれている。高台畳付は露胎で高台内は目跡が 2ヵ所残る。 1・4・5は、大橋康二氏の編

年IV期に属する。 2は、土瓶のミニチュア製品である。口径3.3cm、器高2.5cm、底部2.6cmを測る。外面は白

色釉を下半まで塗り、文様を鉄絵で描いている。底部内面は無釉である。 6は、京焼片口鉢である。口径21

cm、器高9.6cm、底径12cmを測る。内面には釉が掛けられているが、外面は無釉である。外面底部に砂が若干

みられる。 7は、丹波焼水注である。口径13cm、器高12cm、底径6.4cmを測る。内外面体部は鉄釉が施され

る。外面下半は無釉で煤が付着している。内面底部に 2ヵ所の目跡を残す。 8-9・llは、土師質土器であ

る。 8は、焼塩壷蓋である。口径7.6cm、器高1.9cmを測る。外面上部は不定方向にナデ調整、側面はヨコナ

デ調整、内面には布目痕が残る。胎土は金雲母を含み、橙色7.5YR6/6を呈す。小林謙ー氏編年VII期（小林

1992年）に属する。 9は独楽である。直径4.4cm、高さ 1.7cmを測る。上型と下型の合わせ型により形成し、

合わせ目をヘラ削り調整、外面上部より棒状工具により直径0.5cmの穿孔を有する。上部外面は型により菊花

を刻む。全面に雲母がみられる。 llは、皿である。口径10.6cm、器高2.1cmを測る。口縁部内外面はヨコナデ

調整、内面は一定方向にナデ調整、外面は指頭圧調整後にナデ調整を施す。胎土は灰白色lOYR8/2を呈す。

ロ縁が内湾するタイプである。 IT (伊丹郷町期）・ 2型式A類に属する。 10は、石製硯である。幅7.5cm、

高さ 1.6cmを測る。花尚岩質の石材で、クリーム色10Y9/5を呈する。愛媛県伊予市の虎間石か。 12は、柿釉

灯明受皿である。口径6.4cm、器高1.3cmを測る。外面底部は無釉である。ロクロ成形で内面及び外面体部は

回転ナデ調整、外面底部は右回転糸切り痕が残る。 13は、柿釉脚台付き灯明皿である。口径6.8cm、器高6.7

cm、底径4.1cmを測る。内面脚台部は無釉である。脚台部と受皿部が別々にロクロ成形されている。また、脚

台底部外面は右回転糸切り痕を残す。 14は、銅製品である。長さ12.5cm以上、幅0.5cmを測る。先端部にいく

程細くなっていることから箸と思われる。

第60-1-3は、屋瓦である。 1・2は、左巻き三ッ巴文軒丸瓦である。 1は、瓦当部径14.7cm、文様区

。
20cm 

第60図 S K160出土遺物 (2)
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径10.9cm、内区径7.5cm、周縁幅 2cm、周縁高0.6cm、瓦当部高 2cmを測る。連珠数12個を数える。瓦当面周

縁部はナデ調整、丸瓦部凸面は前後にヘラナデ調整、文様区裏面端部は周縁に沿ってナデ調整、丸瓦部凹面

は未調整で粗い布目痕を残す。 2は、瓦当部径14.3cm、文様区径10.4cm、内区径 7cm、周縁幅1.9cm、周縁高

0.5cm、瓦当厚 2cmを測る。連珠数14個を数える。調整方法は 1とほぼ同様で、瓦当面周縁部、瓦当部は縁に

沿ってナデ調整、文様区裏面はナデ調整、丸瓦部凸面は前後にナデ調整、丸瓦部凹面は未調整で粗い布目痕

を残す。 3は、均整唐草文軒乎瓦である。中心飾は、立沢潟文上弧幅（推） 26.4cm、文様区幅（推） 14.4cm、

瓦当部高4.1cm、文様区厚2.6cm、上周縁幅0.7cm、周縁高0.5cm、顎下部厚1.4cm、顎上部厚2.2cmを測る。瓦

当面周縁部はヘラナデ調整、平瓦部凹面は左右にヘラナデ調整、顎下部はヘラナデ調整、顎部はナデ調整、

平瓦部凸面は未調整である。 1-3はともに、胎土は灰白色を呈し、焼成は良好である。この他SKl60から

は、大量の貝類が出土している。種類別に多い順に並べると、ハマグリ 20個体以上、アカガイ・バイガイ 15

個体以上20個体未満となる。

出土遺物から概観すると、 18世紀後半-19世紀初頭と考えられる。 SK160は大量の瓦が出土しているこの

ことから、 18世紀後半-19世紀初頭頃より伊丹郷町において総瓦葺きの屋根に作り替えられていったものと

思われる。また、他の調査区においても瓦が多く出土するのは18世紀後半頃からである。 III-3 a期に属す

る遺構である。

6. 第 1次面の遺構と遺物

この面では、宮ノ前商店街通りに面して建つ既存建物（第 2次三和土面）とその前身と考えられる SBOl 

第 1次三和土面（三和土の張り替え）を中心として、それに伴う井戸・便槽などがセットでとらえられた。

S BOlに伴う井戸は SE02である。井戸枠瓦を使用し、 18世紀前半～現代の遺物が出土した。また、丹波焼

甕を用いた便槽SWOlも18世紀後半～現代の遺物が出土し、 SBOlに伴う便槽である。 SBOl第 1次三和土

面に伴うものとしては、 SE03・SU167・SU225がある。 SE03は素掘りで18世紀後半-19世紀後半の遺

物が出土している。 SUl67・S U225は2基一組の木桶を用いた便槽である。このうち、 SUl67はSW02の

直下にあり、作り替えられたことが明らかである。 SUl67・S U225ともに19世紀前半の遺物が出土してい

る。井戸・便槽が位置するのは建物の西側で、西側には裏庭が広がっていたものと考えられる。北西部は、

文化年間 (1804-17年）成立と推測される『文化改正伊丹之図』（巻頭図版 1)に、東西方向の路地が記入さ

れている。調査では、これを面的にとらえることはできなかったが、北壁土層（第48図）を観察すると第16

層褐色砂質土層、第14層黄褐色砂質土層とが、路地の道路土層にあたると考えられる。これは、第 1次面s
BOlの直下であり、享保14年 (1729) の火災の焼土層の直上にあたる。また、ここに設けられている丹波焼

甕の便槽SW82は18世紀後半であることから、路地は18世紀後半以降に設置され、文化年間を経て第 1次面

S B03が建てられる明治時代までに廃絶したと考えられる。

S 801第 1次三和土面

S BOl第 2次三和土（上層三和土）以前の三和土が商店街通りより西へ15mまでみられた。それらから、

東西に奥行は 7間半（約13m)、間口は南北に 4間（約 8m) もしくは 4間半（約 9m) の範囲が推定でき

る。南側の三和土の下の SKl60は18世紀後半-19世紀初頭の時期と考えられる。また、第 2次面の三和土を

切る遺構SK60は19世紀後半のものであることから、 SBOl第 1次三和土面は19世紀前半頃に敷設されたと

考えられる。 III-3 b期に属する。
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5801•55151 

S BOlは、既存建物である （第61図・図版22)。宮ノ前商店街通りに面し

て間口は南北に約 4間半 (9m)、奥行は 6間（約llm)を測る。中央 1間

を通り庭として、両側に居室を設ける中土間型町屋である。調査区中央で

検出した SWOl、SW02は、大谷焼甕を使用した便所でSBOlに伴うもの

である。 SK151は調査区東側に位置する。平面形は円形を呈し、直径0.88

m、深さ0.16mを測る。 S S 151は1次面の SBOlに伴う礎石である。

第65図ー 1は、肥前磁器青磁段重蓋である。口径10.6cm、器高2.5cmを測

る。 ロ縁部内面は露胎である。大橋康二氏の編年IV期に属する。 2は、丹

波焼お歯黒壷である。底径6.4cm、残存高 4cmを測る。内面にはお歯黒の鉄

分が付着している。

出土遺物の時期は18世紀前半～後半と考えられる。同じ<S BOlに伴う

E W 

゜
2m 

第63図 S E03遺構図

礎石遺構SS 148、S S 157からは18世紀後半-19世紀初頭までのものが出土している。 S B01は19世紀前半

に建てられ、 19世紀中頃以降に第 2次三和土（上層三和土）が敷きなおされたと考えられる。 III-3 b期に

属する。

S B03 

S B03は調査区北側に位置する（第62図）。残存状況が悪く詳細は不明である。東西約3.5間 (7m)、南北

1間以上（約2.2m以上）を測り、

世紀末-20世紀初頭）がある。

三和土と礎石を確認した。

また、

S B03に伴う遺構として大谷焼便槽甕SW04(19

S B03の三和土を切って SKOl (明治～大正）が設けられている。従

って、

S E03 

S B03は19世紀末～大正頃の建物である。 IV期に属する。

S E03は調査区南壁中

央部に位置する （第63

図・図版22)。平面形は不

整隋円形を呈し、長径

1.28m、深さ lm以上を

測る。断面形はほぼ垂直

である。湧水層は確認す

ることができなかった。

遺物も数点しか出土して

いない。 S E03は素掘り

の井戸で出土遺物からも

井戸枠を使用した SE02 

よりも古いものと思われ、

第 2次面の建物に伴うも

のと考えられる。

第65図ー 3は、肥前磁

器染付蓋である。口径9.6

〗面

第64図
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〔凡例〕 漆喰

1. 黒褐色砂質土層lOYR2/3 

2. 暗褐色砂質土層10YR3/4

釘黒褐色砂質士層 2・5Y3/2 

4. にぶい黄橙色粘質士層lOYR6/4 

。
2m 

S D01遺構図
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cm、器高 3cm、つまみ径3.8cmを測る。外面は草花文、内面口縁部は四方欅文、見込み部分はコンニャク印判

手法により五弁花が施される。つまみ端部は露胎である。大橋康二氏編年IV期に属する。 4は、伊賀・信楽

焼系鍋蓋である。口径15cm、器高 4cm、つまみ径 4cmを測る。外面には白土のイッチン掛けによって梅文を

描いており、一部緑釉、鉄釉がみられる。

出土遺物から概観すると 18世紀後半-19世紀後半と考えられる。 III-3 a -3 b期に属する遺構である。

S E02 

S E02は、調査区南側中央部に位置する（第53図・図版22)。平面形は円形を呈し、直径0.82m、深さ3.02

m以上を測る。断面形は下部にいくほど広くなっており、検出面から約1.5m程のところで大きく広がる。井

戸枠は 3段巻いており、遺物は大量に出土している。検出面より約2.5m下の第16層より鉄分、礫を多く含む

湧水層を確認した。

第65図ー 5は、瀬戸・美濃焼磁器碗である。銅板摺で唐草文が染付されている。口径10cmを測る。内面口

縁部は露胎である。 6は、関西系染付碗である。高台径2.8cm、残存高 4cmを測る。中国製品を模写したもの

である。内外面に染付が施され、一部赤色も使用されている。高台は輪形の中にさらに一本溝の入った二重

高台で無釉である。高台内には朱書がみられ、焼継ぎ痕も見られる。外面体部には、焼成時に重ね焼きする

際に下の製品の一部が付着している。 7は、柿釉賢盟である。高さ4.7cm、幅4.4cmを測る。体部と底部は分

~~ こ、 3ml  
~ 

~' ~ 

ご一
） 

＼一り D 
／遵二

［ I 応 ER , 7 v、

~8 

。
第65図 SS151 (1・2)・SE03 (3・4)・SE02 (5-7)・SDOl (8-10) 出土遺物
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割成形し、ハリッケ後ヨコナデ調整している。外面底部は布目痕を残す。 SEOZからも若干ではあるが、バ

イガイ・アカガイ・アワビなどの貝類が出土している。

出土遺物から概観すると 19世紀後半～現代と考えられる。 III-3 b期-IV期に属する遺構である。

S D01 

S DOlは調査区東端に位置し、屋敷割りを示す石積みの溝である（第64図・図版22)。検出長 5m、内法幅

0.25m、掘形幅約 lm、深さ0.45mを測る。この溝は 1度造り替えられている。当初は溝（下面）は0.2m前

後の小振りの石材を用い、内法幅0.25mの規模を持っている。その後、これを埋め0.3m前後の花岡岩石を用

いた溝（上面）に造り替える。新しい溝の底は漆喰が塗られている。石積の上面には一部コンクリートが塗

られ、近代まで機能していたことがわかる。

第65図ー 8は、掘形より出土した肥前磁器白磁紅皿である。口径4.4cm、器高1.3cm、高台径1.4cmを測る。

型押し成形で外面は露胎である。大橋康二氏の編年V期に属する。 9は、溝最下部から出土した唐津系陶器

碗である。腰部・高台を残して鉄釉が施され、高台は削り出し輪高台である。釉調は、黒色7.5YR1.7/1を

呈している。大橋康二氏編年（大橋1989年） II期に属する。 10は、上面の溝の埋土から出土した瀬戸・美濃

焼鉢である。口径21.6cm、器高14.2cm、高台径10cmを測る。内面は灰釉、外面は刷毛目で鉄釉を塗り、口縁

部から内外に白色釉を施し、三方から緑釉を流し掛けている。高台は無釉だが高台内は鉄釉が施される。内

面 4ヵ所に胎土目が残る。

溝構築時期は掘形出土品から18世紀末-19世紀前半と考えられる。また、一部コンクリートが認められる

ことから近代まで使われていたと考えられる。 III-3 -IV期に属する遺構である。

7. まとめ

このように、 B-2-1調査区では 5時期の遺構面をとらえることができた。第 5次面は 7世紀後半-17

世紀後半、第 4次面は17世紀後半-18世紀前半、第 3次面は18世紀前半～後半、第 2次面は18世紀後半-19

世紀前半、第 1次面は19世紀前半～近代の時期と考えられる。 7世紀後半-8世紀前半までの遺構面を確認

でき、第 4次面で検出した畑の埋土、第 3次面で検出した古い水琴窟 SY05を検出したことは大きな成果で

ある。また、元禄12年 (1691) もしくは元禄15年 (1702)及び享保14年 (1729)の火災痕を確認することが

できた。このことは、調査区内に位置する Dトレンチにおいても報告されており、火災の広まりを知る好資

料であった。建物は第 1次面以外では復元できないが、三和土の検出により建物の存在を確認できた。また、

多くの貝類も出土しており、当時の食生活をうかがうことのできる好資料も得ることができた。
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第 4節 第51次調査B-2-2区

B-2-2区は、『天保十五年 (1844)伊丹郷町分間絵図』（第212図）によると、「北少路村」と「昆陽口

村」の 2村にまたがっていることが分かる。『元禄七年 (1694)柳沢吉保領伊丹郷町絵図』（第212図）では、

畑地に相当することが分かる。調査区北側は B-3区、南東端は B-2-1区、南側は、前回藤井他『有岡

城跡・伊丹郷町IV』で報告した第78次調査B-8区とそれぞれ接している。調査面積は、 205m'である。

1. 基本層序

遺構面は、 4面検出した。地山面は、西側が高く、 0.P. = +19.lOOm前後を測り、東側に向かって傾斜

する。 B-2-1区と接する東端では、 0.P. = +18.800m前後を測る。 B-2-1区東端では、 O.P.=+

18. 900m前後であり、 B-2-2区東端付近では、谷地形をなしていることが分かる。

地山直上層に黄褐色砂質土層（第67図第140・58層、現地表面より約70cm下）、その上に暗オリーブ褐色土

層（第67図第81層、現地表面より約50cm下）が見られる。その上層には、享保14年 (1729)の焼土層と思わ

れる褐色砂質土層（第67図第 6・52層、現地表面より約40cm下）が堆積している。さらにその上層には、三

和土層黄褐色土層（第67図第121層、現地表面より約20cm下）が見られる。

2. 第 4次面の遺構と遺物

第4次面の遺構は、大半が重複のため上層で遺構掘削できなかったものである。この面本来のものは、中

央部SK825・826、SP310・313-316、後述する第 3次面の SDl5 (II期有岡城期から17世紀後半）など少

数である。出土遺物もほとんどない。後述する第 3次面との関係から、この面の時期は、江戸時代以前と思

われるが、建物の痕跡なども見られず、宅地としての利用はなかったものと考えられる。

S KB39 

S K839 (表 1) は、本来 3次面の遺構である。調査区中央南壁沿いに位置する。平面形は、不整形を呈

し、長さ1.26m、幅0.42m以上、深さ0.29mを測る。

第66図ー 1は、唐津系陶器刷毛目文碗である。口径10.8cm、器高5.4cm、高台径4.0cmを測る。見込みは蛇

ノ目釉ハギを施し、離れ砂が付着している。高台畳付にも離れ砂が付着している。大橋康二氏の編年による

と、 IV期に属すると

考えられる（大橋

疇
ー~]

1989年）。 2・3は、

丹波焼。 2は、鉢で

ある。口径11.6cm、

器高5.8cm、底径7.4

cmを測る。口縁部内

面から外面体部にか

けて、塗土が施され

。
第66図 S K839出土遺物

20cm ている。火入れとし

て使用していたのか、

内面見込みから体部
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1. コンクリート

2. 褐色砂質土層lOYR4/4 

3. オリープ黒色砂質土層 5Y3/2 

4. 浅黄色砂質土層 5Y7 /3 (整地層）

5. オリープ褐色砂質士層 2・5Y 4/6 (整地層）

6. 黒色砂質土層lOYR2/l 

7. 黄褐色砂質土層lOYR5/8 

8. 褐色砂質土層lOYR4/6 

9. にぶい褐色砂質士層 7・5Y5/4 

10. 黄色砂質土層 2・5Y7/8

11. 暗灰黄色粘質土層 2・5Y 4/3 

12. 橙色砂質土層 5YR6/8 (整地層）

13. 黄褐色砂質士層lOYR5/8 

14. 黄褐色土層 2・5Y5/6 

15. 暗灰黄色砂質土層 2・5Y 4/2 (遺物多量に含む）

16. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/6 

17. 赤褐色砂質土層 5YR4/6(焼土多屋に含む）

18. にぶい褐色砂質土層 7・5Y R5/3 

19. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/3 

20. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/4 (遺物多量に含む）

21. 暗赤褐色砂質士層 5YR3/3 

（炭化物、 3 -6 cm大の礫多量に含む）

22. 黄橙色砂質土層10YR7/8

23. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/3 

24. オリープ褐色砂質土層 2・5Y4/6

25. にぶい黄橙色砂質土層lOYR6/3 

26. 褐色砂質土層 7・5YR4/6

27. 褐色砂質土層lOYR4/6 

28. 灰白色砂質士層 5Y7/2 

29. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 

30. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 

31. 暗オリープ褐色砂質土層 2・5Y3/3 

32. 明黄褐色砂質士層 2・5Y7/6

33. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/8 

34. にぶい赤褐色砂質土層 5YR5/3 

35. 褐色砂質土層lOYR4/6 

36. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 

37. 黒褐色砂質土層 5Y R2/l 

38. にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/3 

(10cm大の礫多量に含む）

39. 黄色士層 2・5Y7/8

40. にぶい黄褐色砂質士層lOYR4/3 

41. 攪乱

42. 明黄褐色砂質士層lOYR6/8 

43. 褐色砂質土層 7・5Y R4/4 

44. にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/3 

45. 明黄褐色粘質土層 2・5Y6/8 

46. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/4 

47. 灰黄褐色砂質士層lOYR4/2 

(3 -10cm大の礫多量に含む）

48. 褐色砂質土層10YR4/4

49. 灰黄褐色砂質土層lOYR5/2 

50. 暗褐色砂質土層10YR3/4

51. にぶい黄褐色砂士層lOYR4/3 

52. 褐色砂質土層10YR4/4

53. 明黄褐色粘質土層lOYR6/8 

54. 明黄褐色砂質士層lOYR6/6 

55. オリ ープ褐色土層 2・5Y 4/3 

(3 -10cm大の礫多量に含む）

56. 明黄褐色砂層 2・5Y7/6

57. 黒色砂質土層 7・5Y RZ/1 (炭化物多く含む）

58. 黄褐色砂質士層lOYR5/6 

59. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 

60. 黒褐色砂質土層lOYRZ/3 

61. オリープ褐色砂質土層 2・5Y4/6

62. にぶい黄褐色粘質土層lOYR4/3 

63. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 

64. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 

65. 暗灰黄色砂質士層 2・5Y5/2 

66. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/4 

67. にぶい黄褐色粘士層lOYR5/3 

68. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 

69. オリーブ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 

70. にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/3 

71. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 

72. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 

(4-6cm大の礫多量に含む）

73. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/3 

74. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 

75. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/6 

76. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/8 

77. 黄褐色粘土層lOYR5/8 

78. 褐色砂質士層lOYR4/6 

79. 明黄褐色粘質土層lOYR6/6 

80. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 

(6 -8 cm大の礫多量に含む）

81. オリープ褐色粘質士層 2・5Y4/6

82. にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/4 

83. 黄褐色砂質土層lOYR5/8 

84. 褐色土層lOYR4/6 

85. 暗褐色粘質土層lOYR3/4 

86. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/4 

87. 褐色砂質土層lOYR4/4 

(0.5-3 cmの礫多星に含む）

88. 明褐色土層 7・5YR5/6

(1-lOcm大の礫多量に含む）

89. 橙色粘質土層 7・5Y R6/6 

90. 褐色粘質土層lOYR4/4 

91. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/3 

92. 褐色砂質土層10YR4/4

93. オリープ褐色砂質土層 2・5Y4/6

（焼土多量に含む）

94. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 

95. 暗褐色砂質土層lOYR3/3 

96. オリープ褐色士層 2・5Y4/6

(3 -15cm大の礫多量に含む）

97. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 

98. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/3 

99. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 

100. オリープ褐色砂質士層 2・5Y4/6

（焼土多最に含む）

101. 褐色土層lOYR4/6 

(0.5-1 cm大の礫多量に含む）

102. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/3 

103. にぶい黄褐色砂質士層lOYR5/4 

（焼土多最に含む）

104. 黒褐色粘質土層lOYRZ/3 

105. 褐色粘質土層lOYR4/4 (焼土多量に含む）

106. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 

107. 褐色砂質土層lOYR4/4 

108. 黄褐色土層 2・5Y5/4 

109. 褐色粘質土層lOYR4/4 (焼土多量に含む）

110. にぶい黄褐色粘質士層10YR5/4

111. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 

112. 褐色土層lOYR4/4 (整地層）

113. 褐色砂質土層lOYR4/4 

（炭化物、焼土多量に含む）

114. 暗オリープ褐色土層 2・5Y3/3 

115. 褐色土層lOYR4/4 

116. にぶい黄褐色粘質土層lOYR4/3 

117. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/4 

（焼土多量に含む）

118, 暗灰黄色粘質土層 2・5Y 4/2 

（炭化物多く含む）

119. にぶい黄褐色粘質土層lOYR4/3 

120. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/3 

121, オリープ褐色土層 2・5Y4/6

（炭化物多く含む）

122. オリープ褐色士層 2・5Y 4/4 

123. 褐色粘質土層lOYR4/6 

124. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 

125. オリーブ褐色士層 2・5Y4/6

126. 暗褐色粘質土層lOYR3/4 

127. にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/3 

128. 暗灰黄色士層 2・5Y 4/2 

（漆喰多蘊に含む）

129. 暗オリープ褐色枯質土層 2・5Y3/3 

130. 黄褐色粘質士層 2・5Y5/4 

131. 黄褐色枯質土層lOYR5/8 

132. オリープ褐色粘質土層 2・5Y4/6

133. 褐色砂質土層lOYR4/6 (炭化物多量に含む）

134. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 

（炭化物多量に含む）

135. にぶい黄褐色砂質士層lOYR4/3 

136, にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/4 

（焼土多量に含む）

137. にぶい黄褐色砂質士層lOYR4/3 

(2-6cm大の礫、炭化物、焼土多量に含む）

138. 明黄褐色砂質士層lOYR6/8 

139. 褐色土層lOYR4/6 

140. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 

(4-Scm大の礫多量に含む）

141. オリーブ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 

142. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4 

(2-Scm大の礫多量に含む）

143. オリーブ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 

144. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4

145. 黄褐色土層 2・5Y5/3 

゜
1 : 60 4m 

第67図 B-2-2区南壁土層図



にかけて釉が変色している。 3は、甕であ

る。口径（推） 24.0cmを測る。内外面に塗

土が施されている。図化しなかったが、他

に京焼風陶器碗や肥前磁器染付碗（大橋氏

編年IV期）などが、出土している。

出土遺物を概観すると、 17世紀末-18世

紀前半と考えられる。 III-2 a期に属する

遺構である。

B
と

＼
 

＼
 

暗褐色砂質土層 7・5Y R3/3 

3. 第 3次面の遺構と遺物

第 3次面でも建物は復元できなかったが、

調査区中央に南北に延びる SD19 (表 1)

を検出した。この溝は、北側のB-5区s

D05に続くものであることが分かった。 B

-5区SD05の埋土から焼士が検出され、

出土遺物の年代観から、元禄12年 (1699)

あるいは元禄15年 (1702) の火災痕ではな

いかと考えられ、 SD19では、焼土は見ら

れなかったが、同時期に埋めもどされた可

能性が高い。さらに SD05は、『元禄七年

(1694)柳沢吉保領伊丹郷町絵図』（第212図）

によると、町代佐兵衛の屋敷東端のライン

と一致し、地割溝と考えられ、 SD19も同

様と思われる。さらに、絵図によると、 S

D19より東側は、猪名野神社参道沿いの町

屋（庄右衛門や源左衛門）にあたると思わ

れるが、溝から東側に17-20m程の空白が

でき、省略されていることが分かった。こ

の溝を境に、東西ともゴミ穴と思われる土

堀が集中しており、この辺りは、裏庭では

ないかと考えられる。また、調査区東側で

炉が 2基 (SX04・05) 検出されている。

調査しきれなかった第 2次面の遺構である。

西端の南北に延びる溝は、第 2次面で検出

された SD15の完掘した形状である。本来

この溝は、第 4次面の遺構であるが、西端

では堆積層が 1層少なく、第 2次面と第 3

次面を同一面でとらえた。詳細は、第 2次

褐灰色砂質土層lOYR6/l 

z
 

明褐灰色砂質土層 5YR7/2 

O.P.=19.300m 
s 

｀ 1. 明褐色砂質土層 7・5Y RS/8 

2. 褐色砂質土層lOYR4/6 (炭化物、焼土多く含む）

3. 橙色粘質土層 7・5Y R6/8 
0 lm 

第68図 S X04遺構図

黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 

(j) 

明黄褐色砂質土層 2・5Y6/8 

オリープ褐色砂質土層 2・5Y4/6

穴
A1 

B-2-2区南壁土層図より ~ 
］ 

明黄褐色砂質土層 2・5Y6/8 

明赤褐色砂質土層 5Y R5/8 

褐灰色砂質土層lOYR6/l 

1. コンクリート

32. 明黄褐色砂質土層 2・5Y7/6

34. にぶい赤褐色砂質士層 5Y R5/3 

35. 褐色砂質土層lOYR4/6 

36. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 

37. 黒褐色砂質士層 5Y R2/l 

38. にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/3 

゜(10cm大の礫多量に含む）

第69図 S X05遺構図

40. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 

42. 明黄褐色砂質土層lOYR6/8 

43. 褐色砂質土層 7・5YR4/4

44. にぶい黄褐色砂質土層lOYRS/3 

45. 明黄褐色粘質土層 2・5Y6/8 

46. にぶい黄色砂質士層 2・5Y6/4 

lm 
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ヽ

NW 

O.P.=19.300m 1. 褐色砂質土層lOYR4/6 
苗 2.黄褐色粘質土層lOYR5/8 

3. 明黄褐色砂質土層lOYR6/6 
(l-4cm大の礫多量に含む）

4. にぷい黄色砂質土層 2・5Y6/4 
5. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 

(2-8cm大の礫多量に含む）

6. 灰黄色粘土層 2・5Y7/2
(4-8cm大の礫多量に含む）

7. 明褐色粘質土層 7・5Y R5/6 
(4-8cm大の礫多量に含む）

8, 黄褐色土層lOYR5/6 
9. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 
10. 褐色士層lOYR4/4 
11. にぶい黄色土層 2・5Y6/3

0 2m 

第70図 S E09遺構図

面で述べることにする。

S X 04• 05 

S X04・05 (第68・69図・図版28)

とも、調査区東側で検出した。炉で

ある。建物との関係は不明である。

S X04は、不整形を呈し、長さ 1.93 

m、幅1.73m、深さ0.21mを測る。

S X05は、不整形を呈し、長さ1.93

m、幅1.10m、深さ0.20mを測る。

どちらも上部は削平され、底部のみ

残存していた。底部は浅いU字形を

呈し、非常に堅く焼きしまっている。

S X04の南側には、炭化物・ 灰が薄

＜堆積していた。後述する SK750か

ら、これらの炉の窯壁と思われる窯

壁片が出土している。窯壁片は、還

元焔を受けたと見えて青灰色を呈し

ており、非常に堅い。 SX04・05とも、出土遺物はなく、用途も不明であるが、高温を必要とする鍛冶炉な

どが考えられる。製品は全く出土しなかった。鋳型が見られないことから、鍛造用の鍛冶炉の可能性がある。

窯壁片の出土した SK750の出土遺物の年代観から、 17世紀後半-18世紀前半と考えられる。 III-2 a期に属

する遺構である。

S E09 

S E09 (第70図・図版28) は、調査区東側より検出した。本来は、第 2次面の遺構と思われる。後述する

第 1次面では、この井戸の近辺に便槽用甕SWlO・11が見られることから、この辺りは、東側の建物の裏庭

にあたると考えられる。平面形は円形を呈し、直径1.2m、深さ3.0m以上を測る。素掘りの井戸である。壁

面には、やや凹凸が見られる。第 5層は大小の礫が多く、鉄分の沈殿は見られないが、湧水層と思われる。

第71図 1-3は、肥前磁器である。 1は、染付鉢である。口径（推） 13.6cm、器高4.1cm、高台径8.0cmを

測る。見込みには草花文、外面には連続唐草文が描かれている。高台内には、一重方形枠内に渦福が見られ

る。大橋康二氏の編年IV期に属する。 2は、染付端反碗である。口径（推） 9.8cm、器高5.4cm、高台径（推）

3.8cmを測る。口縁部に一部黒く焼けているところがある。外面に山水文が描かれ、高台内に銘款が見られる

が、不明である。大橋康二氏の編年IV期に属する。 3は、染付小瓶である。直口で、口径1.7cm、器高12.4

cm、高台径4.8cm、体部最大径6.9cmを測る。内面は、口縁下部まで無釉である。外面は、体部下半に圏線を

めぐらせ、上部を蛸唐草文でうめる。大橋康二氏の編年V期に属する。 4は、堺焼揺鉢である。口径（推）

35.0cmを測る。胎土に0.1-0.4cmの小石を含む。播目は、 8本単位である。口縁部付近に及んだ余分な播目

を除くために、口縁部にナデ調整を行っている。外面は、口縁部外縁帯直下からロクロ右回転のヘラケズリ

が施されている。白神典之氏の分類II類に属する（白神1990年）。 5は、軒平瓦である。上弧幅（推） 22.0 

cm、瓦当部高4.0cm、文様区幅13.0cm、文様区厚2.6cmを測る。文様は、退化した均整唐草文で、中心飾が花

冠、端文様にY字状若葉が加わる。瓦当部及び平瓦部の凹面は横方向のナデ調整、上下両周縁はヘラナデ調
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第71図 S E09出土遺物
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整、顎下部から平瓦部との接合部分までナデ調整、平瓦部凸面は未調整である。 6は、丸瓦である。全長25.5

cm、丸瓦部幅13.8cm、玉縁部長3.75cm、玉縁部高4.75cm、玉縁部幅10.55cmを測る。丸瓦部凸面は縦方向にヘ

ラナデ調整で、前後端部は面取りが施されている。丸瓦部凹面には叩板調整痕、両側端はヘラケズリ調整が

施されている。玉緑部凸面は横方向のナデ調整、玉縁部凹面には布袋紐跡が見られる。

出土遺物を概観すると、 18世紀後半-19世紀前半と考えられる。 III-3 a期に属する遺構である。

SK 798 

S K798 (表 1・図版28) は、調査区東端に位置する。池状遺構と考えられる。平面形は不整形を呈し、長

さ3.27m以上、幅1.7m、深さO.llmを測る。遺構東側は、調査区外に延びる可能性がある。南西側には、石

列の溝SD20が見られることから、庭池の一部であった可能性がある。

第72図ー 1は、肥前磁器染付碗である。口径（推） 10.8cm、器高5.6cm、高台径4.2cmを測る。見込みに離

0
[
 = 

~
 三 ロ4 

D ／ ロ
／
 0 ℃ 

~ こ

｀ 
".-, ここ二ぐ:..::-,.__ _ 

゜
20cm 

第72図 S K 798 (1 -4)・S K 771 (5・6)・S K 750 (7・8)出土遺物
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れ砂が付着している。外面に幾何学文が描かれている。大橋康二氏の編年IV期に属する。 2は、ミニチュア

土製品である。器種は不明である。口径5.6cm、器高2.1cm、高台径2.6cmを測る。文様は型押しで、体部と高

台部は、別々に型押しにより作られた後、接合されている。接合部は、ヨコナデ調整されている。高台部に

煤が付着している。表面全体に雲母が見られる。用途は不明である。 3・4は、土師質土器である。 3は、

皿である。口径10.8cm、器高1.8cmを測る。胎土は、明褐灰色7.5YR7/2を呈す。手ずくね成形で、口縁部内

外面はヨコナデ調整、内面底部はナデ調整、外面は指頭圧調整を施している。口縁部から外面にかけて煤が

『 :三 3

゜

uヽ

20cm 

4
 

゜

゜

第73図 S K750出土遺物
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付着していることから、灯明皿として使用していたと考えられる。 IT (伊丹郷町期）・ 1型式B類に分類さ

れる皿である。 4は、焙烙である。口径（推） 32.0cmを測る。胎土は、にぶい橙色 5YR7/4を呈す。口縁部

内外面はヨコナデ調整、口縁部外面に櫛状工具で左上がりに掻き上げた跡がある。内面底部は未調整で、離

れ砂痕が見られる。内外面に雲母が見られ、外面全体に煤が付着している。難波洋三氏の分類C類に属ずる

（難波1992年）。

出土遺物を概観すると、 17世紀後半-18世紀前半と考えられる。 III-2 a期に属する遺構である。

S K771 

S K771 (表 1)は、調査区中央南壁沿いに位置する。平面形は不整形を呈し、長さ1.2m以上、幅0.4m以

上、深さ0.5mを測る。

第72図ー 5は、丹波焼揺鉢である。口径（推） 32.2cmを測る。播目は、 7本単位である。口縁端部から外

面にかけて施釉されている。大平茂氏の編年VI型式に属する（大平1992年）。 6は、唐津系陶器呉器手碗であ

る。口径（推） 9.7cm、器高7.0cm、高台径4.8cmを測る。他に、図化しなかったが、京焼風陶器碗なども出土

している。

出土遺物を概観すると、 17世紀後半-18世紀前半と考えられる。 III-2 a期に属する遺構である。

SK  750 

S K750 (表 1) は、調査区東側南壁沿いに検出した。平面形は不整形を呈し、長さ3.llm以上、幅1.66

m、深さ0.28mを測る。上層からは、 SX04の窯壁と思われる窯壁片が、多数検出された。また、大量の瓦

類も出土している。一部瓦葺きの建物を取り壊した時の廃棄土塘と思われる。従って、炉は一部瓦葺きの建

物内に存在していたと考えられる。

第72図ー 7は、肥前磁器染付碗である。高台径4.2cmを測る。大橋康二氏の編年IV期に属する。 8は、伊賀・

信楽焼陶器鉢である。口径（推） 28.0cm、高台径15.4cmを測る。胎土に0.1cm程の礫を含む。見込みに 6カ

所、砂目が付着している。内外面には灰釉が施され、さらにその上、内面体部中程から外面にかけて青緑釉

が施されている。これは19世紀後半～末の混入品である。

第73図ー 1-5は、瓦類である。 1は、菊花文道具瓦である。瓦当部径6.9cm、瓦当部厚0.95cmを測る。瓦

当部上部から丸瓦部凸面にかけてナデ調整、瓦当部下部はナデ調整、瓦当部裏面周縁部は、周縁に沿ってナ

デ調整、瓦当部裏面中央部は、不定方向のナデ調整、丸瓦部凹面はナデ調整が施されている。 2は、軒丸瓦

である。瓦当部径（残） 12.0cm、丸瓦部は欠損している。胎土に0.1cm以下の礫を含む。内区に左巻き三ツ巴

文に圏線をなし、外区に連珠文を配する。巴文の頭部は小さく、尾部は長い。圏線に尾部の先端が接する。

連珠は小さい。瓦当部裏面は、不定方向のナデ調整が施されている。 3は、軒平瓦である。全長（残） 12.4 

cm、瓦当部上弧幅（残） 11. 7cm、瓦当部高（残） 5.05cmを測る。文様は、唐草文である。瓦当部から平瓦部

凹面にかけてナデ調整、周縁上部及び左周縁はヘラナデ調整、瓦当部裏面はナデ調整、瓦当部と平瓦部凸面

との接合部分はナデ調整、平瓦部凸面は未調整である。 4は、道具瓦である。高さ8.7cm、幅32.4cmを測る。

体部凸面はナデ調整、凸面端部は横方向にヘラナデ調整である。突起部はハリッケられている。体部凹面と

脚部の接合部には、ナデ調整が施されている。凹面の接合部以外は、未調整である。 5は、軒丸瓦である。

全長（残）29.2cm、丸瓦部幅13.95cm、玉縁部長4.95cm、玉縁部幅10.95cm、玉縁部高4.55cm、釘穴径1.3-1.4

cmを測る。丸瓦部凸面はナデ調整、凹面には布目痕が見られ、両側端部はヘラによる面取りが施されている。

玉縁部凸面はナデ調整、凹面には布袋痕が見られる。

出土遺物を概観すると、 18世紀前半～中頃と考えられる。 III-2 b期に属する遺構である。
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1. 褐色砂質土層lOYR4/6 

2. 褐色砂質土層10YR4/4

3. 黄褐色砂質士層 2・5Y5/6 

4. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 

5. 黄褐色粘質土層lOYR5/8 

6. オリープ褐色粘質土層 2・5Y4/6

7. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/4 (焼土多鼠に含む）

8. 褐色粘質土層10YR4/4(焼土多量に含む）

9. 褐色粘質土層lOYR4/6 

10. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 

11. 褐色粘質土層10YR4/4

12. にぶい黄褐色粘質土層lOYR4/3 (炭化物多量に含む）

13. 褐色粘質士層10YR4/4

14. 褐色粘質土層lOYR4/6 

15. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/6 

16. にぶい黄褐色粘質士層10YR5/4

17. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 (焼士多盤に含む）

18. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/6 

19. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 

20. 褐色粘質土層lOYR4/6 

21. 明黄褐色粘質土層lOYR6/6 

1. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 

2. 黒褐色砂質土層lOYR3/2 

（焼土、炭化物多量に含む）

3. 明黄褐色砂質土層10YR6/8

4. 明褐色砂質土層 7・5Y5/6 c 
5. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 S 

警

c
 

IA 
B-2-2 SV697 (D期鼈）

19 

。
lm 

C' 
O.P.=19.300m 
N 

第74図 S V697・S VOl遺構図
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4. 第 2次面の遺構と遺物

第 2次面は、調査区中央北側に三和土が検出されているが、これに伴う

礎石などは見当たらず、建物の全容は確認できなかった。しかし、西側で

は、ゴミ穴と思われる土塘が集中している部分と、そうでない部分があり、

集中している部分は裏庭、少ない部分は建物部分であったことが考えられ

る。また、大規模な火災を示す焼土処理土塘 (SK633・670・678・730な

ど）が見られる。中でも SK633・678は、出土遺物から享保十四年 (1729)

の火災の処理土塘と考えられる。東端からは、第63次調査B-5区へ続く

竃SV697、西端では、南北へ延びる有岡城期から続く SDl5を検出してい

る。

S D15 

S Dl5 (第75図・図版29) は、調査区西端を南北に走り、調査区外へ延

びる溝である。本来第 4次面の遺構である。検出長4.16m、幅（残） 1.0 

m、深さ0.22mを測る。

O.P.=19.300m 
了 第78図ー 1・2・4は、備前焼である。 1は、壺である。胎土は、黄灰

色2.5Y6/lを呈す。体部外面には、波状文が施されている。間壁忠彦氏の

2m 編年V期に属する（間壁1991年）。 2は、鉢である。口径（推） 15.0cmを測

1. 明褐色砂質土層 7・5Y R5/8 
2. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 

3. 黄褐色粘質土層lOYR5/8 

第75図 S Dl5遺構図

る。口縁部外面に一条の凹線を施す。体部外面には、ナデ調整が施されて

いる。 4は、播鉢である。底径（推） 16.2cmを測る。胎土にO.l-0.3cmの

白色礫を含む。内面は、櫛目状のもので播目を施す。揺目は、放射状のも

のと斜めのものが交差している。外面体部はナデ調整、外面底部は未調整

である。

出土遺物を概観すると、 16世紀後半と考えられる。この溝は、北は B-3区SD08 (16世紀後半に埋没）、

第167次調査B-16区SDlOO (未報告）へ、南は第78次調査B-8区 (17世紀後半まで再利用、『有岡城跡・

伊丹郷町IV』報告） S D04へと続く溝である。 II期に属する遺構である。土層を観察すると、初期堆積土第

3層と上層に大別できる。下層からは、有岡城期の出土遺物第78図ー 1・2・4が出土した。上層からは、

第78次調査B-8区で17世紀後半の遺物が出土する。すなわちこの溝は、有岡城期に掘削され、江戸期に再

利用されたものと考えられる。また、 17世紀後半には、溝は埋没している。『元禄七年 (1694)柳沢吉保領伊

丹郷町絵図』、『寛政八年 (1796)伊丹細見絵図』には、この溝の場所に南北方向の道が描かれており、この

溝は、この道路の初期の側溝であったと考えられる。『天保十五年 (1844)伊丹郷町絵図』では、この道はな

くなっている。

S V697 

S V697 (第74図・図版28) は、調査区東端に位置する。東西 2基 1組の竃と思われる。西半分は、調査区

外で、第63次調査B-5区SVOlとなる。平面形は双円形を呈す。長さ2.26m、東側の直径約1.0m、残存高

0.2mを測る。焚き口は南側と考えられる。燃焼室は、東側と西側では、底部の形が異なるが、粘土が貼られ

ている。底面には灰が残り、壁面は赤褐色に焼けている。また、この竃の直下から、もう 1基の竃が検出さ

れた。この竃は、上の竃に壊され、一部を残すのみである。おそらく再構築されたものであろう。
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第78図ー 3は、唐津焼鉢である。竃の下の包含層から出土した。寵が築かれる前の遺物である。高台径（推）

8.0cmを測る。外面下半と高台は無釉である。内面には、灰釉が施され、見込みには胎土目跡が見られる。高

台は削り出しで、削りが浅い。また、高台畳付にも目跡が見られる。 8は、丸瓦である。全長（残） 14. cm 

玉縁部長3.25cmを測る。丸瓦部凸面は縦方向にヘラナデ後ナデ調整、凹面は叩板のタタキ痕が見られる。玉

縁部凸面は横方向のナデ調整、凹面には布袋紐痕が見られる。玉縁部凹面両側端は、水平に近いナデ調整が

施されている。にぶい黄橙色10YR7/3に変色している部分がある。

出土遺物を概観すると、 18世紀末-19世紀前半と考えられる。 III-3 a期に属する遺構である。

S K724 

S K724 (表 1) は、調査区中央部北壁沿いに位置する。平面形は不整形を呈し、長さ1.4m以上、幅0.93

m以上、深さ0,58mを測る。

第78図ー 5は、肥前磁器染付碗である。口径（推） 9,8cm、器高7.lcm、高台径4.0cmを測る。外面に一重網

目文が描かれている。大橋康二氏の編年III期に属する。図化しなかったが、他に嬉野焼碗・京焼風陶器碗．

唐津系陶器呉器手碗などが出土している。

出土遺物の年代観から、 17世紀後半-18世紀初頭と考えられる。 III-2 a期に属する遺構である。

S K678 

S K678 (表 1・図版28) は、調査区中央部北壁沿いに検出された。焼土処理土壊である。平面形は、不整

形を呈し、長さ2.26m以上、幅1.20以上、深さ0.62mを測る。三和土の直下に存在する。

第78図ー 6は、肥前磁器白磁皿である。口径8.6cm、器高2.1cm、高台径3.3cmを測る。見込みは、蛇ノ目釉

ハギで離れ砂が付着している。高台及び外面下半は、無釉で離れ砂が付着している。 7は、嬉野焼灰釉碗で

O.P.=19.300m 
s z

 

1. 褐色砂質土層10YR4/4

2. 褐灰色灰層 5Y RS/1 ＇ ， 嘘

。
lm 

第76図 S K642遺構図

1. オリープ褐色粘質土層 2・5Y5/4 

2. 褐灰色粘質土層lOYR5/l 
O lm 

第77図 S U613遺構図
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ある。口径（推） 12.0cm、器高4.6cm、高台径4.2cmを測る。見込みから外面体部中程まで灰釉が施されてお

り、高台までは無釉である。見込みには、蛇ノ目釉ハギが見られ、口縁部は薄く焼けている。図化しなかっ

たが、他に唐津系陶器刷毛目文碗・肥前磁器染付碗（大橋康二氏の編年IV期）なども出土している。

出土遺物の年代観から、 17世紀後半-18世紀前半と考えられる。このことから、享保14年 (1729) の北少

路村の大火災の際の焼土処理土壊と思われる。これによって、第 2次面のこの付近の三和土は、享保14年

(1729)以降に設けられたことが判明する。 III-2 a期に属する遺構である。

S K642 

S K642 (第76図・図版29) は、調査区中央部北側に位置する。平面形は、円形を呈し、直径0.49m、深さ

0.08mを測る。三和土を切って、土師質土器焙烙を埋置した遺構である。底部は、打ち欠いて穴を開けてい

る。内部には灰がつまっていた。掘りごたつの火床の可能性も考えられるが、性格は不明である。

第78図ー 9は、土師質土器焙烙である。口径27.7cm、器高（推） 6.3cmを測る。胎土は、橙色 5Y R7/6を

呈す。口縁部内外面はヨコナデ調整、内面体部から底部にかけてナデ調整、外面体部から底部にかけて未調

整で離れ砂が残る。内面底部・外面全体に煤が付着している。外面底部には、藁が付着している。難波洋三

氏の分類E類に属する。

出土遺物の年代観から、 18世紀後半と考えられる。 III-2 b期に属する遺構である。

S K663 

S K663 (表 1) は、調査区西側に位置する。平面形は不整形を呈し、長さ 1.5m、幅1.44m、深さ0.54m

を測る。

第78図ー10・11は、肥前磁器である。 10は、染付皿である。口径（推） 11.0cm、器高2.55cm、高台径（推）

5.0cmを測る。内面には簡素化された唐草文、見込みには手描きの五弁花が描かれている。外面には、折れ松

葉文が描かれている。大橋康二氏の編年IV期に属する。 11は、染付筒型碗である。口径（推）7.6cm、器高6.4

cm、高台径（推） 3.6cmを測る。内面口縁部には四方欅文が見られ、見込みには手書きの五弁花が見られる。

外面には七宝文、外面下部には簡略化された宝袋文が描かれている。大橋康二氏の編年V期に属する。 12は、

柿釉灯明皿である。口径（推） 6.4cm、器高1.3cm、底径3.2cmを測る。受けを持つタイプである。内面から外

面口縁部まで施釉されている。底部に左回転糸切り痕が見られる。他に、肥前磁器染付碗（丸窓文、大橋康

二氏の編年IV期）・京焼系陶器碗などが見られる。

出土遺物を概観すると、 18世紀中頃～後半と考えられる。 III-2 b期に属する遺構である。

S U613 

S U613 (第77図・図版28) は、調査区東側に位置する。最初は土塘で捉らえていたが、埋桶遺構であっ

た。裏庭と考えられるところにあり、便槽桶かと思われる。この辺りに存在した建物に伴う遺構と思われる。

掘形の平面形は不整形を呈すが、埋桶部分は円形を呈す。掘形は長さ 1.15m、幅0.86m、深さ0.51mを測り、

埋桶部分は直径0.66m、深さ0.46mを測る。内面には付着物が見られるが、不明である。

第78図ー13・16・17は、肥前磁器である。 13は、染付筒型碗である。口径（推） 7.7cm、器高6.55cm、高台

径（推） 4.0cmを測る。外面には菊花文と源氏車文が見られる。内面口縁部には四方欅文、見込みには手書き

の五弁花が見られる。大橋康二氏の編年V期に属する。 16は、染付蓋物の蓋である。口径8.2cm、器高2.5cm、

つまみ径1.4cmを測る。外面には、草花文が見られる。蓋と身が接する部分は露胎で、離れ砂が付着してい

る。 17は、青磁染付碗の蓋である。口径（推） 9.8cm、器高3.4cm、つまみ径3.8cmを測る。つまみ内には二重

方形枠内に渦福の銘款が見られ、内面には四方欅文、見込みには五弁花が見られる。大橋康二氏の編年IV期
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に属する。

出土遺物を概観すると、 18世紀後半-19世紀初頭と考えられる。 III-3 a期に属する遺構である。

S K681 

S K681 (表 1) は、調査区東側中央に位置する。平面形は、円形を呈す。直径0.84m、深さ0.46mを測

る。

第78図ー14は、肥前磁器広東型碗である。口径（推） 9.2cm、器高5.0cm、高台径（推） 5.6cmを測る。小型

で、器壁は薄手である。外面には、仙芝祝寿文が描かれている。大橋康二氏の編年V期に属する。 15は、京

焼系掏器筒型碗である。口径（推） 7.8cm、器高5.5cm、高台径4.0cmを測る。内面から外面にかけて灰釉が施

されているが、外面下半から高台にかけて無釉である。外面には、草文が描かれている。 18は、伊賀・ 信楽

焼鉄釉土瓶である。口径（推） 8.6cm、器高（推） 13.4cm、底径9.1cmを測る。器形は算盤玉形、注口は鉄砲

ロ形である。注口、肩の耳はハリッケ、脚も三足ハリッケられている。口縁先端部は露胎、内面にも鉄釉が

施されているが、一部掛けられていない部分もある。胴部下半から底部は無釉、底部には煤が付着している。

第79図ー1は、軒丸瓦である。瓦当部下半部が欠損している。瓦当部径13.3cm、周縁幅は、 2.2cmである。

胎土に0.1cm程の礫を含む。瓦当文様は、内区に左巻三ツ巴文、外区に連珠文を配する。連珠数は 8個まで確

認できる。巴文の頭部は大きく、尾部は細長く、先端は接しぎみである。瓦当周縁部は、周縁に沿ってヘラ

ナデ調整、一部ナデ調整が施されている。丸瓦部凸面は前後方向にヘラナデ調整、凹面は布目痕が見られる。

丸瓦部凹面両側端は、ヘラケズリによる面取りが施されている。瓦当部裏面には丸瓦部との接合の際のクシ

目が見られる。 2は、軒平瓦である。全長（残） 10.4cm、文様区厚4.3cmを測る。胎土に0.1cm程の礫を含む。

文様は均整崖草文である。中心飾は欠損しており不明であるが、端文様は芽状突起をもつ若葉である。瓦当

周縁部は横方向にヘラナデ調整、裏面は平瓦部との接合部分まで横方向にナデ調整が施されている。瓦当周

縁部は周縁に沿ってナデ調整、顎下部は周縁に沿ってヘラナデ調整が施されている。平瓦部凹面はナデ調整、

凸面は未調整である。 3は、丸瓦である。全長26.6cm、丸瓦部幅14.9cm、高さ6.15cm、厚さ1.75cm、玉縁部

長3.8cm、玉縁部幅14.75cm、玉縁部高4.9cmを測る。丸瓦部凸面は縦方向にヘラナデ調整、凹面には布目痕と

叩板のタタキ痕が見られ、両側縁は縦方向にヘラケズリ調整が施されている。玉縁部凸面は横方向のナデ調

整、凹面には布袋紐跡が見られる。

出土遺物を概観すると、 18世紀後半-19世紀初頭と考えられる。 III-3 a期に属する遺構である。

S K722 

S K722 (表 l・図版28) は、調査区中央部に位置する。屋根瓦を中心に遺物が多く出土している。平面形

は不整形を呈し、長さ 2.38m 、幅2.08m 、深さ 0.70m を測る。覆土は 4 層に区分でき、第 2 層• 第4層は瓦

片を多量に含んでいた。第 3層は、オリーブ褐色2.5Y4/6を呈する炭化物層である。

第79図ー 4は、硯である。砥石を削り作っている。材質は、粘板岩である。長方形を呈し、全長11.7cm、

幅6.5cm、高さ1.4cmを測る。色調は淡黄色 5Y8/3を呈する。海は、浅く削り作られている。 5は、軒丸瓦で

ある。全長（残） 15.3cm、瓦当部径13.3cm、文様区径8.2cm、内区径10.3cm、周縁幅2.1cm、瓦当部厚2.1cmを

測る。瓦当文様は内区に左巻き三ツ巴文、外区に連珠文を配する。連珠数は、 13個である。瓦当周縁部は周

縁に沿ってナデ調整、周縁側面及び瓦当部裏面周縁部も周縁に沿ってナデ調整が施されている。丸瓦部凸面

は縦方向にヘラナデ調整、凹面には布目痕が見られる。凹面両側端は、縦方向にヘラケズリ調整が施されて

いる。丸瓦部に、釘穴径0.45cmの穿孔が 1カ所見られる。瓦当部と丸瓦部を接合後、指頭圧調整している。

6は、丸瓦である。全長24.3cm、丸瓦部幅12.65cm、高さ5.45cm、厚さ1.8cm、玉縁部長3.5cm、玉縁部幅10.35
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cm、玉縁部高4.45cmを測る。丸瓦部凸面は縦方向にヘラミガキを行っている。凹面には布目痕があり、さら

に叩板調整が施されている。凹面両側縁はヘラケズリ調整が、前端縁は横方向にヘラケズリ調整が施されて

いる。玉縁部凸面にはナデ調整、凹面には布袋紐痕が見られる。

第80図ー 1は、肥前磁器染付小坪である。口径7.0cm、器高4.5cm、高台径2.2cmを測る。ほぼ完形である。

外面に山水文が描かれている。 2は、萩焼藁灰釉茶碗である。口径（推） 9.6cm、器高4.9cm、高台径3.6cmを

測る。外面下半から、高台にかけて無釉である。楢崎彰ー氏の編年によると、小碗V期A-b類に属する（楢

崎1990年）。 3-5・10・15は、肥前磁器である。 3は、広東型染付碗である。口径（推） 11.2cm、器高6.0

cm、高台径（推） 6.4cmを測る。薄手の作りのものである。外面には、蓮弁の中に、花文と尖棒形が描かれ、

交互に連続した文様が見られる。また、高台内には、焼継ぎ跡が見られる。大橋康二氏の編年V期に属する。

4は、染付碗である。口径11.4cm、器高5.8cm、高台径4.0cmを測る。器壁は厚く、ほぼ完形である。外面に

は松文、内面口縁部には斜格子文、見込みにはコンニャク印判五弁花が見られる。大橋康二氏の編年IV期に

属する。 5は、染付鉢である。口径14.7cm、器高4.9cm、高台径9.6cmを測る。口縁部は外面に反り、先端は

やや丸みを帯びている。蛇ノ目凹形高台である。外面には連続唐草文、内面底部には一輪の牡丹花と葦が描

かれている。大橋康二氏の絹年IV期に属する。 10は、染付仏飯具である。口径7.1cm、器高5.2cm、高台径3.8

cmを測る。器壁は厚手である。体部外面には、草文が描かれている。高台内外面は、釉が施されておらず、

体部が赤くなっている。また、口縁部には数力所欠けている部分があり、別の用途に利用されたのではない

かと考えられる。大橋康二氏の編年V期に属する。 15は、色絵神酒徳利である。口縁部は欠損、残存高8.9

cm、底径（推） 3.0cmを測る。器形は瓶子形である。外面肩部には宝珠文、胴部には松竹梅文が描かれてい

る。大橋康二氏の編年V期に属する。 6・7・9は、伊賀・信楽焼である。 6は、鉄釉土瓶である。口径8.6

cm、器高13.0cm、底径9.25cmを測る。算盤玉形で、注口は鉄砲口形を呈する。注口、脚、肩の双耳ともハリ

ッケである。外面口縁端部から外面下半にかけて鉄釉が施され、下半から底部は無釉である。外面上半には、

一部灰釉が流し掛けされている。胴部突出部分には、ヘラによる面取りが施されている。 7は、灰釉土瓶で

ある。口径11.5cm、器高12.8cm、底径8.7cmを測る。算盤玉形で、注口は鉄砲口形を呈す。三足の脚をハリッ

ケる。肩に双耳をハリッケる。外面口縁端部から底部より 1cm上まで灰釉が施され、底部は無釉である。内

面は口縁部より 4cm程下まで灰釉が施されており、一部底部まで流れている。また、内面には煤が付着して

いる。 9は、行平鍋である。口径（推） 15.8cm、器高8.3cm、底径6.5cmを測る。内面から外面下半まで、灰

釉が施されている。底部の無釉部分には、煤が付着している。口縁端部の断面形は L字形を呈し、露胎であ

る。底部には三足の脚をハリッケる。 8は、堺焼播鉢である。口径（推） 29.6cm、器高10.6cm、底径（推）

14.0cmを測る。播目は 9本単位、櫛目状のもので、底部際から口縁に向けて入れられている。見込みの播目

は、三角形になると考えられる。口縁部外縁帯の張りが大きい。外面底部際から口縁部外縁帯直下まで、左

回転のヘラケズリ調整、口縁部内外面ともナデ調整が施されている。外面底部は未調整、内面には焼成時の

重ね台の跡（半径4.5cm)が見られる。白神典之氏の分類II期に属する。 11は、土師質土器乗燭である。口径

8.2cm、器高4.6cm、底径3.7cmを測る。内外面とも鉄釉が施されている。中心の灯芯立ては欠損、行灯などの

底板の釘に差し込むための穴のみが見られる。 12・13は、寛永通賓である。どちらも鋳造地は不明であるが、

古寛永である。 12は銭径2.5cm、銭厚0.15cm、13は銭径2.4cm、銭厚0.13cmを測る。 14・17はミニチュア士製

品である。 14は、箱庭道具である。合わせ型成形の神輿である。型抜き後、合わせ目をヘラで削り、調整し

ている。側面には、鳥居と丸文がそれぞれ 2面ずつ型どられている。底部は未調整で、直径0.3cm、奥行き2.1

cm程の穿孔を有する。乾燥を早くし、焼成時の割れを防ぐための空気孔と考えられる。 17は土人形である。
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合わせ型成形の神馬である。型抜き後、合わせ目をヘラで削り、調整している。頭部は欠損しているが、胴
部には馬具をつけている。 16は、柿釉灯明皿である。口径6.5cm、器高1.1cm、底径3.1cmを測る。外面口縁部
直下から内面にかけて、施釉されている。ロクロ成形で、外面底部には、右回転の糸切り痕が見られる。外
面に煤が付着している。 18は、土師質土器角火鉢である。一辺30.2cm、器高10.2cmを測る。方形である。側
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第81図 S K 722 (1)・S K 710 (2 -5)出土遺物
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面下半に体部と底部を接合した跡が見られ、軽くヨコナデ調

整されていることから、体部と底部は別々に成形された後、

接合されたものと考えられる。底部外面に離れ砂が見られる

ことから、底部は粘土板成形で、後体部を接合したと思われ

る。口縁部はナデ調整、内面体部はヨコ方向のナデ調整、内

面底部はナデ調整が施されている。外面底部には、脚が 4足

ついている。すべてハリッケ後、縁をナデ調整している。内

面には、煤が付着している。

第81図ー 1は、土師質土器風炉である。口径26.3cm、器高

25.2cm、底径25.8cmを測る。体部から脚部まで直立したもの

である。底部には離れ砂が見られ、体部・脚部とも外面はヨ

コナデ調整、内面には粘土紐痕とヨコナデ調整が見られる。

底部は粘土円板、体部は外型作り粘土紐輪積み成形したもの

と考えられる。風口部・脚部は、別々に作成され、体部に付

SE 

゜

O.P.=19.300m 
NW 

1. 暗オリープ褐色砂質土層 2・5Y3/3 
2. 黒褐色粘質土層 2・5Y3/2 

(1-Zcm大の礫多量に含む）
lm 

第82図 S U630遺構図

けられている。また、内面には型作りの中実の突起をハリッケし、ナデ調整を施している。 3本の突起を有

すると思われるが、口縁部が欠損しているため 2本の突起しか確認できない。その間には直径2.1cmの円孔が

施されている。口縁部はヘラケズリ後ナデ調整で、ヘラで面取りが施されている。脚部外面の前面には巴文

の透かしが見られる。外面には赤彩が施されている。

この遺構は、遺物が多く出土している。後述する計測結果からも分かるように、特に土瓶の数が多く、何

か特別な意味をもつ遺構かと思われる。

出土遺物を概観すると、 18世紀後半-19世紀前半と考えられる。 III-3a-b期に属する遺構である。

S K710 

S K710 (表 1)は、調査区中央に位置する。平面形は不整形を呈し、長さ3.56m、幅1.54m、深さ0.60m

を測る。

第81図ー 2は、肥前磁器染付蕎麦猪口である。口径（推） 7.2cm、器高5.1cm、高台径3.8cmを測る。口縁

は、少し楕円形を呈している。外面口縁部には、雨降り文が描かれている。大橋康二氏の編年IV期に属する。

3は、瀬戸・美濃焼染付端反型碗である。口径（推） 10.8cm、器高5.1cm、高台径（推） 4.8cmを測る。口縁
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第83図 S U 630 (1・2)・S K 731 (3 -5) 出土遺物
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端部は、やや尖りぎみである。外面には立涌草

花文が描かれている。見込みにも草花文らしき

ものが見られる。高台内には、変形字を方形枠

内に書き込んだものが見られる。服部郁氏の瀬

戸村染付編年表（服部1994年）によると、

に属する。

2期

4は、土師質土器丸火鉢である。高

゜

O.P.=19.600m 
_, E 

Zm 

第84図 S B01 (B-2-2区） ・SB02 (B-5区）遺構図

台径24.6cmを測る。外型作り粘土紐輪積み成形

である。体部外面はヨコナデ調整、体部内面は

ョコナデ調整を施す。底部外面には離れ砂が見

られ、底部内面はナデ調整が施されている。脚

部には製作時に半円形に削られたところが 2カ

所あり、その間に直径0.9cmの円孔が開けられて

いる。脚部内外面にはヨコナデ調整が施されて

いる。脚部と体部のハリッケ後、 ヨコナデ調整

を施したものと考えられる。 5は、丸瓦である。全長（残） 15.0cm、丸瓦部幅14.85cm、高さ7.2cm、玉縁部

幅12.45cm、玉縁部長4.3cm、玉縁部高5.6cm、厚さ1.8cmを測る。丸瓦部凸面は縦方向にヘラナデ調整、 凹面

には布目痕と叩板のタタキ痕が見られる。両側縁は内傾する広いヘラケズリを行っている。玉縁部凸面は横

方向のナデ調整、 凹面には布袋紐跡が見られる。

出土遺物を概観すると、 18世紀後半-19世紀前半と考えられる。 III-3 a -b期に属する遺構である。

S U630 

S U630 (第82図・図版29) は、調査区中央に位置する。土壊でとらえたが、埋桶遺構であった。掘形の平

面形は不整形を呈し、長さ0.67m、幅0.51m、深さ0.35m、内矩は直径0.49m、深さ0.3mを測る。裏庭にあ

たるところにみられ、便槽桶と考え

‘ 
NW 

ー □。ロ19.5誓噂旦喜言;)4/3 

5. 明黄褐色砂質土層10YR7/6

(3 -10cmの礫多量に含む）

6. 橙色砂層 7・5YR6/8 (湧水層）

(5 -10cmの礫多量に含む）

7. にぶい橙色砂礫層 7・5YR7/4

8. 明黄褐色砂礫層lOYR6/6 

(1 -10cm大の礫多量に含む）

9. 黄褐色砂層lOYR5/8 

10. 褐色粘質土層lOYR4/6 

（湧水層）

11. 暗褐色湧水層 7・5Y R3/4 

12. 灰オリープ色泥礫層 7・5Y 4/2 

0 2m 

られる。桶内埋土は、黒褐色砂質土

層2.5Y3/2である。

第83図ー 1・2は、肥前磁器であ

る。 1は、青磁染付蓋である。 ロ径

（推） 9.4cmを測る。内面口縁部には

四方欅文が見られる。大橋康二氏の

編年IV期に属する。

に、

2は、広東型染

付碗である。高台径（推） 6.6cmを測

る。外面には菊花文、見込みには円

形の中に半菊花文が描かれている。

大橋康二氏の編年V期に属する。他

土師質土器焙烙（難波洋三氏の

分類G類） も見られる。

第85図 S E08遺構図

出土遺物の年代観から、 18世紀末

-19世紀初頭と考えられる。 III-3 
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a期に属する遺構である。

S K731 

S K731 (表 1) は、調査区東側に位置する。平面形は不整形を呈し、長さ0.9m、幅0.86m、深さO.llm

を測る。

第83図ー 3は、瀬戸・美濃焼染付碗（新製焼） である。

る。外面に、呉須で福痔文が描かれている。 ロ縁先端には、

ロ径（推） 8.4cm、器高4.2cm、高台径2.8cmを測

ロ銹が施されている。服部郁氏の瀬戸村染付編

年表 3期に属する。 4は、京焼系陶器碗である。 ロ径（推） 5.65cm、器高3.1cm、高台径3.0cmを測る。内面

から外面上半にかけて、灰釉が施されている。外面下半から高台にかけては、無釉である。高台側面は凹凸

が著しい。 5は、産地不明鉄釉洩瓶である。 ロ径7.4cm、器高12.5cm、底径14.0cmを測る。ほぼ完形である。

ロ縁部から外面底部際まで鉄釉が施されている。内面と底部外面は、無釉である。底部外面には、円状に砂

が付着している。上部の把手はハリッケである。

出土遺物を概観すると、 19世紀前半～後半と考えられる。 III-3 b期に属する遺構である。

5. 第 1次面の遺構と遺物

第 1次面は、 江戸時代後期～近代の生活面である。第 1次面西側は近代の建物の基礎によって上層が攪乱
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第86図 S I 510遺構固
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されたが、部分的に礎石が残り、さらに、西側道路より 4.25mまで三和土が見られ、桁行 4間・梁行 3間半

の建物があったことを想定できる。また、三和土を切って、胞衣壺SI 510を検出した。三和土の東側では便

桶と思われる SU525・526、井戸 SE08が検出されたことにより、その東側は、裏庭と考えられる。調査区

中央部は、幕末から明治時代の生活面が残り、礎石が幾つか並ぶが、 B-5区南側では、これに伴う基礎遺

構SDOl・02を検出した。 SD01・02内には、集石遺構が見られ、これらは建物の壁の基礎地業と考えられ

る。しかし、この建物は、南側で、この溝を切って検出した井戸 SE02の年代観が19世紀中頃から後半であ

り、この建物はそれまでになくなったものと考えられる。また調査区東側では、石列 SBOl (第84図）が検

出された。 B-4区の土蔵建物の基礎の一部である。 B-5区でもその一部が検出され(SB02)、土蔵の全

容を知ることができた。それによると、東西4.33mX南北 4m以上の土蔵となる。

S EDS 

S E08 (第85図・図版29) は、調査区中央に位置する。平面形は、円形を呈し、直径0.48m、深さ3.34m

以上を測る。素掘りの井戸である。第 6層と第10層・第11層は橙色砂層7.5YR6/8、褐色粘質土層lOYR4/ 

6、暗褐色土層7.5Y R3/4で湧水層である。断面形は、下部が少し膨らんでいる。

第88図ー 1は肥前磁器染付碗である。口径（推） 10.6cm、器高5.6cm、高台径（推） 4.2cmを測る。外面に

は草文が描かれているが、呉須の発色は悪い。内面見込みには、蛇ノ目釉ハギが見られる。高台畳付は露胎

で、砂が付着している。大橋康二氏の編年IV期に属する。 2は、京焼風陶器碗である。口径（推） 8.6cm、器

高5.6cm、高台径4.6cmを測る。外面には呉須で、山水文が描かれている。底部外面は、無釉である。高台内

には「清水」と印銘が施されている。 3は、丹波焼鉢である。口径（推） 14.3cm、器高7.6cm、底径10.5cmを

測る。口縁部に把手がハリッケ

られている。口縁部及び把手に

一部灰釉が施されている。 4は、

伊賀・信楽焼鉄釉土鍋である。

ロ径（推） 17.8cmを測る。内面

から外面下半まで鉄釉が施され

ている。底部の無釉部分には、

煤が付着している。口縁部には、

swlD 
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1. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 5. 暗灰黄色粘質土層 2・5Y 4/2 

2. 灰黄褐色粘質土層10YR4/2 6. 灰黄褐色粘質土層lOYR4/2 

3. 明黄褐色土層lOYR6/8 7. オリープ褐色粘質土層 2・5Y4/6

4. 黄色砂質土層 2・5Y7 /8 8. 暗褐色土層lOYR3/3 
0 lm 

第87図 SWlO・11遺構図

把手がハリッケられている。

5・6は、土師質土器皿である。

どちらも口縁部に煤が付着して

いることから、灯明皿として使

用されていたと考えられる。 5 

は、口径（推） 7.4cm、器高1.8

cmを測る。胎土は、にぶい橙色

7.5Y R7/3を呈する。手づくね

成形で、外面は指頭圧調整、内

面はヨコナデ調整、内面底部は

ナデ調整が施されている。 IT 

（伊丹郷町期） . 1型式A類であ
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第88図 S E08 (1 -11)・S I 510 (12-15)・SWll (16・17) 出土遺物

20cm 

-91-



＼ 
ロ三□一

鋤”

。

る。 6は、口径（推） 10.3cm、器高2.1cmを測る。胎土

は、浅黄橙色7.5YR8/3を呈す。手づくね成形で、外

面は指頭圧調整、内面はヨコナデ調整、内面底部はナ

デ調整が施されている。 IT (伊丹郷町期）・ 2型式A

類に分類される皿である。 7は、嬉野焼青緑釉皿であ

る。口径（推） 12.0cm、器高3.2cm、高台径4.0cmを測

る。内面に青緑釉が施され、見込みは蛇ノ目釉ハギに

なっている。 8は、肥前磁器青磁花瓶である。口縁部

欠損、残存高14.1cm、高台径5.4cmを測る。内面口縁部

下から底部及び高台畳付は無釉である。外面肩部に耳

をハリッケている。 10は、堺焼播鉢である。口径31.9

cm、器高11.4cm、底径7.8cmを測る。口縁部から外面に

かけて、全体的に堅く焼き締められている。播目は左

回りで 8本単位、櫛状のもので内面底部際から口縁に

20cm 
向かって施されている。口縁部は回転ナデ調整を行い、

播目を整えている。見込みには、三角形の揺目が見ら

れる。口縁部外縁帯直下から底部際まで左回転ヘラケ

ズリ調整、外面底部は未調整である。白神典之氏の分類II類に属する。 10は、軒丸瓦である。丸瓦部は、欠

第89図 S I 510出土遺物

損している。瓦当部径13.3cm、文様区径10.05cmを測る。瓦当文様は内区に左巻き三ツ巴文、外区に連珠文を

配する。連珠数は15個である。瓦当周縁部は周縁に沿ってヘラケズリ調整、周縁側面はナデ調整、瓦当部裏

面は周縁に沿ってヘラケズリ調整、裏面中央は不定方向にナデ調整が施されている。 11は、軒桟瓦である。

全長（残） 9.2cm、上弧幅22.5cm、文様区幅13.5cm、文様区厚2.6cm、瓦当部高2.7cmを測る。文様は均整唐草

N SU525 SU526 

1. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4 
2. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 O 

3. 暗灰黄色砂質土層 2・5Y 4/2 
lm 

第90図 S U525・526遺構図
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第91図 SU526 (1)・SD12 (2)出土遺物

文である。中心飾は花冠十芍で、 Y字状若葉が端文様に加わるものである。雲母粉が付着している。瓦当周

縁部及び周縁部上側面はヘラナデ調整、顎下部から瓦当部裏面、平瓦部との接合部分までヘラナデ調整、平

瓦部凹面はナデ調整、凸面は未調整である。

出土遺物を概観すると、 18世紀前半～後半と考えられる。 III-2期に属する遺構である。

S I 510 

S I 510 (第86図・図版29) は、調査区東北部に位置する。三和土を切って出土した。平面形は不整形を呈

し、長さ2.96m、幅2.38m、深さ0.17mを測る。さらに、遺構内南側に胞衣壺の土師質土器火消壺が埋置さ

れる。掘形の平面形は円形を呈し、直径0.2m、深さ0.23mを測る。

第88図ー12・13は、肥前磁器である。 12は、染付碗である。口径（推） 12.6cm、器高6.55cm、高台径5.4cm

を測る。やや深手で、高台は「ハ」の字に開く。見込みには松竹梅文、内面口縁部には四方欅文が描かれて

いる。外面には水流草花文が見られる。高台内には幾何学的な銘款が見られる。高台畳付は露胎である。大

橋康二氏の編年IV期に属する。 13は、染付酒杯である。口径5.2cm、器高3.2cm、高台径3.2cmを測る。外面に

は主文様として中国風の楼閣が、副文様として山水が描かれている。大橋康二氏の編年IVに属する。 14は、

ミニチュア土製品・土人形である。合わせ型成形の人形である。合わせ目をヘラで削り、底部には直径0.3cm

程の空気孔が開けられている。表面には雲母粉が付着している。小袖の上にやや長めの羽織りを着て、頭巾

をかぶった男性の人形である。 15は、土師質土器焙烙である。口径（推） 14.5cmを測る。胎土は浅黄橙色10

YR8/4を呈する。口縁部内外面はヨコナデ調整、口縁部外面には指頭圧調整も見られる。口縁端部には把手

が貼り付けられている。外面には煤が付着している。難波洋三氏の分類E類に属する。

第89医ー 1・2は、土師質土器である。 1は、火消壺の蓋である。口径14.5cm、器高3.45cm、つまみ径3.3

cmを測る。天井部外面は離れ砂痕が残り、周縁には一条の沈線を巡らせる。つまみは円形で中央がくぼむ。

ハリッケした後、その周辺をヨコナデ調整している。 2は、火消壺である。口径10.35cm、器高16.65cm、底
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径12.9cmを測る。外型作り粘土紐輪積み成形である。外面底部には離れ砂痕が見られる。肩部は内湾し、底

部に近付くはどすぼまって、体部との境が明瞭となったものである。外面肩部から体部にかけて、丁寧なヨ

コナデ調整、内面には強いヨコナデ痕が見られる。川口宏海氏の編年II-1型式（川口1989年ー a)に属す

る。

出土遺物を概観すると、 18世紀後半と考えられる。 III-2 b期に属する遺構である。

SW11 

SWll (第87図・図版29) は、調査区東側に位置する。近代の便槽用埋甕と考えられる。 SWlOと東西に

並んで検出された。どちらも掘形の平面形は、円形を呈する。 SWlOは内矩の直径0.43m、深さ0.15m、掘

形の直径0.63m、深さ0.2m、SWllは、内矩の直径0.5m、掘形の直径0.57m、深さは内矩、掘形とも0.34

mを測る。

第88図ー16は、肥前磁器染付蕎麦猪口である。底径（推） 4.3cmを測る。器壁は薄手である。高台内には、

銘款らしきものが見られる。高台畳付は露胎である。 17は、大谷焼甕である。口径（推） 50.4cmを測る。内

面から外面にかけて鉄釉が施されている。内面には、付着物が見られるが、成分は不明である。川口宏海氏

の分類 3型式に属する（川口1990年）。

出土遺物を概観すると、 19世紀末-20世紀初頭と考えられる。 IV期に属する遺構である。

S U526 

S U526 (第90図・図版29) は、調査区西側に位置する。 SU525と南北に並んで検出した、 2基一組の便

槽桶と思われる。 SU526の平面形は不整形を呈し、内矩の直径は0.52m、掘形は長さ0.75m、幅0.64m、深

さは内矩．掘形とも0.31mをはかる。桶内埋土は、オリーブ色砂質土層 5Y6/6である。 SU525の平面形は

円形を呈し、内矩の直径は0.5m、掘形の直径0.66m、深さは内矩、掘形とも0.33mを測る。桶内埋土は、暗

褐色土層lOYR3/3である。

第91図ー 1は、棧瓦である。凹面は横方向のヘラナデ調整、さらに周縁を縁に沿ってナデ調整する。凸面

は未調整である。他に、肥前磁器青磁染付碗、堺焼揺鉢（白神典之氏の分類II類）などが見られる。

出土遺物を概観すると、 18世紀後半-19世紀初頭と考えられる。 III-3 a期に属する遺構である。

S D12 

S D12 (表 1) は調査区西側道路沿いに検出した。下層のSD15の後身で、江戸期に再利用された溝であ

る。検出長は6.92m、幅0.23m、深さ0.17mを測る。流路方向は、高さの違いから、北から南へと流れてい

たものと思われる。

第91図ー 2は、唐津系陶器刷毛目文片口鉢である。口径（推） 23.0cmを測る。外面下半には鉄釉、口縁部

内外面には灰釉が施されている。口縁端部は無釉である。

出土遺物を概観すると、 17世紀後半-18世紀前半と考えられる。 III-2 a期に属する遺構である。

6. まとめ

B-2-2区では、 18世紀後半以降の遺構を中心に、 16世紀後半-20世紀初頭までの遺構を検出した。年

代を追ってまとめると、 16世紀後半頃に、西側の道路の側溝SD15が造られていることが分かった。この溝

は、北側は B-3区SD08、南側は B-8区SD04に続くことがわかった。

17世紀後半になると、調査区中央に地割溝SD19が造られる。この溝は、 17世紀末頃に埋め戻されたが、

この地割は、現代まで続く。また、調査区東側に検出した SX04・05は、 17世紀後半-18世紀前半の遺構で
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ある。その東隣りの SK750から窯壁片と大量の瓦を検出したことから、一部瓦葺きの建物内に鍛冶炉があっ

たのではないかと考えられる。このような炉遺構は、 D-2区 (SX302) でも検出した。

調査区西側では、焼土処理土塘SK678を検出した。出土遺物から、享保14年 (1729)の火災の際のものと

思われる。『元禄七年 (1694)柳沢吉保領伊丹郷町絵図』（第212図）では、畑地となっているが、享保14年の

焼土処理土壌があることから、 1729年以前から建物があったと考えられる。また、この上面に三和土を検出

した。 18世紀後半の胞衣壺SI 510に切られており、このことから、 1729年以降も建物があったと思われる。

また、この三和土の東側は廃棄土壊が集中しており、裏庭と考えられる。この裏庭から、 18世紀後半-19世

紀初頭までの廃棄土塘を多く検出した。さらに後述する道路が、 19世紀初頭にこの裏庭部に敷かれる。

『文化改正伊丹之図』（第218図）によると、 B-3区から B-2-2区にかけて、 L字形の道路が見られ

る。 B-2-2区では、調査区中央を南北に通ると考えられる。道路にあたると思われる部分は、それに相

当する面が撹乱を受けており、直接これを検出することができなかった。しかし、第 1次面ではこの部分に

19世紀後半以前の遺構はなく、下の第 2次面では19世紀初頭以前の遺構しか存在しない。よって、 19世紀初

頭から中頃に道路が存在していたと考えられる。 19世紀後半には道路はなくなり、その後、既存建物が建て

られることがわかった。

調査区東側では、瓦葺きの建物以降は、上面の遺構によって撹乱されていたためわからないが、 18世紀後

半-19世紀初頭の建物遺構を、調査区北側B-5区で検出し、当調壺区の北壁から 4m南のところまで延び

ていたと思われる。また、その南側では、廃棄土塘を多く検出したことにより、裏庭だったと思われる。そ

の後、この建物は、 19世紀後半にはなくなっており、それ以降に、調査前の既存建物が建てられたと思われ

る。
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第 5節第51次調査B-3区

B-3区は、宮ノ前商店街通りからは西側の裏手にあたる。『天保十五年 (1844)伊丹郷町分間図』（第212

図）（八木哲浩1982年）によると、昆陽口村に属する。また、『元禄七年 (1694)柳沢吉保領伊丹郷町絵図』

（第212図）では、調査地区南側は畑地にあたり、北側は「善兵衛」を屋敷主とし、町代で借家人の「佐兵衛」

の屋敷地に相当することが分かる。調査面積は180m'である。

1. 基本層序

遺構面は、 3面確認することができた。調査区は西側にいくほど地山が高くなり、東に向かって傾斜して

いる。地山面は西端で0.P . = + 19 .100 m、東端で0.P. = +18.850mである。これに伴い、地山直上層及

びその上層は東に行く程厚みを増している。北壁土層断面図（第92図）を観察すると、第 3次面は地山に直

接掘りこまれている。第 2次面はその上層（第92図ー第10・36層など）で、オリーブ褐色土層（現地表面よ

り約40cm下）。本来、第 3次面と第 2次面の間にはもう 1面あったのだが、時間の都合上掘り残し、その下面

で同時に捉えた。第 2次面（第10層）の上面には、焼土層（第28層）が見られる。第 1次面はさらにその上

層（第92図ー第 1・23層）で、暗褐色粘質土層の上面である。

2. 第 3次面の遺構と遺物

第3次面の地山上面では、調査区中央より西側にかけて、 15世紀中頃-16世紀後半の伊丹城期から有岡城

期にかけての遺構と思われる溝SD06と、有岡城期の溝SD07・08を検出した。ただ、この溝以外の遺構は

先述したが、第 2・3次面の間で捉らえるべきであった遺構である。調査区北側からは、その第 2・3次面

の間の面の建物SB06 (第94凶）の礎石の根石と思われる、礎石列 SS 151・152・165を検出した。 SB06の

建物規模は正確には不明であるが、この礎石列が約 1間・ 1.5間 (3.0 m)の間隔で直線的に並んでいる事

などから、梁行2.5間 (4.9m)以上を測る建物が西側へ向かって建てられていた可能性がある。

S S 165 

S S 165 (表 1・図版37)は、調査区東側中央に位置する、 SB06の礎石の根石と思われる遺構である。平

面形は円形を呈し、直径0.71m、深さ0.2mを測る。遺構内には15cm前後の石を詰めている。 SS 165を含む

礎石列の方位はN-11°-Wを示す。後述する SD08の主軸方位はN-13°-Wを示し、現行道路はN-lT-W

を示す。この事より SS 165を含む礎石列は、現行道路より SD08の方位に近い事が分かる。従ってこの地点

では、 SB06の建っていたと思われる18世紀中頃を境に、 4゚ 前後地割りに変化があったと考えられる。

第95図は、堺焼播鉢である。内面体部の播目は 9本単位で左回りに施されている。外面は口縁部外縁帯付

近まで回転ヘラケズリを施している。白神典之氏の分類（白神1990年）の I類に属する。

出土遺物から概観すると 18世紀中頃の遺構と考えられる。この事より、 SS 165はIII-2 a期に属する。従

って SB06はIII-2 a期に属する建物であると思われる。

S 006 

S D06 (第96図・図版37)は、調査区中央を南北に伸びる溝である。検出長8.3m、幅6.5m、深さ0.5mを

測る。埋土は 4層を数え、黄褐色粘質土層が主体である。壁面両端はゆるやかに傾斜し、自然の落ち込みの

ようであるが、南端は「コ」の字形に終わる。従って、人工的なものと思われる。溝は調査区北側へと続い

ており、本調査区の北側地区B-1-3区の調査時に検出された溝へと続くものと思われる。このB-1-
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1. オリープ色砂質土層 5Y5/4 (木根多量に含む）

2. 暗オリープ褐色砂質土層 2・5Y3/3 (炭化物、木根多量に含む）

3. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 

4. オリープ褐色土層 2・5Y 4/3 (炭化物多量に含む）

5. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 (炭化物、焼土多量に含む）

6. 暗灰黄色砂質士層 2・5Y 4/2 (木根、 1 cm大の礫多量に含む）

7. 浅黄色砂質土層 2・5Y7/4

8. オリープ褐色砂質土層 2・5Y4/6

9. オリープ褐色土層 2・5Y 4/3 (炭化物多量に含む）

10. オリープ褐色士層 2・5Y4/4 (0.5-1 cm大の礫多量に含む）

11. 黄褐色粘質土層lOYR5/8 

12. 黒褐色砂質土層 2・5Y3/2 (木根、炭化物多量に含む）

13. 暗オリープ色砂質士層 5Y 4/3 (炭化物多量に含む）

14. にぶい黄色砂質土層 2・5Y 6/ 4 (2 -5 cm大の礫多量に含む）

15. オリープ褐色土層 2・5Y 4/4 

16. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4 

17. にぷい黄色砂質土層 2・5Y6/4

18. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4 (炭化物多量に含む）

19. 浅黄色砂質土層 2・5Y7/4

20. 黒褐色砂質土層 2・5Y3/2 

21. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 (焼土多量に含む）

22. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4(lcm大の礫炭化物多量に含む）

23. 暗褐色砂質土層 2・5Y3/3(1-Zcm大の礫多量に含む）

24. オリープ褐色土層 2・5Y 4/4 

25. オリーブ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 (炭化物多量に含む）

26. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4 

27. 黄褐色砂質土層lOYR6/8 (0.5-1 cm大の礫多量に含む）

28. オリープ褐色土層 2・5Y 4/6 (炭化物、焼士多量に含む）

29. にぶい黄褐色粘質士層10YR5/4(炭化物、焼土多最に含む）

30. にぶい黄褐色砂質土層10YR5/4(1-5cm大の礫多量に含む）

31. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/3 

32. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 (焼土多量に含む）

33. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 (焼土多量に含む）

34. にぶい黄褐色砂質士層lOYR5/4 

35. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 (木根多量に含む）

36. オリープ褐色土層 2・5Y 4/4 (炭化物多量に含む）

37. 明黄褐色砂質土層lOYR6/8 (1 -2 cm大の礫多く含む）

38. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

39. オリープ褐色土層 2・5Y 4/3 (炭化物多最に含む）

40. 浅黄色砂質土層 2・5Y7/4(焼土多最に含む）

41. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4 

42. オリープ褐色砂質士層 2・5Y 4/3 (1 -3 cm大の礫多量に含む）

43. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 (炭化物、 1 cm大の礫多量に含む）

44. オリープ褐色土層 2・5Y 4/4 (炭化物多量に含む）

45. 褐色砂質土層lOYR4/4 

46. オリーブ褐色砂礫層 2・5Y 4/ 4 (1 -4 cm大の礫多量に含む）

47. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/4 

48. にぶい黄褐色砂質土層lOYRS/3(2-6cm大の礫多量に含む）

49. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/3 

50. 浅黄色砂質土層 2・5Y7/4

51. 黄褐色砂質士層 2・5Y5/4 (遺物多量に含む）

52. 灰黄色粘土層 2・5Y6/2 

53. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

54. 黄褐色粘質士層lOYRS/8 

55. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/6 

56. 明黄褐色粘質士層10YR6/8

57. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/4 

58. 暗灰黄色粘質土層 2・5Y5/2 

59. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/4 

60. オリープ褐色粘質士層 2・5Y4/6

61. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 

62. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 (炭化物多く含む）

63. 黄褐色枯質士層lOYRS/6 

64. にぶい黄褐色粘質土層lOYR4/3 

65. 灰黄褐色粘質土層lOYR4/2 

66. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 (炭化物多量に含む）

67. 灰黄色土層 2・5Y6/2 

゜
1 : 60 4m 

第92図 B-3区北壁土層図
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1. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/4 

2. 黄褐色砂質土層 7・5YR5/8(0.5cm大の礫多量に含む）

3. 暗灰黄色土層 2・5Y 5/2 (5 cm大の礫多く含む、整地層）

4. 浅黄色粘土層 2・5Y7/3(土間）

5. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4 

6. オリープ褐色土層 2・5Y4/6

7. 明黄褐色砂質土層 2・5Y7/6

8. 暗灰黄色粘質土層 2・5Y 4/2 (炭化物多量に含む）

9. 明褐色粘質土層 7・5Y R5/8 

10. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 

11. オリープ褐色土層 2・5Y4/6

12. 暗オリープ色土層 2・5Y3/3 (遺物、炭化物多量に含む）

13. 暗オリープ色士層 2・5Y3/3、黄褐色土層 2・5Y5/4 

14. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 

15. 黄褐色土層 2・5Y5/4 

16. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/4 

17. 黄褐色砂質士層 2・5Y5/3 

18. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 

19. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4

20. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 

21. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4 (炭化物多量に含む）

22. 褐色砂質土層lOYR4/4 

23. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/3 

24. 黒色粘質土層 2・5Y2/l (炭化物多量に含む）

25. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

26. オリープ色粘質土層 5Y5/4 

27. 黄褐色粘質土層lOYR5/8 

28. 暗灰黄色粘質土層 2・5Y 4/2 

29. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 

30. 黄褐色粘質土層lOYR5/8 

31. 明褐色粘質土層 7・5Y R5/8 

32. 浅黄色砂質土層 2・5Y7/4(lcm大の礫多量に含む）

33. オリープ褐色土層 2・5Y 4/4 (炭化物多量に含む）

34. オリープ褐色土層 2・5Y 4/6 (遺物、 4 cm大の礫多量に含む）
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第93図 B-3区西壁土層図

3区での溝底の高さは、 0. P . = + 18. 500 m、本調査区では0.P. = +18.600mで、流路方向は北→南である。

第98図ー 1・2は、瀬戸・美濃焼である。 1は、天目茶碗である。口径（推） 9.55cmを測る。内外面共に

鉄釉が掛けられ、外面下半部には化粧掛けが施されている。 2は、大海茶入である。口径（推） 6.2cmを測

る。内外面共に灰釉を施す。 1・2共に、井上喜久男氏（井上1992年）の大窯編年IIb期に属する。 3・4

は、土師質土器皿である。 3は、口径（推） 12.8cmを測る。胎土は、灰白色2.5Y8/2を呈す。内外面共にヨ

コナデ調整。内面全体に煤が付着している。 4は、口径8.1cm、器高1.6cmを測る。胎土は、橙色lOYRS/3を

呈す。内面はナデ調整。外面は指頭圧調整の後、ナデ調整を施している。 5・7は、瓦質土器である。 5は、
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羽釜である。外面体部はヘラケズリ調整が施され、鍔部はハリッケている。外面

鰐部より下には煤が付着している。 7は、硯である。残存長5.45cm、幅4.4cm、高

さ1.5cmを測る。 6は、備前焼播鉢である。外面口縁部から内面にかけて、自然釉

が掛かる。体部は口縁部外縁帯直下までヘラケズリを施している。間壁忠彦氏（間

壁1966年）の編年IV期に属する。

出土遺物から概観すると、15世紀中頃-16世紀後半の遺構と考えられる。 I-II 

期に属する。
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S D07 

S D07 (第97図・図版37) は、調査区を東西に伸びる溝である。溝は、調査区

西側から東側の SD08へと流れる。検出長6.lm、幅0.6m、深さ0.25mを測る。

埋土は 2層で、黄褐色土層が主体である。溝の東端は SD06の直上で終わり、 S

D06を切って造られている事から、 SD06を埋めた後に掘られたと思われる。流

路方向は東→西である。

第98図ー 8は、丹波焼揺鉢である。口径33.0cm、器高15.9cm、底径12.95cmを測

る。播目はヘラによる一本引きで、口縁上部から約5.5cm位下の所まで引かれてい

る。片口を有し、その内面付近にヘラにより「又」と刻まれている。外面体部は

指頭圧調整後にナデ調整、外面口縁部は左方向ナデ調整が施されている。底部は

未調整。胎土は、橙色 5Y R7/8を呈す。岡崎正雄氏（岡崎1989年）の分類の 1a 

に属し、 16世紀中頃の遺物であると思われる。 10は、瀬戸・美濃焼皿である。ロ

径10.6cm、器高2.6cmを測る。全体に灰釉が施され、見込みに厚く溜まっている。

高台内には目痕が残る。井上喜久男氏の大窯編年IIb期に属する。 第94図 S B06遺構図

出土遺物の年代観は16世紀中頃-16世紀後半であるが、周辺の遺構との関連から II期の、有岡城期の遺構

薗

層
〗I

゜

s
 

4m 

と考えられる。

S DOB 

S D08 (第97図・図版37) は、調査区西側端を南北に伸びる溝である。幅0.7m、深さ0.3mを測る。遺構

の断面形はV字を呈する。埋土は 4層を数え、どの層にも弱冠カーボンが含まれている。溝は、上記の SD

07と80゚ の角度で交わり、さらに南側の調査区外へと伸びて、 B-2-2区SDl5、B-8区SD04につなが

る。 SD04は、 III-2 a期の17世紀後半まで再利用されている。しかし、ここでは16世紀後半のうちに埋没

している。西側の道路に沿って設けられていることから、この地域でも有岡城期に町割が施行されたことが

判明した。流路方向は北→南である。

第98図ー 9は、瀬戸・美濃焼天目茶碗である。内外面共に鉄釉を施す。井上喜久男氏の大窯編年na期に

属する。

出土遺物の年代観は16世紀前半～中頃であるが、他地区の出土遺物も考え合わせると、 II期の有岡城期の

遺構と考えられる。

S K222 

S K222 (表 1・図版38)は、調査区中央に位置する焼土処理土塘である。平面形は方形を呈し、検出長5.6

m、幅3.2m、深さ0.6mを測る。埋土は 4層を数え、最下層は多量の瓦片を含んでいる。本来 2次面の遺構

であるが、上層の覆土が厚く、検出でぎなかったものである。
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第98図ー11-13は、肥前磁器である。 11は、染付仏飯具である。

ロ径（推） 4.3cm、器高4.8cm、底径2.4cmを測る。外面体部には、桐

文の線描ぎの部分を型紙摺で表し、葉の部分を濃筆で塗り潰してい

る。底部は扶り込みになっている。底部畳付は無釉である。 12は、

青磁染付筒型碗である。口径7.2cmを測る。内面口縁部に四方欅文を

描く。 13は、染付碗蓋である。口径（推） 9.8cm、器高3.0cm、つま

み径4.0cmを測る。外面体部には草花文、つまみ周辺には雲気文を描

く。内面見込みにはコンニャク印判による五弁花、内面口縁部には 第95図 S S 165出土遺物

四方欅文が描かれている。つまみ上部には離れ砂が付着している。 11-13は、大橋康二氏（大橋1989年）の

編年IV期に属する。 14は、京焼系陶器、染付蓋物である。口径（推） 9.6cmを測る。内外面共に灰釉が施され

。
10cm 

ている。外面下半部と口縁蓋受部は無釉である。 15は、瀬戸・美濃焼志野織部三角瓶である。外面は全体に

長石釉を掛けられ、貫入が入る。体部は三角形を呈しているが、底部は円形である。底部畳付は無釉である。

ロ縁部は少し広がり、受け口になると思われる。高台径5.4cmを測る。高台畳付部は無釉である。 16は、堺焼

揺鉢である。口径（推） 33.2cmを測る。口縁部にまで及んだ播目を、回転ナデによって消している。内面体

部の10本単位で、左回りに施される。外面は口縁外縁帯直下まで、左回転ヘラケズリが施されている。白神

典之氏の分類 I類に属する。 17は、均整唐草文軒平瓦である。 17は、全長（残） 12.6cm、瓦当部高3.8cm、文

様区厚2.1cm、周縁上・下幅0.8cm、周縁高0.45cm、顎上部厚2.3cm、顎下部厚1.5cmを測る。平瓦部凹面はナ

デ調整、凸面は未調整である。 18は、均整唐草文軒桟瓦。全長（残） 7.1cm、下弧幅23.8cm、文様区幅14.4

cm、瓦当部高4.0cm、文様区厚2.6cm、周縁上部幅0.6cm、周縁高0.6cm、顎上部厚1.4cmを測る。平瓦部凹面は

丁寧なナデ調整、凸面は未調整である。 20は、桟瓦である。全長25.3cm、広端幅（残） 18.3cm、狭端幅（残）

16.2cm、厚さ1.7cmを測る。凹面はヘラナデ調整、凸面は未調整で、布目痕が残る。

図化はしなかったが、棧瓦なども出土している事から、 18世紀後半-19世紀初頭の遺構と考えられる。 III

-3 a期に属する。

S X 147 

S X147 (第99図・図版38) は、前述のSK222の南側より検出した、方形の池状遺構である。検出長2.75

m、幅1.9m、深さ0.75mを測る。北側の壁はゆるやかに傾斜し、南側の壁は直立している。埋土を観察する

と、最下層にはオリーブ黒色粘質土層（第99図ー 4層）が約50cmにわたって堆積しており、帯水していたと

思われる。遺構内からは、杭穴を確認した。遺構東壁には、直径70-80cmの木材を二本上下に胴木として並

べ、その上に直径20-30cm程の石が 2-3段積まれている。当初は、遺構西壁にも同様の石積みがあったの

ではないかと思われる。遺物は大量に出士している。本来は第 2次面と第 3次面の間の面の遺構である。同

様の遺構が今回報告の他地区からも確認されている。

第100図ー 1-10は、肥前磁器である。 1-4は染付碗である。 1は、口径10.4cm、器高5.4cm、高台径4.5

cmを測る。外面体部には草花文を描く。高台畳付部は無釉で、離れ砂が付着している。 2は、口径（推） 8.3 

cm、器高3.05cm、高台径4.8cmを測る。外面体部には竹垣に千重菊花文、口縁内部には笹文、見込みには松竹

梅文が描かれている。高台畳付は無釉である。 3は、口径7.5cm、器高4.0cm、高台径2.8cmを測る。外面体部

には、コンニャク印判による菊花文が描かれている。高台畳付は無釉である。 4は、口径9.0cm、器高5.0cm、

高台径3.4cmを測る。外面体部には草花文を描く。呉須の発色はあまり良くない。高台畳付は無釉である。 5.

6は、白磁碗である。 5は、口径12.0cm、器高5.85cm、高台径4.0cmを測る。見込みには、蛇ノ目釉ハギが施

-100-



主 ァ ァ＿

l
 

ーー

56 

6. 暗灰黄色砂質土層 2・5Y 4/2 (木根、 1 cm大の礫多量に含む） 26. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4 
10. オリープ褐色土層 2・5Y4/4 (0.5-1 cm大の礫多量に含む） 27. 黄褐色砂質土層lOYR6/8 (0.5-1 cm大の礫多量に含む）
12. 黒褐色砂質土層 2・5Y3/2 (木根、炭化物多量に含む） 28. オリープ褐色土層 2・5Y 4/6 (炭化物、焼土多量に含む）
13. 暗オリープ色砂質土層 5Y 4/3 (炭化物多量に含む） 29. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/4 (炭化物、焼土多量に含む）
14. にぶい黄色砂質土層 2・5Y 6/ 4 (2 -5 cm大の礫多量に含む） 31. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/3 
15. オリープ褐色土層 2・5Y 4/4 32. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 (焼土多量に含む）
16. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4 33. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 (焼土多量に含む）

17. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/4 36. オリープ褐色土層 2・5Y 4/4 (炭化物多量に含む）
18. 黄褐色砂質士層 2・5Y5/4 (炭化物多量に含む） 55. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/6 
19. 浅黄色砂質土層 2・5Y7 /4 56. 明黄褐色粘質土層lOYR6/8 
20. 黒褐色砂質土層 2・5Y3/2 57. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/4 
21. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 (焼土多量に含む） 58. 暗灰黄色粘質土層 2・5Y5/2 
22. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4 (1 cm大の礫炭化物多量に含む） 59. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/4 
23. 暗褐色砂質土層 2・5Y 3/3 (1 -2 cm大の礫多量に含む） 60. オリーブ褐色粘質土層 2・5Y4/6
24. オリープ褐色土層 2・5Y4/4 61. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 
25. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 (炭化物多量の含む）

゜
Zm 

第96図 S D06遺構図
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され、重ね焼き痕が見られる。高台畳付は離れ砂が付着しており、無釉である。 6は、口径12.0cm、器高5.5

cm、高台径4.5cmを測る。見込みには、蛇ノ目釉ハギが施され、重ね焼き痕が見られる。高台畳付は離れ砂が

付着しており、無釉である。 7は、青磁染付碗である。 ロ径10.0cm、器高5.0cm、高台径4.0cmを測る。見込

みには、手描きの五弁花が描かれている。高台畳付は無釉である。 8は、染付八角皿である。 ロ径（推） 12.6 

cm、器高3.1cm、高台径6.7cmを測る。外面体部には唐草文、見込み全体には蔓文が描かれている。高台内に

は「太明年製」の銘が見られる。高台畳付は離れ砂が付着しており、無釉である。 9は、染付皿である。 ロ

径13.4cm、器高3.0cm、高台径7.4cmを測る。内面体部は唐草文、見込みにはコンニャク印判文による五弁花

が描かれ、蛇ノ目釉ハギが見られる。高台畳付は離れ砂が付着しており、無釉である。 10は、青磁染付碗蓋

である。 ロ径10.0cm、器高3.1cm、つまみ径4.3cmを測る。 ロ縁部内面に四方欅文を描く。つまみ内部には、

二重方形内に渦福の銘が見られる。つまみ上部は離れ砂が付着しており、無釉である。 1・3 -10は大橋康

二氏の編年IV期、 2はV期に属する。 11・12は、 京焼系陶器碗である。 11は、 ロ径（推） 10 .8cm、器高5.6

cm、高台径3.8cmを測る。体部は内外面共に灰釉が施され、底部際から高台にかけては無釉である。内面見込

みには、三点の目痕が見られる。 12は、 ロ径（推） 9.4cm、器高3.1cm、高台径5.5cmを測る。外面体部に色絵

で松・竹文を描いている。 高台は無釉である。 13は、 ミニチュア鉢である。 ロ径3.0cm、器高1.6cm、高台径

1.0cmを測る。体部には、透明釉と緑釉が施されている。 14は、丹波焼片口鉢である。 ロ径14.7cm、器高6.4

cm、底径8.75cmを測る。内面は、 ロ縁部直下から鉄釉が施されている。内面口縁部から外面底部にかけては

無釉である。 15は、伊賀・信楽焼土鍋である。 ロ径（推） 14.6cmを測る。内外面共に鉄釉が施されている。

18・19は、 土師質土器皿である。 18は、 ロ径（推） 7.6cm、器高1.5cmを測る。外面は指頭圧調整、内面はナ

デ調整が施されている。 19は、 ロ径9.8cm、器高2.0cmを測る。 ロ縁部はヨコナデ調整、内面はナデ調整が施
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第98図 SD06 (1-7)・SD08 (9)・SD07 (8・10)・SK222 (11-19) 出土遺物
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されている。外面底部には指頭圧痕が残る。 16・17・20-23は、土師質土器灯明皿である。 16・17・20-22

はいずれもロクロ成形である。底部には右回転糸切痕が見られる。口縁部に灯芯痕が残る。 16は、口径（推）

6.6cm、器高1.5cmを測る。 17は、口径6.6cm、器高1.4cmを測る。 20は、口径5.95cm、器高1.4cmを測る。 21

は、口径6.9cm、器高1.45cmを測る。 22は、口径（推） 10.0cm、器高1.7cmを測る。 23は、口径（推） 11. 7cm、

器高1.8cmを測る。外面は指頭圧調整、内面はナデ調整、口縁部は内外面共にヨコナデ調整が施されている。

全体に煤が付着している。口縁部に灯芯痕が残る。 18は、第 4章第 5節の川口宏海氏の分類 IT(伊丹郷町

期）・ 1型式A類、 19・23は IT (伊丹郷町期）・ 1型式B類に属する。 24-28は、土師質土器焙烙である。

いずれも底部外型作り成形である。 24・28は、内面底部はナデ調整、口縁部は内外面共にヨコナデ調整、外
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1. 黄褐色粘質土層2・5Y5/6

w 
O.P.=19.400m 

E 

1. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 

2. 褐色砂質土層 7・5YR4/6

3. 黄灰色砂質土層 2・5Y 4/1 

4. オリープ黒色粘質士層 5Y3/2 

5. 灰オリープ色砂質土層 5Y4/2 
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1. 明褐色粘質土層 7・5Y R5/8 

0 50cm 

第101図 SW04遺構図

面底部は未調整で、離れ砂が見られる。 24は、ロ

径（推） 28.6cmを測る。外面底部には煤が付着し

ている。 28は、口径（推） 31. 9cmを測る。 25-27

は、外面口縁部に耳が貼り付けられている。外面

底部は未調整で、離れ砂が見られる。 25は、口径

31. 0cmを測る。内外面共に回転ナデ調整である。

26は、口径（推） 33.6cmを測る。内面から外面口

縁と底部の境まで、ナデ調整が施されている。外

面底部には煤が付着している。 27は、口径（推）

31. 4cmを測る。内面底部はナデ調整、口縁部は内

外面共にヨコナデ調整である。 24・25・28は、難

波洋三氏（難波1992年）の分類E類、 26・27はG

類に属する。 29は、石製硯である。幅4.1cm、高さ

1.0cmを測る。表面に削られた痕が見られる事か

ら、砥石として転用されていたと思われる。粘板

岩製で、灰白色2.5GY8/lを呈する。

出土遺物から概観すると 18世紀中頃-18世紀末

と考えられる。 Ill-2 b期に属する。

迂一

゜
40cm 

第102図 SW04出土遺物

3. 第 2次面の遺構と遺物

この面では、 3カ所で三和土を検出した。調査

区南西隅から検出した三和土 (SB05) の範囲は、

調壺区西側道路より 1.5mほど入った所から約1.5

間 (3.2m)四方である。間口付近（西側）には竃

S V10・SV13が設けられている。前述した SB06 

は本米第 2次面と第 3次面の間の遺構面に当たる

が、この SB06上面付近に当たる所より、三和土

(S B07) を検出した。約 1間 (1.9m) 四方残存

している。調査区南東隅からは、約 2間(4.4m)X 

約 3間 (6.4m) の三和土 (SBOS) を検出した。

これらは全て建物を復元するには至らなかった。

前述した SK222の上に、道路と思われる遺構SX

11が検出された。この道路は、調査区中央で90゚折

れ、南へと続く。砂利を敷き、堅く築き固められ

ている。検出長は東西 8m、南北4.7m、幅約 1間

(2 m)を測る。道路の南端は、南側の調査区であ

るB-2-2区の方へと続くものと思われるが、

B-2-2区では検出できなかった。主な遺構は、

-106-



18世紀前半～後半頃のIII-2 b期に属する。

SW04 

SW04 (第101図・図版38) は、調査区北西隅から検出した埋甕遺構である。掘形は直径0.55m、深さ0.65

mを測る。どの建物に伴う物かは不明であるが、間口付近に位置する。便槽甕か。

第102図は、丹波焼甕である。口径21.7cm、器高59.5cm、底径11.0cmを測る。口縁部上面には、 3条の沈線

を巡らせている。肩部には、不遊環を張り付けている。内外面共に塗士が施されており、外面体部には自然

釉が掛かる。口縁部は焼き歪みのため、ひどく湾曲している。

この甕の生産年代は18世紀前半と考えられる。 III-2 a期に属するものと考えているが、使用年代を示す

出土遺物に恵まれなかった。

S K72 

S K72 (表 1) は、調査区北西部から検出した、方形の焼土処理土壊である。検出長5.8m、幅2.6m、深

さ0.45mを測る。これは周辺の地区にも見られる、享保14年 (1729年）の火災の跡を処理したものと思われ

る。建物の床下に位置する。

第103図―-1-3は肥前磁器である。 1は、染付仏飯具である。底径4.2cmを測る。底部は輪高台で、無釉

である。 2は、染付碗である。高台径4.0cmを測る。外面体部は二重網目文が描かれている。高台内には渦福

の銘が記されている。全体的に褐色気味である。高台畳付部は無釉で、離れ砂が付着している。 3は、染付

碗蓋である。口径10.5cm、器高3.2cm、つまみ径4.1cm を測る。外面体部には、山水文• 松文が描かれている。

つまみ上部は無釉である。 1-3は、大橋康二氏の編年IV期に属する。 4は、土師質土器灯明皿である。ロ

径11.0cmを測る。内面はナデ調整、外面は指頭圧調整後ナデ調整が施されている。全体に煤が付着している。

川口宏海氏の分類 IT(伊丹郷町期）・ 1型式B類に属する。 5は、土師質土器焼塩壺である。底径5.15cmを

測る。外面は左回転ナデ調整されており、底部は内側から粘土板で塞がれている。内面には布目痕、底部に

は板目が残る。全体に煤か付着している。小林謙ー氏の編年（小林1992年） V期に属する。 6は、丹波焼甕

である。口径（推） 35.2cmを測る。口縁上面部には 2条の沈線が施されている。内外面共に塗土が施され、

外面には自然釉が掛かっている。
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出土遺物の中には周辺遺構からの混入遺物もあると思われるが、概観すると、 17世紀末～享保14年 (1729

年）と考えられる。 III-2 a期に属する。

4. 第 1次面の遺構と遺物

調査区北西部、南東部は攪乱が深く、 2時期の遺構が同時に捉えられた。主な遺構は19世紀初頭～後半頃

のIll-3 b期のものを中心としている。この面では本来第 2次面であるものも含めて、 4カ所で三和土を確

認する事ができ、 4棟の建物があったことが分かる。調査区北西に位置する SBOlの北西隅から三和土を検

出した。水琴窟 SYl5・18や、埋桶遺構SUl7・21はこの SBOlに伴うもので、 SU21の辺りがSB03との

境界になるのではないかと思われる。 SB03は調査区北東に位置する。 SBOlとの境界と思われる所から約

3間 (5.7 m) 四方に三和土を検出した。礎石と思われるものもあるが、建物を復元するには至らなかった。

S B02は調査区南西に位置し、間口（西側）から 3間 (6m) の範囲に三和土を検出した。竃SVOl・03は

この SB02に伴うものと思われる。礎石や柱穴は確認されなかった。調査区南東部からは、調査区東端から

3間 (6m)の範囲で三和土面を検出した。竃SV04はこの SB04に伴う物である。調査区中央から検出さ

れた井戸 SE02は、出土遺物より 19世紀前半～後半頃の遺構と考えられ、この井戸周辺の建物の所有者が異

なる人間である場合は、共同の井戸の可能性もある。 SB04も建物を復元するには至らなかった。

S 801 

S BOl (第104図・図版38) は、西側の現行道路に面し、桁行 3間 (5.88m)、梁行4.5間 (8.82m) を測る

礎石建物である。調査区南側の東西に並ぶ礎石列から北側に、 1間の幅で通り庭があったと思われる。この

通り庭を抜けた奥（東側）には、便桶SUl7・21や、水琴窟 SYl5・18、雨落ち溝と思われる SDOlなどが

あることから、 1間ほどの庭が付属していたのではないかと思われる。後述するが、東側の 1間 (1.97m)

程は後に建て増しをし、その際に SYl8やSDOlを作ったのではないかと考えられる。 SBOlの礎石下に切

られている SK61からは、伊賀・ 信楽焼土鍋、瀬戸・美濃焼磁器染付碗、など19世紀前半～中頃の遺物が出

土していることから、 SBOlはこれ以降に建てられたと思われる。昭和36年 (1961年）の航空写真（図版 1)

を見ると、 SBOlの位置には建物が建っておらず、これ以前に SB01は無くなったことが分かる。 III-3 b 
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第104図 S B01遺構図
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期-IV期の建物である。

S E01 

S EOl (第105図・ 図版38) は、調査区中央より南から検出した。平面形は円形の、素掘りの井戸である。

直径1.4m、深さは 4mまで確認したが、底に達さず、湧水層は確認することができなかった。井戸は下半に

ゆくと、急に膨らむ。 SB02に伴うものか。遺物は大量に出土した。

第109図ー 1は「寛永通賓」である。直径2.5cm、厚み0.1cmを測る。「賓」の貝の字はハ字であり、背文を

持たない新寛永通賓である。 2は、「一銭銅貨」である。青銅製で、直径2.3cm、厚み0.1cmを測る。

第108図ー 1・3・4・6-8・10・11・13は、肥前磁器である。 1は、染付仏飯具である。口径7.3cm、

器高4.9cm、底径3.7cmを測る。外面体部には笹文を描く。底部は無釉で、周辺部を輪高台状に残し、中央部

を半球状にやや深く削り取っている。 3は染付御神酒徳利である。口径1.8cm、器高11.2cm、高台径3.9cmを

測る。外面体部には蛸唐草文を描く。内面体部、高台畳付は無釉である。 4は、色絵碗である。口径8.0cm、

器高4.4cm、高台径2.9cmを測る。外面体部には窓絵松竹梅文・ 鶴文が描かれ、その周辺には白抜きで唐草文、

高台際には蓮弁文が描かれている。また、内面口縁部には雷文、見込みには捻花文が描かれている。高台内

には「太明成化年製」の銘が見られる。高台畳付は無釉である。 6は、染付碗である。口径10.1cm、器高5.2

cm、高台径3.2cmを測る。外面は、崩した「壽」の文字が連続して描かれている。見込みにも同様の「壽」の

文字が見られる。高台畳付は無釉である。 7は、染付蕎麦猪口である。口径（推） 7.8cm、器高6.15cm、底径

6.2cmを測る。外面体部には勤文、口縁内部には四方欅文、見込みには手描きの五弁花が描かれている。口縁

部は輪花型になっている。底部は蛇ノ目凹型高台である。 8は、染付碗蓋である。口径9.2cm、器高2.9cm、

高台径3.65cmを測る。外面体部には梅・ 月・雲文、見込みには梅・雲文が描かれている。 13は、染付碗であ

る。口径10.4cm、器高5.8cm、高台径4.1cm を測る。外面体部には梅• 月・雲文、見込みには梅・雲文が描か

れている。体部には焼き継ぎ痕が残る。高台には焼成後に朱で文字が書かれている。焼き継ぎ屋が書いたも

のか。 8の蓋とセットになると思われる。 10は、染付小鉢である。口径（推） 10.2cm、器高6.5cm、高台径6.1

(1)ーロ〗ー
O.P.=19.400m 

1. にぶい黄褐色土層lOYR4/3 

2. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

3. 黄橙色粘質土層lOYR5/8 

(5 -10cm大の礫多く含む）

4. 浅黄色砂礫層 2・5Y7/4

5. にぶい黄橙色砂礫層10YR7/3

6, 褐色砂礫層lOYR4/6 

。
Zm 

第105図 S EOl遺構図
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8 

1. 褐色砂質土層lOYR4/6 

2. 浅黄橙色漆喰層lOYRS/4 

3. 褐色土層10YR4/4(炭化物・焼土多く含む）

4. 褐色粘質土層 7・5YR4/4

（炭化物多量に含む）

5. 黒褐色砂質土層 2・5Y3/2 

。

cmを測る。外面体部には梅花地文に松・竹文、見込みに

は牡丹文を描く。高台は蛇ノ目凹型高台になっており、

高台内には「富貴長春」の銘が見られる。 11は、瑠璃釉

輪花鉢である。口径（推） 9.8cm、器高7.0cm、高台径6.0

cmを測る。内外面共に瑠璃釉が掛けられている。高台畳

付は無釉である。 7・10は各 2個体ずつ出土した。 1 . 

4・7・10・11は大橋康二氏の編年IV期、 3・6・8・

13はV期に属する。 2は、肥前系染付六角小鉢である。

高台径（推） 5.2cmを測る。外面体部には亀文・花文、高

台際には宝文が描かれている。高台畳付は無釉である。

5は、産地不明赤絵碗である。口径（推）8.8cm、器高4.95

cm、高台径3.4cmを測る。外面体部には花丼文が描かれて

いる。中国製赤絵を模していると思われる。高台畳付は

O.P.=19.400m 無釉である。 9は、産地不明染付輪花猪口である。口径

（推） 9.0cm、器高6.2cm、高台径3.8cmを測る。外面体部

には花文が描かれている。高台畳付は無釉であるロクロ

成形後に口縁部をカットしている。これは 3個体出土し
(!) 

た。 12は、紀州男山焼碗である。口径（推） 7.9cm、器高

6.4cm、高台径4.0cmを測る。高台内には呉須により「南

lm 

第106図 S Yl5遺構図

/） 

O.P.=19.400m 

1. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/4 

2. 灰黄色粘質土層 2・5Y7/2

3. 浅黄色砂質土層 2・5Y7/4

4. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 

゜
lm 

第107図 S Yl8遺構図

紀男山」と描かれている。高台畳付は無釉である。男山

焼は、文政頃 (1818-1830) に和歌山県有田郡広川町広

と、広八幡宮裏地で焼かれた藩窯である。明治11年(1878

年）に廃業した。 14は、瀬戸・美濃焼碗である。口径（推）

11.4cm、器高6.3cm、高台径（推） 4.2cmを測る。外面体

部には、海浜風景文が描かれている。 15は、萩焼小碗で

ある。口径7.6cm、器高4.9cm、高台径3.5cmを測る。内面

は藁灰釉、外面は長石釉の上に、鉄釉を横方向に施した

ピラ掛けが施されている。高台は渦巻き状高台になって

いる。楢崎彰ー氏（楢崎1990年）の分類小碗VII類V期に

属する。 16-18・22-24は、伊賀・ 信楽焼である。 16は、

水注である。口径（推） 6.6cm、器高5.0cm、高台径8.1cm

を測る。内外面共に、鉄釉が施されている。口縁蓋受部

と体部外面下半部から高台にかけては無釉である。高台

畳付には墨書により、「口上口」と書かれている。 17・18

は土鍋蓋である。 17は、口径（推） 17.5cm、器高4.0cm、

つまみ径4.8cmを測る。内外面共に口縁部を除いた部分

に、橙色の化粧土を塗り、その上から藁灰釉を掛けてい

る。外面は、橙色の化粧土と藁灰釉の間に、イッチン掛
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S=l/2 

けにより文様を描いている。内面は灰釉が施されている。 18は口径19.9cm、器

高4.7cm、つまみ径4.8cmを測る。外面体部は、蛇ノ目状にトビカンナが施され、

その上下には鉄釉が薄く施されている。その上からイッチン掛けにより文様が

描かれ、一部には緑釉が施されている。内面は口縁部を残して、灰釉を施して

いる。 24は、カンテラである。口径5.0cm、器高4.2cm、高台径4.6cmを測る。内

外面共に灰釉が施され、口縁部と高台は無釉である。体部は全体的に煤が付着

第109図 S EOl出土遺物 (2) し、注口部には灯芯痕が残る。 22・23は、灯明皿である。 22は、口径6.2cm、器

高1.1cm、底径2.9cmを測る。外面口縁部から内面底部には、灰釉が施されている。 23は、口径10.6cm、器高

2.3cm、底径3.3cmを測る。外面口縁部から内面底部には、灰釉が施されている。内面には、二本の沈線と三

点の目痕が見られる。口縁部には、灯芯痕が見られる。 19は、柿釉灯明皿である。口径6.6cm、器高1.3cmを

測る。内面底部から外面口縁部にかけて透明釉が施されている。外面底部には、右回転糸切痕が見られる。

ロ縁部には灯芯痕が見られる。 20は、柿釉灯明受皿である。口径6.8cm、器高1.2cmを測る。外面口縁部から

内面に掛けて、透明釉が施されている。外面底部には、右回転糸切痕が見られる。口縁部には、煤が付着し

ている。 21は、土師質土器灯明皿である。口径6.8cm、器高1.5cmを測る。内面はナデ調整、外面は指頭調整、

ロ縁部はヨコナデ調整が施されている。口縁部には灯芯痕が見られる。川口宏海氏の分類 IT・1型式A類

に属する。 25は、丹波焼徳利である。底径8.9cmを測る。外面は塗土が施され、内面は無釉である。

第110図ー 1は、肥前磁器染付水注である。縦5.5cm、横7.55cm、高さ2.9cm、厚さ0.3cmを測る。上面の文

様は型押しされ、呉須と鉄釉によって彩色されている。側面角はヘラによる面取りがされている。上面にあ

る2つの穴は、成形後に空けられている。底部は露胎で、布目が残る。片側面が無釉であることから、焼成

時は側面を下にして焼成されていたことがわかる。上面文様は菅原道真か。 2-4は、ミニチュア土製品で

ある。 2は、相撲取人形である。高さ6.5cm、幅3.3cm、厚さ1.45cmを測る。合わせ型による成型で、つなぎ

目をヘラケズリにしている。全面に雲母が見られる。 3は、独楽である。高さ、幅共に3.5cm、厚さ0.9cmを

測る。型造りによる成型で、側面はヘラケズリされていない。全面に雲母が見られる。 4は、箱庭道具であ

る。縦2.9cm、横3.6cm、厚さ0.65cmを測る。型造りによる成型で、上部のみヘラケズリを施している。全面

に雲母が見られる。宇治の平等院か。 5は、京都粟田焼涼炉である。口径12.2cm、器高13.3cmを測る。胎土

は淡黄色2.5Y8/3を呈する。また、ここからは、同じ製品ではないが、別個体の涼炉が出土している。その

涼炉の胎土は黄味白色2.5Y9.0/2.0を呈している。外面は右回転ナデ調整。体部下半部に、楕円形の窓を有

す。口唇は内に突出し、突出部上に小突起を有している。小突起はハリッケ後にヘラケズリを施している。

内面底部は、ハリッケ後にヘラナデ調整を施す。外面底部には板状の 3足を有している。足は、ハリッケ後

にヘラケズリが施されている。体部には、「粟田」・「錦光山」の二つの印が押されている。粟田焼は、京都粟

田（東山区）付近で焼かれた陶器の総称である。「錦光山」は粟田焼陶家の旧家の一つである。粟田口に窯を

築いたのは正保年間 (1644-1615年）で、「錦光山」の名を用いるようになるのは元禄年間 (1688-1704年）

からである。

出土遺物から概観すると 18世紀末-19世紀末と考えられる。 III-3 b期に属する。

S Y15 

S Yl5 (第106図・図版38)は、 SB01の裏手に位置する水琴窟である。掘形の直径0.46m、深さ0.29mを

測る。明石焼播鉢を逆さにして水琴窟として利用している。上面には漆喰が見られる。 SB01の裏手に位置

する。
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第llO図ー 7は、明石焼揺鉢である。口径30.8cm、器高12.9cm、底径15.4cmを測る。外面は口縁部外縁帯直

下より底部にかけて、正位で右回転（逆位でロクロ左回転）のヘラケズリが施されている。内面口縁部には、

回転ナデが施されている。口縁部付近にまで及んだ揺目を回転ナデによって消している。内面体部の播目は

13本単位で右回りに施されている。内面見込みの播目は、 8本単位である。見込みの播目は放射状で、中央

に、直径1.6cmの穿孔を施している。白神典之氏の分類II型式に属する。

出土遺物から概観すると 18世紀後半-19世紀初頭と考えられる。 III-3 a期に属する。

S Y18 

S Yl8 (第107図・図版38) もSYl5と同様で、 SB01の裏手に位置する水琴窟である。掘形の直径0.51

m、深さ0.27mを測る。丹波焼の徳利を逆さにして水琴窟として利用している。 SYl5より東側に位置して

おり、前述したように、 SB01はSYl8が設けられた19世紀前半頃に裏側（東側） 1間分を建て増した可能

性がある。

第llO図ー 6は、丹波焼徳利である。底径8.6cmを測る。外面体部には、鉄釉が施されている。底部には直

径6.5cmの穿孔が施されている。もとはもう少し小さな穴であった可能性もある。

出土遺物から概観すると 19世紀前半～中頃と考えられる。 III-3 b期に属する。

5. まとめ

今回のこの調査区では 3面の遺構面を確認した。第 3次面は15世紀中頃-16世紀後半、第 2次面は18世紀

前半～後半、第 1次面は19世紀前半～近代の時期と考えられる。第 3次面では I期の伊丹城期から II期の有

岡城期 (15世紀中頃-16世紀後半）にかけての溝を検出した。 SD06は、本調査区北側のB-1-3区でも

確認されており、今回の調査区でその溝の南端が分かった。また、 SD07はSD06を切っており、 SD06を

埋めた後に掘られたと思われる。 SD07につながる SD08は、上層の遺構に潰されており、はっきりとは確

認できなかったが、南側で調査した B-2-2区で検出された SDl5へと続くものと思われる。この SD08、

S B06の礎石列、現行道路の主軸方位のずれによって、 18世紀中頃を境に 4゚ 前後の地割りの変化があったこ

とが分かった。第 3次面調査区中央から検出した焼土処理土壊SK222は、 18世紀後半から19世紀初頭にかけ

ての遺構であるが、この時期の火事は文献では見られず、今回の調査によってこの辺りに18世紀後半から19

世紀初頭の間に火事があったことがわかった。この焼土処理土塘SK222の真上からは道路遺構SXllを検出

した。この道路は文化年間 (1804-1818)成立の、『文化改正伊丹之図』（第218図）に記されている、鍵形に

折れる道路に相当するのではないかと思われる。上層遺構によって潰されており、道路幅は正確にはわから

ないが、 1間 (1.9 m)程であったと想定される。この道路の下面の SK222と上面遺構の年代により、 19世

紀初～前半の間だけ存在していた道であると思われる。この SXll直上の SEOlからは、男山焼碗や、粟田

焼涼炉などの伊丹では珍しい製品が出土した。この井戸を使用していた人々の性格が伺われる出土遺物であ

る。建物については SBOl以外のものは復元には至らず、途中17世紀代の建物については明瞭な遺構を検出

することができなかった。この様に、この調査区では伊丹城期から、近代にかけての遺構を確認することが

できた。

註

(1) 肥前系磁器を生産していた。

(2) 加藤唐九郎編『原色陶器大辞典』淡交社、 1972年。
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第 6節第63次調査B-5区

B-5区は、猪名野神社参道西側、 B-1-4区と B-2-2区の間に位置する。『天保十五年 (1844)伊

丹郷町絵図』（第212図）によると、「北少路村」にあたり、『元禄七年 (1694)柳沢吉保領伊丹郷町絵図』（第

212図）には、町代佐兵衛の南側の畑地に比定する。調査面積は112m'である。

1. 基本層序

遺構面は 4面検出した。地山直上に、部分的に地山に似た黄褐色粘質土層が 5cm程度堆積し（第112図第10

層現地表面より 60cm下）、そこからは 7世紀後半-8世紀前半頃の遺物が出土した。その上には、第 4次遺構

面のオリーブ褐色粘質土層（第112図第 7層現地表面より 42cm下）、その上層には、第 2次遺構面の褐色粘質

土層（第112図第 3 層•第57層現地表面より 28cm下）、さらにその上には、整地層（第112図第 2 層現地表面よ

り15cm下）、第 1次面の三和土（第112図第 1層現地表面より 10cm下）が見られる。

2. 第 4次面の遺構と遺物

第 4次面では調査区中央付近より、多くの柱穴を検出した。建物は復元できなかったが、みんな直径 4-5

cm、深さ25-40cm位の大きさのもので、一様に黄褐色砂質土の埋土をもつ。さらに、その一つの柱穴から16

世紀代の土師質土器皿が出土し、この時代に掘立柱建物が存在していたと考えられる。また、調査区東側で

は、南北に多数連なる柵列と考えられる遺構を検出した (SAOl)。これは、街区の背割線上に当たり、屋敷

境の柵列と考えられる。調査区中央から西側は、 17世紀代の廃棄土壊が多く検出した。さらに、 SKl52から

は、奈良時代の須恵器甕小片が出土した。

S A01 

S AOlは、調査区東端に位置する（第113図・図版44)。直径0.2-0.4m、深さ0.05-0.lmの柱穴が 1m間

隔で南北に並んでいる。遺物は出土しなかったが、埋土は一様にオリーブ褐色砂質土を呈する。この土層は、

まわりの調査結果から、 16世紀末-17世紀後半のものとわかっており、これもそのころの遺構であろう。 III

-1 b期-III-2a期に属する。

SK  175 

S Kl75は、調査区南側より検出した（表 1)。平面形は長方形を呈し、長辺2.12m、短辺1.36m、深さ0.44

mを測る。

第114図ー 1は、肥前白磁猪口である。口径7.4cm、器高 5cm、高台径 4cmを測る。端反型の口縁である。

高台畳付は露胎である。 2は、唐津系陶器呉器手碗である。口径9.4cm、器高6.6cm、高台径4.6cmを測る。全

体的に施釉されているが、高台畳付は露胎である。大橋康二氏の編年（大橋1989年）で、 1はIV期、 2はIII

期に属する。 3は、土師質土器焙烙である。口径29.4cmを測る。口縁部と底部が直立するタイプである。調

整は、口縁部内外面はヨコナデ調整、内面底部にはナデ調整を施し、外面底部は未調整である。外面全体に

煤が付着している。難波洋三氏の分類（難波1992年） E類に属する。

出土遺物を概観すると、 17世紀後半～末と考えられる。 III-2 a期に属する。

3. 第 3次面の遺構と遺物

第 3次面では、建物に直接つながる礎石などは検出できなかった。しかし、中央部と東側で竃を検出し、
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1. 黄褐色土層 2・5Y5/4 

2. 褐色土層lOYR4/6 

3. 褐色土層lOYR4/4 (炭化物、 2 cm大の礫多量に含む）

4. にぶい黄褐色粘質土層lOYR4/3 

5. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 (焼士、炭化物多量に含む）

6. 褐色粘質土層lOYR4/4 

7. オリープ褐色粘質士層 2・5Y 4/6 

8. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 

9. にぶい黄橙色砂質土層lOYR6/4 

10. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

11. 褐色粘質士層lOYR4/6 

12. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 (炭化物多量に含む）

13. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/4 

14. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 

15. にぶい黄色砂質士層 2・5Y6/4 (1 -3 cm大の礫多量に含む）

16. 褐色粘質土層lOYR4/4 

17. にぷい黄褐色粘質土層lOYR5/4 

18. オリープ褐色粘質士層 2・5Y 4/3 

19. にぶい黄褐色粘質土層lOYR4/3 

20. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/3 (2 -5 cm大の礫多醤に含む）

21. オリープ褐色粘質士層 2・5Y4/4 (0.5-5cm大の礫多量に含む）

22. にぶい黄褐色粘質土層lOYR4/3 

23. 褐色粘質土層lOYR4/4 

24. にぶい黄色砂質士層 2・5Y6/4 

25. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

26. 暗褐色粘質土層lOYR3/3 

27. 灰黄褐色粘質士層lOYR4/2 

28. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/ 4 (1 cm大の礫多量に含む）

29. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 

30. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/6 

31. 褐色粘質士層lOYR4/4 

32. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/4 

33. 暗褐色粘質土層10YR3/3(1-3cm大の礫多量に含む）

34. 暗オリープ褐色粘質士層 2・5Y3/3 

35. オリープ褐色粘質士層 2・5Y 4/3 

36. 黄褐色砂質士層 2・5Y5/4 

37. にぶい黄褐色粘質土層lOYR4/3 (炭化物多量に含む）

38. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/3 

39. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4 

40. にぶい黄褐色砂質土層10YR5/4

41. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 (1 -4 cm大の礫多量に含む）

42. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 (1 -4 cm大の礫多量に含む）

43. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 (1 -2 cm大の礫多量に含む）

44. 明黄褐色粘質土層10YR6/8(1-3cm大の礫多量に含む）

45. 暗褐色粘質土層lOYR3/4 

46. オリープ褐色粘質士層 2・5Y4/6

47. 褐色粘質土層10YR4/4(1-3cm大の礫多量に含む）

48. にぶい黄褐色枯質土層lOYR4/3 

49. オリープ褐色粘質士層 2・5Y 4/4 

50. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/3 

51. 暗オリープ褐色粘質土層 2・5Y3/3 

52. オリーブ褐色枯質土層 2・5Y4/6

53. 褐色粘質土層lOYR4/6 

54. 灰黄褐色粘質土層lOYR4/2 

55. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/4 

56. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4 

57. 褐色粘質土層lOYR4/4 

58. 黒褐色粘質土層 2・5Y3/l 

59. 暗オリープ褐色砂質土層 2・5Y3/3 

60. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 

61. 褐色枯質土層lOYR4/4 

62. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/4 

63. オリープ褐色土層 2・5Y4/6

64. 灰オリープ色粘土層 7・5Y5/3 

65. 表土

゜
1: 60 4m 

第112図 B-5区北壁・西壁土層図

建物の存在が考えられる。検出した竃SVOlは、 B-2-2区で検出した SV697の残り部分であり、これで

竃全体を掴むことかできた。また、その北側では SV04を検出したが、 SVOlよりは時代が新しく、規模も

小さい。さらに、北西部に検出した SD07・08や、中央付近に位置する SDlOは埋土などから耕作用溝と思

われる。その他に、屋敷境の溝や池などが出土した。

S V 03• 05 

S V03・05は、調査区中央北側に位置する（第115図・図版44)。どちらの竃も上面の遺構に撹乱されてお
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り、正確にとらえることができなかった。 SV03の大き

さは、平面形は半円形を呈し、検出長0.58m、深さ0.24

m、を測る。 SV05は、平面形は不整形を呈し、検出長

0.37m、深さ0.24mを測る。どちらも出土遺物から同時

期のものと考えられ、位置的にも近く、また、焚口も S

V03は南側、 SV05は西側と思われ、同時期に使用され
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第113図 SAOl遺構図

ていたと考えられる。さらに、今回は残存部がわずかなため、遺構図を載せていないが、これらの東側より

竃を検出した (SV06-08)。出土遺物から18世紀後半と考えられ、 SV03・05よりは一時期古い竃であるこ

とがわかった。おそらく、 SV07・08は 2甚 l組の竃と思われるが、 SV06は同時期に使用していたかは不

明である。

第122図ー 3は、肥前白磁器碗である。高台径 4cmを測る。高台が低く、体部は湾曲が強い。また、高台畳

付は露胎で離れ砂が付着している。大橋康二氏の編年IV期に属する。これは、 SV03の出土遺物である。

出土遺物を概観すると、 18世紀末と考えられ、 III-3 a期に属する遺構である。

S V02 

S V02は、調査区北壁付近中央部に位置する（第116図・図版44)。 2基 1組の半地下式竃である。北側の

燃焼室の大きさは、直径0.56m、深さ0.25m、南側は直径0.54m、深さ0.2mを測る。燃焼壁には薄く粘土が

張られている。また、これらの西側の SX119は、これらにともなう焚口である。この竃は SV06-08を切っ

て作られており、作り替えられたと思われる。

第122図ー 1は、堺焼揺鉢である。口縁部のつくりは、外縁帯の幅が広くて張りも大きい。また、外面は、

ロ縁部外縁帯やや下まで、回転ヘラケズリが施されている。内面の播目は 9本単位である。小片で検討しに

くいが、白神典之氏の分類（白神1990年） I類に属する。 2は、軒平瓦である。全長（残） 6.25cm、瓦当部

高3.9cm、文様区幅2.2cm、周縁上部幅0.7cm、左側縁幅5.5cm、顎下部厚1.4cmを測る。調整は、瓦当周縁部は

ヘラナデ調整、顎下部・瓦当裏面はナデ調整を施し、平瓦部凹部は縁をナデ調整、凸部は未調整である。文

様は、第 1唐草と子葉の端部が太<y状に開いているタイプのものである。また、瓦当面には雲母が付着し

ている。

出土遺物を概観すると、 18世紀後半-19世紀初頭と考えられ、 III-3 a期に属する遺構である。

S X 119 

S X119は、 SV02の西側隣りに位置する（第116図・図版44)。SV02の焚口部である。平面形は不整形を

呈し、検出長さ2.16m、幅1.2m、深さ0.3mを測る。

第123図ー 6は、土師質士器皿である。口径9.4cm、器高2.7cmを測る。胎土は淡黄色2.5YR8/3を呈し、体

部は厚手で、体部の張りが強い。手ずくね成形で、調整は、口縁部内外面はヨコナデ調整、内面はナデ調整

を施し、外面底部には指頭圧痕がみられる。また、口縁部に灯芯痕がみられることから、灯明皿として使用

していたと思われる。 IT (伊丹郷町期）・ 2型式B類に属する。 7は、肥前磁器染付碗である。口径10.2

cm、器高4.6cm、高台径3.6cmを測る。体部は半球型で、高台が低い丸碗タイプのものである。また、全体的

に体部は黒帯びている。外面の文様は竹・梅文である。高台畳付は露胎である。 8は、肥前磁器青磁鉢であ

る。口径16.2cm、器高6.9cm、高台径9.6cmを測る。高台は、蛇ノ目凹型高台で、少し離れ砂が付着している。

大橋康二氏の編年では、 7はIV期、 8はV期に属する。

出土遺物を概観すると、 18世紀後半-19世紀初頭と考えられる。 III-3 a期に属する遺構である。
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第115図 S V03・05遺構図

S E02 

S E02は、調査区南壁沿い中央に位置する （第117図・図版44)。平面形は円形を呈し、直径1.02mを測る。

素掘りの井戸で、第 4層と第 6層では鉄分が沈着していたため湧水層と思われる。 この井戸は、上部が撹乱

されていたため、上面で検出できなかった。 また、遺構の年代観から後述する調査区南側に位置する B-2

-2区から延びる建物に伴うものと考えられる。

第122図ー 4は、磁器赤絵碗である。 ロ径9.2cm、器高4.8cm、高台径2.5cmを測る。文様は、ぼけの花か？

赤色顔料で描かれており、枝は鉄釉・緑釉が、尊には金色顔料が施されている。産地は不明である。 5・6 

は、瀬戸・美濃焼磁器である。 5は、銅版摺絵染付湯飲である。 ロ径6.6cm、器高6.4cm、高台径3.7cmを測

る。外面の文様は、丸文に草花文が描かれている。高台畳付は露胎である。 6は、仏飯具である。 ロ径 7cm、

器高 6cm、底径4.8cmを測る。首部が細長く、 ロ縁部が広くて浅い。外面全体に瑠璃釉、内面は透明釉が施さ

れ、底部は無釉である。 7は、信楽焼銅緑釉御神酒徳利である。 ロ径1.5cm、器高8.9cm、底径2.9cmを測る。

胴上部が張り胴下部が狭くなっている瓶子型徳利である。底部は無釉である。 8は、軒桟瓦である。全長（残）

9.3cm、下弧幅24.5cm、右周縁部幅6.2cm、下周縁部幅0.5cm、瓦当部高3.9cm、文様区幅2.4cm、顎下部厚1.5

cmを測る。調整は、瓦当面はヘラケズリ調整、瓦当部と平瓦部の接合部はナデ調整を施している。また、平

瓦部凸部と凹部は未調整である。文様は、中心飾りは三ツ巴文で尾部は短い。第一唐草は先端部がY状に開

き、第二唐草は芽状の突起を持つ。瓦当面には雲母が付着している。

出土遺物を概観すると、 19世紀中頃-19世紀末と考えられる。 III-3 b期からIV期に属する。
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1. オリープ褐色士層 2・5Y4/6

2. 褐色土層10YR4/4

3. にぶい黄褐色粘質士層lOYR5/3 

4. 褐色砂質土層lOYR4/6 

5. 暗褐色砂質士層lOYR3/3 

6. 明黄褐色土層 2・5Y6/6 

7. 明褐色土層 7・5Y R5/8 

8. 明褐色粘質士層 7・5Y R5/6 

9. 浅黄橙色砂質士層 7・5Y R8/4 

10. 褐色粘質土層 7・5YR4/6 ゜
lm 

第116図 SV02・SX119遺構図

S D04 

S D04は、調査区北西隅に位置し、 SD05に通じる溝である（第118図）。検出長 9m、幅0.32m、深さ0.06

mを測る。東側は SD05に通じるが、西側は調査区外にまだ延びると考えられる。 また、後に述べるがSD

05はSD06とつながり、 これらは地割溝と考えられる。

第122図ー 9は、土師質士器焙烙である。胎土は橙色7.5YR7/6を呈する。口縁部と体部がやや直立するタ

イプのものである。底部型作りで、外面に指頭圧痕がみられ軽くナデを施している。

コナデ調整である。外面には煤が付着している。難波洋三氏の分類E類である。

出土遺物を概観すると、 17世紀後半と考えられる。 III-2 a期に属する。

S D05 

また、内面の調整はヨ

S D05は、調査区西側に位置する （第119図・図版45)。南北に延びる溝で、調査区外に延びると思われる。

検出長5.2m、幅0.4m、深さ0.13mを測る。 この溝の南が東西に延びる SD06と接する。『元禄七年 (1694)

柳沢吉保領伊丹郷町絵図』（第212図） の町代佐兵衛の屋敷東端ラインと一致し、地割溝であることが判明し

-119-



m
 ゜゚

3
 指-＿ 

-

5

 ロ_S 

s
 

1. 褐色土層lOYR4/4 

2. 橙色粘質士層 7・5Y R6/8 

3. にぶい黄橙色砂礫層lOYR6/4 

た。また、その地割は現代まで変わっていな

い。さらに、これの埋土から焼土が検出し、

出土遺物の年代観から、元禄12年 (1699) も

しくは元禄15年 (1702)大火災の際の痕では

ないかと考えられる。

第122図ー10は、肥前磁器色絵碗である。高

台径4.6cmを測る。体部は薄手で、やや黒帯び

ているが丁寧に作られている。外面の文様は

草花文が描かれ、鮮明である。 11は、唐津焼

皿である。高台径4.4cmを測る。外面底部は無
(5-15cmの礫多く含む）

4. 暗褐色砂礫層lOYR3/3 (湧水層） 利］で、内面には灰釉が掛けられている。また、

5. 黄褐色砂礫層lOYR5/6 

(10-30cmの礫多く含む）

6. にぶい黄褐色砂礫層lOYR4/3 

（湧水層）

7. 黄褐色粘土層 2・5Y5/6 

8. 明黄褐色砂礫層 2・5Y7/6

見込みは蛇ノ目釉ハギを施し、その内と高台

畳付に砂目痕がみられる。大橋康二氏の編年

では、 10はIII期、 11はIV期に属する。

出土遺物を概観すると、 17世紀後半-17世

紀末頃と考えられ、 III-2 a期に属する遺構

゜
2m である。

第117図 S EOZ遺構図

_N 

下：
O.P.=19.300m 

s 

疇誓ー、

第118図 S D04遺構図

SK  134 

S Kl34は、調査区南束隅に位置する（第120

図）。平面形は不整形を呈し、長さ1.5m、幅1.4m、深さ0.62mを測る。焼土処理

土壊である。この調査区内は建物の存在がみられないため、東側か西側の建物が

火災に遭いここに処理したと思われる。また、出土遺物の年代観から、元禄12年

(1699) もしくは元禄15年 (1702)大火災の際の処理土壊と思われる。

第122図ー12・13は、肥前磁器である。 12は、染付猪口である。口径6.4cm、器

高4.5cm、高台径1.6cmを測る。体部がラッパ状に開き、口縁部が外へ反っている。

外面の文様は草花文で、高台畳付は露胎である。 13は、染付皿である。口径13.8

cm、器高3.8cm、高台径4.4cmを測る。体部が大きく外へ張り出す浅皿タイプであ

1. にぶい黄褐色土層lOYR5/4 る。内面に唐草文が描かれ、見込みには蛇ノ目釉ハギを施している。高台は無釉
0 50cm と一 である。 12・13ともに、大橋康二氏の編年III期に属する。 14-16は、土師質土器

である。 14・15は、焼塩壷と蓋である。 14蓋は、口径6.2cm、器高 2cmを測る。粘

土円盤をつくり、口縁部外面にヨコナデ調整を施し、外面上部には若干であるが指頭圧痕がみられる。内面

は指頭圧調整後、ヨコナデしている。 15は、口径5.6cm、器高 8cm、底径3.7cmを測る。成形は、粘土紐輪積

みで、調整は、口縁部内外面はヨコナデ調整、外面体部から底部にかけて指頭圧痕がみられる。また、内面

底部は芯棒による凹みと思われるものが見られる。両角まり氏の分類（両角1990年） B-g—ヌ類に属する。

16は、焙烙である。口径25.4cmを測る。胎土は橙色7.5YR7/6を呈する。口縁端部は内面にやや傾き、体部

と底部の境目付近の張りが強い。調整は、口縁部内外面はヨコナデ調整、内面底部はナデ調整を施し、外面

底部は型作り成形で、離れ砂痕が残る。難波洋三氏の分類E類に属する。 17は、信楽焼揺鉢である。底径16.4

cmを測る。外面は丁寧に回転ヘラケズリを施し、口縁部から内面にかけて鉄化粧がみられる。内面体部の揺
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目は 6本単位で、見込みは円形に施している。ロクロは左回転

である。

第123図ー 1は、丹波焼甕である。口径19.6cm、器高25.6cm、

底径15.2cmを測る。口縁端部は平垣で、断面がT字形を呈する。

口縁部から外面全体に鉄釉が掛けられ、内面は塗土が施されて

いる。外面底部は無釉である。また、肩部には不遊環が張り付

けされている。

出土遺物を概観すると、 17世紀後半と考えられる。 III-2 a 

期に属する。

S X 132 

S Xl32は、調査区東側でSKl34を切って作られた池状遺構

である（第121図・図版45)。平面形は不整形を呈し、長さ3.1

m、幅1.7m、深さ0.62mを測る。周囲を10-30cm大の石を 2段

積み、その隙間に小石を嵌めていた。

第123図ー 2は、肥前磁器染付碗である。口径9.4cm、器高 5

cm、高台径3.4cmを測る。器形は高台が低く半球形の小碗であ

る。内外面に氷裂文が描かれている。高台畳付は露胎である。

3は、丹波焼鉢である。口径13cm、器高6.9cm、底径10.2cmを測

る。口縁部から外面体部にかけて灰釉されている。 4は、左巻

き三ツ巴文軒丸瓦である。全長（残） 6.3cm、瓦当部径14cm、文

様区径10.2cm、内区径9.2cm、周縁部幅1.8cmを測る。調整は、

周縁部は周縁に沿ってナデ調整、瓦当裏

(J)~ 

E W 

琴

1. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 

0 lm 
し、""如,,..,,,.....J

第119図 S D05遺構図

面はナデ調整、瓦当裏面周縁部は周縁に

沿ってナデ調整を施している。さらに、

瓦当部と丸瓦部の接合部は丁寧なナデ調

整がみられ、丸瓦部凸部は縦方向にヘラ

ミガキ調整、丸瓦部凹部には布目痕がみ

られる。瓦当面には雲母が付着している。

5は、土師質土器焙烙である。口径30.8

cmを測る。口縁部と底部が直立するタイ

プのものである。口縁部内外面はヨコナ

デ調整、内面底部はナデ調整を施し、外

面底部は型作りで未調整である。難波洋

三氏の分類E類に属する。

出土遺物を概観すると、 17世紀末-18

世紀前半と考えられる。 III-2 a期に属

する。

ー~ 
E
 

1. 暗褐色土層lOYR3/3 
（焼土、炭化物多量に含む） ° 

O.P.= 
19.300m 
w 

50cm 

第120図 S Kl34遺物出土状況（部分）
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1. 灰褐色粘質土層 5Y4/2 (8-ZOcm大の礫多く含む）

2. 暗褐色砂質土層10YR3/4
3. 黄褐色砂質土層lOYRS/6 
4. 黒褐色士層 7・5YZ/2 
5. 灰黄褐色粘質土層lOYR4/2 
6. 褐色土層lOYR4/6 (炭化物多く含む）

゜
第121図 S X132遺構図

4. 第 2次面の遺構と遺物

第 2次面は、北壁より南へ7.5m付近、すなわ

ち第 3次面の SD06のあたりまで、井戸や多く

の廃棄土塘を検出し、この辺りは裏庭だったと

思われる。 18世紀後半-19世紀前半の遺構を中

心に検出した。その他に、南側で検出した SD

01・02内に、 5-10cm程のぐり石が出土し、こ

の溝状遺構内に集石遺構SS54・79・196を検出

した。 SS54とSS79はそれぞれ 5m (2間半）

の間隔であり、柱位置の根石と考えられる。そ

れらは、建物の壁の基礎地業と考えられる。こ

の基礎は地割から、南側の建物の北端部 (B-

2-2区）と思われる。また、出土遺物から本

来は第 1次面に属すると考えられる。

S E01 

S EOlは、調査区北東隅に位置する（第124

図・図版45)。平面形は楕円形を呈し、長さ1.7 

m、幅1.4m、深さ4.9mを測る。素掘りの井戸

である。上層の埋土に焼土や炭化物土（第 2. 

4・6・9・10層）が堆積する。この中の出土

遺物の年代観が18世紀後半で、この頃この辺り

2m で火災があり、その際に埋め戻されたと思われ

J る。

第125図ー 1・2は、肥前磁器染付碗である。

1は、口径10.4cm、器高5.6cm、高台径4.1cmを測る。全体的に厚手で粗製のいわゆる「くらわんか手」と呼

ばれるものである。呉須の発色も悪い。文様は草花文が描かれ、一部鉄釉を施している。高台畳付は露胎で

砂が付着している。また、高台内には「成化年製」の銘がみられる。 2は、口径10.4cm、器高5.1cm、高台径

4.9cmを測る。全体的に薄手で、呉須の発色も良好だが、滲んでいるようになっている。文様は竹文である。

高台畳付は露胎である。 1・2ともに大橋康二氏の編年IV期に属する。 3は、堺焼揺鉢である。口径28.6cm、

器高11.1cm、底径14cmを測る。口縁部の端部の内面にわずかな凸帯を施し、外面にもやや弱い凹帯がみられ

る。外面の調整は、回転ヘラケズリを底部際から口縁部外縁帯やや下まで施している。内面の揺目は11本単

位で、ロクロは右回転である。白神典之氏の分類 I類に属する。 4は、黒色粘板岩製硯である。幅6.7cm、厚

さ1.1cmを測る。上部しか残っていないが、ムコウノクリ・ウミ （海）が丁寧に作られている。また、体部に

は刃物傷のようなものがみられ、砥石として転用されたと思われる。産地は不明である。 5は、瓦質土器鉢

である。方形の鉢で、長辺14.lcm、短辺11.8cm、器高 8cmを測る。粘土板ハリッケ成形で、その後ナデ調整

をかる＜施している。さらに、別に成形した表面をハリッケし、ヘラで模様を施している。また、繋目には

指頭圧痕がみられる。底部に離れ砂が付着する。底部に直径1.5cm位の穴を開けていることから、植木鉢とし

て使用していたと思われる。 6は、瀬戸・美濃焼灰釉緑釉流し陰刻流水文水甕である。口径28.3cm、器高15.3
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cm、高台径29.2cmを測る。口縁端部は内傾する。高台畳付はやや広く、外側に丸みがある。藤澤良祐氏の本

業焼編年III段階10期に属する。これは、その他の遺物に比べると時期がことなり、上層からの混入遺物と思

われる。

第126図ー 1は、丹波焼壷である。口径12cmを測る。首部はやや直立気味になっており、口縁部外面から体

部にかけて自然釉が施されている。 16世紀中頃のもので伝世品と思われる。

こ 10cm 

゜
10cm 

~✓- ご゚`(/ 
＼ 

~ り:

二、ロ
15 

℃ ク

゜

~:-.... 

~."' 
-~......__ /l 

｀ヽ` ヽ ノ
‘ヽ、 ‘`ヽ、

'"-ヽ． ·、 \、 /~
20cm'¥. ' 

'-一・'
／ 

第122図 SV 02 (1・2)・S V 03 (3)・S E 02 (4 -8)・S D 04 (9)・ 

S D05 (10・11)・S Kl34 (12-17) 出土遺物
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第123図 S Kl34 (1)・S Xl32 (2 -5)・S Xll9 (6 -8)出土遺物

以上の出土遺物は下層部のもので、 18世紀前半から中頃の年代観と考えられる。

第126図ー 2-4は、肥前磁器である。 2は、染付仏飯具である。口径6.8cm、器高5.8cm、底径 4cmを測

る。外面の文様は半菊文が描かれており、底部は無釉である。 3は、染付蓋である。口径10.2cm、器高2.8

cm、つまみ径4.4cmを測る。体部はやや薄手である。呉須の発色は良好で、文様も丁寧に描かれている。外面

に草花文と蝶文、内面口縁部には四方欅文、内面に花文がみられる。また、つまみ内に二重方形枠内に渦福

の銘が描かれている。 4は、染付皿である。口径10cm、器高3.6cm、高台径7.45cmを測る。呉須の発色も良好

で、非常に丁寧に細かい文様を描いている。内面の文様は唐草文・草花文がみられ、外面は連続唐草文であ

る。 2 -4は、大橋康二氏の編年IV期に属する。 5・6は、 ミニチュア土製品である。 5は、残存高4.9cm、

最大幅5.6cmを測る。長い振り袖の着物を着、後ろに垂らした帯を締め、両手を膝おいて正座している婦人像

である。合わせ型成形で、合せ目をヘラケズリを施し、帯部に朱釉の痕がみられる。また、底部には、直径

1.4cm、深さ 4cmの穿孔がある。 6は、残存高7.5cm、最大幅4.4cmを測る。着物のうえに打掛を着、左手で着

物の裾をもち、右手を添えている女性立像である。合わせ型成形で、合せ目を丁寧にヘラケズリを施してい

る。底部には直径1.5cm、深さ5.5cmの穿孔がある。 7は、一銭である。直径2.2cm、厚さ0.2cmを測る。この

遺物は、他のものにくらべると新しく混入と思われる。 8は、丸瓦である。全長（残） 12.5cm、高さ6.5cm、
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玉縁部幅12.5cm、厚さ 2cmを測

る。調整は、丸瓦部凸部は縦方

向にヘラミガキ調整、前端部と

玉縁部凸面はヨコナデ調整。丸

瓦部凹面には布目痕がみられ、

その上から縦方向に叩板調整を

施している。玉縁部凹部にも布

目痕がみられる。玉縁部先端部

と丸瓦部側縁は、ヘラケズリに

より面取りを施している。

以上の遺物は、上層に堆積し

ていた炭化物層からの出土遺物

である。出土遺物を概観すると、

18世紀前半-19世紀初頭と考え

られる。また、上層の炭化物土

とともに出土した遺物の年代観

から、 18世紀後半-19世紀初頭

にこのあたりで火災があったこ

とがわかった。 III-2期からIII

-3 a期に属する遺構である。

S K43 

ー
1. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 

O.P.=19.300m z. オリープ褐色粘質土層 2・5Y4/6
（炭化物多量に含む）

3. オリープ褐色粘質士層 2・5Y 4/4 
4. 暗オリープ褐色粘質土層 2・5Y3/3 

（炭化物多量に含む）

5. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4
(2-5cmの礫多量に含む）

6. 褐色士層lOYR4/4 
（炭化物多量に含む）

7. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/6 

8. オリープ褐色土層 2・5Y4/3 
9. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/4 

（炭化物多量に含む）

10. にぶい黄褐色粘質土層lOYR4/3 
（炭化物多量に含む）

11. 橙色粘質土層 7・5Y R6/8 

12. にぶい黄橙色砂礫層10YR6/4
(5 -15cmの礫多く含む）

13. 黒褐色砂礫層 7・5Y R3/l (湧水層）
14. にぶい黄褐色砂礫層10YR5/4

(5 -15cm大の礫多く含む）

15. にぶい黄橙色砂礫層lOYR6/4 
(5-lOcm大の礫多く含む）

D 2m 

第124図 S EOl遺構図

S K43は、調査区中央付近に位置する（表 1)。平面形は不整形を呈し、長さ 1.92m、幅1.16m、深さ 0.42

mを測る。廃棄土壊で遺物が多量に出土した。

第127図ー 1は、中国製青花鉢である。口径14.6cm、器高6.8cm、高台径6.8cmを測る。口縁部は端反りす

る。呉須の発色が鮮明で、文様も丁寧に描かれている。文様は内外面に仙芝祝寿文を描く。また、高台内に

印銘がみられ、高台畳付は露胎である。景徳鎮窯のものである。 2は、肥前陶胎染付端反鉢である。外面に

唐草文が描かれ、見込みにコンニャク印判による五弁花が施されている。高台畳付は露胎である。 3は、肥

前磁器染付皿である。口径23.6cm、器高5.3cm、高台径12.6cmを測る。これも口縁部が外側へ張り出す端反型

である。内面の文様は丁寧に描かれ、呉須の発色も良好である。内面に鳥草文を内面口縁部に雲文が描かれ

ている。高台内にハリ痕がみられ、高台畳付は露胎である。 2は、大橋康二氏の編年IV期、 3は、 V期に属

する。 4は、京焼系陶器壷である。口径6.7cm、器高9.1cm、底径6.2cmを測る。外面底部以外に灰釉を掛けて

いる。また、肩部に耳がみられ、双耳と思われる。 5は、土師質土器乗燭である。口径 7cm、器高3.4cm、底

径3.7cmを測る。全面に黒色釉が掛けられている。内面の芯立ては体部成形後、ハリッケられ接合部をナデ調

整している。また、底部には穿孔がみられる。これは、行灯や提灯、灯篭の底板に打ち付けてある釘に差し

込むための穴である。 6は、粘板岩製の近江高島硯である。長さ 13.6cm、幅4.5cm、高さ 1.6cmを測る。細長

いタイプのもので、丁寧に作られている。また、裏面に「大極上本高嶋石」の刻銘がみられる。

出土遺物を概観すると、 18世紀後半-19世紀初頭と考えられ、 III-3 a期に属する遺構である。
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5. 第 1次面の遺構と遺物

第 1次面では、中央付近で三和土と礎石を検出した。北側隅では 3-5 cm程度の石を敷き固めた面を検出

した。この砂利敷面は B-1-4区南端でも検出した。『文化改正伊丹之図』（第128図）によると、この部分

は東西方向の路地が描かれており、おそらく、それに当たるものと思われる。また、東南端に検出した石列

S B02は、 B-4区の土蔵建物の基礎である。この石列は、 B-2-2区北端 ・B-4区南西端で検出し、

合わせると、東西4.33m、南北 4m以上となり、この土蔵は 2間X 2間の規模であることがわかった。

S 801 

S BOlは、調査区中央付近に位置する（第128図）。桁行 2間半（東西約4.992m)以上、梁行 2間半（南北

約4.992m)以上を測る。 10cm大の花岡岩を根石とする礎石建物である。第 2次面の廃棄土壊 (SK40・SK 

41)の上面に三和土が敷かれており、 19世紀前半以降に建てられたと考えられる。第 2次面で検出した便槽

桶SU02・03は、この建物に伴うものと思われ、 SU03は、木桶から大谷焼甕に作り替えられていた。 IV期

に属する。
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6. ま と め

B-5区は、 17世紀代から近代の遺構を検出した。年代ごとに変遷を述べると、 17世紀代は畑地だったと

おもわれる。 また、 この頃作られた屋敷境溝 (SD05)は、 元禄 7年の絵凶（第212図）をみると、町代佐兵

衛の屋敷は奥行き 9間半とあり、

西端と一致することがわかった。

この東端と一致する。

そうすると、

さらに、東側の SAOlは、同絵図の源左衛門屋敷地

その間の記述か省略されていたことがわかった。 これらの地

割りは現代まで変わらず存在する。 18世紀に入ると、猪名野神社参道から昆陽口村に通じる東西方向の道が

北側に作られ、 その道沿いに建物が建ち、調査区は廃棄土塘や井戸・池などが検出したことから、 これら建

物の裏庭部だったと思われる。 さらに、 18世紀後半には、中央付近に竃屋が存在していたが、 18世紀末に火

災に遭いこれらはなくなってしまう。 これ以後、裏地開発により、 19世紀初頭に路地がつくられ、 ここには

礎石建物SBOlが建てられた。 また、第 2次面で検出した建物の壁の基礎地業の補足説明をくわえると、 こ

の遺構は南側の建物の北端部にあたることがわかった。 また、 この遺構を切ってつくられた井戸 SE02の年

代観から19世紀前半にはなくなっていることがわかった。 そうなると、南側の既存建物はそれ以後に建てら

れたと思われる。以上の様に、調査区は狭かったが、 18世紀後半の鼈屋の存在や地割溝を検出できたことは

大きな成果であった。
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第 7節第97次調査B-13区

B-13区は、尼崎から産業道路に通じる昆陽口通りに面し、『天保十五年 (1844)伊丹郷町分間絵図』（第

212図）よると「昆陽口村」にあたることがわかる。さらに、『元禄七年 (1694)柳沢吉保領伊丹郷町絵図』

（第212図）には、屋敷主本百姓六右衛門、住人は日用人（日雇い）孫右衛門と記された地点に比定する。

1. 基本層序

遺構面は、 4面検出した。地山直上層に、第 3次遺構面（第130図第24層現地表面より 60cm下）、その上に

は、第 2次遺構面（第130図第23層現地表面より 50cm下）が堆積する。この 2層は良く似た土色である。その

上層には、火災を受けた三和土層（第130図第20層現地表面より 30cm下）が堆積し、その上に、焼土混じりの

整地層（第130図第19層現地表面より 20cm下）がみられる。さらに上層に、第 1次遺構面（第130図第17層現

地表面より 10cm下）を検出した。

2. 第 4次面の遺構と遺物

第 4次面では三和土は検出されなかった。遺構検出も少なく、調査区中央に数ヵ所柱穴がみられただけで

ある。

S 801 

S B01は、掘立柱建物である（第131図）。桁行 1間半（南北3.18m) 以上、梁行 1間（東西2.12m)以上

の規模で、道路からかなり奥まったところにあることから、主屋でない可能性が高い。また、 1間が 7尺(2.12

m) と考えられ、 16世紀代の建物では 1間が 7尺とするもの多く、出土遺物は小片だったので図化しなかっ

たが、 16世紀末頃の土師質土器皿が出土し、この頃の年代観と思われる。 III-1 a期に属する。

3. 第 3次面の遺構と遺物

第3次面は廃棄土城か、中央より南側を中心に検出し、また、地口付近には数力所柱穴痕がみられたこと

から、三和土は検出きれなかったが、間口より中央付近まで建物が建っていた可能性がある。

S K40 

S K40は、調査区中央部に位置する（表 1)。平面形は長方形を呈し、長さ約 2m、幅約 lm、深さ約0.5

mを測る。また、この遺構内に円形の落ち込みがみられ、そこから備前焼大甕片が出士しており、 SK40は

埋甕の掘形と考えられる。

第132図ー 3は、備前焼大甕である。底径32cmを測る。外面体部は指頭圧調整後、底部から上部に向かって

ヘラケズリ調整を施している。内面体部は右上がりのナデ調整がみられる。また、外面体部には塗土が掛け

られている。間壁忠彦氏の編年（間壁1990年） V期に属する。小片で図化しなかったが、その他に、中国製

青花皿、土師質土器皿などが出士した。

出土遺物を概観すると、 16世紀末-17世紀前半と考えられ、 III-1 b期に属する遺構である。

S K54 

S K54は、東壁沿い北側に位置する（表 1)。平面形は長方形を呈し、長さ 3m、幅 2m、深さ0.3mを測

る。埋土は 1層で、遺物が比較的まとまって出土した。

第132図ー 1は、土師質土器皿である。口径10cm、器高1.8cmを測る。底部と体部の境が明瞭で、口縁部が
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1. オリープ褐色粘質土層 2・5Y4/6

2. にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/4 

3. 明黄褐色粘質土層 2・5Y6/6 

4. 黄褐色粘質土層lOYRS/6 

（遺物、焼土、炭化物、 10-ZOcm大の礫多く含む）

5. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/8 

6. 黄褐色砂質土層lOYRS/3 

7. 黄褐色粘質土層lOYRS/6 

8. 暗灰黄色粘質土層 2・5Y 4/2 

9. 褐色粘質土層10YR4/4

（炭化物、焼土多く含む）

10. にぶい黄褐色粘質土層10YR5/4

11. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/4

12. 暗褐色粘質土層lOYR3/3 

（炭化物、焼土多く含む）

13. 黄褐色粘質土層 2・5YS/6 

（遺物、炭化物、焼士多く含む）

14. 暗灰黄色粘質土層 2・5Y 4/2 

15. にぶい黄橙色粘質土層lOYR6/4 

16. t覺乱

17. 暗黄褐色砂質土層lOYR6/6 

18. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/4 

19. オリープ褐色粘質土層 2・5Y4/6

（炭化物多く含む）

20. 明黄褐色粘質土層 2・5Y6/8 

（炭化物、焼土多 く含む）

21. 褐色粘質士層 7・5Y R4/6 

22. 褐色砂質土層lOYR4/6 

23. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 

24. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 

25. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/4 

26. 灰黄褐色砂質士層lOYR5/2 

（炭化物、焼土多く含む）

27. 暗オリープ褐色粘質土層 2・5Y3/3 

28. にぶい黄褐色粘質士層lOYR5/4 

29. 明黄褐色粘質士層lOYR6/8 

30. 黄橙色砂質土層lOYR7/8 

31. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/4 

（炭化物多く含む）

32. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

（炭化物多く含む）

33. 明黄褐色粘質土層 2・5Y6/6 

34. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/6 

35. 褐色粘質士層lOYR4/6 

36. 黄色粘質土層 2・5Y7/8

37. にぶい黄色粘質土層 2・5Y6/4 

38. 黄褐色粘質士層lOYR5/8 

39. 明黄褐色粘質土層 2・5Y6/8 

（炭化物多く含む）

40. にぶい黄色粘質士層 2・5Y6/4 

゜
第130図

41. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/4 

42. 明黄褐色粘質土層 2・5Y6/6 

43. オリープ褐色質土層 2・5Y 4/4 

44. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/6 

45. 暗灰色粘質士層 2・5Y5/2 

46. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/4 

47. 暗褐色粘質土層10YR3/4

48. 黒褐色粘質土層 2・5Y3/l 

49. 褐色粘質土層lOYR4/6 

50. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/4 

51. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/6 

52. にぷい黄橙色粘質士層lOYR5/4 

53. 明黄褐色粘質土層 2・5Y6/6 

54. 褐色粘土層10YR4/4

55. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

56. 明黄褐色粘質土層 2・5Y6/8 

57. 褐色粘質土層lOYR4/6 

58. 暗灰黄色粘質土層 2・5Y5/2 

59. にぶい黄褐色粘質土層lOYR4/3 

60. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/4 

61. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/4 

62. オリープ褐色粘質土層 2・5Y4/6

（粘士混入）

1 : 60 4m 

B-13区西壁上層図

内面に向いている。外面は指頭圧調整、体部内面はヨコナデ調整、底部内面

はナデ調整がみられる。 IT （伊丹郷町期）

前磁器染付碗である。高台径3.8cmを測る。体部外面の文様は呉須の発色が良

好で、草花文が描かれている。

1型式A類に属する。 2は、肥

また、高台内「太明年製」の銘がみられる。

大橋康二氏の編年（大橋1989年） IV期に属する。

出土遺物を概観すると、 17世紀末-18世紀前半と考えられ、 III-2 a期に

属する遺構である。
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S K26は、調査区ほぼ中央付近に位置する （表 1・図版49)。平面形は長方

形を呈し、長さ 4m、幅4.5m、深さ0.88mを測る。焼土処理土壊である。非

4m 

第131図 S B01遺構図
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第132図 S K54 (1・2)・S K40 (3)出土遺物

常に大ぎい土壊で、埋土には火災に遭ったためか変色した遺物が多量に含まれており、火災の大きさをうか

がえる。この土城は、本来は第 2次面の遺構で、覆土が厚く検出できなかった。

第133図ー 1・2は、銅製煙管である。 1は、雁首部である。首部6.5cm、火皿部の直径1.6cmを測る。脂返

しが大きく湾曲するタイプを「河骨形」というが（古泉弘1983年）、これは湾曲がやや弱い。古いタイプのも

のは、火皿部と首部の接合部に補強帯がみられるが、これにはみられない。また、薄板を丸めた時の接合痕

もみられる。古泉弘氏の編年（古泉1983年） IV期に属する。 2は、吸口部である。吸口長7.6cm、吸口部に直

径 1cmの穿孔を有する。肩部は無いタイプで、体部には接合痕がみられる。古泉弘氏の編年IV期に属する。

3・6は、唐津系陶器刷毛目文である。 3は、鉢である。口径28.4cm、器高 9cm、高台径10.8cmを測る。内

面全体に白色釉を流し掛けし、口縁部外面から体部中程まで鉄釉が掛けられている。また、見込みに砂目痕

がみられる。 6は、碗である。高台径3.1cmを測る。全体的に白色釉が掛けられている。高台畳付は露胎であ

る。 4・5・7・9は、肥前磁器である。 4・7は、染付碗である。 4は、口径10.8cm、器高5.5cm、高台径

9 cmを測る。見込み部に蛇ノ目釉ハギが施されている。体部外面の文様は、コンニャク印判による五弁花文

がみられるが、呉須の発色が悪く黒味を帯びている。 7は、口径10cm、器高6.1cm、高台径3.9cmを測る。体

部外面に描かれている草花文は、呉須の発色がやや黒味を帯びているが、比較的良好である。また、高台畳

付には、砂が付着している。 5は、染付酒杯である。高台径3.2cmを測る。見込み部に描かれているのは、鳳

凰文で、呉須の発色が鮮やかである。 9は、染付花瓶である。高台径5.6cmを測る。外面体部には唐草文が描

かれおり、内面と高台畳付は無釉である。 10は、肝津系陶器三島手鉢である。口径27.3cm、器高20.6cm、高

台径13.4cmを測る。外面体部及び口縁部上面の文様は、印判による陰刻に白象嵌が施されている。 3-7、

9 -10は、大橋康二氏の編年IV期に属する。 8は、丹波焼徳利である。底径9.5cmを測る。外面は回転ヘラケ

ズリ調整しており、胴部は下ぶくれ気味である。底部には胎土目が付着している。外面体部はヘラケズリに

より文字が施されている。 11・12は、土師質土器皿である。 11は、口径7.9cm、器高1.6cmを測る。粘土円盤

を手ずくね成形しており、外面体部は指頭圧調整、内面体部はヨコナデ調整が施されている。また、底部と

体部の境が明瞭で、口縁部が内湾する。口縁部には、灯芯痕がみられ灯明皿として使用していたと考えられ

る。 12は、口径7.5cm、器高1.4cmを測る。 11と同様の調整痕が施されている。器形は、体部から口縁部にか

けて緩やかに外側に傾いている。全体的に煤が付着しており、 11と同様に灯明皿として使用していたと考え

られる。 11・12ともに IT (伊丹郷町期） 1型式A類に属する。 13は、瀬戸・美濃焼鉄釉銚子である。底径

9.5cmを測る。全体的に鉄釉を掛け、外面体部には、白色釉を二度掛けしている。また、底部には脚が三足み

られる。
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第134図ー 1は、左巻き三ツ巴文軒丸瓦である。瓦当部径15.2cm、文様区径10.6cm、内区径8.lcrn、周縁幅

2.2cmを測る。連珠数は16個を数える。周縁部は円周に沿ってナデ調整がみられ、ヘラによって面取りが施さ

れている。瓦当部と丸瓦部の接合部は、内外面ともにナデ調整をおこなっている。

また、出土遺物が大量に出土したため、産地別・用途別構成比を作成した。産地別で一番多かったのは、

肥前系であった。また、用途別をみると食器類が一番多く、食膳具の肥前系の締める割合が大きいことがわ

かった。

出土遺物を概観すると、 17世紀後半-18世紀初頭と考えられる。出土遺物の時代から考えて、享保14年

(1729)の北少路村大火災の焼土処理土壊と思われる。 III-2 a期に属する遺構である。

4. 第 2次面の遺構と遺物

第 2次面は、礎石・礎石痕を検出できなかったが、地口から10.7mの範囲で三和土を検出し、この辺りま

で建物があったと考えられる。また、北側の遺構は18世紀中頃-18世紀後半で、南側の遺構は19世紀前半-19

世紀中頃と少し時期差があり、北側は南側より新しい面が中間に存在することがわかった。

S K28 

S K28は、調査区中程に位置する（表 1)。平面形は正方形を呈し、一辺2.4m、深さ0.85mを測る。この

遺構は、焼土処理土城で、位罹的にも焼土処理土壊SK26とやや重なり、同じ遺構と考えていたが、出土遺

物や埋土から 2回目の大火災の痕であることがわかった。

第134図ー 2-4は、肥前磁器である。 2は、染付皿である。口径13.5cm、器高3.9cm、高台径 8cmを測る。

文様は、内面体部は草花文、見込み部にはコンニャク印判による五弁花文を施している。外面体部は連続唐

草文、高台内には渦福の銘が描かれている。また、呉須の発色は悪く黒色を帯びている。高台畳付は露胎で

ある。波佐見系のものと考えられる。 3は、青磁染付碗である。口径12cm、器高6.7cm、高台径 5cmを測る。

内面口縁部に四方欅文、見込み部には河骨文を、高台内には渦福の銘が描かれている。高台畳付は無釉であ

る。 4は、染付端反り皿である。口径15.4cm、器高3.5cm、高台径 9cmを測る。内面全体に山水文を描き、外

面体部には山文を施している。高台は蛇ノ目凹形高台である。 2-4は、大橋康二氏の編年IV期に属する。

5・7は、土師質土器である。 5は、焼塩壷の蓋である。口径7.8cm、器高 2cmを測る。上面はナデ調整を施

し、外面体部はヨコナデ調整がみられる。また、内面には布目痕がある。 7は、焙烙である。口径31cmを測

る。口縁部と底部の境が突出るタイプである。外面口縁部から内面体部までヨコナデ調整を施している。外

面全体に煤が付着している。難波洋三氏の分類F類に属する。 6は、左巻き三ツ巴文軒丸瓦である。全長（残）

5 cm、瓦当部径13.9cm、文様区径10.2cm、内区径6.9cm、周縁幅1.9cmを測る。連珠数は13個である。周縁部

は円周に沿ってナデ調整、瓦当部と丸瓦部の接合部凹部には指頭圧調整がみられる。

出土遺物を概観すると、 18世紀中頃-18世紀後半と考えられ、 III-3 a期に属する遺構である。

S K22 

S K22は、調査区南側に位置する（表 1・図版49)。平面形は不整形で、長辺3.7m以上、短辺 lm以上を

測る。埋め甕を据え付けていた跡が4カ所検出し、ここは入口に近いことから、商業用の作業場の可能性が

あり、紺屋や油屋ではないかと思われる。

第134図ー 8-10は、肥前磁器である。 8は、白磁紅皿である。口径5.2cm、器高1.2cm、高台径1.55cmを測

る。型押し成形で外面底部は無釉である。 9は、染付碗である。高台径 3cmを測る。呉須の発色が良好で、

外面体部の文様は、青海波文が描かれている。焼継ぎ痕がみられ、高台畳付きは露胎である。 10は、広東型
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碗の染付蓋である。口径10cm、器高2.8cm、つまみ径5.4cmを測る。外面全体に唐草文が描かれている。 8-10 

は、大橋康二氏の編年V期に属する。よって、 18世紀末-19世紀初頭と考えられる。 III-3 a期に属する遺

構である。

S K34 

S K34は、調査区北側に位置する（表 1)。これは、調査区域外に延びており、遺構の全形は検出できなか

った。長辺0.92m、短辺0.36m、深さ0.28mを測る。

第134図ー11・12は、肥前磁器である。 11は、蓋物の染付蓋である。口径10.2cm、器高4.1cm、つまみ径3

cmを測る。外面には山水文、内面体部は四方欅文、内面中央には松竹梅文が描かれている。 12は、染付仏飯

具である。口径6.2cm、器高 3cm、底径4.1cmを測る。外面体部には蛸唐草文が描かれている。底部は無釉で

ある。 11・12ともに、大橋康二氏の編年V期に属する。 13・14は、土師質土器である。 13は、 ミニチュア土

製品の泥面子である。長辺3.5cm、短辺3.4cm、厚さ0.9cmを測る。型押し成形で、裏面には指頭圧痕がみら

れ、側面にはヘラケズリ調整が施されている。また、全体的に雲母がみられる。 14は、乗燭である。口径7.25

cm、器高3.7cm、底径4.1cmを測る。鉄釉が全体に掛けられている。中心に芯立ては、体部成形後、ハリッケ

しナデ調整を施している。また、底部には、行灯や提灯、灯篭の底板に差し込むための穴がみられる。

出土遺物を概観すると、 19世紀前半-19世紀中頃と考えられ、 III-3 b期に属する遺構である。

5. 第 1次面の遺構と遺物

第 1次面では、間口から11.8mの範囲で三和土を検出した。また、それより奥は砂礫層を堅く敷きつめた

三和土面となっており、地口が変わっていなければ間口 2間半、奥行き 6間の建物だったことが考えられる。

中央付近西側と、南側入口沿いに胞衣壷が出土し、北部東壁沿いには、近年まで使用されていた井戸が存在

することから、主屋建物の構造は、建物西側は座敷・奥座敷があり、東側が通り庭ではなかったかと考えら

8 

ー□-
□-

0.P.=20.000m 
E W 

1. 灰黄褐色粘質士層lOYR4/2 

（炭化物・焼土多量含む）

2. 黄褐色粘質土層lOYR5/8 

1. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/4 3. オリープ褐色粘質土層 2・5Y4/6

゜
50cm 

゜
50cm 

第135図 S I 01遺構図 第136図 S I 02遺構図
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れる。

S I 01 

S I 01は、南壁沿い東側より検出した（第135図・図版49)。掘形の平面形は円形を呈し、直径0.3m、深さ

0.15mを測る。ここから出土した火消壷は、胞衣壷と考えられる。上述したように、他の出土例と合わせて

考えると、東側が通り庭の可能性が高い（川口1989年一b)。

第137図ー 1は、土師質土器火消壷の蓋である。口径15.3cm、器高3.5cm、つまみ径3.1cmを測る。調整は、

粘土円盤に、粘土紐輪積み成形し、外面体部から内面に回転ナデ調整を施している。体部上面にはハナレ砂

が付着している。 2は、火消壷である。口径13cm、器高19.1cm、底径13cmを測る。粘土円盤に粘土紐輪積み

外型成形し、外面体部は回転ナデ調整を施し、別に粘土紐輪積み外型成形した肩部をハノッケし、内面まで

回転ナデを施している。底部にはハナレ砂が付着している。川口宏海氏の編年（川口1989年ー a) 11-1期

に属する。よって、 18世紀後半-19世紀前半と考えられる。 III-3 a期に属する遺構である。

SI 02 

S I 02は、調査区中央やや西側より検出した（第136図・図版49)。掘形の平面形は円形を呈し、直径0.2

m、深さ0.22mを測る。これも SI 01と同様で、胞衣壷遺構と考えられる。 SI 01の出土状況と合わせて考

えると、座敷下に埋められていたと思われる。

第137図ー 3は、土師質土器火消壷の蓋である。口径15.7cm、器高3.85cm、つまみ径3.5cmを測る。 SI 01 

とほぼ同じタイプである。上面端に沈線を施している。 4は、火消壷である。口径12cm、器高19cm、底径14

cmを測る。これもほぽSI 01と同じタイプを呈し、口縁部先は面取りを施している。川口宏海氏の編年II-

1期に属する。よって、 18世紀後半-19世紀前半と考えられる。 III-3 a期に属する遺構である。

□ ~3 

゜
20cm 

第137図 S I 01 (1・2)・S I 02 (3・4)出土遺物

-139-



S X 14 

S X14は、西壁沿いやや南側に位置する（第138図）。平面形は長方形を呈し、長さ 1.8m、幅 1m、深さ 1.4

mを測る。底部に木が敷かれてあった。また現地表面から0.7mまで、砂で埋めもどされており、地下室で

はなかったかと思われる。

第139図ー 1-5は、肥前磁器である。 1は、蓋物の染付蓋である。口径9.4cm、器高2.9cm、つまみ径3.9

cmを測る。呉須の発色は良いが、透明釉はやや白濁している。外面体部には御所車文、菊文・唐草文が描か

れ、内面口縁部は渦文、内面体部には唐草文がみられる。つまみ内には「青」の銘がみられる。 2・3は、

染付端反型碗である。 2は、口径12.5cm、器高7.1cm、高台径5.3cmを測る。呉須の発色が良好で濃い。外面

体部の文様は、丸文が描かれ、丸文の中には鶴文・山水文や、竹文・千鳥文がみられる。口縁部内面に墨弾

きによる波濤文が描かれている。高台畳付は露胎である。 3は、口径13.8cm、器高6.4cm、高台径5.4cmを測

る。呉須の発色は悪く淡い。内面体部に格子文、見込みに扇文が描かれている。また、高台は蛇ノ目凹形高

台で、見込みには足付きハマの痕がみられる。 4は、色絵碗である。口径10.4cm、器高4.6cm、高台径3.6cm

を測る。外面体部の模様は、蝙蝠文・網目文が描かれている。高台畳付は露胎である。 5は、染付輪花鉢で

ある。口径13.6cm、器高5.8cm、高台径6.2cmを測る。文様は、内面体部は区画割り草花文、見込みは草文、

外面体部には連続唐草文が描かれている。高台畳付は露胎である。 1-5は、大橋康二氏の編年V期に属す

る。 6・14は、伊賀・信楽焼である。 6は、土鍋蓋である。口径11.4cmを測る。外面はトビカンナを施し、

さらに、ほぼ全体に鉄釉を掛け、白土のいっちん掛けによって草花文を描いている。また、一部に緑釉がみ

られる。 14は、灯明皿である。口径10.4cm、器高2.2cm、底径 4cmを測る。外面口縁部から内面にかけて灰釉

が掛けられている。見込みに 3本単位の櫛目と 3カ所のピン痕が

認められる。また、口縁部内外面に灯芯痕がみられる。 7は、軟

質陶器蓋である。口径3.1cm、器高3.1cmを測る。外面はつまみと

体部の接合部に回転ナデを施すが、内面はヘラケズリ痕を残す。

また、つまみ部の一部に灰釉を掛けている。器形からみて急須の

蓋ではないかと考えられる。 8-12は、土師質土器である。 8-10 O.P. = 20. OOOm 

1. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/4 

2. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 

3. 暗灰黄色粘質土層 2・5Y 4/2 

（遺物多最に含む）

4. 黄色粘質土層 2・5Y7/8

5. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/6 

6. 明黄褐色粘質土層lOYR6/8 

7. 黄褐色粘質土層lOYR5/8 

8. 明黄褐色粘質土層 2・5Y 4/4 

9. 暗褐色粘質土層lOYR3/4 

（焼土、炭化物多量に含む）

10. にぶい黄色粘質土層 2・5Y6/4

゜
2m 

第138図 S Xl4遺構図

は、柿釉灯明皿である。 8は、口径5.6cm、器高0.7cmを測る。外

面口縁部から内面にかけて施釉されている。内面の体部と底部の

境に溝状の落込みがある。また、外面底部に左回転糸切り痕がみ

られる。 9は、口径5.2cm、器高0.7cmを測る。外面底部に左回転

糸切り痕がみられ、無釉である。内外面口縁部に煤が付着してい

る。 10は、口径5.4cm、器高0.7cmを測る。施釉の状態や器形調整

は8と同様である。内面全体に煤が付着している。 11・12は、 ミ

ニチュア土製品である。11は、泥面子である。長さ3.1cm、幅3.1

cm、厚さ0.7cmを測る。型押し成形で、裏面には指頭圧痕がみられ

る。 12は、灯篭である。器高5.7cm、最大幅2.5cmを測る。型合わ

せで合わせ目をヘラケズリ調整している。全面に雲母が残存する。

13は、堺焼播鉢である。口径30cmを測る。胎土は明赤褐色 5YR

6/6を呈す。ロクロの回転は右回転である。内面体部の播目は 9本

単位である。口縁部外縁帯は、外へやや大きく張り出し断面が三
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角形に近い。また、沈線も 2本で表現している。外面体部の回転ヘラケズリは、口縁部外縁帯やや下まで施

している。白神典之氏の分類（白神1990年） III類に属する。 15・16は、銭貨である。 15は、寛永通賓である。

直径2.5cm、厚さ0.2cmを測る。新寛永通賓で背文はみられない。 16は、半銭銅貨である。直径2.2cm、厚さ0.15

cmを測る。この銭貨は、明治39年に大阪造幣局で発行されたものである。しかし、この半銭は、明治40年以

降には、小型化している。これは小型化される前のものである。また、この銭貨は、他の遺物と時代観が違
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第139図 S Xl4出土遺物
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うので混入と思われる。 17は、左巻き三ツ巴文軒丸瓦である。瓦当部径13.5cm、内区径7.5cm、周縁幅2.2cm

を測る。周縁部の調整は、周縁に沿ってヨコナデ調整を施している。連珠数は16個である。 18は、均整唐草

文軒平瓦である。全長（残） 7 cm、上周縁幅0.7cm、下周縁幅0.7cm、右周縁幅5.8cm、文様区厚2.2cmを測り、

顎上部厚2.4cm、顎下部厚1.5cmである。瓦当周縁部はヨコナデ調整、顎部はナデ調整、平瓦部凸面はヨコナ

デ調整で、平瓦部凹面は未調整である。その他に、 10種類の貝類が出土し、中には陸産のマルタニシが出土

するなど、当時の食生活を知る好資料を得られた。

出土遺物を概観すると、 19世紀前半-19世紀中頃と考えられ、 III-3 b期に属する遺構である。

6. まとめ

このように、このB-13区では、調査範囲が狭かったが、いろいろな大きな成果をあげることができた。

まず、第 1に、 17世紀前半の建物の変遷を得られたことは、伊丹郷町の町屋の変遷を知るうえで好資料であ

ることは間違いない。また、建物においても、胞衣壷や地口近くに出土した埋甕など、部屋の内部構造を想

定でき、今後につながる効果を得た。また、享保14年 (1729) の北少路村大火災痕と、 18世紀中頃-18世紀

後半頃の 2回の火災痕を検出した。 2回目の火災は、その他の地区でも検出されており、文献にはないが、

この付近で大火災が遭ったことは間違いないだろう。
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第 8節第51次調査D-2区

D-2区は、猪名野神社参道沿いの東側に位置する。『元禄七年 (1694)柳沢吉保領伊丹郷町絵図』（第212

図）には、屋敷主庄右衛門、住人は日用人長兵衛、その裏に、日用人弥兵衛・ 糸引人の助衛門の後家、さら

にその裏に日用人八兵衛が居住していた部分に当たると考えられる。また、『天保十五年 (1844)の伊丹郷町

分間絵図』によると、昆陽口村と北少路村の一部と思われる地点である。

また、今回の調査地区は調査面積が狭いため、中央の屋敷境溝を挟み、西側をD-2区、東側をD-2-

2区として調査した。

1. 基本層序

遺構面は 4面検出した。地山直上にオリーブ褐色粘質士層（第141図第69層現地表面より 100cm下）、その上

層に、 D-2区の第 3次遺構面層（第141図第22層現地表面より 40cm下）が堆積し、東側では、 D-2-2区

の第 3次遺構面層（第141図第74層現地表面より 40cm下）がみられる。またそれらの直上層に、第 2次遺構面

層（第141図第41·79層現地表面より 30-40cm下）、さらにその上に、整地層（第141図• 第47・84層現地表面

より 10-20cm下）を検出した。その上層に、第 1次面の三和土層（第141図第19・81層現地表面より 5cm下）

が堆積していた。調査面積は240m'である。

2. 第 4次面の遺構と遺物

第4次面では、柱穴群 (SP430-434) を検出した。これらの埋土が一様にオリーブ色砂質土で、この埋

土は、まわりの調査結果から、 16世紀末-17世紀後半のものとわかっており、これらもそのころの遺構と考

えられる。また、道路に沿って16世紀後半の溝 (SD401) を検出した。

S D401 

S D401は、調査区中央付近で検出した（第140図・図版55)。検出長13m、幅I.Sm、深さ0.6mを測る。こ

の溝は、北側の調査区D-6区 (SD202)、D-4区 (SD301)に続く溝である。この溝は、 D-6区では

幅0.6mであるが、 D-4区では幅1.6mとなり、この調査区では幅が広がって、北西から南東に斜行し、南

東部はD-2-2区からまだ南部に続くと思われる。耕作用の溝か？と思われるが、 17世紀代には埋められ

ている。また、溝の幅が広くなった北側肩部から、土師質土器皿を多量に出土した。土師質土器は、当時儀

礼で使い捨てられることが多く、これもその一例と考えられる。ただ、この地域は城下町にあっており、町

人の間での出来事であることが注目される。

第143図ー 1-3は、中国製品である。 1は、青花碗である。口径12cmを測る。体部は非常に薄手で、体部

の張りがやや強い。呉須の発色は鮮明で梅鴬文が丁寧に描かれている。景徳鎮窯の製品である。 2は、端反

型皿である。口径12.9cm、器高2.85cm、高台径7.5cmを測る。外面に唐草文が描かれ、見込みにも文様が見ら

れる。高台畳付は露胎である。小野正敏氏の分類（小野1982年）染付皿B1群VI類に属する。 3は、白磁端

反型皿である。口径11.8cm、器高2.8cm、高台径6.4cmを測る。これは、第27次調査SF02で法量分類A類に

属する（川口1992年）。 4は、丹波焼播鉢である。小片で観察は難しいが、口縁部に軽くナデ調整を施してい

る。 5は、須恵器である。内面には同心円文、外面には縦方向に刷毛目文がみられる。器形は甕と思われる。

6は、中世須恵器である。魚住窯のコネ鉢か。底径11.8cmを測る。外面体部は、軽くヨコナデ調整し、内面

体部はナデ調整を施し、底部と体部の境に指頭圧痕がみられる。外面底部は平垣だか内面が凹んでいるので
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高台風にみえ、右回転糸切り痕

がある。 7-12は、土師質土器

皿である。すべて手ずくね成形

である。 7は、口径7.8cm、器高

1.6cmを測る。胎土は灰白色2.5

YS/3を呈し、器高は低く、口縁

部は内弯する。調整は、内面は

ョコナデ調整、外面には指頭圧

調整を施している。 AR(有岡

城期）・ 2型式A類に属する。 8

は、口径 9cm、器高 2cmを測る。

胎土は浅黄橙色lOYRS/3を呈

し、口縁部は直線的に伸びる。

調整は、内面は右回転のヌキナ

デ調整、外面は指頭圧調整を施

している。これも灯芯痕がみら

れる。 AR(有岡城期）・ 1型式

B類に属する。 9は、口径7.8

cm、器高1.9cmを測る。胎土は灰

白色2.5Y8/3を呈し、器高は低

く、口縁部は直線的に伸び、内

面底部が盛り上がっている、ヘ

そ皿である。調整は、内面体部

は丁寧にヨコナデ調整、外面体

部は軽くヨコナデ調整を施して

いる。また、口縁部に灯芯痕が

あることから灯明皿として使用

20m していたと思われる。 AR (有

岡城期）・ 2型式A類に属する。

10は、口径11.6cm、器高 2cmを

測る。胎土は浅黄橙色lOYR8/3を呈し、口縁部が直線的に伸びるタイプのものである。調整は内面はヨコナ

第140図 S D401遺構図

デ調整、外面に指頭圧調整を施している。 AR(有岡城期）・ 1型式B類に属する。 11は、口径9.2cm、器高

2 cmを測る。胎土はにぶい黄橙色10YR7/3を呈し、口縁部は直線的に伸びるが、やや張りがある。口縁部内

外面は丁寧にヨコナデ調整がみられ、外面は指頭圧調整を施している。 AR (有岡城期）・ 1型式A類であ

る。 12は、口径12.5cmを測る。胎土は浅黄橙色lOYR8/3を呈し、底部と体部の境が明瞭で、口縁部は直線的

に伸びている。調整は、内面はナデ調整、外面口縁部はヨコナデ調整を施し、外面底部には指頭圧調整がみ

られる。 AR(有岡城期）・ 1型式C類に属する。そのほかに、ここでは多量の土師質土器皿が出土しこれを

型式分類した（本書第 4章第 5節を参照）。その結果、 AR(有岡城期）・ 2型式B類へそタイプと AR (有
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1. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 29. 黒褐色砂質士層lOYR2/2 47. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 
2. にぶい黄橙色砂質土層lOYR6/4 暗褐色砂質土層lOYR3/4 （焼土多量に含む）

3. にぶい黄褐色砂質士層lOYR5/4 30. 明褐色粘土層 7・5Y R5/8 48. オリープ色砂質土層 5Y5/4 
4. にぶい黄橙色砂質土層10YR6/4 黄褐色砂質士層lOYR5/8 オリープ黒色砂質士層 5Y3/l 
5. にぶい黄橙色砂質土層10YR7/3 暗灰黄色砂質士層 2・5Y 4/2 49. 浅黄色粘質土層 2・5Y7/4
6. 黄褐色砂質土層 2・5YS/3 31. 褐色粘土層lOYR4/6 50. 灰色砂層 5Y 4/1 
7. 暗灰黄色砂質士層 2・5Y5/2 黄褐色砂質土層lOYR5/8 51. 暗オリープ褐色砂質土層 2・5Y3/3 
8. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 暗褐色砂質土層lOYR3/3 52. 褐色粘土層 7・5Y R4/6 

(7 cm大の礫多量に含む） オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 灰色粘土層 5Y4/l 
9. 褐色砂質士層lOYR4/4 32. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 53. 黄灰色粘土層 2・5Y 4/1 
10. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/3 33. 褐色粘士層lOYR4/6 にぶい黄褐色粘士層lOYR4/3 
11. 浅黄色砂質土層 2・5Y7/4 黄褐色砂質土層lOYR5/6 54. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 
12. にぶい黄橙色砂質土層10YR6/4 34. 灰オリープ色粘質土層 5Y6/2 褐灰色砂質土層lOYR4/l 
13. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/4 35. 暗灰黄色砂質土層 2・5Y5/2 （炭化物多量に含む）

14. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 36. 黄褐色砂質士層 2・5Y5/6 55. 暗灰黄色砂質土層 2・5Y5/2 
15. にぶい黄橙色砂質士層10YR6/4 黒褐色砂質土層 2・5Y3/2 56. 灰色砂層 7・5Y 4/1 
16. 褐色砂質土層lOYR4/6 オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 57. 褐色粘土層 7・5YR4/6
17. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 37. にぶい黄色砂質士層 2・5Y6/4 灰色粘土層 5Y4/l 
18. 黒色砂質土層Nl5/0 38. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/4 58. 暗オリープ褐色砂質土層 2・5Y3/3 
19. 黒褐色粘質土層10Y3/l 黄褐色粘質土層lOYR5/6 59, にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 

（焼土多く含む） 黒色砂質土層lOYRZ/1 60. 灰白色灰層N8/0
20. オリープ褐色砂質土層 2・5Y4/6 39. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 61. 灰オリープ色砂質土層 5Y 4/2 
21. にぶい黄橙色砂質土層lOYR6/4 （焼土多贔に含む） 62. オリープ黄色砂質士層 5Y6/4 
22. 暗灰黄色砂質士層 2・5Y 4/2 40. 黒褐色砂質士層 5Y RZ/1 63. 暗灰黄色砂質土層 2・5YS/2 

オリーブ色砂質土層 5Y5/4 （焼土多最に含む） 64. 表土

23. オリープ褐色砂質層 2・5Y 4/4 41. 黒褐色砂質土層 7・5Y R3/1 65. 攪乱

24. 褐色砂質土層lOYR4/6 黒褐色砂質土層lOYR3/2 66. 暗オリープ灰色砂質士層 2・5G Y4/l 
(7 cm大の礫多量に含む） 42. 灰褐色砂質土層 7・5Y 4/1 灰オリープ色砂質土層 7・5Y 4/2 

25. 黄灰色粘質土層 2・5Y 4/1 （焼土多量に含む） 67. 灰色粘土層10Y5/1
26. 褐色砂質土層 7・5Y R4/4 43. 暗褐色砂質土層lOYR3/3 オリープ色粘土層 5Y5/4 

暗灰黄色砂質土層 2・5Y6/2 (5 -10cmの礫多量に含む） 68. オリープ黒色粘質土層 7・5Y3/l 
27. 灰オリープ色粘土層 5Y5/2 44. 黄灰色粘質土層 2・5Y 4/1 69. オリープ褐色粘土層 2・5Y 4/4 
28. 明黄褐色枯士層lOYR6/8 45. 明褐色粘土層 7・5Y5/8 70. オリープ黒色砂質土層10Y3/l

にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 46. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/6 
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71. 暗緑灰色砂質土層 7・5G Y3/l 

72. 暗オリーブ灰色粘質士層 5G Y 4/1 

73. 灰オリープ色砂質土層 7・5Y 4/2 

74. オリープ黒色砂質土層10Y3/2

(l-5cm大の礫多量に含む）

75. 暗緑灰色粘士層lOGY3/l 

暗緑灰色粘土層 7・5G Y 4/1 

76. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 

77. 灰色粘士層 5Y 4/1 

78. オリープ黒色砂質土層 7・5Y3/2 

暗オリープ色砂質土層 7・5Y 4/3 

(5 -10cmの礫多量に含む）

79. 灰オリープ色粘土層 5Y5/3 

オリープ黒色粘土層 5Y2/2 

80. オリープ黒色砂質土層 7・5Y3/2 

81. 暗オリープ灰色砂質土層 2・5G Y3/l 

82. 暗オリープ灰色粘質士層 2・5G Y 4/1 

83. 褐色枯士層lOYR4/4 

84. オリープ黒色砂質土層 7・5Y3/l 

85. 暗灰黄色砂質土層 2・5Y 4/2 

暗オリープ色砂質土層 5Y 4/4 

86. 赤褐色粘質土層 5Y R4/8 

87. 暗灰黄色粘質土層 2・5Y 4/2 

暗灰色粘質土層N3/0

（炭化物多最に含む）

88. 黄褐色粘土層lOYR5/6 

89, 暗灰黄色砂質士層 2・5Y 4/2 

オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 

黒褐色砂質土層 2・5Y3/2 

1 : 60 
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1. 暗オリープ褐色砂質士層 2・5Y3/3 

2. 黒褐色砂質土層 2・5Y3/2 

（炭化物を多く含む）

3. 暗灰黄色砂質土層 2・5Y5/2 

4. 暗灰黄色砂質土層 2・5Y 4/2 

5. 黄褐色砂質土層lOYR5/8 

6. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 

(2-4cmの礫多く含む）

7. 褐色粘質土層lOYR4/6 

灰黄褐色砂質土層lOYR4/6 

8. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 

黄褐色粘土塊lOYR5/8 

9. 黒褐色砂質土層 2・5Y3/1 

10. 褐色粘質土層 7・5YR4/6

11. 灰白色砂質土層lOYRS/1 

12. 暗褐色砂質土層lOYR3/3 

オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 

明黄褐色土層lOYR6/8 

13. 褐色砂質土層lOYR4/4 

14. 褐色砂質土層 7・5Y R4/3 

15. 黒褐色砂質土層lOYR3/2 

16. 灰黄褐色砂質士層lOYR4/2 

17. 褐色粘土層lOYR4/6 

褐色砂質土層lOYR4/4 

18. 暗褐色砂質土層lOYR3/4 

19. 黒褐色砂質土層 7・5Y R3/2 

褐色砂質土層 7・5YR4/6

灰褐色砂質土層lOYR4/2 

20. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 

21. 黒褐色砂質土層 2・5Y3/2 

22. 灰色粘質土層 5Y4/l 

23. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 

24. 灰黄褐色粘土層lOYR4/2 

25. にぶい黄褐色粘土層lOYR4/3 

26. 褐色砂質土層lOYR4/4 

にぶい黄褐色砂質土層lOYRS/3 

27. 明褐色粘土層 7・5Y RS/8 

褐色砂層lOYR4/4 

28. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 

褐色粘質土層10YR4/4

29. 暗灰黄色砂質土層 2・5Y 4/2 

30. 暗灰黄色粘土層 2・5Y 4/2 

31. 褐色粘土層 7・5Y R4/6 

にぶい黄褐色粘質土層lOYR4/3 

32. 褐色枯土層lOYR4/6 

33. 灰黄褐色粘土層lOYR4/2 

34. 明褐色砂質土層 7・5YR5/6

にぶい黄褐色砂瓦層lOYR5/3 

35. 黄褐色粘土層lOYR5/6 

黒褐色砂質土層10YR3/4

にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/4 

36. にぶい黄褐色粘士層10YR5/4

37. にぶい黄褐色砂層lOYR5/4 

38. 明褐色粘土層 7・5Y R5/8 

39. 明褐色粘土層 7・5Y R5/6 

40. 褐色粘土層lOYR4/6 

41. 褐色土層lOYR4/6 

42. 灰黄褐色砂質土層lOYR5/2 
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褐色砂質土層lOYR4/4 

黄灰色砂質土層 2・5Y5/l 

にぶい黄橙色砂質土層10YR6/4

黒褐色砂質土層 2・5Y3/l 
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1. 黄褐色砂質士層lOYRS/6 

2. 灰色灰層 5Y 4/1 

3. 灰黄色灰層 2・5Y6/2 

4. 暗灰黄色灰層 2・5Y 4/2 

5. 暗灰黄色灰層 2・5Y 4/2 

6. 明黄褐色砂層 2・5Y6/8 

7. 灰褐色砂層 7・5Y RS/2 

8. 黒色砂層lOYRl.7/1

（鉄粉状のものを多く含む）

9. 暗褐色砂層 7・5Y R3/4 

10. 褐灰色灰層lOYR6/l 

11. 暗褐色砂質土層lOYR3/3 

12. 褐灰色砂質土層lOYRS/1 

13. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 

14. 赤黒色砂質土層 2・5Y Rl. 7 /1 

15. 黒褐色砂質土層lOYR2/3 

16. 赤褐色粘性砂質土層 5Y R4/8 

17. 黒褐色砂質土層 7・5Y R2/2 

18. 褐色砂質土層lOYR4/6 (焼土）

19. にぶい黄褐色砂質土層10YR5/4

20. 黒褐色砂質土層lOYR2/2 

21. 黒褐色砂質土層 7・5YR3/1

22. 黒褐色砂質土層 5YRZ/1 

（鉄分が多く含まれる）

23. 黒色砂質土層 7・5Y R2/1 

24. 黒色砂質土層lOYRZ/1 

25. 暗褐黄色砂質土層 2・5YS/2 

26. 黄褐色砂質土層lOYRS/6 

27. 明赤褐色砂質土層 5YRS/8 

28. 黒褐色砂質土層 5Y R3/1 

29. 黒褐色砂質土層 5Y R3/1 

30. 褐色粘土層lOYR4/6 

31. 暗灰黄色粘質土層 2・5Y 4/2 

32. 褐色粘質土層 7・5Y R4/4 

33. 暗褐色粘質土層lOYR3/4 

黄褐色粘質土層 2・5Y RS/3 
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34. 明褐色粘質土層 7・5YR5/8

35. 黄褐色砂質土層lOYRS/8 

36. 褐色粘質土層lOYR4/4 

37. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4

38. にぶい黄褐色lOYRS/4 

39. 黄褐色粘質土層lOYRS/6 

40. 褐色粘質土層 7・5Y R4/6 

41. 褐色粘質土層 7・5Y R4/4 

42. にぶい黄褐色粘質土層lOYR4/3 

43. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/4 

44. にぶい黄褐色砂質土層lOYRS/4 

45. にぶい黄褐色砂質土層lOYRS/3 

46. 暗褐色砂質土層lOYR3/3 

47. 黒褐色砂質土層lOYRZ/3 

48. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 

49. 褐色砂質土層lOYR4/4 

50. 褐色粘質土層 7・5Y R4/6 
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岡城期） 2型式C類が多いことがわかった。 13は、士師質土器播鉢である。口径19.6cm、器高9.9cm、底径 9

cmを測る。成形は粘土紐輪積み成形で、外面はヘラケズリ調整、内面はナデ調整を施している。内面の播目

は使用のためわずかにしか残っていなかった。 14は、瓦質土器茶釜である。口径13cmを測る。成形は、粘土

紐輪積み成形。その後、鍔部をハリッケし、口縁部内外面はヨコナデ調整、鍔上部から外面口縁部はヘラミ

カギ調整を施している。鍔部下より底部は未調整である。内面の指頭圧は、鍔部ハリッケの際に付けられた

と思われる。肩部にみられる耳部は、ハリッケで、穿孔は棒を刺している。外面底部には煤が付着している。

そのほかに、動物遺体が出土した。中型犬で、種類は雌の柴犬である（大阪府立弥生文化博物館の宮崎泰

史氏の御教示による）。死後溝に埋まったと思われる。

一部古い時期のものもあるが、 16世紀後半と考えられる。 II期に属する。

3. 第 3次面の遺構と遺物

第 3次面では第 4次面で検出した溝SD401はなくなり、西側猪名野神社参道側から 6mの付近まで、柱穴

痕が集中していた。これらの柱穴の内 SP316は、唐津焼胎土目皿や丹波焼播鉢などが出土し、 17世紀前半の

時代観と思われ、その他も柱穴の年代もその頃である。建物を復元できなったが、それらの東側では井戸 S

E301を検出したことから建物の存在があると思われる。主に、 17世紀代の遺構が検出した。

S X302 

S X302は、調査区南西隅に位置する（第144図・図

版55)。炉遺構である。長さ2.7m、幅1.95mの長方形

状内で炉遺構を検出した。遺構の残存状態が悪かった

が、断ち割りの際底部を確認できた。燃焼室の大きさ

は長さ0.9m、深さ0.22mを測る。底部には厚さ 8cm程

の赤色に変色した粘土（第144図第16層）が敷かれてお

り、さらに、その上層に硬くしまった黒色の鉄粉が堆

積していた（第144図第 8・22層）。また、この炉から

出たと思われる鉄滓が、第 4次面で検出した SD401の

上面から出士した。何を制作していたかはわからない

が、角釘片が一点出土した。この遺構の東側から、フ

イゴの羽口が数個出土しており、小鍛治関係の遺構と

考えられる。遺物が少量しか出土しなかったが、切り

合いの遺構の年代観から、 III-1 b期に属すると考え

られる。

S E301 

S E301は、調査区中央東側に位置する（第145図．

図版55)。平面形は不整形を呈し、長径1.32m、深さ 5.1

mを測る。素掘りの井戸である。埋土は15層である。

そのうちの第 3・4・8層は焼士層である。出土遺物

もほとんどは、これらの土層から出土した。また、湧

水層は確認できなかった。

q}@― 

w 

11 

12 

O.P.=19.000m 
E 

1. 黒色砂質士層 5YZ/1 
2. 暗灰黄色砂質土層 2・5Y 4/2 
3. 黒褐色砂質土層 2・5Y3/2 
4. 黒褐色砂質士層 2・5Y3/2 

黄褐色砂層 2・5Y5/3 
5. 灰黄褐色砂質土層lOYR4/2 
6. 黒褐色砂質士層 2・5Y3/2 
7. 黄灰色砂質土層 2・5Y 4/1 
8. 褐灰色砂質士層lOYR5/l 

（焼士多く含む）

9. 明褐色粘質士層 7・5Y R5/6 
黄灰色粘質土層 2・5Y5/l 

10. 暗灰黄色粘土まじり砂層

2・5 Y5/2 
11. 黒褐色粘質土層 5Y RZ/1 
12. 灰色粘質土層 7・5G Y 4/1 
13. 黄灰色砂層 2・5Y 4/1 
14. にぶい黄色砂層 2・5Y6/3 

。
2m 

第145図 S E301遺構図
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第146図ー 1は、肥前磁器染付仏飯具である。口径6.5cm、器高6.4cm、底径4cmを測る。外面の文様は紅葉

文が描かれている。底部は無釉である。大橋康二氏の編年（大橋1989年） III期に属する。 2は、土師質土器

皿である。口径7.3cm、器高1.8cmを測る。胎土は象牙色2.5Y9/2を呈し、口縁部は直線に伸びるが、体部に

張りがある。手ずくね成形で、外面調整は指頭圧調整、内面はヨコナデ調整を施している。口縁部に灯芯痕

がある。 3は、瀬戸・美濃焼天目茶碗である。口径11cmを測る。小片で観察しにくいが、内外面に鉄釉が掛

けられている。藤澤良祐氏の大窯編年（藤澤1986年） 3期に属する。 4は、丹波焼鉢である。口径12.8cm、

器高6.3cm、底径9.4cmを測る。外面口縁部に施釉が掛けられている。このタイプの鉢は、火入れとして使わ

れていたと考えられており、これもその様に使用していたと思われる。

また、この井戸からは、多量のシジミが出土した。出土したシジミは、ヤマトシジミ・マシジミの 2種類
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第146図 SE301 (1-4)・SD301 (5-7)・SD303 (9-14)出土遺物
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で、おそらく、伊丹近郊の川で採集していたと思われる（赤松1996年）。当時の住人の食生活を示す好資料で

ある。

出土遺物を概観すると、 1部古いものもあるが、 17世紀後半-18世紀初頭まで使用していたと考えられる。

III-2 a期に属する遺構である。

S D301 

S D301は、調査区南側中央付近に位置する（表 1)。長さ6.3m以上、幅0.8m、深さ0.07mを測る。浅い

溝状遺構として掘削したが包含層と考えられる。

第146医ー 5は、唐津焼碗である。高台径3.9cmを測る。内面から高台部付近まで石灰釉が掛けられている。

底部は無釉である。大橋康二氏の編年II-1期に属する。 6は、豊前高取焼碗である。口径11cm、器高7.5

cm、高台径4.8cmを測る。器高は高く、高台脇部は張りは強い。また、口縁部は外側へ反っている。内面は黒

色釉が掛けられ、口縁部から外面は藁灰釉が施されている。高台は無釉である。高取焼は、福岡県の鷹取山

の麓に、慶長 5年 (1600) に築窯し、その後窯場の移転を繰り返したが、藩窯として続いた。また、遠州好

みの七窯の一つにあげられている。 7は、土師質土器皿である。口径 8cm、器高 1cmを測る。口縁部が直線

的に伸び、器高が低いタイプのものである。 IT (伊丹郷町期）・ 1型式A類に属する。

出土遺物を概観すると、 17世紀前半と考えられ、 III-1 b期に属する遺構である。

S D303 

S D303は、 SD301の北側に位置する（表 1)。平面形は不整形を呈し、長さ3.84m以上、幅2.54m、深さ

0.45mを測る。第 2次面で検出した SD202の下面に位置する。これも包含層と思われる。

第146図ー 8-9は、唐津焼皿である。 8は、胎土目皿である。口径10.8cm、器高3.4cm、高台径4.4cmを測

る。体部下部は厚みがあり、口縁部が直線的に伸びるタイプのものである。内面から外面体部にかけて灰釉

が掛けられている。 9は、溝縁皿である。口径13cm、器高3.5cm、高台径4.6cmを測る。内面から高台部上ま

で灰釉が掛けられている。 8は、大橋康二氏の編年 I期、 9はII-1期に属する。 10は、肥前磁器染付皿で

ある。底径 9cmを測る。高台は蛇ノ目凹形高台を呈し、「冨貴長春」の銘がみられる。また、見込みに草花

文、内面体部には蛸唐草文を描き、外面体部には唐草文がみられる。大橋康二氏の編年III期に属する。これ

はその他の出土遺物より少し新しいため、上面遺構の混入と思われる。 11は、備前焼鉢である。口径14.4cm、

器高7.7cm、底径15.6cmを測る。全体的に重みがあり、丁寧に作られている。 12は、土師質土器皿である。ロ

径10.6cm、器高2.1cmを測る。口縁部と底部の境がはっきりし、器厚は薄い。手ずくね成形で、内面口縁部は

ョコナデ調整を施しているが、外面は未調整である。全体的に煤が付着している。 IT (伊丹郷町期）・ 2型

式A類に属する。 13は、丹波焼播鉢である。口径36cmを測る。口縁部と体部が直角になすタイプで、外面体

部は、軽くナデ調整を施し、ユビオサエ痕がみられる。内面の播目は 4本単位である。大平茂氏の編年 I期

に属する。 14は、フイゴの羽口である。全長（残） 13.5cm、幅7.5cmを測る。外面の調整はナデ調整、中央に

ある孔形は、直線的である。胎土中の砂礫の量が非常に多い。砂礫が混入されているのは、先端部の耐火性

を上げるために意図的になされたものであり、小鍛治の羽口の特徴と思える（伊藤1992年）。

出土遺物を概観すると、 17世紀前半-17世紀後半と考えられる。 III-1 b期に属する遺構である。

4. 第 2次面の遺構と遺物

第 2次面は、建物に直接むすびつく遺構は検出できなかった。調査区東側で便槽桶(D-2 - 2区SU207) 

を検出し、北側でも便槽桶 (D-2 - 2区SU306)を出土した。さらに、東側では池状遺構や廃棄土塘を検
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出したことから、間口より 6mのところまでの規模の建物が建っていたと想定できる。また、調査区中央で

黄灰色砂や、礫を敷きつめ、硬くしめた通り庭SX411を検出した。これは、 1次面で検出した建物に伴うも

のである。

S X201 

S D201は、調査区北東隅に位置する（第147図・図版55)。平面形は不整形を呈し、長さ5.88m、幅3.lm、

深さ0.45mを測る。遺構の周りを、長さ30cm、幅20cm程石を 2段積みし、これら内の底部には、 5-15cmの

位の石を敷かれていた。埋土の最下層は、黄灰色泥土（第147図第 7層）が堆積していたので、池ではないか

と考えられる。

第148図ー 1は、肥前磁器染付碗である。口径12.8cmを測る。体部は薄手で、口縁端部がやや反っている。

呉須の発色も鮮明で丁寧に栗文が描かれている。 2は、唐津焼胎土目皿である。口径12.4cm、器高4.6cm、高

台径3.6cmを測る。外面口縁部から内面にかけて灰釉が掛けられ、外面底部は無釉である。大橋康二氏の編年

では、 1はIV期、 2は11-1期に属する。 3は、丹波焼壷である。口径10.6cmを測る。口縁部は外側へ反っ

ている。また、外面肩部には自然釉がみ

られる。 14世紀代のものと思われ、伝世

品と考えられる。 4-6は、土師質土器

である。 4は、焼塩壷の蓋である。口径

7 cm、器高1.5cmを測る。調整は、口縁部

はヨコナデ調整を施し、内面には布目痕

がみられる。 5は、焼塩壷である。口径

6.8cm、器高4.4cm、底径5.2cmを測る。板

状粘土を巻いて体部を成形し、底部は内

側から粘土塊によって、充填し、外側か

ら同時に押圧した跡がある。口縁部はナ

デ調整を施し、内面体部に布目痕がみら

れる。両角まり氏の分類Cl-d-1類

に属する（両角1996年）。 6は、西行土人

形である。器高5.9cm、幅 4cmを測る。岩

山に腰掛ける修行僧のようにみえる。右

手に杖を持ち、左手には数珠を持ってい
E
 

竺,=19.000m 
w 

1. 黒褐色砂質土層lOYR3/2 

2. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 

3. 黒褐色砂質土層lOYRZ/2 

4. 暗オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 

(10cm以上の礫多量に含む）

5. 黒色砂質土層lOYR3/l 

6. 暗褐色砂質土層10YR3/4

7. 黄灰色泥土層 2・5Y 4/1 

8. 黒褐色粘士層 2・5Y3/l 

9. 黒褐色砂質土層 2・5Y3/2 

10. 褐色砂質土層lOYR4/4 

11. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/3 

褐色粘土層lOYR4/4 

黄灰色粘土層 2・5Y 4/1 

(l-5cm程の礫が多く含まれる）

12. 暗灰黄色粘土層 2・5Y5/2 

黒褐色粘質土層 2・5Y3/l 

13. 褐色粘土層lOYR4/6 

暗灰黄色粘質士層 2・5Y 4/2 

0 lm 

る。合せ型成形で、合せ目をヘラケズリ

調整している。また、底部には直径0.9

cm、深さ2.5cmの穿孔がみられる。 7は、

寛永通賓である。直径3.1cm、厚さ0.1cm

を測る。古寛永通賓で、「賓」字の画末尾

が「ス」である。また、背文は見られな

vヽ
゜

第147図 S X201遺構図

出土遺物を概観すると、一部古い時期

のものもみられるが、 17世紀末-18世紀
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第148図 S X201 (1 -7)・S K202 (8 -13) 出土遺物

中頃と考えられ、 III-2 a期に属する。

S X202 

S X202は、調査区南東に位置する（表 1)。平面形は不整形を呈し、長さ1.5m、幅1.34m、深さ0.57mを

測る。調査時は士壊として掘削していたが包含層と考えられる。

第149図ー 1-2は、肥前磁器である。 1は、赤絵碗である。高台径5.2cmを測る。見込みに膨らみがあり、

器厚は薄手である。外面の文様は赤地に金色釉で唐草文を描き、見込みには牡丹唐草文がみられる。高台内

には銘があり、焼継ぎ痕もみられる。 2は、染付香油壷である。高台径5.6cmを測る。胴丸形のタイプであ
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る。外面の文様は楼閣山水文である。高台畳付は露胎で離れ砂が付着している。大橋康二氏の編年では、 1. 

2は、 IV期に属する。 3は、備前焼小壷の蓋である。直径7.95cm、器高 1cmを測る。外面は丁寧に回転ナデ

し、つまみ部を接着後、そのまわりをヘラで文様を施している。 4は、伊賀・信楽焼灯明受皿である。口径

12.3cm、器高2.25cm、底径4.8cmを測る。外面口縁部から内面にかけて灰釉を掛けている。受け部に半月状の

切り込みかある。 5は、寛永通賓である。直径 3cm、厚さ0.1cmを測る。新寛永通賓で、背文はみられない。

6は、土師質土器乗燭である。口径 2cm、器高1.65cm、底径4.6cmを測る。型押し成形で、外面は軽くヨコナ

デ調整している。中央の芯立てはハリッケ後、ナデ調整を施している。また、端部には煤が付着している。

出土遣物を概観すると、 18世紀前半-18世紀後半と考えられ、 III-2 a期に属する遺構である。

S K202 

S K202は、調査区中央東側に位置する（表 1)。平面形は円形を呈し、直径1.17m、深さ0.52mを測る。

第148図ー 8-9・11は、肥前磁器である。 8は、染付碗である。口径10cm、器高4.4cm、高台径4.8cmを測

る。高台が低く、半球形の丸碗タイプである。外面の文様は草花文である。 9は、染付皿である。口径9.91

cm、器高2.8cm、高台径4.3cmを測る。見込みに蛇ノ目釉ハギがみられ、内面体部に草文が描かれている。高

台畳付は露胎である。 11は、染付筒型碗である。口径9.8cm、器高7.2cm、高台径 6cmを測る。呉須の発色が

良好で、外面体部に松景文が描かれ、内面口縁部に七宝文、高台脇部に鋸歯文が描かれている。また、高台

内の二重方形枠内に渦福がみられる。 8-9・11は、大橋康二氏の編年IV期に属する。 10は、丸瓦である。

全長22.7cm、丸瓦部長19.5cm、玉縁部長3.2cm、丸瓦体部幅17cm、厚さ 1.1cmを測る。調整は、玉縁部凸面は

ョコナデ調整、凹面には布目がみられる。丸瓦部は凸面は縦方向にヘラナデ調整し、凹面は縦方向に叩板に

よるタタキとコビキ B痕がみられる。 12は、土師質士器焙烙である。口径24.8cmを測る。口縁部と底部が直

立するタイプのものである。口縁部内外面にヨコナデ調整、内面底部はナデ調整を施し、外面底部は未調整

である。外面には煤が付着している。難波洋三氏の分類E類に属する。 13は、唐津系陶器皿である。口径11.9

cm、器高3.7cm、高台径 4cmを測る。口縁部は外側へ伸びるタイプのものである。内面から外面まで灰釉を掛

けているが、高台は無釉である。見込みに蛇ノ目釉ハギがみられる。大橋康二氏の編年IV期に属する。

出土遺物を概観すると、 17世紀末-18世紀前半と考えられる。 III-2 a期に属する遺構である。

5. 第 1次面の遺構と遺物

第 1次面では、三和土が一部みられた。礎石も検出し、既存建物 (SBOl) に伴うものと思われる。この
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三和土の下部の整地層（第141図第70層）を切って作られた廃棄土塘 (SX103第141図第80層）の出土遺物の

年代が、 18世紀後半-19世紀初頭なので、それ以降に敷かれたと思われる。その他には、東側では便槽甕(S

WOl・02) を検出した。 したがって参道に面した SB01は、東側は裏となっていたと考えられる。第 2次面

で検出した SX411はSB01の南側の建物に伴うものである。

S B01 

S B01は、調査区西側から中央付近に位置する（第150図）。桁行 4間（南北約 8m)、梁行 6間半（東西約

12.9m) を測る。既存建物である。 2戸 1棟の棟続きの建物であった。 この建物は、第 2次面で検出した池

(S D201) を埋め、 その上面に三和土を敷かれているため、建物の規模を拡大したことがわかる。 また、池

(S D201)の上限期が18世紀中頃で、 それ以外の下面遺構 (SD201)の切り合いから考えて19世紀前半以降

に建てられている事がわかった。 さらに、建物の東側の裏庭部にそれぞれ便槽甕を検出した。 そのうち北側

の便槽甕の西側には、水琴窟 (SYOl) を検出し、便所使用後の手洗い水の排水処理として使われていたと

考えられる。

S X 106 

この礎石建物は、 III-3 b期からIV期に属する。

S Xl06は、調査区西隅に位置する （表 1)。平面形は不整形を呈し、長さ4.2m、幅3.4m、深さ0.22mを

測る。廃棄土壊で同時代のものがまとって出土した。

第151図ー 1は、肥前磁器染付筒型碗である。

i
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で、外面の文様は松文が描かれ、見込みには手書きによる五弁花がみられる。また、高台内には二重方形枠

内に崩れた渦福が描かれ、高台畳付は露胎である。大橋康二氏の編年IV期に属する。 2は、土師質土器皿で

ある。口径6.7cm、器高 1cmを測る。内外面に回転ナデ調整が施され、底部には糸切り痕がみられる。また、

ロ縁部には灯芯痕がみられ、灯明皿として使用していたと思われる。 3は、瀬戸・美濃焼ヒダ皿である。ロ

径7.3cm、器高1.7cm、高台径3.2cmを測る。口縁部がヒダ状に波うっており、内外面には灰釉が掛けられてい

る。高台畳付は露胎である。 4-5は、寛永通賓である。 4は、直径3.5cm、厚さ0.1cmを測る。 5は、直径

3.6cm、厚さ0.1cmを測る。どちらも、新寛永通賓で、背文はみられない。 6は、紋切銭である。直径4cm、

厚さ0.3cmを測る。飾職人の作ったものと思われており、歌舞伎役者の頭文字または定紋を彫り込んだもので

ある。この銭の表面には「金」の文字が彫られている。 18世紀中頃以降盛んに作られた。

出土遺物を概観すると、 18世紀後半-18世紀末と考えられ、 III-3 a期に属する。

S P113 

S Pll3は、調査区中央北側に位置する（表 1)。平面形は不整形を呈し、長さ0.88m、幅0.67m、深さ0.44

mを測る。

第151図ー 7は、瓦灯傘である。底径11.9cm、器高10.7cmを測る。体部下部を粘土紐輪積み成形で、上部を

ハリッケした後、外面を丁寧にナデ調整し、上部を棒状のもので穿孔している。そのほかに、大橋康二氏の

編年IV期に属する肥前磁器色絵碗や、丹波焼甕などが出土し、 18世紀前半-18世紀後半のものと考えられる。

III-2 b期に属する。

6. まとめ

今回の調査では、 16世紀後半から昭和までの遺構を検出した。時代を追って変遷をまとめて言うと、 16世

紀後半頃は、北側から南側に延びる落ち込み状の溝が存在していた。これはD-6区 ・D-4区から続く溝

である。 D-6区・ D-4区では道路に沿って幅約 2mの規模で設けられているが、 D-2区から幅を広げ

て南東方向に向かいD-2-2区で南に折れる。また、大量の土師質土器皿がこの溝が広がる地点に廃棄さ

れているのは、この場所が祭祠的な場所として考えられていたためであろう。土師質土器皿は何らかの祭に

伴う儀礼に用いられたものと考えられる。 17世紀代に入ると SD401は埋め戻され、鍛治屋関係の施設が建っ

ていたと思われる。 17世紀末-18世紀前半に入ると、建物が建ち、東側の裏庭には池 (SD201)が作られて

ぺ‘✓ 
文ー1-c::::::::: ク2
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第151図 S P 113 (7)・S X 106 (1 -6)出土遺物
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いた。その後、池 (SD201) は、第 2次面で検出した建物（第 1次面とほぼ同じ規模）が建てられる際に、

建物の規模を拡大するためなくなってしまう。さらに、 19世紀前半には既存の 2戸 1棟の建物が建てられた。

このように、既存建物以外は、はっきりと建物の規模を掴むことはできなかったが、 16世紀後半の溝を検出

できたことで、溝の広がりを知ることができた。また、大量の遺物が出土したことにより、この溝の年代を

知ることができ、よい結果を得られた。
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第 9節第63次調査D-2-2区

D-2-2区は、 D-2区の東隣りに位置する。調査面積が狭いため、調査区中央の屋敷境溝を挟み 2分

割し、西側をD-2区、東側をD-2-2区とした。

1. 基本層序

遺構面は第 4面検出した。また、基本層序はD-2区と同じである（第141図）。調査面積は108m'である。

2. 第 4次面の遺構と遺物

第4次面では、 D-2区で検出した SD401 (第143図・図版60) の続きを調査区西南隅で検出した。その

他に、東側で柱穴群が数力所みられ、掘立柱建物があったと思われる。

3. 第 3次面の遺構と遺物

第 3次面では、直接建物につながる遺構は検出しなかったが、多数の廃棄土壊 (SX305・S P309)がみ

られた。検出した土塘は、主に18世紀前半のものであった。その他に、調査区中央付近で16世紀後半代の遺

物が出土した SE301 (第152図）を検出した。

S X305 

S X305は、調査区西北隅に位罹する（表 1)。平面形は長方形を呈し、長辺1.3m、短辺0.8m、深さ0.4m

を測る。廃棄土壊で17世紀末-18世紀前半頃の遺物がまとまって出土した。

第153図ー 1は、肥前磁器染付碗である。口径llcrn、器高6.1cm、高台径4.8cmを測る。外面の文様はコンニ

ャク印判によって、肩花文が描かれている。高台畳付は露胎である。 2は、京焼風陶器碗である。口径9.3

cm、器高 6cm、高台径 5cmを測る。外面に山水文を描いている。高台脇から高台内まで無釉である。大橋康

二氏の編年（大橋1989年）では、 1はIII期、 2はIV期に属する。 3は、土師質土器皿である。口径7.8cm、器

高1.55cmを測る。手ずくね成形で、内外面に布目痕がみられ、その後、内面はナデ調整、外面には指頭圧調

整を施している。また、口縁部に灯芯痕がみられ、灯明皿として使用していたと思われる。 IT (伊丹郷町

期） 1型式A類に属する。

出土遺物を概観すると、 17世紀末-18世紀前半と考えられ、 III-2a期に属する。

4. 第 2次面の遺構と遺物

第 2次面でも、建物遺構は検出できなかった。この面でも 18世紀代から19世紀初頭の廃棄土塘 (SX203・ 

202) を数力所検出した。

S P212 

S P212は、調査区北側中央に位置する（表 1)。平面形は不整形を呈し、長さ0.92m、幅0.9m、深さ0.54

mを測る。柱穴痕としてとらえたが、廃棄土塘である。

第155図ー 1は、肥前磁器染付碗である。口径10cm、器高5.4cm、高台径3.9cmを測る。高台は低く、体部も

薄手で、丸碗タイプのものである。呉須の発色は良好で、外面の文様はコンニャク印判によって草花文を描

いている。 2は、唐津系陶器刷毛目文碗である。口径11cm、器高4.7cm、高台径4.2を測る。内外面全体に白

土化粧によって刷毛目文様を施してる。高台畳付は露胎である。 3は、肥前磁器皿である。口径8.6cm、器高
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2.4cm、高台径3.6cmを測る。小皿タイプのもので、見込みには蛇ノ目釉

ハギがみられる。大橋康二氏の編年では、 1-3はにIV期に属する。 4.

9は、土師質土器である。 4は、皿である。口径7.25cm、器高1.7cmを測

る。手ずくね成形で、調整は、口縁部内外面はヨコナデ調整、内面はナ

デ調整を施し、外面には指頭圧調整がみられる。 IT (伊丹郷町期） 2 

型式A類に属する。 9は、焙烙である。口径26.6cmを測る。口縁部と底

部が直立するタイプのものである。調整は、口縁部内外面はヨコナデ調

整、内面底部はナデ調整で、外面底部は型作りで未調整である。 7は、

備前焼壷である。口径15cmを測る。口縁部内面に受け状のものがあり、

ロ縁端部は外反している。また、口縁部内面から外面にかけて黒色土釉

が掛けられている。 10は、銅製火箸である。長さ17cm、直径0.4cmを測

る。基部から先端部にむかって細くなっている。

出土遺物を概観すると、 17世紀末-18世紀前半と考えられる。 III-2 

a期に属する。

S U207 

S U207は、調査区西側中央に位置する（第154図）。掘形の平面形は楕

円形を呈し、長さ 1.58m、幅1.24m、深さ0.54mを測る。埋桶遺構であ

る。おそらく、西側の建物に伴うものと思われる。また、第 3次面でも

北西隅に同様の遺構を検出しており (SU306)、時期的にも差がなく、

西側建物SB02に伴うものと思われる。 第152図 S E301遺構図

第155図ー 5・6は、肥前磁器である。 5は、広東型染付碗である。口径10.4cm、器高 6cm、高台径5.3cm

を測る。体部は薄手で、呉須の発色も良好である。文様も丁寧に描かれている。外面の文様は草花文が描か

□□ 
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1. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/4 
2. 黄色士層 2・5Y7 /8 (礫多く含む）

3. 褐色粘質土層lOYR4/6 

4. 暗灰黄色砂質士層 2・5Y 4/2 

゜
Zm 

れ、見込みには「井」の銘がみられる。高台畳付は露胎である。 6は、染付蓋である。口径9.4cm、器高2.8

cm、つまみ径 5cmを測る。タイプからみて、広東型碗の蓋と思われる。外面の文様は楼閣山水文である。内

面には岩文が描かれている。 5・6は、大橋康二氏の編年V期に属する。 8は、備前焼鉢である。口径12.8

cm、器高7.3cm、底径12.5cmを測る。筒型の鉢である。外面底部に刻印がある。

出土遺物を概観すると、 18世紀後半-19世紀初頭と考えられ、 III-3 a期に属する遺構である。

5. 第 1次面の遺構と遺物

第 1次面では、 3時期の遺構を検出した。 1期目は、

前代に引き続き裏庭であった時期である。多くの廃棄

土壊や井戸を検出し、調査区中央付近では 2基 1組の

竃も検出したことから、裏庭に竃屋が建てられていた

のではないかと考えられる。

2期目は、調査区全体に三和士が敷かれた時期であ

る。三和土が敷かれた時期は、下面の遺構 (SXlOl・ o 

102)の年代が19世紀中頃なので、 19世紀後半以降であ

0, 
10cm 
~ 八

る。 第153図 S X305出土遺物
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1. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 
（焼土・炭化物多く含む）

2. 暗褐色砂質土層lOYR3/3 
3. 黒褐色砂質土層lOYRZ/3 
4. 黒褐色砂質土層 2・5Y3/2 

（遺物・炭化物多量に含む）

5. 灰オリープ色砂層 7・5Y6/2 
6. 明褐色粘質士層 7・5Y R5/8 

第゚154図 S U207遺構図

3期目は、既存建物の時期である。検出した建物は、 D

-4区で検出した SAOZを北端とし、年代もこの建物を作

る際に埋められた溝 (SDOl) の年代観から、第 2次大戦

前に建てられたことが分かっている。以上のように、第 1

次面では 3時期の遺構を検出した。

S V01-C 

S VOl-Cは、調査区中央やや東側に位置する（第156

図・図版60)。上面の竃を作り替える際に、壊されており全

体を掴むことができなかった。燃焼室の検出長は0.75m、

深さ0.3mを測る。燃焼室壁には粘土が張られており、埋土

から瓦や赤く変色した礫を検出したことから、これらは燃

焼室壁の基礎補強材として使用していたと思われる。また、

これに伴う竃が検出していないことから、単独半地下式竃

と思われる。

第157図ー 1は、軒桟瓦である。軒丸部は、瓦当部径6.3

cm、文様区径3.2cm、周縁幅1.4cm、瓦当部厚1.5cmを測る。
2m 

軒平部は、全長21.4cm、瓦当部高2.8cm、文様区厚1.9cm、

周縁上部0.8cm、顎下部厚1.1cmを測る。軒平部凸面は縦及

び横方向にヘラミガキ調整を施す。凹面は未調整で離れ砂
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第155図 S P212 (1 -4・7・9・10)・S V207 (5・6 -8) 出土遺物
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が付着し、金属クシによる 7本単位のクシ目が、直線及び波状に施されている。 2は、寛永通賓である。直

径2.5cm、厚さ0.1cmを測る。新寛永通賓で、背文はみられない。 3は、肥前磁器色絵碗である。口径8.8cm、

器高4.7cm、高台径3.1cmを測る。小型の丸碗タイプのものである。外面に赤地に白抜きによる陰刻の唐草文・

草花文が描かれている。高台畳付は露胎である。大橋康二氏の編年V期に属する。 4は、瀬戸・美濃焼染付

端反碗である。口径10.8cm、器高5.2cm、高台径4.1cmを測る。外面の文様は貝文、内面口縁部に雷文が描か

れ、見込みには貝文がみられる。服部郁氏の編年（服部1994年） 2期第10小期に属する。

出土遺物を概観すると、 19世紀前半-19世紀中頃と考えられ、 III-3 b期に属する。

S V01-A 

S VOl-Aは、 SVOl-Cの西側に位置する（第156図・図版60)。この西側に検出した SVOl-Bとは、

2基 1組の半地下式の竃である。燃焼室の直径0.8m、深さ0.26mを測る。 SVOl-Cと同様大型の竃で、 S

VOl-Cを切ってつくられいるため、作り替える際規模を拡大したと思われる。燃焼室壁は厚さ10cm位の粘

土を張り、基礎補強材として瓦や10cm大の礫石が設置していた。燃焼口は南側と思われ、焚口には多量の炭

化物が堆積していた。出土遺物の年代観から、 SVOl-Cの方が一時期古く、この竃を作り替える際に、西

側へ移動し、 2基 1組の半地下式の竃を作ったと思われる。

第157図ー 1は、肥前磁器御神酒徳利である。口径0.9cm、器高10.4cm、高台径 2cmを測る。瓶子型徳利で

ある。外面の文様は蛸唐草文で、高台畳付は露胎である。大橋康二氏の編年V期に属する。 6は、万古系蓋

である。口径6.9cm、器高2.3cmを測る。上面の文様は、中央部は印判で網目文を、縁部はヘラによって文様

を施している。内面の指頭圧痕はその際に付けられたと思われる。上面とつまみ部は、型押した木葉形のも

のを張り付けている。その他の出土遺物とあわせて考えると、 19世紀中頃と考えられる。 III-3 b期に属す

る遺構である。

S VD1-B 

SVOl-Bは、 SVOl-Aの西側に位置する（第156図・図版60)。燃焼室の直径0.75m、深さ0.25mを測

る。構造は SVOl-Aと同様である。

第157図ー 7は、肥前磁器染付鉢である。高台径8.8cmを測る。呉須の発色は良好で、丁寧に描かれている。

内面体部の文様は草花文で、外面体部には唐草文がみられる。内面はひだ状になっており、高台は蛇ノ目凹

型高台である。高台畳付は露胎である。大橋康二氏の編年V期に属する。 8は、伊賀・信楽焼行平である。

ロ径16.6cm、器高8.7cm、底径7.6cmを測る。体部には注口がみられ、握手部と注口に鉄釉が掛けられ、内面

には灰釉が掛けられている。また、外面体部には塗士が施され、 トビカンナ文を施す。 9-11は、金属製品

である。 9-10は、銅製かんざしである。 9は、長さ1.65cm、幅0.5cmを測る。 10は、長さ2.47cm、幅0.5cm

を測る。 11は、箸か？長さ14.2cm、直径0.5cmを測る。

第158図ー 1-30は、土師質土製品芥子面子である。面子の小型のものを芥子面子といい、這い子ともい

う。初めは指の腹に唾でつけて簡易な指人形として用いた。 19世紀初頭に、穴ー等の賭博遊びが禁じられる

と、銭貨の代わりに地面に投げ、代用品として使用していた（松井1991年）。すべて型押し成形で、裏面に指

頭圧痕がみられる。種類は、奴・ヒラメ・いか・かに・貝・稲束・蜜柑・瓜・桃・打ち出のこづち．瓢鏑．

菊・花・算盤・大入り袋などである。このように芥子面子が多量に出土するのは珍しい。

出土遺物を概観すると、 19世紀中頃と考えられる。

S ED2 

S E02は、調査区南東隅に位置する（第159図・図版60)。平面形は長方形を呈し、長辺1.51m、短辺1.46
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第157図 SVOl-C (1-4)・SVOl-A (5・6)・SVOl-B (7-11)出土遺物

-163-



傷t,,i鼻り會tG い5~ 息6 魯息

@la嶋19e 別。鬱 ~I躙§攣 ~ I心胤

會 t 僭砂 16 い合 ~18 魯 t , s 魯息 2疇［

會日 2魯息鬱f,.鬱＼曇机疇］農［

胃且 ~29 0~30 
。

10cm 

第158図 SVOl-B出土遺物

m、深さ1.6mを測る。長さ lm、幅O.lmの棒状の石を方形に 2段置き、その上の四隅に瓦を設置していた。

本来はここから井戸枠瓦が積まれているが、ここでは残っていなかった。

第160図ー 1は、肥前磁器染付碗である。口径9.4cm、器高5.1cm、高台径3.4cmを測る。体部は薄手で、体

部から口緑部にかけて直線的に伸びているタイプである。呉須の発色は良好で、外面の草花文は丁寧に描か

れている。見込みに扇文がみえる。大橋康二氏の編年V期に属する。 2は、井戸枠瓦である。全長19.8cm、

幅17.4cm、厚さ3.7cmを測る。体部にクサビ形のタタキ目を 2列入れている。また、側面に「金岡瓦宗」の刻

印がみられる。出土遺物は広範囲の年代のものが出土した。

出土遺物を概観すると、 19世前半-20世紀前半と考えられ、 III-

~ 

z
 

O.P.=19. 包伽
s 

1. 黄色褐色土層lOYR5/8 

2. オリープ褐色土層 2・5Y 4/3 

゜
2m 

第159図 S E02遺構図

3 b期からIV期に属する遺構である。

S X 108 

S X108は、調壺区北東隅に位置する（表 1)。平面形は不整形を

呈し、検出長 4m以上、幅1.38m以上、深さ0.14mを測る。調査時

は遺構で取り上げたが、整地層である。

第160図ー 3は、京焼系広東型碗である。高台径 6cmを測る。磁器

でこのタイプのものはあるが、陶器では珍しい。高台畳付は露胎で

ある。 4は、丹波焼壷である。底径 4cmを測る。外面に全体に白化

粧土が掛けられている。いわゆる白丹波である。 6は、肥前磁器染

付鉢である。口径21cm、器高9.6cm、高台径 8cmを測る。体部はやや

厚手を呈し、呉須の発色は悪い。外面の文様は折れ松葉文、内面は

松竹梅文が描かれ、見込みは花唐草文が見られる。大橋康二氏の編

年IV期に属する。

また、ここでは土師質土器皿を多量に出土したため、法量グラフ

を作成した。その結果、成形は手ずくねで、口径は10-12cm、器高

2 cm前後の比較的大型ものが、多く出土した。
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出土遺物を概観すると、 18世紀中頃-19世紀前半と考えられる。 III-3 b期に属する。

S X 104 

S X104は、調査区中央に位置する（表 1)。平面形は不整形を呈し、長さ2.02m、幅1.72m、深さ0.72m

を測る。

第160図ー 5は、肥前磁器染付蓋である。口径9.6cm、器高2.8cm、つまみ径4cmを測る。外面には草花文、

内面口緑部には四方欅文が描かれている。内面中央に「寿」の文字がみられる。高台畳付は露胎である。大

橋康二氏の編年IV期に属する。 7は、 ミニチュア土製品人形である。残存高6.5cm、幅2.5cmを測る。合わせ

型成形で、合わせ目をヘラケズリ調整している。底部には穿孔がみられる。西行像と思われる。西行像は、

腰痛まじない・盗難防除など俗信的な意味があった。

出土遺物を概観すると、 18世紀後半-19世紀初頭と考えられる。 III-3 a期に属する。

怠

二

一

~5 

20cm 

2
 

口冒
゜

e 7 

20cm 

第160図 S E02 (1・2)・S X108 (3・4・6)・S X104 (5・7)出土遺物
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6. まとめ

D-2-2区では、 19世紀後半以前の建物遺構は検出できなかった。 16世紀後半は、 SD401の東側に柱穴

群があり掘立柱建物が建っていた可能性がある。 17世紀代になると、西側建物の裏庭部にあたり、 18世紀代

にも引き続がれる。 19世紀前半には、一部に竃が作られ、竃屋が建てられていたのではないかと考えられる。

しかし、 19世紀後半に入ると、三和土が全面にみられ、敷地いっぱいに建物が建てられたと思われる。おそ

らく、裏地を宅地として利用する必要に追られたためであろう。 20世紀に入ると調査前にあったD-4区東

側の SA02につながる既存建物が建てられることとなったと考えられる。そのほかに、この調査区では、多

くの貝類が出土した。 19世紀前半の廃棄土壊 (SXl04)からはバイガイが144個一括で出土するなど当時の

食文化を知るうえで好資料を得た。
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第10節第63次調査D-4区

D-4区は、猪名野神社参道沿いに面し、『天保十五年 (1844)伊丹郷町分間』（第212図）よると、「北少

路村」にあたることがわかる。『元禄七年 (1694)柳沢吉保領伊丹郷町絵図』（第212図）には、屋敷主与一兵

衛、住人長兵衛、その南側は糸引人惣右衛門後家、その東側は日用人（日雇い）太兵衛と記された地点に比

定する。

1. 基本層序

遺構面は、西側で3面、東側で4面検出した。地山直上層に、オリーブ褐色砂質土層（第161図第 8層現地

表面より 50cm下）、また東部にみられる地山に似た黄褐色粘質土層（第161図第33・ 第56層現地表面より約32

cm下）は、東部第 3次遺構面にあたる。さらに、 5-10cm大の礫が多量に含む整地層（第161図第21・ 第31・

第55層現地表面より 20cm下）が調査区全体的にみられる。また、東部に堆積している黄灰色砂質土層（第161

図第54層現地表面より 15cm下）は、東部第 2次遺構面にあたる。その上層に、第 2次面で検出した焼土層（第

161図第15層現地表面より約10cm下）がみられる。この焼土層は、出土遺物から（第172図）、享保十四年(1729)

の北少路村の大火災の際の焼土層と考えられる。さらに、その上層に、第 1次遺構面（第161図第16層現地表

面より約 8cm下）が堆積している。

2. 第 4次面の遺構と遺物

第 4次面は、落込み状遺構より東側に存在した。第 3次面西側と同時期である。礎石・礎石痕や柱穴は、

中央付近に集中していた。しかし、断片的で建物の復元はできなかった。

S X404 

S X404は、調査区中程東側に位置する（表 1)。平面形は楕円形を呈し、長さ1.36m、幅 lm、深さ0.3m

を測る。この遺構は、本来第 2次面のものと思われ、遺構内からは遺物が多量に出土した。

第162図ー 1は、京焼系急須の蓋か。口径5.4cm、器高1.6cmを測る。外面とつまみに灰釉が掛けられ、表面

には、鉄釉で草文が描かれている。 3は、肥前磁器染付碗である。口径9.8cm、器高5.1cm、高台径 4cmを測

る。体部が厚手で外面体部に草花文が描かれている、いわゆる「くらわんか手」と呼ばれるものである。高

台畳付は無釉である。大橋康二氏の編年（大橋1989年） IV期に属する。 2は、 ミニチュア土製品である。奴

形土人形である。高さ 4cm、幡2.1cmを測る。型造り成形で、合わせ目はヘラケズリを施している。底部には

直径0.3cm、深さ2.4cmの穿孔がみられる。外面全体に雲母が付着している。奴人形は、鑑賞を目的とするも

のもあるが、子供の健康を願う信仰を目的としても使用された。 4は、丹波焼揺鉢である。口径33.8cm、器

高 8cm、底径10.4cmを測る。口縁端部はやや外上方に張出し、内面口縁部に鈍い陵をもたせている。内面体

部の播目は 8本単位である。見込みの播目は「＋」字形につけた後、外周に円を描いている。外面体部にユ

ビオサエ痕がみられる。大平茂氏の編年（大平1992年） VI期に属する。

出土遺物を概観すると、 18世紀前半-18世紀後半と考えられる。 III-2 b期に属する遺構である。

S X402 

S X402は、調査区中程南東側に位置する（第163図・図版65)。平面形は方形を呈し、長辺1.2m、短辺0.7

m、深さ0.6mを測る。版築状技法を用いて埋められた遺構である。厚さ 5-10cm程の粘土を互いに色を変え

丁寧に積み重ねている。使用目的は不明である。 SX402は単独で存在し、このような遺構は、この付近では
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1. 表土層

2. 黒褐色砂質土層 7・5Y R3/2 

（焼土多く含む）

3. 黒褐色砂質土層 2・5Y3/l 

褐色粘土層 7・5Y R4/6 

暗灰色砂質土層N3/0

4. 暗灰黄色粘質士層 2・5Y 4/2 

5. オリープ灰色砂質士層 2・5G Y5/l 

オリープ黄色砂質土層 5Y6/3 

黄褐色砂質土層 2・5Y5/3 

暗灰黄色砂質土層 2・5Y 4/2 

黒色砂質土層NZ/0

6. 暗オリープ色砂質土層 5Y4/3 

7. 褐色粘土層 7・5Y R4/6 

8. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 

9. 灰オリープ色砂質士層 5Y4/2 

10. 暗灰黄色砂礫層 2・5Y5/2 

(3 -4 cm大の礫多く含む）

11. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3, 

褐色粘土層lOYR4/6 

12. 灰黄褐色粘質土層lOYR4/2 

13. にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/4 

褐色粘土層 7・5Y R4/6 

14. 黒褐色砂質土層 7・5Y R3/2 

（焼土多量に含む）

15. 黒色砂質士層NZ/0

黒褐色砂質土層 2・5Y3/2 

16. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 

17. 黄褐色粘土層 2・5Y5/4 

暗灰黄色砂質土層 2・5Y 4/2 

18. 灰黄褐色砂質士層lOYR4/2 

19. オリープ褐色砂質土層 2・5Y3/3 

20. 褐色粘土層 7・5Y R4/6 

にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 

56 

21. オリープ褐色砂礫層 2・5Y 4/4 

(5 cm大の礫多量に含む）

22. オリープ黒色砂質士層 5Y3/l 

23. オリープ黒色砂質土層 7・5Y3/l 

24. オリープ黒色砂質土層 5Y3/2 

25. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 

26. オリープ褐色砂質士層 2・5Y 4/3 

27. 灰黄褐色砂質土層lOYR4/2 

赤褐色粘土層 5Y R4/6 

28. 暗灰黄色砂質士層 2・5Y 4/2 

29. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 

黒褐色砂質土層 2・5Y3/l 

30. 黒褐色砂質士層lOYR3/l 

31. 暗オリープ褐色砂礫層 2・5Y3/3 

(5 -10cm大の礫多量に含む）

32. 褐灰色砂質土層lOYR4/l 

(2-5cm大の礫多く含む）

褐色砂質土層10YR4/4

33. 黄褐色粘土層lOYR5/8 

褐灰色粘土層lOYR5/l 

34. 灰オリーブ色砂質土層 5Y 4/2 

35. 黄灰色粘土層 2・5Y5/l 

明黄褐色粘土層 2・5Y6/6 

明赤褐色粘質土層 2・5Y R5/6 

36. 明赤褐色粘土 2・5Y R5/8 

37. 灰褐色砂質土層 7・5YR4/2

38. 灰黄褐色砂質土層lOYR4/2 

にぶい黄色粘土層 2・5Y6/4 

赤褐色粘土層 2・5YR4/6

゜
第161図 D- 4区北壁土層図
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5.4 

O.P.=19.000m 

E 

O.P.= 
31 19.000m 

39. 赤褐色粘土層 2・5Y R4/6 

灰オリープ色粘土層 5Y5/3 

40. 暗灰黄色粘質土層 2・5Y5/2 

41. 灰オリープ色砂質土層 5Y5/2 

42. 明赤褐色粘質土層 5YR5/8 

43. 灰オリープ色粘士層 5Y5/3 

44. 黒色粘土層N2/0

赤褐色粘質土層 5Y R4/8 

45. 明赤褐色粘質土層 5YR5/6 

46. 黄褐色粘土層10YR5/6

黄灰色粘質土層 2・5Y5/l 

47. オリープ黄色粘土層 7・5Y6/3 

48. 黄灰色砂礫層 2・5Y5/l 

49. 黄灰色砂質士層 2・5Y 4/1 

50. 黒褐色砂質士層lOYR3/l 

51. 灰黄褐色砂質土層lOYR4/2 

（遺物、漆喰片多く含む）

52. 黒褐色砂質土層 2・5Y3/l

53. 明褐色粘士層 7・5Y5/8 

灰黄褐色砂質土層lOYR4/2 

54. 褐灰色砂質土層lOYR4/l 

明黄褐色砂質土層lOYR6/6 

E 

55. 暗オリープ褐色砂質土層 2・5Y3/l 

56. にぶい黄褐色粘質土層lOYR4/3 

57. 黒褐色砂質土層lOYR3/l 

58. 明黄褐色粘土層 2・5Y6/6 

59. 暗灰黄色砂質土層 2・5Y 4/2 

60. オリープ黒色砂質土層 7・5Y3/2 

（遺物多く含む）

61. 盛土、攪乱

1 : 60 4m 
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10cm 

第162図 S X404出土遺物

あまりみられず、酒蔵建物の礎石の地固めにみられただけである。出土遺物は17世紀末-18世紀前半のもの

が出土している。 III-2 a期に属する。

3. 第 3次面の遺構と遺物

第 3次面は、調査区中央より検出した、池状遺構を境に様相が違う。上述したように、東側は 4面あり、

西側は東側の第 4次面と同時期である。西側は、 SD301から池状遺構の間において、柱穴や礎石が数箇所み

られ、 SBOl・S B02が建てられていたことがわかった。東側は、検出した遺構の年代観から本来第 2次面

の遺構と考えられるものが多く、本来の第 3次面の時期のものは、第 2次面の遺構によってほとんどつぶさ

れたと考えられる。『元禄七年柳沢吉保領伊丹郷町絵図』によると、東側は建物が建っていたことがわかって

いるが、調査ではそれに伴う礎石・ 礎石痕は検出できなかった。

S 801 

S BOlは、掘立柱建物である（第164図・図版65)。柱間を京間の 6尺 5寸とし、桁行 l間（南北1.969m) 

以上、梁行 1間（東西1.969m)以上の規模である。おそらくまだ伸びると考えられ、規模的には 2X 2程の

小さい建物と思われる。 III-1b期に属する。

S 802 

S B02は、礎石建物である（第165図・図版65)。桁行 1間（南北1.969m)以上、梁行 1間（東西1.969m) 

以上である。礎石の中には、石塔の基壇を根石として転用しているものがあった。 SBOlとは、隣接してい

るがSB02の方が新しいがあまり時期差はないと思われる。 III-1 b期に属する。

-169-



~ S D301 

S D301は、西壁沿いに位置する（第166図・図版65)。長

さ9m以上、最大幅1.6m以上、深さ0.74mを測る。この溝

は北側はD-6区SD200に、南側はD-2区のSD401に

続く。北側は西側道路に沿っているが、調査区南側付近で

南東方向に進路を変えている。出土遺物は、小片で図化し

なかったが、 16世紀後半の瓦が出土し、他の調査区でも同

窟贔。m 時代のものがみられることから、この時代のものである。

s
 

z
 

13 15 
1. にぶい黄橙色砂礫層lOYR6/3 

(l-3cm大の礫多量に含む）

2. にぶい黄褐色砂礫層10YR5/4
(l-2cm大の礫多量に含む）

3. 黄褐色砂質土層lOYR5/8 
4. にぶい黄色粘質土層 2・5Y6/4 
5. 明褐色粘質土層 7・5YR5/6
6. オリープ褐色士層 2・5Y 4/3 

（炭化物多量に含む）

7. 褐色土層10YR4/4
8. にぶい黄色粘質土層 2・5Y6/3 
9. 褐色粘質土層lOYR4/6 

（炭化物多量に含む）

10. 明褐色粘質土層 7・5Y R5/8 
11. オリープ褐色粘質土層 2・5Y4/6
12. 明黄褐色土層lOYR6/6 
13. 黄褐色粘質土層lOYR5/8 
14. 明黄褐色粘質土層lOYR6/8 
15. オリープ色粘質士層 5Y6/6 

0 Zm 

第163図 S X402遺構図

S U309 

S U309は、調査区中央やや西側に位置する（第167図）。

平面形は不整形を呈し、長さ3.7m、幅2.5m、深さ0.62m

を測る。この埋桶遺構は、廃棄土横内で検出した。桶底部

は残っていたが、体部は残存上体がわるく、図化できなか

った。また、この遺構は本来第 2次面のものであり、覆土

が厚く検出できなかった。

第168図ー 1-2は、肥前磁器である。 1は、広東型碗の

蓋である。口径9.8cm、器高3.1cm、つまみ径7.8cmを測る。

外面体部に海浜文、内面には船文が描かれている。大橋康

二氏の編年V期に属する。 2は、猪口である。口径7.6cm、

器高5.65cm、高台径4.8cmを測る。外面体部にコンニャク印

判によって若松文を描き、高台内には銘がみられる。高台

畳付は露胎である。大橋康二氏の編年IV期に属する。 3は、

土師質土器焼塩壷の蓋である。口径8.3cm、器高1.95cmを測

る。形押し成形で、上面端は円周に沿ってナデ調整、体部

には指頭圧痕がある。内面に布目がみられる。 4は、丹波焼揺鉢である。口径18.3cm、器高7.5cm、高台径10

cmを測る。底部には高台を持ち、口縁端部は平坦になっている。外面体部のユビオサエ痕はみられず、丁寧

に回転ナデを施している。内面体部の播目は 6本単位である。また、内面から外面体部にかけて鉄釉が掛け

られており、高台内は無釉である。大平茂氏の編年X期に属する。 5は、丸瓦である。全長（残） 18.1cm、

玉縁部幅11.5cm、玉縁部長3.5cm、厚さ1.6cmを測る。側縁は面取りを施し、玉縁部はナデ調整、体部凸面は

縦方向にヘラミガキ調整されている。凹面は布目や棒状のタタキ痕がみられる。

第169図ー 1は、唐津系陶器刷毛目文鉢である。高台径は13.7cmを測る。内面に白土釉を全面に掛け、ハケ

塗り文様を描いている。外面は無釉である。 2は、堺焼播鉢である。口径34.6cm、器高13.8cm、底径16cmを

測る。胎土は赤褐色を呈し、内面口縁下部に凹線を施している。口縁部外縁帯は外へ張っており、底部際か

ら口縁部外縁帯の直下まで回転ヘラケズリ調整を施している。内面体部の播目は 9本単位である。白神典之

氏の分類（白神1990年） II類に属する。 3は、土師質土器焙烙である。口径37cmを測る。口縁部と底部が直

立するタイプである。調整は、口縁部内外面はヨコナデ調整、内面底部はナデ調整を施し、外面底部は未調

整である。外面底部に煤が付着している。難波洋三氏の分類（難波1992年） E類に属する。

出土遺物を概観すると、 18世紀後半-19世紀初頭と考えられる。 III-3 a期に属する遺構である。
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 第164図 S B01遺構図 第165図 S B02遺構図

S X304 

S X304は、調査区東南側に位置する（表 1)。平面形は不整

形を呈し、長さ1.7m、幅1.62m、深さ0.54mを測る。

第171図ー 1-4・6は、肥前磁器である。 1は、広東型染付

碗である。口径11.2cm、器高6.1cm、高台径6.6cmを測る。見込

みが窪み、体部は薄作りである。外面体部の文様は河骨文、見

込みにも河骨文が描かれている。高台畳付は露胎である。 2は、

染付碗である。口径8.6cm、器高4.4cm、高台径3.2cmを測る。外

面体部に丸文の中に「痔」が描かれている。高台畳付は露胎で

ある。 3は、染付手塩皿である。口径6.2cm、器高1.4cm、高台

径 4cmを測る。型造り成形で、高台畳付は露胎である。内面に

船文が描かれている。 4は、染付深皿である。口径14.2cm、器

高4.3cm、高台径7.4cmを測る。呉須の発色がやや黒帯びている。

内面いっぱいに松文を描き、外面体部には連続唐草文がみられ

る。 6は、紅入れである。口径2.4cm、器高0.6cm、底径 1cmを

測る。蓋を伴うものである。口縁には紅が付着している。底部

は無釉である。 1・6は、大橋康二氏の編年V期、 2-4は編

年IV期に属する。 5は、備前焼小壷である。口径 7cm、器高6.4

cm、底径 4cmを測る。内面口縁部から外面底部にかけて、丁寧

に塗土が施されている。口縁部の形から蓋を伴うものと考えら

れる。 7-9は、伊賀・信楽焼灯明具である。 7は、受皿であ

る。口径11.6cm、器高2.2cm、底径5.4cmを測る。外面口縁部か

ら内面全体に灰釉が掛けられ、それ以外は無釉である。 8は、

台付タンコロである。口径5.2cm、器高5.1cm、底径4.2cmを測

る。乗燭と同種であり、中央に灯明芯をたてる灯心立てがつけ

られている。外面全体に鉄釉が掛けられており、底部は無釉で

ある。また、底部には、直径0.4cm、深さ1.5cmの穿孔があり、

これは、行灯や提灯の底板に打ち付けてある釘に差し込むため

の穴である。 9は、皿である。口径12.4cm、器高2.2cm、底径5.2

O.P.=19.000m 
E 

1. 黄褐色土層lOYR5/8 
2. 褐色粘土層lOYR4/6, 褐色粘質土層4/4
3. 黒褐色土層 2・5Y3/2 (炭化物多量に含む）

4. 黄褐色粘質士層lOYR5/6 
5. 明褐色砂質土層 7・5Y R5/6・ 褐色粘質土層10YR4/4
6. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/3 
7. 暗褐色土層10YR3/4
8. にぶい黄橙砂層lOYR6/4・赤褐色土層 5Y R4/6 
9. 褐色土層lOYR4/4 

゜
2m 

第166図 S D301遺構図
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1. 黄褐色粘質土層lOYRS/8 

2. 黒色粘質土層N2/0

第167図 S U309遺構図
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第168図 S U309出土遺物 (1)
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゜
20cm 

第169図 S U309出土遺物 (2)
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cmを測る。これも 7と同様に釉が掛けられ、見込みに 3本の櫛目と型押しした菊文を張付けている。 10・12

は、土師質土器である。 10は、皿である。口径12.4cm、器高3.5cmを測る。体部は厚手で、内面はナデ調整、

外面は指頭圧調整を施している。外面底部に煤が付着している。 IT (伊丹郷町期） 2型式B類に属する。

12は、風炉である。底径12.7cmを測る。小型のタイプである。体部の成形は、粘土紐輪積み成形で、内外面

をナデ調整を施している。その後、体部に粘土紐輪積み成形によって脚部をハリッケ、内外面にナデ調整を

施している。また、外面全体に赤色土を塗付する。脚部に 3カ所穿孔がみられる。 11は、銅製火箸である。

長さ28.9cm、厚さ0.6cmを測る。 16・17は、「寛永通賓」である。 16は、直径3.8cm、厚さ0.1cmを測る。新寛

永通賓で裏面に「文」の字がみられる。 17は、直径3.3cm、厚さ0.1cmを測る。新寛永通賓で、背文はみられ

ない。

出土遺物を概観すると、 18世紀後半-19世紀前半と考えられ、 III-3 a期に属する遺構である。

S X301 

S X301は、調査区南東隅角に位置する（第170図）。平面形は長方形を呈し、長辺 2m、短辺1.34m、深さ

0.28mを測る。遺構内壁には板が部分的だが残っており、全体的に張られていたと思われ、おそらく、地下

室ではないかと考えられる。また、遺構内からは多量の遺物が出土した。

第171図ー20は、瀬戸・美濃焼黄瀬戸釉茄子形向付である。長さ12.8cm、器高9.9cm、幅5.75cmを測る。外

面底部以外は、釉が掛けられている。体部先には型押した額をハリッケしている。出土遺物の年代観は、 18

世紀末-19世紀前半と考えられ、 III-3 a期に属する遺構である。

包含層 3次面精査時出土遺物

この出土遺物は、調査区中央から東側より出土したものである。

第171図ー13は、肥前磁器色絵碗である。口径10cm、器高4.5cm、高台径3.4cmを測る。体部は薄手で、半球

のような丸碗である。赤地に白抜きした唐草文と、丸文に青波文、窓内には兎草岩文が描かれている。大橋

康二氏の編年V期に属する。 14は、瀬戸・美濃焼湯飲碗である。口径6.6cm、器高5.1cm、高台径3.8cmを測

る。内外面に文様が描かれているが、所々滲んでいる。高台畳付は露胎である。 15は、丹波焼小瓶である。

r
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〇.P.=18.坦蝕
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O.P.=18.900m 
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O.P.=19.000m 
w 

1. 黒色砂質土層lOYRl/2 (炭化物多量に含む）

2. 黒褐色砂質土層lOYR2/2 

（遺物、炭化物、 l.5-5cm大の礫多量に含む）

3. 黒褐色砂質土層 2・5Y3/2 

゜
lm 

第170図 S X301遺構図
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底径3.8cmを測る。外面体部に印判を押し、「仙人」の文様を施している。また、外面底部以外に灰釉を掛け

ている。 18・19は、「寛永通賓」である。 18は、直径3.5cm、厚さ0.1cmを測る。 19は、直径3.3cm、厚さ0.1cm

を測る。 18・19共に、新寛永通賓で、背文はみられない。

出土遺物を概観すると、 19世紀前半-19世紀中頃と考えられる。

ゞ

G 
_LL 

-=--

心二益
~-'-',;....__ 

言
＼ ヽ Id>

~6 

三ー-i----P,
◎ 

゜ （ 
— l』 -0

~ 

~ 口／。

｀ 

◎O 
◎ ◎ 
◎ ◎ 18 

11 •—• 19 

S=l/2 

＠
 

―――― 
-~----- 20 

゜
20cm 

第171図 SX304(1-12・16・17)・SX301 (20)・ 

包含層第 3次面精査時 (13-15・18・19)出土遺物
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4. 第 2次面の遺構と遺物

第2次面では、三和土は検出できなかった。また、上面の三和士を作られる際に、削平されており、直接

建物に結びつくものは検出せず復元できなかった。しかし、北壁沿い中央付近より竃を検出したことから、

この辺りまで建物が建っていた可能性がある。

焼土層出土遺物

この焼土層は、北壁沿い西側から中央付近にかけて検出した。第 1次面の三和土面を取除くとすぐにみら

れた。範囲は、第 2次面全体図をみていただきたい。

第172図ー 1は、肥前磁器染付碗である。口径9.8cmを測る。呉須の発色は悪く、体部も全体的に厚手であ

る。大橋康二氏の編年IV期に属する。 2は、京焼風陶器碗である。口径9.4cm、器高5.3cm、高台径2.9cmを測

る。高台は無釉である。高台内に印銘がみられる。これも、大橋康二氏の編年IV期に属する。 3は、丹波焼

徳利である。口径2.1cmを測る。外面全体に丁寧に塗士が掛けられている。また、意図的かどうかわからない

が、体部が歪んでいる。 4は、土師質土器皿である。口径11.15cm、器高1.8cmを測る。内面はナデ調整、外

面は指頭圧調整を施している。 IT (伊丹郷町期） 1型式B類に属する。 5は、寛永通賓である。直径3.7

cm、厚さ0.1cmを測る。新寛永通賓の文銭である。 6は、木瓜文軒丸瓦である。瓦当部径10.lcm、文様区径8.1

cm、周縁幅1.5cmを測る。調整は、瓦当周縁部・瓦当裏面周縁部は、周縁に沿ってナデ調整を施し、瓦当裏面

はナデ調整がみられる。瓦当部に、丸瓦部との接合部に櫛目が施されている。瓦当面に雲母が付着している。

出土遺物を概観すると、 18世紀初頭と考えられる。したがって享保14年 (1729) の北少路村の大火災の際

の焼土層と考えられる。

S V222 

S V222は、北壁沿い中央付近より検出した（第173図・図版66)。半地下式竃遺構である。全長2.2m、燃

焼室直径1.2m、深さ0.9mを測る。焚口は南側である。燃焼室底部には、長さ40cm、幅20cmの切り石か 2個

（内 lつは、凹型）が、南北に平行に並べてあり、焚口に近くなるにつれて、灰か多く堆積していた。

第175図ー 5は、竃の基礎石である。長さ36cm、幅20cm、高さ30cmを測る。断面形は三角形を呈し、上面に

は切込みが施されている。竃を補強するために底部に設置するものと思われる。 6は、寛永通賓である。直

径3.2cm、厚さ0.1cmを測る。新寛永通賓で、背文はみられない。 8・9は、肥前磁器である。 8は、初期伊

＾ 

~ こ 4

2
 

•—• 
S=l/2 

。
10cm 

゜
20cm 

第172図焼土層出土遺物
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1. 黄灰色粘土層 2・5Y5/1 

明黄褐色粘士層 2・5Y6/6 

明赤褐色枯質土層 2・5YR5/6

2. 灰オリープ色砂質士層 5Y 4/2 

3. 灰褐色砂質土層 7・5Y R4/2 

4. 暗灰黄色粘質土層 2・5Y5/2 

5. 明赤褐色粘土層 2・5Y R5/8 

6. 灰黄褐色砂質土層lOYR4/2 

にぶい黄色粘士層 2・5Y6/4 

赤褐色粘土層 2・5Y R4/6 

7. 赤褐色粘土層 2・5Y R4/6 

灰オリープ色粘土層 5Y5/3 

8, 灰オリープ色砂質土層 5Y5/2 

9. 明赤褐色粘質士層 5YR5/8 

10. オリープ黄色枯土層 7・5Y6/3 

11. 灰オリープ色枯土層 5Y5/3 

12. 黒色粘土層N2/0
赤褐色粘土層 5Y R4/8 

13. 明赤褐色粘質士層 5YRS/6 

14. 黄褐色粘土層lOYRS/6 

黄灰色粘質土層 2・5Y5/1 

15. 黄灰色砂礫層 2・5YS/1 

第173図 S V222遺構図

万里皿である。高台径5.4cmを測る。内面に海浜文が描かれている。高台畳付には砂が付着している。大橋康

二氏の編年11-1期に属する。 9は、染付碗である。 ロ径 9cm、器高3.8c.n、高台径3.2cmを測る。外面と見

込みに、 コンニャク印判によって菊文が描かれている。大橋康二氏の編年IV期に属する。

出土遺物を概観すると、一部古いものも混入しているが、 18世紀前半-18世紀中頃と考えられる。 III-2 

b期に属する遺構である。

S X221 

S X221は、 S V222の西隣に位置する （第174図・図版66)。平面形は円形を呈し、直径1.23m、深さ0.64

mを測る。廃棄土塘で、 これを切って甕が埋められており、甕内には灰が多量に詰まっていた。 この東側に

S V222があり、竃から出る灰を甕に入れていたのではないかと考えられる。
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1. 暗オリープ色粘土層 5Y 4/3 

黄褐色粘土層 2・5Y5/6 

黒色灰層 2・5Y2/l 

灰白色灰層N8/0

2. 黒褐色粘質土層 2・5Y3/2 

3. 暗灰黄色砂質土層 2・5Y 4/2 

(2 -3cmの礫を多く含む）

4. 暗オリープ褐色砂質土層 2・5Y3/3 

褐色粘土の攪乱層10YR4/4

5. 黒褐色砂質土層10YR3/2

(4 -5cmの礫を多く含む）

6. オリープ黒色砂質土層 7・5Y3/2 

7. 暗オリープ色粘質土層 5Y4/3 

゜
50cm 

第174図 S X221遺構図

第176図は、丹波焼甕である。底径19.6

cmを測る。体部外面に、鉄釉の化粧掛け

し、その上から灰釉を流し掛けしている。

内面は、横方向に灰釉をハケ塗りを施し

ている。外面底部は露胎で、離れ砂が周

縁に付着している。この甕は、 18世紀前

半頃のものと考えられるが、この埋甕に

切られていた廃棄土壊の年代観は、 17世

紀末-18世紀前半のものと考えられ、こ

の埋甕はそれ以降につくられたことがわ

かり、甕自体は古いが、竃と同時期に使

用していたと思われ、 18世紀前半-18世

紀中頃と考えられる。 III-2 b期に属す

る遺構である。

S X206 

S X206は、調査区西側中程に位置する

（表 1)。平面形は不整形を呈し、長さ1.16

m、幅 lm、深さO.lmを測る。比較的浅

い遺構であるが、埋土は 3層みられ、最

上層の焼土層からは、遺物や壁土が出土

した。

第175図ー 1は、肥前磁器染付鉢であ

る。口径14.8cm、器高7.8cm、高台径 7cm 

を測る。全体的に薄手であり、染付の呉

須の発色も良好である。文様は、外面体

部に桜流水水車文、内面口縁部には四方

欅文が描かれている。また、見込みには

牡丹唐草文、高台内には「冨貴長春」が

2行で表されている。大橋康二氏の編年IV期に属する。 2は、景徳元賓である。直径4.5cm、厚さ0.1cmを測

る。景徳元賓は、中国銭で、真宗の景徳元年 (1004) に鋳造したものである。これは、中国銭をコピーした、

録銭と思われる。

出土遺物を概観すると、 17世紀末-18世紀前半と考えられる。 III-2 a期に属する遺構である。

S X218 

S X218は、調査区東壁付近中央寄りに位置する（表 1)。平面形は不整形を呈し、長さ1.86m、幅0.58m、

深さ0.36mを測る。埋士は 1層で、炭化物が多量に含み、遺物も比較的多く出土し、廃棄土壊と思われる。

第175図ー 3は、「寛永通賓」である。直径3.6cm、厚さ0.1cmを測る。新寛永通賓で、背文はみられない。

4は、瀬戸・美濃焼磁器染付端反型碗である。口径8.9cm、器高3.8cm、高台径2.8cmを測る。外面に草花文が

描かれており、口縁部に口錆が施されている。服部郁氏の編年（服部1994年）第 3期に属する。 10-14は、

-178-



@, 
•—• 2 

◎ s□ ,@3 
・ヽ

可

5
 

~ 

~)~ —• 6 

◎ :,R, 
~8 

20cm 

チ

[
0
9
;~ 

20cm 

第175図 SX206 (1・2)・S X218 (3・4・10-16)・ 

S X 222 (5・6・8・9)・包含層 (7) 出土遺物

-179-



゜
第176図 S X221出土遺物

肥前磁器である。 10・11は、色絵段重である。 11は、段重の身

である。口径14cm、器高5.7cm、高台径6.95cmを測る。区画割り

に紗綾形・雷文を描き、枠内には水仙文と、もう一つは赤地に

唐草文を白抜きし、丸文に兎文と波文を描いている。また、体

部と底部の境目の段差部は無釉である。高台内に朱書がみられ

る。 10は、段重の蓋である。口径13cm、器高4.3cmを測る。文様

は、身部と同様である。 12は、染付蓋である。口径9.2cm、器高

3.1cm、つまみ径3.6cmを測る。端反型碗に伴うものと思われる。

40cm 外面の文様は、仙芝祝寿文である。 13は、染付端反碗である。
i.l 

ロ径10.4cm、器高5.95cm、高台径4.2cmを測る。文様は、仙芝祝

寿文が描かれており、中国製品をかなり忠実にコピーしている。

おそらく、 12に伴なうものと思われる。高台畳付は露胎である。 14は、染付碗である。口径10.2cm、器高4.9

cm、高台径4.1cmを測る。高台畳付が平垣になっているタイプのものである。外面と見込みに飛鶴文が描かれ

ている。 10-14は、大橋康二氏の編年V期に属する。 15は、柿釉灯明受皿である。口径10cm、器高2.1cmを測

る。大型のタイプのものである。外面は無釉である。ロクロの回転は左回転である。 16は、土師質土器根付

である。高さ5.15cm、最大幅 3cmを測る。型合わせ成形で、合わせ目は、丁寧にヘラケズリを施している。

形は、大黒天である。

出土遺物を概観すると、 19世紀前半-19世紀中頃である。 III-3 b期に属する遺構である。

包含層出土遺物

第175図ー 7は、賓永通賓である。直径5.5cm、厚さ0.2cmを測る。宝永 5年 (1798)に京都七条銭座で十文

通用として鋳造された。しかし、評判が悪く、翌年 1月に通用を停止した。背輪に「永久世用」の文字を鋳

込みその字間にはーカ所「珍」の小刻印が打ってある。

5. 第 1次面の遺構と遺物

第 1次面では、表土を取り除くと西側地口付近と中央から東側に三和土面を検出した。西側では、地口か

(j) WQQ£"6l心。
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第177図 S B03遺構図

-180-



ら中央付近までSB03が建っていたことがわかった。北壁沿い中央に検出した便甕 (SUOl・02) は、 SB

03の北側の建物に伴なうものと思われる。東側は礎石・礎石痕が検出でぎなかったので規模はわからなかっ

た。また、東側より検出した、 SA02は、近年まで続く建物の北端に一致し、それに伴なうものである。さ

らに、 SAOlも近年に造られた柵列である。

S 803 

S B03は、 1間を1.969mとし、桁行 2間半（南北約4.9m)以上、梁行 6間半 (13.8m)以上の礎石建物

である（第177図）。また、北側建物と三和土が連続していることから、北側の建物と棟続きの可能性がある。

建物内の構造は予想は難しいが、 SEOlの位置から南側が通り庭と考えられる。また、三和土の下面遺構(S

U309)の年代観が19世紀初頭と思われ、よっ

てIII-3 b期からIV期に属すると考えられる。

S D101 

S DlOlは、調査区南東側に位置する（第178

図・図版66)。検出長8.4m、幅1.08m、深さ

0.32mを測る。屋敷境の石積溝である。この

タイプのものは、その他の調査でも検出して

いる。構造もほぼ同じである。ここでは、大

きく 2時期に分けることができる。 1期目は、

幅0.5mの掘形に、片方は胴木、一方は0.5cm

程の礫を敷き、その上に花尚岩石を 1・2段

重ね置いている。掘形から出土遺物がなかっ

たが、他の調査区では18世紀末-19世紀前半

と考えられており、この溝の築造時期もこの

頃と考えられる。 2期目は、 1期目の上にさ

らに花尚岩石を重ね漆喰を敷いている。しか

も何度も漆喰を塗り直していることから長期

間にわたって使用していたことがわかった。

III-3期-IV期に属する遺構である。

第179図ー 1・5は、肥前磁器である。 1

は、紅皿である。口径4.8cm、器高1.5cm、高

台径 1cmを測る。型造り成形だが、体部がや

や変形している。外面全体は無釉である。大

橋康二氏の編年V期に属する。 5は、染付四

角鉢である。一辺11.1cm、器高5.1cm、高台径
s
 4.8cmを測る。文様は、体部内外面と見込み、

ゴム印判によって宝文が描かれている。 2

-4は、ガラス製品である。 2は、スポイド

である。口径0.7cmを測る。合わせ目がみられ

ることから、型合わせ成形と思われる。体部

1. オリープ黒色砂質土層 5Y3/l 

2. 黒色砂質士層 7・5YZ/1 

3. 暗オリープ灰色砂質土層 2・5G Y3/l 

4. 灰色粘質土層 5Y 4/1 

z
 

〔凡例〕 漆喰

゜
2m 

第178図 S DlOl遺構図
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゜
10cm 

ロニー
第179図 S DlOl出土遺物

の色調はコバルトプルー

である。 3・4は、牛乳

瓶と蓋である。 3は、ロ

径 3cm、器高 3cmを測る。

ネジ込み式の蓋である。

成形は、型合わせである。

4は、口径 3cm、器高15.6

cm、底径 5cmを測る。成

形は蓋と同様である。体

部に「宮殿下御用御園

宜津牧牛場」とあり、底

部には桜文のなかに「田」

字がみられる。 6は、土

師質土器焙烙である。ロ

径32.6cmを測る。口縁部

と底部が直立するタイプ

である。しかし、難波洋

三氏の分類E類に属する。

出士遺物を概観すると、

19世紀中頃-19世紀末と考えられる。

6. まとめ

D-4区は、上層の生活面の盛土整地の厚さが薄かったことと、 18世紀後半-19世紀前半の遺構によって

東側では古い遺構面が撹乱されていた事によって、 18世紀代の遺構をはっきりとつかめなかった。ここで全

体の変遷をまとめていうと、 16世紀末-17世紀前半には、 2X 2程度の掘立柱建物が建ち、 17世紀後半には、

元禄の絵図にみられるような建物がたっていたと思われるが、上面の削平により、 19世紀前半までの建物は

調査では確認できなかった。しかし、図化しなかったが、第 2次面SK202では、元禄十二年 (1799)もしく

は元禄十五年 (1702) の焼土処理土堀を検出した。また、その上層には享保十四年 (1729)の大火災の焼士

層があり、焼土層の中に多くの遺物が含まれていた。この他、 18世紀前半-18世紀中頃には竃を検出したこ

となどにより、建物の存在がうかがえる。また、 18世紀後半から幕末までは、中央から東側は、廃棄土塘を

多く検出したため裏庭だったと思われる。 19世紀中頃になると、西側通りを間口とする棟続きの建物が建つ。

また、第 1次面で検出した SA02は、 D-2-2区の既存建物の北端に位置する。 SA02の南隣の SDOlを

埋めて三和土が敷かれており、 SDOlの上限期が第 2次大戦前であるため、それ以降に建てられたと思われ

る。この様に、上面の遺構面によって削平され、なかなか正確に捕らえることができなかったが、そのなか

でも多くの好資料を得られた。その中でも、有岡城期の溝は、この溝のひろがりを知るうえでよい結果を得

られた。
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第11節第97次調査D-6区

D-6区は、西側は猪名野神社にいたる参道（現・宮ノ前商店街通り）沿いで、北は参道と伊丹を南北に

走る有馬道（産業道路）に通じる東西道路の角地にあたる。『元禄七年 (1694)柳沢吉保領伊丹郷町絵図』（第

212図）によると、北少路村に属し、仁右衛門を屋敷主とし、借家人の「小物ウリ」長兵衛や九兵衛が居住し

ていた場所に相当する。調査面積は279m'である。

1. 基本層序

遺構面は 4面検出した。地山直上層に、第 3次遺構面（第180図第 9層現地表面より 50cm下）、その上には、

第 2次面で検出した畑の畝土褐色土層粘質土層（第180図第15層現地表面より 40cm下）が堆積していた。その

上層には、明黄褐色砂質土層の整地層（第180図第14層現地表面より 30cm下）が堆積し、その上に、第 2次面

で検出した元禄期の火災を受けた三和土の層（第180図第 8層現地表面より 28cm下）、さらに褐色砂質上層の

整地層（第180図第 6層現地表面より 26cm下）、その上層には、第 1次面で検出した享保14年 (1729)の火災

を受けた三和土の層（第180図第 4層現地表面より 12cm下）を検出した。

2. 第 4次面の遺構と遺物

第4次面は、調査区西側を中心に遺構を検出した。西端では宮ノ前商店街の道路に並走する16世紀後半素

掘溝 (SD202)を検出した。その他に、調査区南西側を中心に掘立柱の柱穴が散在していた。建物は復元は

できなかったが、建物の存在がうかがえる。また、これら柱穴の埋土は、一様にオリーブ色砂質土であった。

この土は、これまでの周辺の調査で16世紀末-17世紀後半の包含層、または遺構のものと判明しており、こ

の柱穴群の所属時期もこの間に収まると考えられ、また、検出した溝などと合わせて考えると、有岡城時代

から江戸初期にかけて、町屋となっていたことがわかった。

S D202 

S D202は、西壁沿いに検出した（第183図）。南北 7m以上、幅0.6m以上、深さ0.6mを測る。この溝は、

D-4区SD301、D-2区SD401の続きであり、この調査区まで延びていることがわかった。出土遺物は

なかったが、 D-2区SD401の出土遺物から、 16世紀後半の遺構であることが判明しており、 II期に属する

遺構である。

3. 第 3次面の遺構と遺物

第 3次面でも、敷地境を示すものは全くみられなかった。しかし、掘立柱建物や礎石建物を 3棟検出した。

S 801 

S BOlは、北壁沿い東側に位置する（第184図・図版73)。桁行 1間（南北1.96m)、梁行 2間（東西3.94m)

以上を測る。掘立柱建物である。この内の柱穴 (SP409)から、唐津焼壷と政和通賓を出土した。遺物を概

観すると、 16世紀末-17世紀初頭と考えられ、 III- 1期に属する遺構である。

S P409 

S P409は、調査区北壁付近東側より検出した（第184図・図版73)。平面形は楕円形を呈し、長辺0.3m、

短辺0.23m、深さ0.03mを測る。

第187図ー 1は、唐津焼双耳壷である。底径6.2cmを測る。口縁部は残っていないのでわからないが、首部

-183-



21 

z
 

O.P.=19. lOOm 
s 

29 

,I 
O.P.=19. lOOm 

s 

1. 黄色褐色粘質土層 2・5YR5/6

2. 褐色土層lOYR4/6 

3. 灰オリープ色土層 5Y5/2 (攪乱）

4. 浅黄色土層 2・5Y7/4(19世紀代の土間面）

5. 浅黄色粘土層 2・5Y7/4

6. 褐色砂質土層10YR4/4

(3-5cmの礫多く含む、整地層）

7. 褐色粘質土層 7・5Y R4/6 

(-18世紀前半張床一享保まで）

8. 黄褐色粘質土層lOYR5/8 

(17世紀末-18世紀初頭張床一元禄まで）

9. 褐色粘質土層 7・5Y R4/4 

（第 3包含層、 17世紀後半）

10. にぶい黄褐色粘質土層10YR5/4

(5 -10cmの礫多く含む）

11. 灰黄褐色砂質土層lOYR4/2 

12. 黄褐色土層lOYR5/6 

（焼土、炭化物多量に含む、 1次面火災面）

13. 暗灰黄色土層 2・5Y5/2 

(3-5cmの礫多く含む）

14. 明黄褐色砂質士層 2・5Y6/8 (整地層）

15. 褐色粘質土層lOYR4/6 (畑畝土）

16. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

17. 黄褐色粘質土層lOYR5/8 

18. にぶい黄橙色土層lOYR6/4 

19. 黒褐色士層 2・5Y3/1 (2回目の士間）

20. にぶい黄色土層 2・5Y6/4 

21. 黒褐色土層 2・5Y3/2 

22. にぶい黄色土層 2・5Y6/3 

23. 暗灰黄色土層 2・5Y 4/2 

24. にぶい黄色土層 2・5Y6/3 

(2-5cm大の礫多量に含む）

25. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

26. にぶい黄橙色粘土層10YR6/4(溝肩）

27. にぶい黄橙色砂質土層lOYR6/3 

28. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/4 

29. 黒褐色粘質土層 2・5Y3/2 (溝底泥土）

30. 黄灰色士層 2・5Y 4/1 

(2 -10cmの礫多く含む）

31. にぷい黄色土層 2・5Y6/4

32. 黄褐色粘士層lOYR5/8 

33. 明黄褐色粘土層lOYR6/8 

34. 灰オリープ色砂礫層 5Y4/2 

(2 -5 cmの礫多量に含む）

35. 暗灰黄色土層 2・5Y 4/2 

(5 -10cmの礫多量に含む、石組溝裏込め）

36. 灰オリープ色土層 5Y 4/2 

(2-5cmの礫多く含む、石積溝 2次溝埋土）

37. 灰色泥土層 5Y 4/1 (石組溝 2次溝埋土）

38. 浅黄色土層 5Y7 /3 (石組溝 1次溝埋士①）

39. オリープ黄色土層 5Y6/3 

（石組溝 1次溝埋土②）

40. 黒褐色粘土層lOYR3/2 (1次面の土間）

41. 灰黄褐色粘士層lOYR5/2 

42. オリープ褐色粘土層 2・5Y 4/4 

43. オリープ褐色粘土層 2・5Y 4/6 

(2 cm大の礫多量に含む）

44. 暗オリープ褐色粘土層 2・5Y3/3 

45. オリープ褐色土層 2・5Y 4/4 (第 1包含層）

46. オリープ褐色土層 2・5Y 4/6 

(S K453・18世紀前半の火災処理士坑）

47. 黄褐色土層lOYR5/6 

(S K453・18世紀前半の火災処理土坑）

48. にぶい黄褐色土層10YR5/4

（遺物、炭化物多量に含む）

(S K453・18世紀前半の火災処理土坑）

49. にぶい黄褐色土層lOYR4/3 

50. にぶい黄橙色土層lOYR6/3 

(17世紀末-18世紀前半）

51. 黄褐色士層lOYR5/8 

゜
1 : 60 4m 

第180図 D-6区東壁土層図

から体部にかけて、飴釉が掛けられている。底部は無釉である。 5は、輸入銭貨である。「政和通賓」であ

る。直径3.4cm、厚さ0.1cmを測る。 SP409はSBOlの柱穴であるが、これらの出土状況から考えて地鎮め遺

構の可能性がある。

出土遺物を概観すると、 16世紀末-17世紀初頭と考えられる。 III-1期に属する。
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1. 褐色粘質士層 7・5Y4/6

2. にぶい黄褐色粘質土層lOYRS/4 

3. 黄褐色粘質土層lOYRS/8 

4. 褐色粘質士層lOYR4/4 

5. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 

6. 黄褐色粘質土層 2・5YS/6 

7. 暗オリープ褐色粘質土層lOYR3/3 

8. 褐灰色粘質土層lOYR4/l 

9. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/4

10. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/8 

11. 攪乱

12. 明褐色粘質土層 7・5Y RS/8 

13. 黄褐色砂質土層 2・5YS/4 

14. オリープ褐色粘質士層 2・5Y4/6

15. 暗灰黄褐色粘質土層 2・5YS/2 

16. にぶい黄色粘質土層 2・5Y6/3 

17. オリープ褐色砂質士層 2・5Y4/6

(20cm大の礫多量に含む）

18. 褐灰色土層 5Y R4/l 

19. にぶい黄色粘質土層 2・5Y6/4 

20. にぶい黄褐色粘質土層lOYR4/3 

21. オリープ褐色粘質士層 2・54/6 

22. 黄褐色砂質土層 2・5YS/6 

23. にぶい黄褐色粘質士層lOYR4/3 

（遺物・ 5cm大の礫多量に含む）

24. 黄褐色粘質土層 2・5YS/3 

25. 褐色粘質士層10YR4/4

26. にぶい黄褐色粘質土層lOYR4/3 

27. 褐灰色粘質土層lOYR4/l 

28 .. オリープ褐色 2・5Y 4/4 

(5 -25cm大の礫多量に含む）

29. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

30. にぶい黄褐色砂質土層10YR5/4

31. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 

32. にぶい黄褐色粘質士層lOYR5/3 

33. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

34. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/3 

35. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 

36. にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/4 

37. にぶい黄褐色粘質士層lOYR4/3 

38. 黒褐色枯質土層lOYR2/3 (炭化物多量に含む）

39. にぶい黄褐色粘質土層10YR5/4

40. 暗灰黄色粘質土層 2・5Y 4/2 

41. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 

42. にぶい黄褐色粘質土層lOYR4/3 

43. オリープ褐色砂質土層 2・5Y4/6

44. 灰オリープ色砂質土層 2・5Y4/6

45. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 

46. オリープ褐色粘質土層 2・5Y6/4 

47. 攪乱

48. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/4 

49. オリープ褐色砂質土層 2・5Y4/6

50. オリープ色砂質士層 5Y5/6 

51. 攪乱

52. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/4 

53. 灰色粘質土層 5Y 4/1 

54. 明褐色粘質士層 7・5Y R5/6 (地山）

55. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 

56. 灰オリープ色粘質土層 5Y 4/2 

（遺物、 3-5 cm大の礫多く含む）

57. 暗オリープ色粘質土層 5Y4/3 

58. にぶい黄色粘質土層 2・5Y6/3 

59. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/4 

60. 明褐色粘質土層 7・5Y R5/6 (第 2包含層）

61. にぶい黄褐色粘質土層10YR5/3

62. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/4

63. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 

64. オリープ黄色粘質土層 5Y6/4 

65. 灰オリープ色粘質土層 5Y4/2 

66. にぶい黄色粘質土層 2・5Y6/3 

67. にぶい黄橙色砂質土層lOYR6/3 

（焼土多量に含む 1次面張床）

68. 灰白色砂質土層 5Y7/2 

(5 -15cm大の礫多く含む）

69. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/6 

70. 灰黄褐色砂質土層lOYR6/2 

71. 灰オリープ色粘質土層 5Y6/2 

72. 浅黄色粘質土層 2・5Y7/3

(8 cm大の礫多く含む）

73. 暗オリーブ色粘質土層 5Y4/4 

74. にぷい黄褐色粘質土層lOYR5/3 

(5 cm大の礫多く含む）

75. 明黄褐色粘質土層 2・5Y6/8 (第 2包含層）

76. 黄橙色粘質土層10YR7/8(第 2次焼土）

77. 褐色粘質土層 7・5Y R4/6 

78. 黄橙色粘質土層10YR7/8

79. 浅黄色砂質土層 2・5Y7/3

80. 攪乱

81. 橙色粘質土層 5Y R6/6 

82. 浅黄色砂質土層 2・5Y7/4

83. 黄褐色土層 2・5Y5/4 

84. 黄褐色粘質士層 2・5Y5/3 

（遺物多量に含む）

85. オリープ黄色粘質士層 5Y6/3 

（炭化物多量に含む）

86. 灰オリープ色粘質土層 5Y4/2 

87. 明褐色粘質土層 7・5Y R5/6 

88. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4 

89. 暗オリープ色粘質土層 5Y 4/3 

90. にぶい黄色粘質土層 2・5Y6/4 

91. 灰オリープ色粘質土層 5Y6/2 

（遺物多量に含む）

92. にぶい黄橙色粘質土層lOYR6/4 

（炭化物多量に含む）

93. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 

94. 黄褐色粘質土層lOYRS/8 

95. 黄橙色砂質土層10YR7/8

96. 橙色粘質士層 7・5Y R6/6 

97. にぶい黄褐色粘質士層lOYRS/4 

98. 明褐色粘質土層 7・5Y RS/6 

99. 黒褐色粘質土層 2・5Y3/2 

100. 明黄褐色粘質士層lOYR6/8 (地山一遺溝の輪郭）

101. 黄褐色粘質土層 2・5YS/3 

102. 黄橙色砂質土層10YR7/8

103. 灰オリープ色粘質土層 5Y 4/2 

104. 暗灰黄色粘質土層 2・5YS/2 

゜
1 : 60 4m 

第181図 D-6区北壁土層固
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1. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/3 

2. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/3 

3. 褐色粘質土層10YR4/4

4. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/4 

5. 褐色粘質土層lOYR4/6 

6. 黄褐色砂質土層lOYR5/8 

7. 黄褐色粘質土層lOYR5/8 

8. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/6 

9. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/4 

10. 黄橙色粘質土層10YR7/8

11. 明黄褐色砂層lOYR6/8 

（鉄分多く含む）

12. 黒褐色砂質土層lOYR2/3 

13. 黄橙色砂質土層10YR7/8

(10-15cm大の礫多く含む）

14. 褐色粘質土層lOYR4/6 

15. 礫層

16. 明黄褐色砂層lOYR6/6 

(10-15cmの礫多く含む）

17. 黄褐色粘質土層lOYR5/8 

(5 -10cm大の礫多く含む）

18. 明黄褐色粘質土層10YR7/6

(10-15cm大の礫多く含む）

19. 暗灰黄色粘質土層 2・5Y 4/2 

20. オリープ褐色粘質土層 2・5Y4/6

(5 -10cmの礫多く含む）

21. 黄褐色粘質土層lOYR5/8 

(3-8cmの礫多く含む）

22. 褐色粘質土層lOYR4/6 

(5 -10cmの礫多く含む）

23. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

(5 -10cmの礫多く含む）

24. にぶい黄褐色粘質土層10YR5/4

25. 明黄褐色砂質土層lOYR6/8 

26. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/6 

27. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 

28. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/8 

29. 明黄褐色砂質土層lOYR6/6 

(5 -10cmの礫多く含む）

30. 褐色砂質士層lOYR4/6 

(10-15cmの礫多く含む）

31. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 

32. 褐色粘質士層lOYR4/6 

33. にぶい黄褐色粘質土層10YR5/4

34. 褐色粘質土層lOYR4/4 

35. オリープ色砂質土層 5Y5/6 

36. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/4 

第182図 D-6区西壁土層図

S B02 

S B02は、 SBOlとほぼ同位置にある（第185図・図版

73)。浅い土横SP401・S K401・S K400が 2m間隔で

並ぶ。これは礎石の抜き取り痕と考えられる。柱間は 6

尺 5寸を用いるが、桁行 1間（東西1.96m) 以上、梁行

1間（南北1.96m) の建物である。出土遺物はなかった

が、おそら<S BOlより後に建てられたと考えられる。

III-1 b期-rn-2a期に属する。

S B03 

S B03は、調査区西側に位置する（第186図・ 図版

72)。桁行 2間（南北3.92m)、梁行 2間（東西4.34m)

を測る。掘立柱建物である。桁行は0.5m間隔で設羅され

ていた。出土遺物は出土しなかったが、埋土が一様にオ

リーブ色砂質土であった。この埋土は上述したが、 16世

紀末-17世紀後半と考えられており、この建物もこの間

に収まると思われる。 III-1期に属する。

S D300 

S D300は、調査区東側中程に位置する（第188図・図

i
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第183図 S D202遺構図
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第184図 S BOl遺構図 第185図 S B02遺構図 第186図 S B03遺構図

版73)。長さ 6m以上、幅4.5m、深さ1.7mを測る。この溝は、第 1次面で検出した SD07の下面に位僅し、

この溝が作り替えられることがわかった。

第187図ー 2は、唐津系陶器三島手鉢である。高台径12cmを測る。内面体部に花三島などの文様が施され、

外面体部から内面にかけて施釉が掛けられている。高台部は無釉である。また、見込みと高台畳付に砂目が

みられる。 3・4は、肥前磁器染付合子である。 3は、口径4.4cm、器高1.7cm、高台径2.4cmを測る。ロクロ

成形で、全体的に厚い。体部内外面は施釉されているが、口縁部・高台部は無釉である。外面体部には、草

花文が描かれている。 4は、口径4.4cm、器高1.4cm、高台径2.2cmを測る。型押し成形で、外面の文様もそれ

に伴う。文様は紗綾形文で一部呉須を施している。口縁部と底部は無釉である。 3・4は、大橋康二氏の編

年（大橋1989年） V期である。 6・7は、銭貨である。 6は、「寛永通賓」である。直径2.4cm、淳さ0.1cmを

測る。古寛永通賓で、「賓」字の貝画末尾が 「ス」であり、背文はみられない。 7は、半銭である。直径3.2

cm、厚さ0.15cmを測る。試鋳貨幣である。試鋳貨幣とは、試作貨幣 ・未発行貨幣・不発行貨幣・見本貨幣な

どのことを指す。表面に「大日本・明治十四年・ 2/1SEN」とみられ、裏面は錆が厚く読み取れなかった。

8は、左巻ぎ三ツ巴文軒丸瓦である。瓦当部径14cm、文様区径10.5cm、内区径9.5cm、周縁幅1.7cm、瓦当部

厚1.8cmを測る。連珠文数は11個である。調整は、瓦当周縁部と瓦当裏面周縁部は、周縁に沿ってナデ調整

を、瓦当部裏面中央は不定方向にナデ調整を施している。瓦当部と丸瓦部の接合部は、凸部は縦方向にナデ

調整、凹部は指頭圧調整後、ナデ調整を施している。 9は、伊賀・信楽焼土瓶である。口径12cmを測る。ロ

縁部内外面から体部にかけて灰釉が掛けられている。外面体部には鉄釉にて草花文が描かれている。 11は、

瓦質規炉のスノコである。直径16cm、厚さ1.5cmを測る。型造り成形である。 10は、土師質土器焙烙である。

ロ径25cmを測る。口縁部と底部が直立するタイプである。口縁部内外面はヨコナデ調整、内面底部はナデ調

整、外面底部は未調整である。全体的に煤が付着している。難波洋三氏の分類（難波1992年） E類に属する。

出土遺物を概観すると、 18世紀後半-19世紀初頭と考えられ、 III-3 a期に属する遺構である。

S K450 

S K450は、北壁沿い東側に位罹する（表 1)。平面形は不整形で、長辺0.5m、短辺0.34m以上、深さ0.14

mを測る。この遺構は、上面の遺構によって切られており、全体を擢むことができなかった。遺構内には、

5 -10cm位の礫石が数個敷かれてあり 、須恵器もこの礫石に混じって出士した。

第189図ー 1は、須恵器長頚壷である。高台径10.6cmを測る。高台を伴うものである。高台は、比較的高く

ハの字形に外反する。端部は、わずかに段差があり内端部が接地する。また、高台はハリッケで体部と高台

の接合部はナデ調整を施している。外面体部は回転ヘラケズリ調整、内面はナデ調整を施している。中村浩

-188-



乙

／ 口 3

~ 斤ふ
~4 

A c) 
D 

◎ 
曼

"'タ

且8

SP409(5)・SD300(6・7)出土遺物（ 7 S=l/2) ゜
10cm 

ロ ニ ： • ゚ ロニこい□□二¥

゜
20cm 

第187図 S P 409 (1・5)・S D 300 (2 -4・6 -11) 出土遺物

氏の編年（中村1981年） III型式第 3段階に属する。その他に、小片で図化できなかったが、中村浩氏の編年

IV型式第 1段階と思われる甕などが出土し、遺物の年代観から、 7世紀末-8世紀前半と考えられる。 I期

に属する遺構である。
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S K412 

S K412は、北壁沿い SK450の西側に位置する（表

1)。検出時は SKでとらえたが、南北に延びる溝と思わ

れる。長さ1.54m以上、幅0.5m、深さ0.3mを測る。

第189図ー 2は、唐津焼灰釉碗である。高台径3.6cmを

測る。高台は削り出し成形で、荒っぽく浅い。内面から

外面体部まで施釉されているが、外面底部は無釉である。

1. オリープ褐色粘質士層 2・5Y3/3 大橋康二氏の編年 1期に属す。

O.P.=19.000m 
N S 

。
2m 

第188図 S D300遺構図

出土遺物を概観すると、 16世紀末-17世紀初頭と考え

られる。 III-1 b期に属する。

SK 120 

S K120は、調査区中央付近に位置する（表 1)。平面

形は不整形を呈し、長さ0.54m、幅0.42m、深さ0.17m

を測る。

第189図ー 3は、肥前磁器染付碗である。高台径3.8cm

を測る。高台外面に呉須による 2本の帯線が描かれてい

る。大橋康二氏の編年III期に属する。 4は、牌津焼徳利

である。底径9.8cmを測る。外面体部に灰釉が掛けられて

いる。内面および外面底部は無釉である。 5は、唐津焼溝縁皿である。口径13.2cm、器高3.3cm、高台径4.2

cmを測る。砂目積みで、内面から外面体部にかけて灰釉が掛けられている。高台には目跡 3か所みられる。

大橋康二氏の編年II期に属する。遺物の年代観から、 17世紀前半-17世紀後半と考えられる。 III-1b期か

らIII-2 a期に属する遺構である。

S K428 

S K428は、調査区中程やや北側に位置する（表 1)。平面形は不整形を呈し、長さ1.4m、幅1.lm以上、
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第189図 S K412 (1)・S K450 (2)・S Kl20 (3 -5)・S K428 (6)出土遺物
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深さ0.17mを測る。

第189図ー 6は、丹波焼播鉢である。口径34.8cmを測る。口縁端部と体部が直角になるタイプで、内面体部

の播目は 6本単位である。内面口縁部に凹線を持ち、片口がみられる。調整は、口縁部内外面はヨコナデ調

整、内面体部はナデ調整、外面体部にユビオサエ痕が若干みられる。長谷川真氏の型式分類（長谷川1988年）

のIIA2類に属する。よって、 16世紀末-17世紀前半と考えられ、 III-1 b期に属する遺構である。

S K454 

S K454は、 SK450の東側に接する遺構である（表 1)。平面形は不整形を呈し、長辺0.4m、短辺0.38m、

深さ0.08mを測る。

第190図ー 1は、須恵器杯身である。口径15cm、器高3.7cm、高台径10cmを測る。口縁部は緩やかに外反し、

やや直立気味にのびるハの字の高台を呈す。外面体部・底部に回転ヘラケズリ調整がみられる。中村浩氏の

編年IV型式 1段階に属する。 SK450に関連する混入遺物と考えられる。 4は、丹波焼鉢である。口径19cmを

測る。内面は無釉であるが、外面には塗土を施している。

出土遺物を概観すると、 17世紀後半と考えられる。 III-2 a期に属する遺構である。

S K453 

S K453は、調査区東南隅に位置する（表 1)。平面形は不整形を呈し、長辺3.48m、短辺1.46m、深さ0.42

mを測る。廃棄土壊である。埋土は 3層であったが、第 2層が焼土層で、その中から多羅の瓦と遺物が出土

した。出土遺物の年代から、亨保14年 (1929)の北少路村の大火災の際の処理土堀と考えられる。

第190図ー 2は、唐津系陶器刷毛目文碗である。口径5.25cm、器高4.85cm、高台径1.9cmを測る。素地に白

化粧土で回転刷毛目文を装飾している。見込みには蛇ノ目釉ハギを施している。高台畳付は露胎である。大

橋康二氏の編年IV期に属する。 4・6は、士師質土器である。 4は、皿である。口径10.6cm、器高6.2を測

る。胎土はlightyellowish orange 9 Y R 8. 5/5を呈する。口縁部に灯芯痕がみられ灯明皿として使用してい

たのだろう。手ずくね成形で、調整は、口縁部内外面はヨコナデ調整、内面底部はナデ調整、外面底部は指

頭圧調整を施している。 IT (伊丹郷町期） 1型式B類に属する。 6は、焙烙である。口径28cmを測る。ロ

縁部と底部が直立するタイプである。口縁部内外面はヨコナデ調整、内面底部はナデ調整、外面底部は未調

整である。難波洋三氏の分類E類に属する。 5は、丹波焼鉢である。口径5.8cm、器高6.15cm、底径9.15cmを

測る。外面体部から内面にかけて、塗土が施されている。見込みにはユビオサエ痕がみられる。 7は、上臼

である。花岡岩製である。直径25.5cm、高さ 12cmを測る。体部には、挽き手を挿入する方形の孔を 2カ所あ

けている。臼上面はやや浅く凹み、下面は 4条 1単位の目が 8単位彫られている。

第191図ー 1・2は、花尚岩製下臼である。 1は、直径25.2cm、高さ11.9cmを測る。上面の目は、 4条 l単

位とし 8単位彫られている。 2は、直径29cm、高さ9.6cmを測る。上面に 5条 1単位の目が 8単位みられる。

出土遺物を概観すると、 17世紀後半-18世紀初頭と考えられ、 III-2 a期に属する遺構である。

S K436 

S K436は、調査区西北隅に位置する（表 1)。平面形は不整形を呈し、長辺0.57m、短辺0.5m、深さ0.28

mを測る。本来は、第 2次面の遺構と考えられるが、覆土が厚く検出できなかった。

第192図ー 1は、肥前系磁器染付碗である。口径11.2cm、器高4.7cm、高台径 4cmを測る。外面体部に鳳凰

文・雲文、見込みには鳳凰文が描かれている。高台畳付は露胎である。 2は、クロム青磁である。口径10.6

cm、器高 2cm、高台径6.4cmを測る。産地は肥前系の可能性が高い。内面に緑釉と白土により草花文が描かれ

ている。高台畳付は露胎である。 3は、常滑焼朱泥急須である。口径 8cm、器高7.5cm、底径7.5cmを測る。
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第190図 S K454 (1)・S K453 (2 -6) 出土遺物
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第191図 S K453出土遺物
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第192図 S K436出土遺物

注ぎ口は、茶漉し部分は体部に穴を明け、注ぎ口を張付けている。体部にスタンプ印で文様が描かれている。

5は、「天保通賓」である。縦9.9cm、横3.2cm、厚さ0.25cmを測る。この銭貨は、天保 6年 (1835)に金座番

所仮吹所で百文銭として鋳造が始められた。当時、形が小判に似ていることから、金銀に次ぐ貨幣として使

われたが、盗鋳民鋳の影響で価値は下落したが、断続的に明治頃まで鋳銭された。 4は、三田焼青磁印花文

鉢である。口径27.9cm、器高23.8cm、底径22.2cmを測る。外面の文様は、体部の花文は印花文、口縁部の桧

垣文・底部の雷文はヘラケズリにて施している。

出土遺物を概観すると、 19世紀前半-19世紀後半と考えられる。 III-3 b期に属する。

S D800 

S D800は、調査区東側トレンチ第 3次面で検出した（表 1)。長さ1.2m以上、幅0.5m以上、深さ0.34m

を測る。屋敷境の溝である。南北に延びると思われる。小片で図化しなかったが、肥前磁器染付碗の大橋康

二氏の編年III・IV期のものが出土し、 18世紀前半の年代観と考えられる。 III-2 a期に属する。

4. 第 2次面の遺構と遺物

第 2次面では、調査区西側と東側では様相が違う。西側は、三和土は検出されなかった。しかし、西側道

路入口付近から礎石跡・柱穴を検出し、掘立柱建物SB04、礎石建物SB05が存在していたことがわかった。

また、これらの建物の東側より、多くの廃棄土壊がみられ、裏庭となっていたことがわかる。

東側は 2時期の遺構を検出した。 1期目は、裏庭に畑をもつ建物が建っていた時期でもある。検出した畑
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の畝 (SXOl-04) は、北側道路端から 4mの所より検出 竺ー
WQQQ"6L=・d・o 

した。『延宝五年(1677)伊丹郷町地味委細絵図』（第212図） ① 
をみると、屋敷の裏側に畑が描かれている。このことから、

道路から 4mの範囲で建物が建っていたと考えられ、この

時期の建物は、奥行き 2間程の建物であったことが想定で

きた（川口1991年）。

2期目は、第 1次面と第 2次面の途中の面と思われ、部

分的だが北側道路より南側へ約 7mの地点まで火災をうけ

た三和土を検出した。三和土は、 1期目で検出した畑の上

に敷かれており、 SD09付近まで見られた。おそらく、奥

行き 4間半程度に規模が拡張したと思われる。また、北壁

沿いに焼土処理土壊 (SK343)を検出し、出土遺物から元

禄12年 (1699)か元禄15年 (1702) の大火災の跡と思われ l竺一戸塁
wooo・Gl="d・o 

る。

S 804 

S B04は、調査区西側に位置する（第193図・図版73)。

桁行 2間半（南北4.92m)、梁行 3間（東西5.9m) を測る。

掘立柱建物である。遺物は出土しなかったが、上面の遺構

の切り合いから、 17世紀中頃から17世紀後半と考えられる。

III-2 a期に属する。

S 805 
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第193図 S B04遺構図
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第194図 S B05遺構図

S B05は、 SB04とほぼ同じ場所に位置する（第194図・図版72)。桁行 1間（南北1.969m)以上、梁行 1

間（南北1.969m)以上を測る。これも SB02でみられたような浅い土塘 (SKlOl・S Klll・S K109) を

検出した。これも礎石を抜き取った痕と思われ、礎石建物と考えられる。柱間は1.969m間隔で並んでいた。

出土遺物はなかったが、上面の遺構 (SKlO) の切合いから17世紀後半-17世紀末と考えられる。 III-2 a 

期に属する。

S E329 

S E329は、調査区中央より検出した（第195図）。平面形は不整形を呈し、長辺1.15m、短辺0.82m、深さ

2.9mを測る。土塘で取り上げたが、後に井戸であることがわかった。

第197図ー 1-4は、肥前磁器である。 1は、色絵小杯である。高台径2.8cmを測る。外面に黄色釉を全面

に掛け、その上から赤絵具で文様を描いている。高台内に銘がみられる。 2は、染付碗である。口径9.4cmを

測る。口縁部内外面に櫻塔文、外面体部には唐子文が描かれている。 3は、染付皿である。口径13.8cm、器

高3.8cm、高台径7.6cmを測る。外面体部は折れ松葉文、内面体部は草花文が描かれいてる。見込みはコンニ

ャク印判による五弁花文を、高台内には渦福の銘がみられる。 4は、青磁染付筒型碗である。口径4.1cm、器

高7.1cm、高台径2.2cmを測る。文様は、内面口縁部に四方欅文、見込みにコンニャク印判による五弁花文が

描かれている。 1-4は、大橋康二氏の編年IV期に属する。 5-7は、土師質土器である。 5は、皿である。

ロ径 9cm、器高 2cmを測る。胎土はにぶい橙色7.5YR7/3を呈する。やや厚めで、口縁部内外面に灯明芯が

5カ所みられる。手ずくね成形で、調整は、口縁部内外面はヨコナデ調整、内面底部はナデ調整、外面底部
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1. オリープ褐色粘質土層 2・5Y4/6
(2 -20cm大の礫多量に含む）

2. 暗オリープ褐色粘質士層 2・5Y3/3 
0 2m 

第195図 S E329遺構図

は指頭圧調整を施す。 IT (伊丹郷町期） 2型式A類に属する。 6は、

器種はわからないが、 ミニチュア製品か？縦7.1cm、横 4cm、厚さ3.8

を測る。型合わせ成形で、合わせ目をナデ調整し、先部に直径0.2cm位

の孔が 2カ所みられる。 7は、大黒型芥子面子である。縦2.7cm、横 3

cm、厚さ 1.2cmを測る。裏面にくぼみを持ち、指頭圧痕がみられる。芥

子面子は、小児が指の腹に付けて遊ぶとされているため、裏面にくぼ

みをつけている。また、 19世紀初頭頃賭博遊びが禁止されると、銭貨

の代用として遊ばれたりした。 8は、伊賀・信楽焼鉄釉土鍋である。

ロ径16.8cm、器高6.9cm、底径6.6を測る。内面から外面体部にかけて

鉄釉が掛けられ、外面底部は無釉である。また、外面底部に煤が付着

している。 9は、右巻き三ツ巴文軒丸瓦である。全長（残） 7.45cm、

瓦当部径13.9cm、文様区径9.6cm、周縁幅2.4cm、瓦当部幅1.8cmを測

る。調整は、顎下部は周縁に沿ってナデ調整、瓦当裏面周縁部は円周

に沿ってナデ調整、瓦当裏面は不定方向にナデ調整を施している。ま

た、瓦当部と丸瓦部の接合部は凹部は指頭圧痕とナデ痕がみられ、凸

部には周縁にそってナデ調整が施している。丸瓦部には縦方向にヘラ

ケズリ調整を行っている。瓦当部表面に雲母が付着している。

出土遺物を概観すると、 18世紀後半-19世紀初頭と考えられ、 III-3 a期に属する遺構である。

S K300 

S K300は、南壁沿い東隅に位置する（表 1)。平面形は不整形を呈し、長辺4.lm、短辺2.44m、深さ0.4

mを測る。廃棄土塘で18世紀後半-19世紀前半の遺物がまとまって出土した。

第198図ー 1は、中国製青花皿である。高台径6.1cmを測る。 i意州窯系のものと思われる。高台内は無釉を

呈し、内面に蓮文、外面に山水文が描かれている。 2は、肥前系磁器染付端反型碗である。口径11.5cm、器

高6.1cm、高台径4.8cmを測る。外面体部・内面口縁部・見込みに山水文が描かれている。高台畳付は露胎で

ある。 3は、伊賀・信楽焼碗である。口径8.7cm、器高5.9cm、高台径6.1cmを測る。内面から外面体部にかけ

て灰釉が掛けられている。高台は無釉である。 4は、中国製青花散り連華である。幅4.7cm、深さ2.3cmを測

る。呉須の発色が良好で、内面に牡丹唐草文が丁寧に描かれている。景徳鎮窯の製品と考えられる。 5は、

瀬戸・美濃焼鉢である。口径20.6cm、器高6.8cm、高台径10cmを測る。内面から外面体部にかけて銅緑釉が掛

けられ、外面底部は塗土が施されている。口縁部は輪花のように窪みがみられる。内面の文様はスタンプ印

による。 6は、伊賀・信楽焼鉄釉土鍋である。口径21.2cm、器高13cm、底径 9cmを測る。内面から外面体部

にかけて鉄釉が掛けられている。外面底部は無釉で、脚が三足みられる。 7は、右巻き三ツ巴軒丸瓦である。

瓦当部径13.5cm、文様区径9.5cm、内区径 4cm、周縁幅 2cm、瓦当部厚 2cmを測る。連珠文は13個を数える。

瓦当周縁部にナデ調整がみられ、瓦当裏面周縁部は周縁に沿ってナデ調整を施している。また、瓦当部と丸

瓦部の接合部はナデ調整。丸瓦部凹部には接合するためのクシ目がみられる。

第199図ー 1は、陶質窯道具である。底径 9cm、厚さ 9cmを測る。用途は不明である。体部に自然釉が付着

している。 2は、土師質土器風炉である。口径31.2cm、器高25.2cm、底径25.6cmを測る。熾炉の一種である。

ロ縁から底面までの大きな切り込みを持ち、出窓を有する。このような形を「船カマド」ともいう。粘土円

盤に粘土紐輪積み成形し、外面は丁寧にヨコナデ調整を施している。外面口縁部に粘土紐をハリッケ凸凹状
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1. 褐色粘質土層 7・5YR4/4

(2 -10cmの礫多量に含む）

2. 暗褐色粘質士層10YR3/4

3. にぷい黄褐色粘質土層lOYR5/4 

4. 褐色粘質土層 7・5Y R4/4 

5. オリープ褐色粘質士層 2・5Y 4/3 

6. 暗褐色粘質土層lOYR3/4 

7. 極暗褐色粘質土層 7・5Y RZ/3 

8. 褐色粘質土層lOYR4/6 

9. 褐色粘質土層 7・5Y R4/4 

10. 褐色枯質土層 7・5Y R4/3 

゜
2m 

第196図 S X362遺構固
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第197図 SE329 (1-9)・SX362 (10)出土遺物

の帯を施している。底部外面に離れ砂痕がみられ、三角の脚を有する。内面に煤が付着している。

出土遺物を概観すると、 18世紀後半-19世紀前半と考えられ、 III-3 a期に属する遺構である。

S X362 

S X362は、調査区東側中央に位置する（第196図）。平面形はほぼ正方形を呈し、一辺3.3m、深さ1.4mを

測る。この遺構は、中央がやや盛り上がり、その北及び南側は低くなっている。北側は、直径0.6m、深さ0.8

mの凹部が 2カ所みられる。また南側は、東西に深く掘られ、端には石が置かれていた。その中央には方形

の凹部がみられた。この様な遺構は、伊丹郷町の他の調査でも検出されており、酒造工程の「搾り場」の遺

構と考えられている。この遺構の場合、南側の凹部は男柱跡と考えられ、酒を搾る「船」と呼ばれる長方形

の大型木箱は、男柱を中心に束西に 2カ所あると考えられる。

ここは、元禄の絵図では町屋となっている、さらに、享保14年 (1729)大火災でここは火災に遭い、その

後町屋になっており、非常に短い間だか酒造業を営んでいたのではないかと考えられる。

第197図ー10は、唐津焼灰釉碗である。高台径4.5cmを測る。内面から外面体部にかけて灰釉が掛けられて

いる。高台は無釉である。大橋康二氏の編年II-1期に属する。そのほかに、図には載せなかったが、肥前

磁器染付碗や土師質土器焙烙（難波洋三氏の分類E類）などが出土し、 17世紀末-18世紀初頭と考えられる。
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3. 灰オリープ色士層 5Y5/2 (攪乱） 18. にぶい黄橙色土層lOYR6/4 

4. 浅黄色土層 2・5Y7 /4 19. 黒褐色士層 2・5Y3/l (2回目の土間）

(19世紀代の土間面） 20. にぶい黄色土層 2・5Y6/4 

6. 褐色砂質士層lOYR4/4 (整地層） 22. にぶい黄色士層 2・5Y6/3 

(3-5cmの礫多く含む） 23. 暗灰黄色土層 2・5Y 4/2 

13. 暗灰黄色土層 2・5Y5/2 24. にぶい黄色土層 2・5Y6/3 

(3-5cmの礫多く含む） (2-5cm大の礫多量に含む）

14. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/8 (整地層） 25. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

15. 褐色粘質士層lOYR4/6 (畑畝土）

16. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

17. 黄褐色粘質土層lOYR5/8 

III-2 a期に属する。

S X01~04 

S XOl-04は、調査区東側中央

から南側で検出した（第200図・図

版73)。それぞれ平均で検出長 5

m、幅0.5mを測る。上記でもいっ

たが、畑の畝遺構である。この畝

を覆っていた整地層の年代観が、

17世紀後半の遺物を含んでおり、

その頃までは畑地だったと思われ

る。 III-1 b期-rn-2a期に属

する。

゜
2m 

第200図 S XOl・02・03遺構凶

5. 第 1次面の遺構と遺物

第 1次面では、礎石が検出され

ず、建物の範囲及び内部構造を復

元でぎないが、残存する三和土に

よってだいたいの範囲を掴むこと

ができた。

調査区域西部は、西側道路より

7.5mまで三和土を検出された。三

和土より東側は土壊が多く、井戸

も検出され第 2次面同様に裏庭で

はなかったかと考えられる。

調査区域東部は、南側に東西に

延びる屋敷境界の石組溝があり、

北側道路から石組溝までは約10m

を測る。その間に火災にあった三

和士が検出されたので、溝まで建

物があったと考えられる。溝より

南側は三和士が検出されなかったことと、土墟が多いことから裏庭ではなかったかと考えられる。東側では、

『元禄七年 (1694) 柳沢吉保領伊丹郷町絵図』をみると、 4軒分敷地が存在していたことがわかる。しかし、

今回の調壺では屋敷境を確認できなかった。しかし、検出した三和土が敷地いっぱいに敷かれており、棟続

きの建物だった可能性がある（川口1991年）。また、東側では井戸を 3カ所検出した。第 1次面で検出した S

EOlは、近年まで使用されており、残りの SE329・S E42とそれぞれ時期差があり、時代を通して共用して

いたものと考えられる。

S P17 

S Pl7は、調査区中央やや西側に位置する（表 1)。平面形は円形を呈し、直径0.42m、深さ 0.122mを測
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第204図ー 1は、肥前磁器である。口径 9cm、器高3.3cm、高台径 6cmを測る。器種は不明で、元は瓶類と

思われ、口縁を磨いたか研いだかで再利用している。大橋康二氏の編年IV期に属する。よって、 17世紀末-18

世紀前半である。 III-2期 aに属する。

S P07 

S P07は、調壺区南壁西側に位置する（表 1)。平面形は円形を呈し、直径0.5m、深さ0.195mを測る。

第204図ー 2は、瀬戸・美濃焼天目茶碗である。口径12cmを測る。内面から外面体部まで鉄釉が掛けられて

いる。藤澤良祐氏の本業焼編年（藤澤1988年）年 1期 4類に属する。

出土遺物を概観すると、 17世紀後半と考えられ、 III-2期 aに属する遺構である。

S UDl 

S UOlは、調査区中程やや北西部に位置する（表 1)。平面形は不整形を呈し、長さ0.53m、幅0.44m、深

さ0.17mを測る。木桶遺構と考えられるが、残存状態が悪く図化できなかった。

第204図ー 3・4は、土師質土器である。 3は、擦り棒である。長さ7.4cm、厚さ 2cmを測る。両端部に黒

色の付着物がみられ、一方には長さ 1cmの切り込みがある。 4は、皿である。口径8.2cm、器高1.6cmを測る。

内面は丁寧にナデ調整を施し、外面は指頭圧調整がみられる。

出士遺物を概観すると、 18世紀後半と考えられる。 III-3 a期に属する。

S YD3 

S Y03は、調査区中程東側に位置する（第201図）。掘形の平面形は円形を呈し、内矩の直径0.23m、掘形

の直径0.36m、深さ内矩・ 掘形共に0.19mを測る。水琴窟遺構である。甕をただ逆さまにしただけの簡単な

ものである。

第204図ー 6は、丹波焼甕である。口径19.lcm、器高17.8cm、底径11.8cmを測る。外面口縁部下から体部中

央にかけて細かい沈線がみられる。内面口縁部から外面体部に掛けて塗土が施されている。内面及び外面底

部は無釉である。

出土遺物を概観すると、 18世紀後半-19世紀前半と考えられ、 III-3 a期に属する遺構である。

S Y29 

S Y29は、調査区南側中央に位置する

（第202図・図版74)。平面形は円形を呈

し、内矩の直径0.22m、深さ0.35m、掘

形の直径0.66m、深さ0.53mを測る。水

琴窟遺構である。直径10-15cm位の礫を

上に置き、それを取り除くと漆喰が敷か

れており、丁寧に造られている。

第205図ー 1は、丹波焼甕である。口径

35cm、器高35.8cm、底径17.4cmを測る。

ロ縁上部は平状になり外側に傾いている。

体部は外側に張りだし丸味を帯びている。

外面底部以外に塗土を施し、外面口縁部

外縁帯下より灰釉を流し掛けしている。

O.P.=19.300m 
_
N
 

_s
 

1. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 

2. 暗オリーブ色粘質士層 5Y4/4 

0 lm 

第201図 S Y03遺構図
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N 1. 黄褐色土層 2・5Y5/4 
2. オリープ褐色土層 2・5Y 4/4 
3. 暗オリープ色粘質土層 5Y 4/3 
4. 暗オリープ黒色枯質土層 5Y3/2 
5. 明褐色粘質士層 7・5Y R5/8 
6. 黄褐色土層 2・5YS/6 

゜
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第202図 S Y29遺構図

底祁に目跡が 7カ所みられる。楢崎彰ー氏の編年江戸IV期に属する。

出土遺物を概観すると、 18世紀末-19世紀前半と考えられ、 III-3 a期に属する遺構である。

S D09 

S D09は、 SY03の南側に位置する（第203図・図版74)。この溝は 3回作り変えられていたことがわかっ

た。古い方から、第 1次溝は、東西15m、幅0.8m、深さ0.25mを測る。第2次溝は、東西約13m、幅0.7m、

深さ0.25mを測る。第 3次溝は、東西約13m、幅0.65m、深さ0.3mを測る。第 1次溝は、素掘りの溝で、第

2次溝の時に石積の溝に造り替えている。

第204図ー 5は、肥前磁器紅皿である。口径4.5cm、器高1.5cm、高台径1.4cmを測る。型造り成形で、外面

体部から底部にかけて無釉である。大橋康二氏の編年V期に属する。この遺物は第 3次溝掘形出土遺物であ

る。 7-9は、肥前磁器である。 7は、染付碗である。口径10.1cmを測る。体部はやや厚手であり、「くらわ

んか手」のものと思われる。呉須の発色は良好である。文様は、桐文はコンニャク印判によって施され、そ

れ以外は手書きである。 8は、青磁染付碗である。口径11cm、器高4.5cm、高台径6.3cmを測る。内面口縁部

に四方欅文、見込みにはコンニャク印判による五弁花が施されている。高台内に一重方形枠内に渦福の銘が

みられる。 7と8は、大橋康二氏の編年IV期に属する。 9は、染付紅皿である。口径4.2cm、器高1.7cm、高

台径 2cmを測る。型造り成形、外面の文様は銅判摺による。大橋康二氏の編年V期に属する。 10は、右巻き

三ツ巴文軒丸瓦である。周縁幅1.7cmを測る。調整は、瓦当周縁部は周縁に沿ってナデ調整、瓦当裏面には指

頭圧痕がみられる。瓦当部と丸瓦部の接合部は、凸部はナデ調整、凹部は指頭圧調整を施している。また、

瓦当部の接合部にクシ目を入れている。 7・9 -10の遺物は第 2次溝掘形出土遺物である。 8は、丹波焼甕

である。口径38cmを測る。口縁部内面から外面体部にかけて塗土が丁寧に掛けられている。内面に煤が付着

しており、火入れとして使用されていたのではないかと考えられる。この遺物は第 1次溝掘形出土遺物であ

る。

出士遺物を概観すると、第 1次溝は18世紀前半、第 2次溝は18世紀後半-18世紀末、第 3次溝は18世紀末

-19世紀前半と考えられる。この事により、 18世紀前半頃に造られ、 18世紀後半-18世紀末頃に造り替えら

れたと思われる。 III-2 b期からIII-3 a期に属する遺構である。
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第203図 S D09遺構図

SK  15D 

S Kl50は、北壁沿いに位置する（表 1)。平面形は長方形を呈し、長さ3.3m、幅1.3m、深さ0.64mを測

る。焼土処理土壊である。第 1次面の三和土を切って埋められており、この遺構によって火災時期が判明し

た。

第204図ー12は、土師質土器焙烙である。口径35cmを測る。口縁部と底部が直立するタイプである。内面体
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第204図 SP17(1)・SP07 (2)・SVOl (3・4)・SY03 (6)・ 

S D09 (5・7 -11)・S K150 (12-14)出土遺物

部から外面体部はヨコナデ調整、内面底部はナデ調整を、底部と体部の接合部をヨコナデ調整を施しいる。

また、外面底部に煤が付着している。難波洋三氏の分類E類に属する。 13・14は、肥前磁器である。 13は、

染付碗である。口径10.6cm、器高5.9cm、高台径4.4cmを測る。体部は薄手を有する。外面の文様は、呉須の

発色は良好で、点描地に桜文が描かれている。高台畳付は露胎である。 14は、染付瓶である。高台径6.6cmを

測る。火災に遭ったのか体部全体が変色している。 13は、大橋康二氏の編年III期、 14は、 IV期に属する。

出土遺物を概観すると、 17世紀末-18世紀前半と考えられる。このことから、享保14年 (1729) の北少路

村の大火災の際の焼土処理土壊と思われる。 III-2 a期に属する遺構である。
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S K11 

SKllは、調査区西側中央に位置する（表 1)。平面形は不整形を呈し、長辺0.9m、短辺0.68m、深さ0.43

mを測る。 III-3 b期に属する遺構である。廃棄土塘であるが、 19世紀中頃-19世紀末頃の遺物がまとまっ

て出土した。埋土は 1層で一期に埋められたと思われる。

第206図ー 1は、染付磁器鉢である。口径16.6cm、器高5.4cm、高台径 6cmを測る。器壁が平形に開く 「う

がい茶碗」に似たタイプの鉢である。口縁部に口錆がみられる。外面体部に鳳凰花文、内面口縁部に波文、

見込みに牡丹文が描かれている。産地は関西周辺のものと考えられる。高台内に朱書で文字が書かれている。

2は、肥前磁器色絵鉢である。口径18cm、器高7.5cm、高台径10cmを測る。底部から体部・ロ縁部にかけて真

直ぐに立上がり、口縁部が外側に向き口縁部先端はまるみを有する。高台は、蛇ノ目凹形高台である。体部

内外面の文様は、窓に蜘蛛文・菊文・牡丹文が描かれ、窓の四方に四方欅文と花唐草文がみられ、高台部に

連弁文・渦文が描かれている。また、見込みの文様は渦文・牡丹文である。絵付けには、呉須をはじめ赤色・

黒色・緑色などの釉が使用されている。有田窯の製品と思われる。大橋康二氏の編年V期に属する。 3は、

信楽焼銅緑釉仏花瓶である。口径7.2cm、器高13.3cm、底径4.8cmを測る。内面体部から外面体部にかけて、

銅緑釉が掛けられ、底部は無釉である。この信楽焼銅緑釉の製品は、伊丹では19世紀後半以降から出土し始

める。底部内に墨書がみられる。 4、丹波焼徳利である。口径3.3cm、器高26.15cm、底径8.2cmを測る。提げ

徳利である。内面口縁部から外面体部にかけて栗皮釉を施し、その上から灰釉を掛けている。底部は無釉で

ある。 5・6は、鍋である。 5は、口径14.1cm、器高7.9cm、高台径 7cmを測る。高台を持ち、内面体部から

底部にかけて灰釉を施し、外面口縁部から体部に白土釉を掛け、瑠璃釉で文字・文様を描いている。また、

所々に赤色釉・ 緑釉を施している。また、外面底部には煤が付着している。産地は不明だか、関西周辺のも

のと考えられる。 6は、口径18cm、器高8.2cm、底径7.6cmを測る。内面体部から底部にかけて灰釉が掛けら

れ、それ以外は無釉である。外面体部にトビカンナにより文様が施されている。外面底部に煤が付着してい

る。産地は伊賀・信楽焼系と考えられる。 7は、明石焼播鉢である。口径24.4cm、器高8.8cm、底径12cmを測

る。胎土は明赤褐色を呈する。口縁のつくりは、外へやや張り出し断面が三角形に近い形をしている。外面

の調整は、底部際から口縁部外縁帯まで軽く回転ヘラケズリを施している。内面体部の播目は11本を 1単位

とするものが密に施され、見込みの播目は放射状に 8本を 1単位とするものが 6単位あると考えられる。外

面底部に墨書がみられる。 8は、軒桟瓦である。軒丸瓦部の文様区径5.1cm、周縁幅 4cm、瓦当部厚2.2cm、

軒平瓦部の瓦当部幅4.5cm、顎下部厚1.7cmを測る。調整は、軒丸瓦部は瓦当部周縁部端はヘラケズリにより

面取りがみられ、瓦当全体に雲母が付着している。瓦当裏面は軒平瓦部との接合部にはナデ調整を施してい

る。軒平瓦部は、瓦当面を丁寧にナデ調整を施し、周縁端部にはヘラケズリにより面取りをしている。裏面

はナデ調整を施しているだけである。軒丸瓦部瓦当の文様は「関」である。

第207図ー 1は、王地山焼六方人物文火入である。口径16cm、器高18.6cm、高台径15.6cmを測る。王地山焼

は、兵廂県多紀郡篠山町で文政年間 (1818-1830) にはじまった磁器を中心とする窯である。開窯の要因は、

当時の篠山藩主青山忠裕の「御庭焼」として始まったという考えと、隣接する三田窯における「三田青磁」

の成功による影響とする 2つの考えがある。しかし、開窯の要因の考えかたの違いはあるが、技術的な影響

はは大きく受けたことは間違いない。成形は、士形成形で、体部・底部・耳部と別々にかたどり、接合して

いる。体部の文様は体部成形時にいっしょに形押しされている。 6面の文様は対向する面が同じ文様である。

文様は琴棋書画図である。室町時代から江戸時代にかけて儒教の思想の発展とともに、当時の人々に好まれ

た。また、文様部は釉が掛かっていない。釉は瑠璃釉で、内面口縁部から外面底部まで掛けられている。高
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台内に一部釉がみられる。内面体部は無釉である。高台には穿孔が面ごとにあり、見込みにも 2つ 1組の穿

孔が 3カ所みられる。また、高台内に墨書が書かれている。さらに、これとよく似たタイプのものが、和歌

山の男山焼でもみられた。これは、王地山焼に技術指導した京焼の欽古堂亀祐が、男山焼においても指導し

ておりその影響と思われる。 2は、瓦質土器火鉢である。底部がないので分からないが、体部と口縁部は別々

に型造り成形され、接合されている。外面から内面口縁部にかけて丁寧に回転ヘラミガキされ、内面体部に

はナデ調整を施している。肩部に獅子形の耳部が 2カ所みられる。外面の文様は、窓は体部と同時にかたど

り、その後、ヘラ状のもので文様を描いている。文様区内に「せた」・「かたた」の文字があり、おそらく近

江八景（矢橋の帰帆、三井の晩鐘、瀬田の夕照、石山の秋月、粟田の春嵐、唐崎の夜雨、堅田の落雁、比良

の暮雪）を描いたと思われる。 3は、甕である。口径45.2cmを測る。陶器で産地は不明である。口縁部の文

様と体部の雷文はスタンプ印で施し、菊文は型抜き後、ハリッケている。
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第205図 S Y29 (1)・S X62 (2 -4) 出土遺物
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第208図ー 1は、陶器植木鉢である。口径23.2cm、器高20.5cm、高台径13cmを測る。ロクロ成形で、口縁部

はやや外へ張っているが、体部は筒型である。内面口縁部から外面体部にかけて黒色釉が掛けられ、内面・

底部は無釉である。底部には直径4.2の穿孔がみられる。産地は不明である。また、高台内に「上や」の墨書

がみられる。 2は、唐津焼壷である。口径17cm、底径17cmを測る。口縁部は外へ張りだし丸身を帯びている。

内面口縁部から外面体部にかけて塗土を施している。それ以外は無釉である。外面底部に砂が付着している。

3は、丹波焼甕である。口径23.2cm、器高26.8cm、底径14.2cmを測る。口縁上部は平状でやや外側に傾いて

いる。外面体部は塗土が施され、外面口縁部外縁帯下より、灰釉が掛けられている。口縁部内外面から内面

は無釉である。底部には目跡が 5カ所みられる。楢崎彰ー氏の編年（楢崎1977年）江戸V期に属する。

出土遺物を概観すると 19世紀中頃-19世紀末頃と考えられ、 III-3 b期に属する遺構である。

S XBB 

S X88は、調査区中程やや北側に位置する（第209図）。検出形は方形を呈し、長さ2.7m、幅2.6m、深さ

1.35mを測る。この遺構は、 2次面で検出した SX362と様相が似ており、「搾り場」遺構と思われる。時代

喜 観もほぼ同時代と思われる。非常
en 

c,: 一，山

~ ~-,, 

に短い間酒造業を営んでいたので、

作り替えたというより、同時に使

用していたと考えられる。 III-2 

a期に属する遺構である。

第210図ー 1・2は、肥前磁器で

ある。 1は、染付碗である。口径
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1. にぶい黄褐色土層lOYR4/3 

iJ 2. 灰黄褐色粘質土層lOYR4/2 

（遺物多量に含む）

3. 褐色土層 7・5Y R4/3 

4. 明褐色土層 7・5Y R5/8 

5. 黄灰色粘質土層 2・5Y 4/1 

6. オリープ灰色粘質土層 2・5

G Y5/1 (遺物多量に含む）

Zm 7. 暗褐色土層lOYR3/3 

(2 cm以下の礫多量に含む）

第209図 S X88遺構図

10.2cm、器高5.6cm、高台径 4cmを

測る。全体的に黒帯びており、呉

須の発色も悪い。外面の文様は草

花文である。また、高台畳付は露

胎で砂が付着している。 2は、染

付皿である。口径14cm、器高 3cm、

高台径8.4cmを測る。呉須の発色は

良好で、内面体部に折枝椿文が丁

寧に描かれ、外面には花唐草文を、

高台内には二重枠内に「福」が書

かれた銘が見られる。また、口縁

部に 2カ所半月状の切れ目を、後

から入れており、筆置きかなにか

に転用したと思われる。 1・2と

も、大橋康二氏の編年IV期に属す

る。 3は、土師質土器皿である。

ロ径7.2cm、器高1.5cmを測る。調

整は、内面全体にナデ調整、外面

には指頭圧調整を施している。ま
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た、内面には灯明油が燃えた痕跡？かみられ

る。 IT (伊丹郷町期） 1型式A類に属する。

出土遺物を概観すると、 17世紀末-18世紀

初頭と考えられ、 III-2 a期に属する遺構で

ある。

S X62 

S X62は、調査区北東隅に位置する（第211

図）。乎面形は長方形を呈し、長辺2.82m、短

辺1.57m、深さ0.75mを測る。地下室遺構と

考えられる。一部しか残存していなかったが、

南壁に木が張られていた。また、南側底部に

礎石がみられた。 IV期に属する遺構である。

第212図ー 2は、アルミ銭である。直径1.9 

cm、厚さ0.15cmを測る。昭

和初期に発行された「五銭」

である。 3は、信楽焼甕で

ある。口径35cm、器高35.3

cm、底径18cmを測る。内外

面に丁寧に鉄釉が施され、

随所に黒色釉が掛けられて

いる。外面底部は無釉であ

る。 4は、瓦質土器釜戸で

ある。口径53.3cm、器高49.6

cm、底径34.4cmを測る。移

動式竃である。器形は筒型

を呈し、粘土紐輪積み成形

で、外面体部は回転ヘラミ

ガキ調整、内面には回転ナ

デ調整を施している。窓部

は体部を切取り張り付けて

いる。外面体部に「北海商

會國益ムシカマド責任

謹製」とある。

出土遺物を概観すると、

19世紀末-20世紀初頭と考

えられ、 IV期に属する遺構
〇

である。
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第211図 S X62遺構図
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S D600 

S D600は、調査区東側トレンチ内で検出した（表 1)。これも屋敷境の溝と思われるが、 3次面で検出し

たSD800よりは東側に移動している。長さ1.7m、幅0.7m、深さ 1.3mを測る。遺物は堺焼摺鉢を出土した。

出土遺物の年代観から19世紀前半と考えられる。よってIII-3 b期に属する。

6. まとめ

この調査区では、上面が撹乱されていたため最上層の江戸時代後期以降の面を充分に把握できなかったが、

これを除いて 3時期の遺構面をとらえることができた。このうち、第 1次面の享保14年 (1729)の火災痕跡

のほかに、さらに古い元禄12年 (1699)か元禄15年 (1702)の火災と考えられる面が確認できたことが特筆

される。

建物の変遷をまとめると、出土遺物や遺構から、 16世紀末-17世紀初頭には、建物が建っていたことがわ

かった。それは、間口 1間以上、奥行き 2間程の小規模な掘立柱建物や礎石建物が存在し、裏庭では、食料

自給のために野菜などを栽培するための畑を造っていたと思われる。 17世紀後半に三和土が敷き始められる

と、畑を埋め、南側に造られた屋敷境溝まで拡張したことがわかった。それ以後は、 18世紀前半以降はほと

んど変わっていないと思われる。

その他に、酒造関係遺構が 2カ所検出した。しかし、それにともなう酒造関係の遺構がみあたらなかった

が、「搾り場」が検出された事により、酒造業を営んでいた可能性がある。

このように、建物の変遷が明確にわかったものはめずらしく、特に、畑遺構がこんなにはっきり検出され

たのは、宮ノ前地区でははじめてであり好資料を得られた。
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第 1節 調査区域の遺構の変遷について

1 時期区分について

有岡城跡・伊丹郷町遺跡の時期区分については、既往の調査によって判明した遺跡の大きな変化から、以

下のように考えている。

I期 中世の在地土豪伊丹氏の伊丹城の時期（～天正2年・ 1574年）

II期 近世移行期の戦国大名荒木村重の有岡城の時期および池田之助（元助）の伊丹城の時期（天正2年・

1574年～天正11年・ 1583年）

III期 近世在郷町・伊丹郷町の時期（天正11年・ 1583年～明治中頃）

IV期近代（明治中頃～）

さらに、このうちIII期については、前回の宮ノ前地区の報告書（藤井直正他『有岡城跡・伊丹郷町IV』伊

丹市教育委員会・大手前女子大学史学研究所 1995年）において、遺構・遺物の変化からIII-1期-III-3

期に大別し、さらにそれを a・bによって新古を細分した。その後、今回の調査区の整理作業を通じて、 1 

-3期の大区分は変わらないが、 a・bの細分を修正する必要が生じた。

第 1に、 III-1期 (16世紀後半-17世紀前半）は、遺構・ 遺物ともに少なく、他の遺跡の時期区分で唐津

焼の胎土目積み製品が主として出土する時期が存在することと、その生産地での年代観を勘案して、 a (16 

世紀後半～末）と b (16世紀末-17世紀前半）に区分した。これらの実年代については、大橋康二氏は胎土

目積みが16世紀末 (1580年代） -1600年代、砂目積みが1600年代-1630年代、肥前磁器は1610年代以降に出

現するとしている（大橋1993年）。一方、消費地では、近年特に大坂城下町において胎土目積みの唐津焼は豊

臣後期 (1598年-1615年）に多く、砂目積みおよび初期の肥前磁器は1620年代以降に出土量が多くなるとい

う（森 毅1995年）。このように、生産地と消費地において実年代観が相違しており、なお論議を深める余地

が残されている。当調査地の出土品も論議の行方によって年代観が変わる可能性があるが、一応胎土目積み

の唐津焼製品の年代を16世紀末-17世紀初頭とし、砂目積み、初期の肥前磁器を17世紀前半以降としてとら

えておきたい。今回は、 B-2-1区やD-6区で少し資料が増えた。これらの遺物をみると、胎土目積み

の唐津焼を小量含むものの、砂目積みおよび初期の肥前磁器に属するものが主体に出土する例が多い。そう

すると、先の編年観から17世紀前半-17世紀中頃までをひとつの時期としてとらえられることとなる。また、

少ないながら、瀬戸・美濃焼III期の鉄釉天目茶碗・灰釉ソギ皿と胎土目積みの唐津焼が共伴する遺構があり、

16世紀末-17世紀初頭をひとつの時期としてとらえられるのではないかと考えている。

これに加えて、 III-1期の開始時期も 16世紀後半では有岡城期にかかる印象を与えるため、 16世紀末とす

る。よって、 III-1期 (16世紀末-17世紀中頃）、 a (16世紀末-17世紀初頭）、 b (17世紀前半-17世紀中

頃）と変更することとする。ただ、少ない資料の中での見通しであり、資料の増加を待って再検討する余地

を残している。

第 2に、 III-2期 (17世紀後半-18世紀後半）は、前回は生産地の遺物の編年区分にしたがって a (17世

紀後半-18世紀中頃）、 b(18世紀中頃-18世紀後半）とした。しかし、その後その区分の根拠として享保14

年 (1729) に北少路村で発生した大火が関係しているであろうことが有力となったため、今回は a (17世紀

-213-



＼
 

l'’

，．i
-

．
 

`
I
-
/
/
＼
 

．．ー・・ —-=----- --~ - --

監ン

第212図伊丹郷町古絵図

-214-



後半-18世紀初頭）、 b (18世紀前半-18世紀後半）に変更することとした。

したがって、変更後の区分は以下のようになる。 図中の区別

IIl-1期 16世紀末-17世紀中頃 .................................... 恩葵忍〗 その他・・・...圃圃圃l
a 16世紀末-17世紀初頭 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ロニ／

b 17世紀前半-17世紀中頃 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 良蕊蕊且

III-2期 17世紀後半-18世紀後半．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 終翠忍3

a 17世紀後半-18世紀初頭 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ロニ口

b 18世紀前半-18世紀後半．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 塁蕊塁1
III-3期 18世紀後半-19世紀後半 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 恩思蕊i

a 18世紀後半-19世紀初頭 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ［二ニ］

b 19世紀前半-19世紀後半 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．蕊塁塁i

2 各調査区の遺構の変遷について

さて、上記の時期区分にもとづいて、前回と同様に時期別遺構図を作成した（第213-224図）。以下に、こ

こから読み取れる遺構の変遷を述べたい。

第51次調査 B-1-1区（第213・214図）

猪名野神社参道（現在宮ノ前商店街通り）に面する B-1-1区では、 7世紀後半-8世紀前半に属する

であろう掘立柱建物 (SB13) を検出した。これは、南北の柱通りを真北に近づけて建築している。周辺で

同時期の土壊や遺物を検出しており、この時期の集落があったことを示す貴重な発見であった。

それ以後は、伊丹郷町期まで遺構はない。伊丹郷町期では、 Ill-1期 (16世紀末-17世紀中頃）のうち、

III-1 a期の明確な遺構は見あたらない。 III-1b期 (17世紀前半-17世紀中頃）の井戸 SE04・S EllSと

いくつかの土墟がみられる。このほか、時期不明の掘立柱の柱穴が参道に近いところに分布する。また、裏

手にあたる西側には、畑の耕作土と考えられる灰黄褐色士の堆積が認められる。土地の区画を示すものはな

い。このようなことから、 III-1 b期 (17世紀前半-17世紀中頃）には、参道に面して掘立柱建物が立ち、

裏手には、畑の耕作地が広がっている、という景観を復元できる。

Ill-2期 (17世紀後半-18世紀後半）には、急激に遺構が増加する。このうち、 III-2 a期 (17世紀後半

-18世紀初頭）は少ない。北西部の裏手には、後述する池状遺構SK282があり、なお耕作もおこなわれてい

たと考えられる。また、享保14年 (1729年）の大火の焼土処理士塘SK340などを検出した。 III-2 b期 (18

世紀前半-18世紀後半）の遺構は、たいへん多い。竃SV234や三和土（タタキ）がみられ、 Ill-3期 (18世

紀後半-19世紀後半）の SB04と構造は異なるものの、ほぼ同規模の建物が建っていたことが推測できる。

Ill-3期 (18世紀後半-19世紀後半）では、 III-3 a期 (18世紀後半-19世紀初頭）には地割境界の石積

み溝SD05が設けられる。道路に面した東側では、三和土の範囲からIll-3 b期とはぼ規模を同じくする建

物が建っていたことが推定できる。 III-3 b期 (19世紀前半-19世紀後半）には道路に面した建物SB04・ 

01以外に、裏手に SBOS・09と土蔵SB014が建てられる。胞衣壺 (SI 02・03など）は、すべてこの時期の

ものである。場所は、建物の中や通り庭に位置している。水琴窟 (SY04など）も、この時期に設けられて

いる。

IV期には、 SB01・04がそのまま受け継がれ、新たに SB02、土蔵SB15が建てられる。
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第213図 B-1-1区遺構変遷図 (1)III-1・2期

第51 次調査8-1-4• 8-2-2• 8-3区、第63次8-5区（第215-218図）

この地区では、 I期伊丹城期から II期有岡城期に続く溝SD06と現行道路に沿って延びる II期有岡城期の

溝SDOS・15がある。 B-2-2区の SD15はB-8区SD04に続くが、 SD04はIII-2 a期の17世紀後半

まで再利用される。再利用される点で、前回の報告のA-1区SFOlと共通する。しかし、それ以外には、

はとんど遺構はない。

III-2期 (17世紀後半-18世紀後半）には、ここでも急激に遺構が増加する。特にIII-2 b期 (18世紀前

半-18世紀後半）の遺構が多い。 III-2 a期 (17世紀後半-18世紀初頭）は少ないが、 B-2-2区で検出

した鍛冶炉SX04・05が注目される。 D-2区でも III-1 b期の鍛冶炉SX302が検出されている。この頃
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第215図 B-l-4・B-2-2・B-3・B-5区遺構変遷図 (1)III-1期
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は、北少路村は伊丹町の外縁に位置していた

ため、このような火を扱う職業が容易に行え

たのであろう。その後は鍛冶炉は見られなく

なる。 B-5区東側の柵列SA02は、南北方

向の背割り境界ラインに合致する。この時期

の地割境界を示すものはほとんどない中で、

貴重な例である。このほか、享保14年 (1729

年）の大火の焼土処理土壊B-3区SK72な

どを検出した。この大火はこの地域全体に認

められる。規模は不明ながら、建物があった

ことが想定できる。 III-2 b期 (18世紀前半

-18世紀後半）も建物があったと考えられ、

その裏手には、廃棄土壊が集中する。 B-3

区の池状遺構SKl47はこの時期のものであ

る。なお耕作もおこなわれていたと考えられ

第218図 文化改正伊丹之図（八木哲浩1982年）

る。胞衣壺は、この時期の後半に出現する (B-2-2区SI 510)。

III-3期 (18世紀後半-19世紀後半）では、 III-3 a期 (18世紀後半-19世紀初頭）に起こった火災の焼

土処理土城B-2-2区SK730などがみられる。この火災は文献に明確に記載されていないが、この地区で

散見される。建物は前代同様に建っていたと考えられる。 III-3 b期 (19世紀前半-19世紀後半）には、 B

-2-2区から B-3区に「く」の字に折れる道路SXllを検出した。これは、『文化 (1804-17)改正伊丹

之図』（第218図）に描かれた、路地Aである。この地区の東側裏地を宅地化するために必要となったもので

あろう。 B-5区建物SB01はこの時期から存在する。同じく、 B-1-4区の南端から B-5区北側で東

西に延びる砂利敷面を検出したが、これも同図の路地Bと一致する。これは、 B-5区の建物のためのもの

であり、裏地の宅地化がこの時期に進められたことがわかる。

第51次調査B-2-1区（第219図）

ここでは、 SK468・S K506から 7世紀後半-8世紀前半の遺物が出土した。

伊丹郷町期では、 IIl-1期 (16世紀末-17世紀中頃）のうち、 III-1 a期の明確な遺構は見あたらない。

S K479は、 III-1 a期の胎土目積みの唐津焼皿や瀬戸・美濃焼の灰釉ソギ皿を含むが、 III-1 b期 (17世紀

前半-17世紀中頃）の遺物の方が主体となる。 III-1 b期の土塘は、一定数みられる。したがって、 IIl-1

b期以降に生活痕が濃厚となる。これは、 B-3区など西側の調査区と異なる点である。東側の猪名野神社

参道に面したところでは、この時期のものであろうと考えられる掘立柱建物の柱穴が分布する。また井戸 S

E07はこの時期のものである。参道に近い場所に位置しているのは、 B-1-1区SEll8に似る。また、西

側の土塘が分布する部分には、灰黄褐色土が堆積しており、畑であったと考えられる。

III-2期 (17世紀後半-18世紀後半）には、ここでも急激に遺構が増加する。特にIII-2 b期 (18世紀前

半-18世紀後半）の遺構が多いのは、先の調査区と同様である。 III-2 a期 (17世紀後半-18世紀初頭）は

少ないが、元禄年間の大火（元禄12年・ 1699もしくは元禄15年・ 1702) の焼土処理土壊SK411を検出したの

は大きな成果であった。後述するように、元禄年間の大火の焼土処理土壊には、 17世紀後半の遺物群が多く
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含まれる。この上面は、三和土によって覆われている。その範囲は、東側道路から西へ約llm(5間半）ほど

である。明確にはとらえられないが、この範囲に近い建物が建っていたと考えられる。また、享保14年(1729)

の大火の焼土処理土壊SKl90・S Kl84・S K256が検出された。裏手には、元禄年間の大火までに使用され

た池状遺構SK293・S K294がある。

III-2 b期 (18世紀前半-18世紀後半）では、 III-2 a期とほぼ同じ範囲で三和土が検出され、建物の規

模はあまり変わっていないようである。井戸 SE05は18世紀前半まで、 SE04は18世紀後半まで使用されて

いる。西側は、全面に廃棄土壊が営まれる。

III-3期 (18世紀後半-19世紀後半）では、 III-3 a期 (18世紀後半-19世紀初頭）の桟瓦や陶磁器が大
むろ

量に出土した土壊SKl60が注目される。長方形で深いこの土壊は、地下室と考えられる。また、この時期の

建物は総瓦葺きであった可能性が高い。建物SB04は、この時期のものである。『元禄七年 (1694)柳沢吉保

領伊丹郷町絵図』では、「本百姓長左衛門」を屋敷主とし、「味噌ウリ五兵衛」が表に、「日用伝兵衛」・「日用

吉兵衛」が裏に住んでいたことが記されている。 SB04の東端は、「味噌ウリ五兵衛」の建物の奥行き十二間

一尺八寸（一間が京間の六尺五寸=l.969m換算で、 24.18m)の西端に一致し、この建物は時期は下るもの

の、同様に裏に住む住人のものと考えられる。この時期の井戸 SE03は、 III-3期を通して使用された井戸

枠瓦積みのものである。

III-3 b期 (19世紀前半-19世紀後半）には、地割境の石積溝SDOlが設けられている。これはIV期まで

造り替えられつつ存続する。東側では、既存の礎石建物SBOlがみられる。これは、 SKl60を埋めた後に建

てられたもので、根石の掘形からは、 19世紀初頭までの遺物が出土する。したがって、 19世紀前半には建て

られ、近年まで改造されつつ使用されたものと考えられる。中央に一間の通り庭を設け、両側を居室とした

「中土間型」の建物である。

埋桶SUl67・S K226は、この時期の 2基 1組の便槽と考えられる。丹波焼の便槽甕SWOlは、その後に

設けられ、 IV期に廃絶する。北西部にも胞衣壺SI 06や水琴窟 SY05、井戸 SEOlがみられ、建物があった

ことがわかる。

IV期 (19世紀末～）には、礎石建物SBOlのほか、北西部にも建物SB03とこれに伴う大谷焼便槽甕SW

04がみられる。 SBOlに伴う大谷焼便槽甕swozは、 III-3 b期埋桶SUl67の真上に造り替えられたもので

ある。この時期の井戸は、既存の井戸枠瓦積みの SEOZである。

第97次調査8-13区（第220図）

ここは、南側に東西の主要道路の昆陽口通りがあり、それに面した屋敷地である。 IIl-1期 (16世紀末-17

世紀中頃）に属する掘立柱建物SBOlを、道路から約5m奥で検出した。また、 III-1 b期 (17世紀前半-17

世紀中頃）の土壊SK41が建物の内側にある。

III-2期 (17世紀後半-18世紀後半）には、遺構が増加する。 III-2 a期 (17世紀後半-18世紀初頭）で

は、享保14年 (1729) の大火の焼土処理士塘SK26を検出した。 III-2 b期 (18世紀前半-18世紀後半）に

は、この土壊SK26を埋めて道路から11.8mの範囲で三和土がみられ、間口 2間半、奥行き 6間の建物があ

ったことを推測できる。

III-3期 (18世紀後半-19世紀後半）では、 III-3 a期 (18世紀後半-19世紀初頭）の埋甕遺構と考えら

れる土猥SX22が入り口付近にある。商業用（紺屋や油屋など）のものであろう。 III-3 b期 (19世紀前半

-19世紀後半）には、前代と同じ範囲で三和土がみられ、同規模の建物があったことがわかる。この建物は、
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入り口の胞衣壺SI 01の存在から、東側を通

り庭とする建物である。その裏は、裏庭とな

っていたらしく廃棄土塘が重複して数多く検

出された。

IV期 (19世紀末～）も同じ規模、構造の建

物が想定できる。 SK14は、この時期の地下
むろ

室である。 SEOlは既存の井戸であるが、少

なくともこの時期の初期から使用されていた

可能性がある。

＋ 
IOm 

第220図 B-13区遺構変遷図

第51次調査D-2区・第63次調査D-4区・

第97次調査D-6区（第221-223図）

ここは、西側に猪名野神社参道があり、それに面した地域である。また、 D-6区の北側は東西の道路に

面している。もっとも古い遺構は、 7世紀後半-8世紀前半のD-6区SK450である。これ以降、 II期まで

空白である。

II期 (16世紀後半）の有岡城期には、 D-2 区 SD401•D-4 区 SD301•D-6 区 S D202と続く溝があ

る。これは、 D-4•D-6 区では参道に沿って設けられているが、 D-2 区では東に折れ、幅を広げて南

へ続く。有岡城期の溝は、 A-1区SFOl (藤井直正他『有岡城跡・伊丹郷町IV』1995年）、 B-3区SD08・ 

B-2-2区SD15・B-8区SD04 (藤井直正他『有岡城跡・伊丹郷町IV』1995年）など、現行南北道路

の東側に設けられることを特徴とする。有岡城跡主郭部西側の侍屋敷地域 (JR伊丹駅前再開発地区、藤井

直正他『有岡城跡・伊丹郷町IIー第 1・2分冊』 1992年）では、堀が同じように現行南北道路の東側に設け

られていた。したがって、これと同様の計画性を持った溝と考えられる。 D-2区で「く」の字に折れ、幅

を広げることは、何らかの理由があったものと思われる。その屈曲部で、多量の土師質土器皿と瓦質土器釜、

犬の遺体などを検出した。これは、拡張部を選んで行った何らかの儀礼に伴う廃棄行為と考えられる。この

溝は、有岡城期に廃絶して、伊丹郷町期には再利用されていない。

III-1期 (16世紀末-17世紀中頃）では、 III-1a期 (16世紀末-17世紀初頭）に属するかと思われる掘

立柱建物D-6区SBOl・S B03がある。 2間X 2間あるいは 1間X 2間程度の小規模なものである。井戸

はD-2区SE301だけである。 D-6区SE477は、この時期からIII-1 b期にかけて使用された、この屋

敷地最古の井戸である。 III-1b期 (17世紀前半-17世紀中頃）の掘立柱建物D-6区SB04、D-4区S

BOl・S B02も規模は変わらない。いずれも、道路に面して建てられている。この時期の井戸D-2区SE

01はSE301の後身と考えられる。この時期には、廃棄土壊がかなりみられる。この点は、同じく参道に面し

たB-2-1区と共通する。

III-2期 (17世紀後半-18世紀後半）には、遺構が増加する。 III-2 a期 (17世紀後半-18世紀初頭）に

はD-6区東側のトレンチで、背割りの素掘溝SD800を確認した。これは、 III-3期には埋められている。

この時期の建物D-6区SB02・S B05は、前代同様の小規模な建物であるが礎石建物となっている。 D-

6区SE326は、この時期の素掘井戸である。北側道路から約 7m入った位置にあり、ちょうど掘立柱建物の

裏手あたりになる。またD-6区東南部では、 17世紀後半の畑の畝SXOl-03が検出された。これは、『延宝

五年 (1677)伊丹郷町地味委細図』（第212図）の建物裏手の畑の記載に一致する。その後、 17世紀後半の内
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にこの畑を埋めて三和土が敷かれ

るが、その規模は道路より 6.5m

-7.5mすなわち3間半程度となる。

三和土が敷かれ始めるのは、 17世

紀後半からである。この時期に建

物の規模・建築方法に画期があっ

たことに注目したい。 3間半規模

の建物は、面として調査できなか

ったが、断面土層の観察から元禄

年間（元禄12年・1699か元禄15年・

1702)の火災に遭っている。 D-

6区SK343・347はこの大火の焼

土処理土猥である。 D-6区では、

その後 1類(2槽さし単基）（小長

谷正治・川口宏海1996年）の酒搾

り遺構SX362・S X88が短期間設

けられ、これを埋めて享保14年

(1729)の大火に遭った三和土面が

敷かれている。これが、第1次面で 第221図 D-2・D-2-2・D-4・D-6区遺構変遷図 (1)Ill-1期

咄""SK44Q 

ある。この三和土は、北東部で道

路端から奥行ぎ 10m (5間）の、

＠
 

＋ 

＋
 

SP507 

0 + 

10m 

地割溝SD09まで敷かれており、

建物規模がいっそう大きくなった

ことが判明する。享保14年(1729)

の大火の焼土処理土塘は、 D区全

域で確認している。

III-2 b期 (18世紀前半-18世

紀後半）には、それぞれの地区で

道路に面して間口 2-3間、奥行

ぎ5間程度の建物が建っていたこ

とが三和土の範囲から推測できる。

地割溝SD09の第 1次素掘溝は、

この時期に造営されている。

III-3期 (18世紀後半-19世紀

後半）では、 III-3 a期 (18世紀

後半-19世紀初頭）に地割の石積

溝のD-6区SD09 (第2次溝）． IOm 

D-2区SDlOlが設けられる。こ 第222図 D-2・D-2-2・D-4・D-6区遺構変遷図 (2)IIl-2期
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のような地割溝は、 2軒おきに設

けられており、この時期に石積み

となって全域で整備される。井戸

は、各屋敷地にあるが、 D-6区

井戸 SE329のように、共同利用し

ていたと考えられるものもある。

D-4区のIII-3 b期 (19世紀

前半-19世紀後半）にも、前代と

同じ範囲で三和土がみられ、同規

模の建物があったことがわかる。

D-2区の竃SVOl-A・Bはこ

の時期のもので、裏にも建物が建

てられていたことがわかる。

IV期 (19世紀末～）には、 D-

Z•D-4 区の既存建物が建つ。

D-2区SBOlは2戸 1棟の礎石

建物であり、大谷焼便槽甕 SW

01・02を有していることから、 20

第223図 D-2・D-2-2・D-4・D-6区遺構変遷図 (3)III-3期 世紀初頭には建っていたと考えら

れる。 D-4区SE101・D-2-2区SEOOZは、 III-3 b期からIV期にかけて使用された井戸枠瓦積みの

井戸である。

3 まとめ

以上、各地区の時期別遺構変遷図の概要を述べた。今回の調査区は、 B-13区 •B-3 区を除いて猪名野

神社参道に面する北少路村に属する。最古の遺構は 7世紀後半-8世紀前半で、この地域一帯に広がってい

ることが判明した。その後、 1期伊丹城期の15世紀後半-II期有岡城期にかけて存在した B-3区SD06ま

で、空白がある。 II期有岡城期には、前回報告したA-1区同様、現行南北道路の東側に、これに沿った溝

(B-3区SD08・D-6区SD202など）が検出された。したがって、ここでも有岡城期に町割りがなされ

たことが判明した。しかし、この時期の明確な建物などはみあたらず、人家は存在していなかったと考えら

れる。

III期伊丹郷町期に入ると、 III-1 a期 (16世紀末-17世紀初頭）にさかのぼる可能性のある掘立柱建物 (D

-6区SBOlなど）があるが、遺構が一定数みられるようになるのは、 III-1 b期 (17世紀前半-17世紀中

頃）になってからである。この時期には井戸もかなりみられ、参道に面した場所に小規模な掘立柱建物が建

ち、裏には畑が営まれている、といった景観を復元することができる。土塘出土遺物には、胎土目の唐津焼

も散見されることから、 III-1 a期 (16世紀末-17世紀初頭）の終わり頃から人家が建ち並び始めたものと

考えられる。すなわち、北少路村の成立は、 III-1 a期 (16世紀末-17世紀初頭）の終わり頃と考えられる

のである。しかし、猪名野神社参道や昆賜口通りから外れた B-3・B-5区では、まだ人家はみられない。

この点は、前回報告した、西側のA-1-5区の様相と共通する。
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III-2期 (17世紀後半-18世紀後半）には、遺構が増加する。 III-2 a期 (17世紀後半-18世紀初頭）に

は、礎石建物がみられる。裏では畑の畝がみられるが、 17世紀後半のうちに三和土が敷かれるようになり建

物規模が拡張する。小画期としてとらえられる時期である。さらに18世紀初頭の元禄年間の大火以後享保14

年 (1729) の間に建物は 5間程度の奥行きをもつものへ拡張し、大きな変化が訪れる。通りから外れた B-

3•B-5 区でも遺構が急増し、『元禄七年 (1694) 柳沢吉保領伊丹郷町絵図』にみられる町並みが形作られ

たと考えられる。

III-2 b期 (18世紀前半-18世紀後半）には、一部で素掘の地割溝が設けられる。裏地は廃棄土塘や池状

遺構があり、畑や裏庭として利用されていたものと考えられる。胞衣壺は、この時期の後半から出現する (B

-2-2区SI 510)。

III-3期 (18世紀後半-19世紀後半）では、 III-3a期 (18世紀後半-19世紀初頭）に地割の石積溝 (D

-6区SD09など）が整備される。総瓦蘇建物もこの頃からみられる (B-2-1区SK160)。井戸は素掘

で、上部に粘土と瓦片を互層にした井戸側をもつものがみられる (D-6区SE303)。裏地に家屋が建って、

裏地利用が進んでいく様子もうかがえる (B-2-1区SB04)。大きな景観の変化が、この時期から始ま

る。

III-3 b期 (19世紀前半-19世紀後半）には、既存建物の古いものが建てられる (B-1-1区SB04な

ど）。これらは、小規模な根石を持つものが多く、重量のかかる総瓦葺厨子二階の建物であったと考えられ

る。また裏地に家屋が建って、これに通じる路地が各所で設けられるようになる (B-3・B-5・B-2

-1区など）。この点は、先の報告のA-1-5区と共通する。便槽には木桶が用いられ、 2基 1組のものも

多い (B-5区SU02・03など）。また、丹波焼甕を利用した便槽もみられる。井戸は井戸枠瓦を上部に巻い

たものが増加する。胞衣壺や水琴窟が盛んに設けられるのも、この時期である。

IV期 (19世紀末～）には、既存建物が建ち、埋桶の便槽が大谷焼甕に造り替えられる。

以上のように、建物や井戸、便槽などの遺構の様相の変化すなわち景観の変化は、 17世紀後半に小画期が

あり、 18世紀前半に大きな画期が認められる。また、 18世紀後半から19世紀前半（中でも化成期を中心とし

て）第 2の大きな画期が認められるのである。これは、伊丹郷町の酒造業の発展期と一致しており、伊丹郷

町の経済的発展が、このような画期を生みだした直接的要因であろうと考えられるのである。

参考引用文献

大橋康二『肥前陶磁』ニューサイエンス社 1993年

小長谷正治・川口宏海「伊丹郷町の酒造業」『関西近世考古学研究IV』関西近世考古学研究会 1996年

森 毅「16・17世紀における陶磁器の様相とその流通ー大坂の資料を中心に一」『ヒストリア』第149号 大阪歴史

学会 1995年
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表 1 主要遺構年代表(1)

地区 遺構名 グリット 遺構面 土層 平面形
長辺or直径 短辺 深さ

断面形 時代 備考
or一辺(m) (m) (m) 

CIT51 S K525 K1Q~ e3 4 1 不整形 2.34 
1.3 

0.08 ＼ 16C後半B-1-1 以上

B-1-1 S K450 Kl0-a2 4 5 不整形 1.2 
0.58 

0.24 ~ 17C前半
以上

B-1-1 S K565 K10-a4 5 20 不整形
3.24 1.34 

0.56 ＼ 
17C前

以上 以上 ～後半

B-1-1 S K601 KlO-a 2 5 1 不整形
2.85 

2.44 0.15 ＼ 
17C中

以上 ～後半

B-1-1 S K80 KlO-el 2 1 不整形 1.0 0. 72 0.36 V 17C後半

B-1-1 S E03 KlO-d 5 4 5 不整形 1.22 0.5 3.62 い』 17C末
以上 以上 -18C初

B-1-1 S K475 KlQ~cz 4 5 不整形 1.8 
1.56 

0.54 ＼ 
17C末

以上 -18C中

B-1-1 S K451 KlO-a 2 4 3 不整形
0.53 0.49 

0.3 V 18C前半
以上 以上

B-1-1 S K340 K10-e4 3 15 不整形
6.5 3.22 

0.68 ＼ lSC前半 享保火災
以上 以上

B-1-1 S K305 K10-b3 3 1 不整形
3.22 2.43 

0.27 L J  
18C前

以上 以上 ～中頃

B-1-1 S EOl K10-d2 1 3 円形 0.92 
2.65 

し［ 18C後半
以上

B-1-1 S K465 K10-b3 4 23 不整形
2.18 1.56 0.89 V 18C後～末
以上 以上

B-1-1 S D06 K10-b4 4 1 溝
6.66 0.64 0.16 ＼ 

lSC後
以上 -19C初

B-1-1 S S332 K10-e3 3 5 不整形 0.94 0.6 0.44 V 18C後
以上 -19C初

B-1-1 S K198 K10-e3 2 3 不整形 0.62 0.58 0.30 ＼ 
18C後

-19C初

B-1-1 SW15 KlO-a 3 3 1 円形
内矩0.18 内矩0.16 V 18C後

甕
掘形0.27 掘形0.20 -19C前半

B-1-1 SW07 K10-d2 2 3 円形
内矩0.22 内矩0.21

＼ 
lSC後

甕
掘形0.40 掘形一 -19C前半

B-1-1 S U141 KlQ~ cz 2 5 円形 0.90 0.46 V 18C後
桶-19C前半

B-1-1 S K270 KlQ~ cz 3 2 楕円形 1.04 0.66 0.06 ＼ 
lSC末
-19C前半

B-1-1 S Yl8 K10-C3 1 3 不整形 1.64 0.88 0.48 V 18C末
水琴窟-19C前半

B-1-1 S D02 K10-C3 1 1 溝
1. 96 

0.36 0.08 ＼ 
lSC末

以上 ～大正

B-1-1 S E699 K10-e2 5 1 不整形 1.1 0.24 0.11 ¥___J 
19C初

～中頃

B-1-1 S XOl KlO-d 3 1 5 不整形 1.6 1.44 0.42 ＼ 19C代

B-1-1 SW571 K10-b5 5 1 不整形
内矩0.32内矩0.20内矩0.02¥_f 19C前半 桶
掘形0.53掘形0.40掘形0.03
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表 1 主要遺構年代表(2)

地区 遺構名 グリット 遺構面 土層 平面形
長辺or直径 短辺 深さ

断面形 時代 備考or一辺(m) (m) (m) 

B-1-1 S K497 K10-d2 4 1 不整形 1.07 
0.50 

0.23 し＿］ 19C前半
以上

B-1-1 SW16 K10-b4 4 1 不整形 1.10 0.90 0.15 □ 19C前
甕

～中頃

B-1-1 S K441 KlO-b 3 4 5 不整形
1.1 0.66 

0.56 ＼ 
19C前

以上 以上 ～後半

CIT51 
S K20 KlO-aS 3 1 不整形

4.2 1.0 
0.24 ＼ 18C後

B-1-4 以上 以上 ～末

B-1-4 S K06 K10-b8 1 3 長方形 1.4 0.8 0.9 ＼ 
18C後
-19C初

CIT51 
S K468 Kll~e 1 5 8 不整形

1.4 1.1 
0.34 ＼ 7C後半B-2-1 以上 以上

B-2-1 S K461 KU~e 2 5 4 不整形
3.4 

1.12 0.32 ＼＿］ 17C前半
以上

B-2-1 S K475 Kll-dlO 5 1 不整形 0.69 
0.63 

0.17 ¥_f 17C前半
以上

B-2-1 S K479 Kll-d2 5 1 不整形 0.82 0.66 0.35 V 17C前半

B-2-1 S K480 Kll-dl 5 5 不整形
2.8 

1. 98 0.34 ＼ 17C前半
以上

B-2-1 S K413 Kll-i 2 4 1 不整形
2.64 1.8 

0.4 L」17C前
以上 以上 ～後半

B-2-1 S K322 Kll-e2 4 10 不整形 1.1 
0.86 

0.58 ¥_J 17C後
以上 -18C初

B-2-1 S K411 Kll-i 2 4 1 不整形
3.16 2.2 

0.46 ¥_J 17C後
元禄火災

以上 以上 -18C初

B-2-1 S Kl90 Kll-h2 3 1 不整形 3.92 2.3 0.45 ＼ 
17C後

享保火災-lSC前半

B-2-1 S Kl50 Kll-i 2 2 2 長方形
3.23 2.0 

0.37 ＼ 
17C末

享保火災
以上 以上 -18C前半

B-2-1 S K252 KlO-d 10 3 1 不整形
2.66 1.48 

0.06 ＼ lSC代
以上 以上

B-2-1 S K317 Kll-e2 4 3 不整形 2.1 1.3 
0.70 ＼ 

18C前
池状遺構

以上 ～中頃

B-2-1 S K256 KlO-dlO 3 1 不整形
2.0 

1.88 0.45 "¥__f 18C前
享保火災

以上 ～中頃

B-2-1 S E05 Kll-f 3 4 8 円形 0.72 3.16 LI 18C前
以上 ～後半

B-2-1 S U167 Kll ~ f 3 2 1 円形
内矩0.5 内矩0.28

＼ 
lSC前

掘形0.55 掘形0.34 ～後半

B-2-1 S K293 KlO-dlO 4 1 不整形 5.4 
2.1 

0.31 ¥_」-18C前
池状遺構

以上 ～後半

B-2-1 S Kl74 Kll-i 2 3 2 不整形
3.0 1.6 

0.43 ¥_J lSC前
以上 以上 ～後半

B-2-1 S K217 K11-g2 3 1 不整形 1.26 0.6 
0.24 ＼ 

lSC前
享保火災

以上 ～後半

B-2-1 S K280 K11-g2 3 1 不整形
1.62 1.14 

0.02 ¥_J 18C前
以上 以上 ～後半
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表 1 主要遺構年代表(3)

地区 遺構名 グリット 遺構面 土層 平面形
長辺or直径 短辺 深さ

断面形 時代 備考
or一辺(m) (m) (m) 

B-2-1 S Y05 Kll-dl 3 7 不整形 0.81 0.47 0.4 V 18C中
水琴窟

-19C初

B-2-1 S U225 Kll-f 3 3 2 不整形 0.46 0.42 0.4 し＿］
18C中

桶
～後半

B-2-1 S S 148 Kll-h2 2 3 円形 0.60 0.20 ＼ 
18C後

～末

B-2-1 S K82 KlO-d 10 2 2 不整形 0.68 0.5 0.07 ¥_J 18C後
～末

B-2-1 S S65 Kll-i 2 1 1 不整形 0.73 0.54 0.14 ¥_f 18C後
-19C初

B-2-1 SW03 Kll-e3 1 1 円形
内矩0.22 内矩0.18

＼＿］ 
18C後

甕
掘形一 掘形一 -19C初

B-2-1 S K266 Kll-i 3 3 6 長方形 4.84 
1.8 0.98 ¥__J 18C後

以上 -19C初

B-2-1 S Kl60 Kll-i 3 2 4 長方形 4.4 
2.3 0.62 ¥_J 18C後

以上 -19C初

B-2-1 S EOl Kll-dl 1 ， 不整形 1.38 
0.6 2.8 LI 18C後

以上 以上 -19C前半

B-2-1 S KOl KlO-e 10 1 5 不整形 0.82 0.74 2.53 V 18C後
-19C前半

B-2-1 S D02 Kll-f 3 1 1 溝
1. 7 0.22 0.04 ＼ 

18C後

以上 -19C後半

B-2-1 SWOl Kll-f 3 1 4 円形
内矩0.54 内矩0.58

＼ 
19C代

甕
掘形0.70 掘形0.70 ～近代

B-2-1 S S 151 Kll-i 2 2 2 円形 0.88 0.16 しー］ 19C前半

B-2-1 S U262 Kll-e2 3 1 不整形 1.05 0.84 0.42 ＼ 
19C前

桶
～中頃

B-2-1 S K243 Kll-d2 3 2 円形 0.66 0.18 ＼二
19C前

～中頃

B-2-1 S K283 K11-gz 3 1 不整形
3.16 1.36 0.09 ＼二 19C中頃 享保火災
以上 以上

B-2-1 SW02 Kll-f 3 1 1 円形
内矩0.42 内矩0.26

＼ 19C中頃 甕
掘形0.54 掘形0.4

B-2-1 SW04 KlO-d 10 1 5 円形
内矩0.32 内矩0.76

＼ 明治 甕
掘形0.8 掘形0.78

CIT51 S Dl9 J 11-j 1 3 1 溝 3.7 0.4 0.18 ＼ 17C後半
B-2-2 

B-2-2 S D17 J 10-i 10 2 1 溝 1.9 0.26 0.14 ＼ 
17C後

～末

B-2-2 SW639 J 10-i 10 2 2 不整形 0.84 0.57 0.23 ¥_J 17C後
甕-18C初

B-2-2 S K724 Kll-al 2 7 不整形
1.4 0.93 0.58 V 17C後

以上 以上 -18初

B-2-2 S Dl2 J11-g1 1 1 溝
6.92 0.23 0.17 ＼ 

17C後

以上 -18C前半

B-2-2 S K798 KlO-ClO 3 1 不整形
3.27 1. 7 0.11 ＼ーノ

17C後
池状遺構

以上 -18C前半
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表 1 主要遺構年代表(4)

地区 遺構名 グリット 遺構面 土層 平面形
長辺or直径 短辺 深さ

断面形 時代 備考
or一辺(m) (m) (m) 

B-2-2 S K771 Jll-j 1 3 1 不整形
1.2 0.4 

0.55 ＼ 
17C後

以上 以上 -18C前半

B-2-2 S K750 Kll-bl 3 1 不整形
3.11 

1.66 0.28 ＼ 
17C前

以上 -lSC前半

B-2-2 S K678 J 10-i 10 2 1 不整形
2.26 1.2 

0.62 V 17C前
享保火災

以上 以上 -18C前半

B-2-2 S K839 J 11-i 1 4 1 不整形 1.26 
0.42 

0.29 ¥_」-17C末
以上 -lSC前半

B-2-2 S K730 Jll-bl 2 1 不整形 3.0 1.59 0.42 ＼ 
lSC初

～後半

B-2-2 S U525 Jll-h 1 1 2 円形
内矩0.47 内矩0.33

＼ lSC前半 桶
掘形0.72 掘形一

B-2-2 S K663 Kll-bl 2 4 不整形 1.5 1.44 0.54 V 18C中
～後半

B-2-2 SWlO KlO-ilO 1 2 円形
内矩0.43 内矩0.13¥_f 18C後半 甕
掘形0.63 掘形0.21

B-2-2 S K670 Kll-c 1 2 4 不整形 2.25 1.4 0.1 ＼ lSC後半 火災痕
以上

B-2-2 S K733 J 10-h 10 2 1 不整形
0.8 0.1 

0.08 ＼＿］ lSC後半 火災痕
以上 以上

B-2-2 S U817 J 11-i 1 4 2 不整形 0.84 
0.6 

0.26 ＼ 
18C後

桶
以上 ～末

B-2-2 S K681 Jll-hl 2 1 半円形 0.84 0.46 ＼ 
lSC後

～末

B-2-2 S K722 J 11- i 1 2 4 不整形 2.38 2.08 0.7 し］ 18C後
-19C前半

B-2-2 S D20 Kll-C 1 3 1 不整形
1.2 0.8 0.2 ＼ 

18C後
以上 以上 -19C前半

B-2-2 S Dl3 KlO-C 10 1 1 溝
1.14 0.26 0.4 ¥_J lSC後
以上 以上 -19C前半

B-2-2 SK710 Kll-a 1 2 4 不整形 3.56 1.54 0.60 ＼ 
18C後
-19C前半

B-2-2 SW575 Kll-bl 1 1 円形
内矩0.21内 矩 一 内矩0.05L 」-19C前半
掘形0.43掘形0.35掘形0.11

B-2-2 S K803 KlO-a 10 3 1 不整形 0.63 0.55 0.45 ＼ 
19C前

～後半

B-2-2 S K804 KlO-alO 3 1 不整形 0.64 0.45 0.23 ＼ 
19C前

～後半

B-2-2 S K731 Jll~ hl 2 1 不整形 0.9 0.86 0.11 ＼ 
19C前

以上 ～後半

B-2-2 SW09 J 11-j 1 1 4 半円形
内 矩 一 内矩0.34V 19C中
掘形0.64 掘形0.4 ～後半

CIT51 
S K231 J 10-g 9 3 2 隅丸

1.34 0.88 0.16 ＼＿］ 
17C末

B-3 長方形 -lSC中

B-3 S S 165 J 10-i 9 3 1 円形 0.65 0.20 ＼ 18C後半

B-3 S VOl J 10-g 10 1 8 不整形 0. 71 0.38 0.12 ＼ 
lSC前

竃
～中頃
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表 1 主要遺構年代表(5)

地区 遺構名 グリット 遺構面 土層 平面形
長辺or直径 短辺 深さ

断面形 時代 備考
or一辺(m) (m) (m) 

B-3 S K222 J 10~ h 9 3 10 不整形 5.6 3.2 0.6 L_] lSC前
火災痕

～後半

B-3 S V13 J 10~ f 10 2 ， 不整形 0.9 0.42 0.15 ＼ 
lSC前

竃-19C初頭

B-3 S DOS J 10-g10 3 1 溝 3.16 0.56 0.14 ＼ 18C後半

B-3 S K72 J 10-g 9 2 1 不整形 5.8 2.6 0.45 ＼二
lSC後

享保火災
-19C前半

B-3 S U03 J 10-i 9 1 2 円形
内矩0.47 内矩0.31

＼ 
lSC末

桶
掘形0.61 掘形0.33 -19C前半

B~3 S U50 J 10-i 9 1 4 円形
内矩0.58 内矩 一 V 19C初

桶
掘形0.62 掘形0.41 ～後半

B-3 S V04 J 10~ i 9 1 5 不整形 0.57 0.38 0.7 ＼ニ 19C前半 竃

B-3 S UOl J 10-g 9 1 1 円形
内矩0.3 内矩0.13

＼＿］ 19C前半 桶
掘形0.38 掘形一

B-3 S DOI J 10-h 9 1 1 不整形
3.61 

0.2 0.18 ¥_f 19C前
以上 ～中頃

B-3 S E02 J 10-h 10 1 6 円形 1.08 
3.4 LI 19C前
以上 ～後半

B-3 S U02 J 10-h 10 1 1 半円形
内矩0.39 内矩0.14

＼ 
19C中

桶
掘形0.54 掘形0.16 ～後半

CIT63 S Kl75 KlO-blO 4 3 
隅丸

2.12 1.36 0.44 ＼ーニ 17C後半B ~ 5 長方形

B-5 S X06 K10-a9 3 3 不整形 0.46 0.37 0.39 V 18C前半

B-5 SDll KlO-Cll 3 1 溝 1.6 0.22 0.14 ＼ lSC前半

B-5 S Dl2 K10-C9 3 1 溝 0.96 0.26 0.3 ＼ 18C前半

B-5 S D06 KlQ~ a 10 3 1 溝
5.1 

0.3 0.2 し lSC後半
以上

B-5 S K43 K10-a9 2 1 不整形 1.92 1.16 0.42 V lSC後
-19C初

B-5 S D03 KlO-C 10 2 1 溝
3.84 0.52 0.1 ＼ 

18C後
以上 -19C前半

B-5 S I 80 J 10-j 10 3 1 不整形 0.32 0.30 0.08 ＼ 
lSC末

胞衣壺-19C初

B ~ 5 SW88 J 10-i 10 3 1 円形
内矩0.25 内矩一 V 19C代 甕
掘形0.33 掘形0.3

B-5 S U03 K10-b9 2 1 円形
内規0.46 内規0.24し］ 19C前半 桶
掘形0.65 掘形0.25

B-5 S DOl KlO-blO 2 1 溝 8.6 0.38 0.1 ＼二 19C前半

B-5 S D02 KIO-a 10 2 1 溝
3.4 

0.5 0.08 ＼ 19C前半
以上

B-5 SWOl J 10-i 10 1 1 半円形
内矩0.4 内矩 一 口 明治 甕
掘形0.55 掘形0.26
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表 1 主要遺構年代表(6)

地区 遺構名 グリット 遺構面 土層 平面形
長辺or直径 短辺 深さ

断面形 時代 備考
or一辺(m) (m) (m) 

B-5 S UIS KIO~ag 1 1 円形 0.53 0.16 ＼ニ明治以降 桶

B-5 S U04 KlO~ bg 2 1 不整形
内矩0.48内矩ー 内矩0.42V 大正 桶
掘形0.69掘形0.51掘形0.44

CIT97 
S K26 J 11-i 10 2 11 不整形

3.12 2.68 
0.9 V 17C末

享保火災
B-13 以上 以上 -18C初

B-13 S K54 Jll-j 9 3 3 不整形
2.68 2.0 

0.29 ＼二 17C末
以上 以上 -18C前半

B-13 S K28 J 12-j 1 2 1 不整形 2.4 2.04 0.195 ＼ 
18C中

～後半

B-13 S K34 J11~ j 9 2 1 不整形 0.92 0.36 0.28 口 lSC末
以上 -19C前半

B-13 S K22 J 12~ j 1 2 ， 不整形
3.7 1.0 0.34 ＼ 

19C初
以上 以上 ～中頃

B-13 S Kl5 J 12~ i 1 1 1 不整形 0.52 0.44 0.43 V 19C前
桶跡

～中頃

CIT51 S P316 L10-a6 3 1 不整形 0.92 0.7 0.08 ＼ニ 17C前半D-2 

D-2 S D301 LlQ-a 7 3 2 不整形 6.3 0.8 0.07 ¥___, 「17C前半

D-2 S D303 LlO-b 6 3 13 不整形 3.84 2.54 0.45 ＼ 
17C前

～後半

D-2 S DlOl LIO~ a 7 1 1 溝 10.5 0.22 0.04 ＼ 
17C後
-18C初

D-2 S K202 LlO-b 6 2 1 円形 1.17 0.52 し］ 17C後
-18C初

D~2 S P113 LlO-a 6 1 1 不整形 0.88 0.67 0.44 し］ lSC前
～後半

D-2 S X202 LlO-b 7 2 2 不整形 1.5 1.34 0.57 ＼ 
18C前

～後半

D-2 S K106 KIO-i 6 1 1 不整形 4.2 3.4 0.22 V lSC後
～末

D-2 S YOl LlO-b 6 2 1 円形
内矩0.35 内矩0.30

＼ 
19C前

掘形0.43 掘形一 ～後半

D-2 SWOl LlO-b 6 1 3 円形
内矩0.6 内矩0.35し］ 19C後半
掘形0.64 掘形0.38 以降

D-2 SW02 LlO-b 7 1 2 円形
内矩0.56 内矩0.40V 19C後半
掘形0.61 掘形 一 以降

CIT51 
S X305 LlQ~ c 5 3 1 

隅丸
1.3 0.8 0.4 ¥____J 17C後

D-2-2 長方形 -18C前半

D-2-2 S P212 LlQ~ c 5 2 8 不整形
0.92 

0.9 0.54 し］ 17C末
以上 -18C初

D-2-2 S X108 LlO~ d 5 1 1 不整形
4.0 1.38 0.14 ＼ 

18C 
以上 以上 -19C初

D-2-2 S P304 L 10-d 5 3 1 不整形 1.28 0.6 0.06 ＼ 18C前半

D-2-2 S X209 LlO-d 6 2 1 不整形 1. 7 0.88 0.16 ＼ 18C末
-19C前半
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表 1 主要遺構年代表(7)

地区 遺構名 グリット 遺構面 土層 平面形
長辺or直径 短辺 深さ

断面形 時代 備考or一辺(m) (m) (m) 

D-2-2 S Xl04 LlO-d 5 1 1 不整形 2.02 0.8 0.1 ＼ーノ
19C前

～後半

CIT63 S K202 LlO-a 4 2 3 不整形 1.35 1.2 0.3 ＼ 
17C後

火災痕D-4 -lSC初

D~4 S X404 KlO-j 4 4 2 楕円形 1.36 1.0 0.3 ¥__) 17C末-18C初

D-4 S X202 KlO-i 4 2 1 不整形 0.76 0.6 0.8 し］ 18C代

D-4 S X206 KlO-i 5 2 1 不整形 1.16 1.0 0.1 し lSC後半

D-4 S P352 LlO-c 4 3 2 円形 0.5 0.36 V lSC後
-19C初

D-4 S X304 LlO-c 4 3 5 不整形 1. 7 1.62 0.54 ＼ 
lSC後
-19C前半

D-4 S X218 LlO-d 4 2 1 不整形 1.86 0.58 0.36 ＼ 
19C前

～後半

CIT97 
S K450 LlO-C 1 3 1 不整形 0.5 

0.34 
0.14 ＼ 7 C D-6 以上

D~6 S P409 LlO-c 1 3 1 楕円形 0.3 0.23 0.03 ＼＿ー「
16C末

-17C初

D-6 S E477 LIO-a 3 3 3 不整形 0.76 0.68 2.72 し［ 16C末
以上 -17C中

D-6 S D412 LIO-c 1 3 1 溝
1.54 

0.5 0.19 ＼ 17C前半
以上

D-6 S K428 LlO-b 2 3 1 不整形 1.4 1.1 0.17 し＿］ 17C前半
以上

D-6 S K120 LIO-a 3 2 1 不整形
0.54 0.42 0.17 ＼ 17C前
以上 ～後半

D-6 S D200 KlO-j 3 3 1 溝
3.0 

0.35 0.28 ¥_f 17C中
以上 ～後半

D-6 S Kl50 LlO-b 1 1 1 不整形 3.3 1.3 0.64 ＼ 
17C中

-18C初

D-6 S P07 KIO-j 4 1 1 円形 0.5 0.195 ＼ 17C後半

D-6 S D401 LlO-b 1 3 1 溝
2.38 

0.28 0.23 ＼ 17C後半
以上

D-6 S K454 LlO-C 1 3 1 不整形 0.4 0.38 0.08 ¥_J 17C後半
以降

D-6 S D307 LlO-b 1 2 1 溝
2.65 

0.26 0.07 ＼ 17C後～末
以上

D-6 S Pl7 KIO-i 3 1 1 円形 0.42 0.122 ＼二 17C後
-lSC前半

D-6 S K44 LlO-b 2 1 1 不整形 5.93 2.16 0.31 ＼ 
17C後
-lSC前半

D-6 S U02 LlQ-c 2 1 2 円形
内矩0.48 内矩0.25V 18C代 桶
掘形0.7 掘形0.49

D ~ 6 S D406 L10-b3 3 1 溝
2.8 

1.0 0.62 ¥_J 18C初以上 ～中頃

-232-



表 1 主要遺構年代表(8)

地区 遺構名 グリット 遺構面 土層 平面形
長辺or直径 短辺 深さ

断面形 時代 備考
or一辺(m) (m) (m) 

D-6 S D800 L10-d2 3 1 溝
1.2 0.5 0.30 ＼ーノ 18C前半
以上 以上

D-6 S D308 LlO-c 10 2 1 溝 5.51 0.21 0.47 ＼ 18C前半

D-6 S D600 LlO-d 2 1 1 溝
0.95 0.62 0.17 ＼ lSC前半
以上

D-6 S K453 LlO-d 3 3 3 不整形
3.48 1.46 

0.42 ＼ 18C前半
以上 以上

D-6 S K459 LlO-c 3 3 1 不整形 0.78 
0.74 

0.2 ＼ 18C前半
以上

D-6 S D405 LlO-c 2 3 1 溝
4.08 0.9 0.19 ＼ 

lSC前
以上 以上 ～中頃

D-6 SX04 LlO-d 3 2 1 溝 2.43 0.28 0.12 ¥_」-18C前
畑の畝

～後半

D-6 S I 01 LlO-a 3 1 1 不整形 0.53 0.44 0.17 ＼ 18C後半 胞衣壺

D-6 S E04 KIO-i 3 3 2 不整形 1.49 1.41 0.62 し］ 18C後
-19C初

D-6 S EOl LlO-c 3 1 1 円形 0.96 23.5 11 18C後
-19C初

D-6 S D04 L10-a2 1 1 溝
2.0 0.44 0.13 ¥_J 18C後以上 -19C初

D-6 S I 322 LlQ-c 2 2 2 不整形 0.6 0.57 0.3 し］ 18C後
胞衣壺

-19C初

D-6 SW18 LlO-a 2 1 1 不整形
2.7 

2.6 1.32 V 18C後
甕

以上 -19C初

D-6 S K300 LlO-d 3 2 1 不整形
4.1 2.44 

0.4 ＼＿］ 18C後
以上 以上 -19C前半

D-6 S U04 LIO-a 3 3 4 円形
内矩0.66 内矩0.44V 19C初 桶

掘形0.77 掘形0.37 ～中頃 (2時期有）

D-6 S D03 LIO-a 1 1 1 溝 4.6 0.6 0.9 ¥_J 19C初以上 ～中頃

D-6 S K436 LIO-a 1 3 1 不整形 0.76 0.5 0.28 V 19C前半

D-6 S D06 L9-c 10 1 1 溝 3.0 
0.26 0.04 □ 19C前
以上 ～中頃

D-6 SKll KIO-j 3 1 4 不整形 0.9 0.68 0.43 V 19C中
～後半

D-6 S U74 LlO-c 2 1 4 円形
内矩0.35内矩0.12 V 明治 桶

掘形0.75掘形0.43 ～昭和 (2時期有）
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第 2節焼土処理土壊について

今回の調査区域の伊丹郷町期の土壊には、埋土が焼土と黒色炭化物で構成される土塘が各所に見受けられ

る。焼土は、しばしば10-20cmの壁土のまま残っていた。また、被熱した遺物が混じることが多い。さらに、

各所で検出した焼土層の面に伴って存在する。焼土層は、火災の規模から考えてかなり厚く形成されたはず

であるが、検出されるものは 5cm前後と薄く、部分的にしか残っていなかった。このようなことから、この

種の土壊は、記録にある幾度かの大火の焼土を集め、処理したものと考えた。

また、その形状は不整形なものもあるが、長方形で長さ 3-5m、幅 2m、深さ0.5m前後のものが多く、

位置は建物の床下か裏庭部分に設けられることが多い。長方形土城の場合、建物の床下に位置することが多

い。この場合は、礎石列をはずして設けられており、上部を黄色粘土の三和土でしっかりと覆われている。
むろ

この理由について、いくつかの推測ができる。第 1に、長方形の土塘の場合は、もともと地下室として利用

されていたもので、火災の焼土処理のために利用して埋めた可能性が考えられる。第 2に床下に埋めた例に

ついては、炭化物を湿気除けに利用する意図があったのではないかと考えられる。火災の後処理であれば、

生焼けの廃材も発生したはずであるが、炭化物にはそのようなものはみあたらない。したがって、これは単

に廃材を埋めたのではなく、再度完全に焼いてから意図的に埋めたと考えられるのである。
まさみつ

調査区域の北少路村を襲った可能性のある大火は、古野将盈『有岡庄年代秘記』（『伊丹市史第 4巻』伊丹

市役所 1968年）の元禄12年 (1699)、元禄15年 (1702)、享保14年 (1729)の 3件である（表 2)。土塘出土

遺物を検討すると、下層遺構面の最初期の焼土処理土塘からは、 17世紀後半の肥前磁器一重網目文碗や京焼

風陶器とともに、大橋編年IV期の肥前磁器染付草花文丸碗などが出土する (B-2-1区SK411など）。そ

の上の遺構面にも焼土処理土壊が形成されており、ここからは、大橋編年IV期の肥前磁器染付草花文丸碗．

肥前磁器染付コンニャク印判文碗・唐津系陶器刷毛目文碗などが出土し、 17世紀後半のものをほとんど含ま

ない (B-1-1区SK340など）。このような出土傾向から、前者を元禄12年 (1699)か元禄15年 (1702)、

後者を享保14年 (1729) の火災の際の焼土処理土塘に比定した。元禄年間の 2度の火災は時期が近接してお

り、遺物組成の上から区別できない。このほか、 18世紀後半から19世紀初頭の遺物を含む焼土処理土壊がみ

表2 伊丹郷町火災年表

年 代 主 な 出 来 事

元禄元年 1688 町の中心部にある井筒町から出火して、 160軒を焼く。

元禄十二年 1699 北西隅の天王町から出火して、寺院 6ヵ寺・酒家16軒のはか多くの民家を焼く。

元禄十五年 1702 西側の中少路村から北端の北之口町へかけて439軒が焼ける。大火災の直後に「伊丹定火

消防」が置かれる。

正徳二年 1712 吹屋の飛び火で、北東の鰻町で火災。

享保十四年 1729 北西の北少路村西裏から出火して80軒を焼く。

宝暦元年 1751 北少路村で火災、 13軒焼失。

明和二年 1765 北少路村で火災、 6軒焼失。

明和三年 1766 北西の戎町で火災、 6軒焼失。

文化九年 1812 2月に下中少路村で火災、 3軒焼ける。

12月に北中少路村で火災、 5軒焼ける。

文化十年 1813 西北端の扇子町で火災、 4軒焼失。

-234-



られた (B-2 -2区SK730など）。宝暦元年 (1751) と明和 2年 (1765) に北少路村での部分的な火災が

あるが、遺物はこれより新しい様相を示す。『有岡庄年代秘記』成立以降（記録は文政年間まで）の火災であ

る可能性もある。

これらの分布を示したのが、第224図である。これをみると、元禄年間の火災は、猪名野神社参道の両側に

分布することがわかる。すなわち、このときの火災は、北少路村の中心を焼き尽くしたことがわかる。一方、

享保14年 (1729) の焼土処理土塘は調査地区全域に分布している。前回報告した、西側の昆陽口村にあたる

A-1-5区でも、検出しており、この地域一帯を全焼させたより規模の大きな火災であったことがわかる。

18世紀後半-19世紀初頭の火災は、 B-3•B-2-2·B-5 区の一角で確認された小範囲のものである。

このように、各時期の焼土処理土堀の分布から、火災が及んだ範囲を知ることができた。

また、出土遺物は、当該期の基準的資料として位置づけられるが、これについては次回の報告でまとめた

し‘
゜

第224図 焼土処理土壊分布図
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第 3節池状遺構について

今回の調査区域の各所で、池状遺構が検出された。いずれも最下層埋土がシルト質で帯水していたことを

を示していた。また、底部には細い木杭の痕跡がみられた。その分布を示したのが第225図である。形状は、

1型式長方形で、石積みを伴うもの (B-3区SKl47、B-5区SKl32、D-2区SD201) 

2型式 長方形で素掘りのもの (B-1-1区SK282、B-2-1区SK317) 

3型式不整円形を呈するもの (B-2-1区SK293・294、B-2-2区SK798) 

に分類できる。

また、その位罹は、道路に面した主屋建物が建つ場所ではなく、奥まった裏庭部分にみられる。時期的に

みると、 17世紀後半から18世紀初頭で廃絶したものと 18世紀中頃あるいは後半まで存続したものに分類でき

る。しかし、いずれも伊丹郷町III-2期 (17世紀後半から18世紀後半）に収まる。

これらの遺構の第 1の用途は、このころまで裏地に設けられていた畑や裏庭の用水であろう。それととも

に、前述したこの時期に北少路村を 3度も襲った大火が想起される。すなわち、これら大火の防火を兼ねて

いた可能性も考えられるのである。伊丹郷町では、火災年表にあるように、元禄15年 (1702) に「伊丹定火

消方」が設置される。その後に享保14年 (1729) の大火が発生したが、以後は小規模の火災に留まっている。

消防組織の整備の成果かと考えられる。このような事情と、その後この地域で裏地の宅地開発が始まったた

めに、これらの池状土壊が廃絶していったと考えられるのである。

B-1-i区
" 

,Cl 
50m 

第225図 池状遺構分布図
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第 4節 遺物計測方法および分析結果について

1 目的

調資を重ねるごとに出土する遺物は膨大な数に上るが、各遺物については個々に事実報告を行って来た。

今回も前回と同様、出土遺物の大半を占める土器・陶磁器・土製品について、一括遺物を対象として、

1 遺物の種類

2 生産地

3 器種・ 器形

の分類基準を定め、破片計測法と集計方法についても独自の方法を用い、計測、数量化を行った。これによ

り、同時期の種類・器種構成、伊丹における当時の土器・陶磁器の流通動向の把握、生活空間の状況復原が、

ある程度可能になると考えられる。但し、その基準については編年作業の進展や生産地での調査成果により、

今後さらに精密にして行きたい。

2 種類と分類基準

種類一士器・陶器・磁器・玩具（ミニチュア品を含む）

基本的な種類は、大別して 4項目に分けた。分類基準については、細分化するとかえって正確さを欠くと

考えたため、下記に示す大枠に従った。

A 土器ー素地は陶土、原則として軟質で、無釉である。

B 陶器ー素地は陶土、士器よりも硬質である。釉薬の有無は原則的には問わず、焼締陶器・施釉陶器共

に含む。

c 磁器ー素地は陶石、原則として硬質である。

D 玩具ー他の遺物とは異質であり、単独に別置した。よって分類基準としては、他とは異なる（土器・

陶器・と分類せず、玩具・ミニチュア品として一括した）。

3 生産地と分類基準

生産地の分類は最小限に留めた。消費地の場合、生産地を特定することは甚だ困難であり、且つ、安易な

特定は混乱を招くと考えたからである。そこで、断定はせずに「～系」とし、さらに生産地を明確にしえな

いものは、その他（産地不明） とした。

A 土器

在地系①ーいわゆる土師質土器である。焙烙は、 17世紀前半～後半は堺か大坂産の難波分類C類、 18

世紀前半～後半には明石もしくは堺産のE類、 18世紀末には枚方の津田産G類が加わるこ

とが難波洋三氏によって明らかにされている（難波1992年）。しかし、厳密に堺・大坂• 明

石の生産地を破片から区別することは難しく、便宜上ここに含めた。また、 18世紀末-19

世紀前半には大坂産D類と津田産のG類を模した焙烙の生産窯跡が、伊丹市教育委員会が

調査した本遺跡の宮ノ前地区第93次調壺で検出されている（小長谷1992年）。士師質土器皿

などは、伊丹市近郊において生産され、購入されたものと考えられる。

在地系②ーいわゆる瓦質土器である。

泉州系一焼塩壷・火消壷・規炉など、湊焼と称される土器は、大阪府堺市西湊町周辺及び八田北町な
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ど和泉において生産されたものと考えられる。

その他一柿釉が施された製品は、施釉されている点で陶器に含むべきものであるが、焼成温度が低く、

軟質であるという点から、その他の土器に含めた。

B 陶器

備前系、堺・明石系、丹波系、大谷系、万古系、瀬戸・美濃系（太白手）、瀬戸・美濃系（その他）、

唐津系（京焼風陶器）、唐津系（嬉野焼）、唐津系（呉器手）、唐津系（その他）、京焼系（伊賀・信楽

焼を含む）、萩焼系、中国系、その他（産地不明）

c 磁器

肥前系（有田、波佐見を中心とする肥前磁器と、肥前磁器の製作技法をまねた、あるいはエ人が移動

して製作したと思われる肥前系磁器とあるが、前者を肥前系とした。）

瀬戸・美濃系（新製焼）、三田系、京焼系、中国系、その他

D 玩具

ミニチュア、土人形、泥面子、ままごと道具

4 器種と器形の分類基準

器種はその形状から大きく 15種類に分類した。近世の土器・陶磁器の器種は多様化するため、細分すれば

きりが無く、器形に関してはなお一層この傾向が顕著な為、使用法が明確なものに関しては、これを重点に

分類した。それ以外は細分化を避け、個々の分類基準に関しては、以下に掲げた。

(1)碗（鉢との相違点は、口縁装飾が華美でないもの。）

小杯ーロ径5.0cm未満、小碗ーロ径 5-9.0crn未満、中碗ーロ径 9-12.0crn未満、大碗ーロ径12-15.0crn未

満。

紅猪ロ一白磁の小杯のみを選んだ。白磁以外の小杯の中にも、紅猪口として用いられた製品があるかもし

れないが、特定の製品に特定した。

薄手酒杯一幕末から明治にかけて現れるもので、器壁が1.0mm前後の小杯である。清酒用に用いられたと考

えられる。

仏飯器

(2)皿

極小皿ーロ径7.0cm未満、小皿ーロ径 7-14.0crn未満、中皿ー14.0-26. 0cm未満、大皿ーロ径26.0cm以上。

灯明皿ーロ縁部に煤の付着しているもの。灯明受皿ーロ縁内部に環状の受けをもつもの。

卸皿ー内面底部に卸目が認められるもの。

(3)鉢（碗との相違点は、 1 高台径が広い、 2 口縁装飾が華美。皿との相違点は、 1 器高と口縁の比が

三分の二以下、 2 主文様が器の外面にある）

小鉢ーロ径15.0cm未満、中鉢ーロ径15-24.0crn未満、大鉢ー24.0cm以上

水鉢（手水鉢を含む）、餌鉢（餌猪ロ・鳥鉢を含む）、位量）、植木鉢、猪口（そば猪口を含む）、蓋物、段

重、片口鉢、揺鉢、練鉢（こね鉢）、香炉、灰吹、火入、火鉢（手あぶり）、火消し壷、燒炉、七厘（火力

調整窓がある）、匝鉢、風炉（火窓や脚の形態に工夫が凝らされている物）、建水

(4)壷

小壷一器高12.0cm未満、中壷一器高12-30.0crn未満、大壷一器高30.0cm以上、お歯黒壷（口縁のーか所が
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蔦口で、片に耳が付く壷）、水指、焼塩壷

(5)甕

小甕一器高12.0cm未満、中甕一器高12-30.0cm未満、大甕一器高30.0cm以上

(6)瓶類

小瓶一器高10.0cm未満、中瓶一器高10-15.0cm未満、大瓶一器高15.0cm以上、神酒徳利、香油壷、澗徳利、

花瓶

(7)水注

小水注一器高6.0cm未満、中水注一器高6.0cm以上、急須（火に掛けない）、士瓶（火に掛ける）、水滴

(8)釜

釜、茶釜

(9)鍋類

焙烙、土鍋、行平

(10)鐘類

瓦灯（傘部） 、瓦灯（皿部）、火もらい、灯篭、手焙り

(11)杓子類

散蓮華、十能

(12)乗燭類

乗燭、カンテラ

(13)器台類

有脚灯明皿、有脚灯明受皿

(14)蓋類

小碗蓋、中碗蓋、合子蓋、蓋物蓋、段重蓋、焼塩壷蓋、火消し壷蓋、七厘窓蓋、壷蓋、水注蓋、急須• 土

瓶蓋、土鍋・行平蓋、乗燭・カンテラ蓋

(15)その他

5 集計・表記方法

今回報告した遺構から、時代・出土量・種類共まとまった遺構を 4カ所選び、上記の分類基準に従い計測

を行った。

計測方法は、計算の際の正確さを求め、口縁部換算値のみから推定固体数を求めた。口縁部の無い破片は

0個体と換算し、体部から底部がほぼ完全に残り、口縁部もほぼ欠損の無いものは 1個体と換算した。

ロ縁部の破片は、「口縁部半径チャート (1/12分割）」を用いて少数第2位までを記録した。その値を合計し

たものが推定個体数である。

6 分析結果

今回の入力方法としては、『EXCELV5.0』を利用して、基礎データ（番号・遺構番号・器種・産地・用途・

破片数・推定個体数）を入力し（表 3)、遺構ごとに産地別構成比と用途別構成比をグラフ化した（第226・

227図）。

産地別構成比の凡例については、個々のグラフに付した。用途別構成比の凡例については、

-239-



Aー食膳具（食べ物を盛る器 ex. 碗、皿、鉢、猪口など）

Bー調理具（食べ物を加工する道具 ex. 揺鉢、焙烙、土瓶、急須など）

cー貯蔵具（物を保存する容器 ex. 甕、壷、瓶、水注、手水鉢など）

Dー調度具（暖房・灯明・喫煙・化粧などに使用された器具 ex. 香炉、火鉢、火入、瓦灯、灯明皿、植木

鉢、香油壷など）

Eーその他

とした。

7 遺構の年代について

今回取り上げた 4遺構を、生産地の編年観を基準に年代を与えると以下のようになる。

B-1-1区SK601 (17世紀中頃-17世紀後半）、 B-13区SK26 (17世紀後半-1729年）

B-2-2区SK722 (18世紀後半-19世紀前半）、 B-1-1区SK441 (19世紀中頃-19世紀末）

8 破片数と推定個体数について

破片数と推定個体数について、全体における比率には大差は無いが、土師質土器などは破片数が比較的に

高くなる。これは破片数が土師質土器の場合、破棄されると細かく割れる場合が多く、硬質な陶磁器の破片

数と推定個体数が同率、あるいは推定個体数の方が上回るのと対照的である。

9 用途別構成比について

遺構の性格を知るうえで、破棄された遺物の用途別の傾向を把握することは必要であり、用途別の数量化

は産地別の数量化にも影響を与えると考えられる。

S K601とSK26では、食膳具 (A)が個体数で58%と62%、次いで調度具 (D)12%と21%、調理具 (B)

27%と7%、貯蔵具 (C) 3 %と 10%となっており、 17世紀中頃-18世紀初頭の遺構では、調理器具を除い

てさほど変化はない。その内訳の主なものを挙げると、以下のようになる。食膳具は、 SK601では皿が多く

41. 48% (個体数、以下同様）、次いで碗が10.97%、鉢が8.27%となる。 SK26では、碗が多く 29.76%、次

いで皿が21.78%となる。調度具は、 SK601で灯明皿11.21%、SK26で灯明皿10.03%となる。灯明皿はす

べて在地系①の土師質土器の手ずくねのものである。このほか、 SK26では香炉0.29%、仏飯具1.54%がみ

られることに注目したい。神仏壇の普及は、この頃と考えられよう。化粧道具の紅猪口は、 SK26に0.022%

みられる。 17世紀後半-1729年頃から少しずつ目につくようになる。調理具は、 SK601で焙烙23.9%、播鉢

1.06%。SK26で焙烙6.02%、播鉢2.49%。貯蔵具では、 SK601の瓶、 SK26では甕が小量出土している。

一方、 SK722では食膳具が個体数で38%、SK411では22%に滅少する。調度具は、 SK722では26%、S

K411では47%となっていて、 SK722は前 2者と変わらないが、 SK411では増加が著しい。これは、灯明具・

火鉢などの比率が高まったことと、新たに植木鉢が加わったことに起因している。調理具では19%と13%と

なっており、前 2者より少し多くなっている。貯蔵具は10%と13%で、前 2者と変わらない。 18世紀後半-19

世紀末頃の遺構では、食膳具の割合が減少し、調理具の割合がやや高くなっていることがわかる。しかし、

前回の報告（藤井他1995年）では、 50%前後が多く、このような減少傾向はない。前回のデータは、 18世紀

後半-19世紀前半の資料が中心であり、 SK722・S K411とほぼ同時期である。したがって、今回の SK722・ 

S K411のデータが、片寄りをみせているといえる。
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その内訳は、食膳具は、 SK722で碗21.94%、皿6.57%、鉢1.64%。SK441で皿8.02%、碗7.33%、鉢3.01

％となる。調度具は、 SK722で灯明皿18.56%、瓶2.18%、火鉢1.77%など。 SK441では、灯明皿23.53%、

瓶2.02%、香炉1.29%などとなる。灯明具の合計比率は SK601・S K26の約 2倍にのぼり、灯明の利用が進

んだことを読み取ることができる。化粧道具の紅猪口は、 SK722で0.004%、SK441で0.02%と比率を高

め、普及していく様が読み取れる。また、この中に少ないながら植木鉢がみられるようになる。 SK722で在

地系① （土師質土器）と丹波焼系が破片数で0.0018%、SK441で丹波系が個体数で0.0067%となる。 19世紀

中頃～後半には比率が高まっていることがわかる。園芸文化が広がりをみせてきたことを示している。調理

具は、 SK722で土瓶7.14%、土鍋・行平3.00%、焙烙1.77%、播鉢1.46%など。 SK441では、土瓶2.46%、

播鉢2.02%、焙烙1.33%、土瓶・行平0.78%となる。土瓶・鍋・行平鍋などの器種は、 SK722の18世紀後半

から急増する。ただ、 SK722は土瓶・土鍋が他の遺構より多く、やや性格に片寄りが感じられる。万古系急

須が、 SK722に破片数で0.008%人っていることも興味深い。煎茶道の高まりを感じさせる製品である。さ

らに SK441では澗徳利が破片数で0.0029%みられる。これも新たな器種である。

このほか、 SK722とSK411では、その他 (E)が 7%-5%見られるが、そのほとんどはミニチュア土

製品である。すなわち、 ミニチュア土製品は、 18世紀後半以降に増加し、 19世紀末頃まで一定量を占めるこ

とがわかる。

10 産地別構成比

S K601とSK26では、在地系① （土師質土器）の比率と肥前系染付の比率が大きく異なっている。在地系

① （土師質土器）の個体数は、 SK601では66%と過半数を占めるのに対し、 SK26は34%。肥前系染付は、

S K601では 4%と極小数であるのに対し、 SK26は32%である。他の同時期の遺構と比べると、 SK601の

構成比が特殊である。これは、 SK601で在地系① （土師質土器）の小皿・灯明皿と焙烙が多いためである。

肥前系は前回の報告では、有田の肥前系と波佐見およびその周辺の波佐見系に分けたが、厳密には分類し

難い。したがって、今回は肥前系とした。分けたとすれば、前回の分析と同様に大半が波佐見系になると考

えられる。これは、 SK601とSK441が極端に少ないが、 SK601は前述のように在地系①が多いためであ

り、 SK441は京焼系が多いためである。この 2例は特別であって、 SK26とSK722では、 42%と37.12%と

なっており、ほぼ40%を占める。前回の報告データ (18世紀後半-19世紀前半の資料中心）でも50%前後が

多く、こちらが一般的な傾向である。器種は、碗・皿・猪ロ・鉢• 仏飯具・花瓶などで、時期を問わず食膳

具と調度具の主流を占めている。一般的傾向を示す SK26とSK722の具体的な比率は、多い順に SK26で碗

0.27%、仏飯具0.062%、皿0.033%、紅猪口0.022%、猪口0.02%。SK722では、碗0.18%、碗蓋0.06%、

皿0.029%、極小皿0.021%、仏飯具0.019%、蓋物蓋0.018%、鉢0.013%となる。

このほか、唐津系陶器がSK601で19%、SK26で9%みられる。主に碗・皿・鉢である。その内訳は、 S

K601で碗は個体数では 0%(破片数で1.37%)、皿は17.35%。SK26では碗1.36%、皿0.68%、鉢4.37%で

ある。丹波系は 6%と9%である。その内訳は、 SK601では瓶0.031%、鉢0.012%、播鉢0.011%となって

いる。 SK26では、甕0.042%、播鉢0.025%、鉢0.012%、壺0.01%などである。甕・播鉢は、両遺構とも丹

波焼が独占している。

S K722とSK411では、前 2者にみられなかった堺・明石系が 1%、萩焼系が0.34%と0.28%と小量であ

るが登場する。堺・明石系はすべて播鉢、萩焼系は碗である。播鉢は、 SK722では堺・明石系だけである。

しかし、 SK441では丹波系が0.011%みられるようになる。
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もっとも目につくのは、京焼系の増加である。 SK722で28%、SK411では56%に上る。その器種は、碗・

鉢•土瓶・鍋・行平鍋．灯明皿・有脚灯明受皿などで、特に土瓶以下の調理具、調度具が多い。内訳を多い

順に示すと、 SK722では土瓶0.071%、灯明皿・有脚灯明受皿など0.051%、急須・土瓶蓋0.043%、土鍋．

行平0.03%、碗0.028%、土鍋・行平蓋0.012%、水注0.009%などとなる。 SK441では灯明皿・有脚灯明受

皿など〇.134%、御神酒徳利0.05%、水注0.036%、蓋0.032%、カンテラ0.016%、土瓶0.016%などとなって

いる。灯明皿は、 SK601・S K26では、すべて在地系① （土師質土器）であった。ところが、 SK722では

柿釉灯明皿0.1%、京焼系0.047%、在地系① （土師質土器） 0.029%で、柿釉灯明皿が多く、京焼系のものも

比較的多い。 SK441では、京焼系0.076%、柿釉灯明皿0.031%で、京焼系の方が多くなっており、在地系①

（土師質土器）はみられなくなっている。

S K722では、また、泉州系が 3%みられるのも注意したい。そのほとんどが、「湊焼」あるいは「八田焼」

の土師質土器風呂・火鉢・火消壺などである。焼塩壺はここに入るが、この宮ノ前地区では少ない。今回の

資料には、みられなかった。武家屋敷など社会的に上層の人々の居住地と違って、中下層の町人達の居住地

であるためであろう。

11 まとめ

以上のように、 B-1-1区SK601 (17世紀中頃-17世紀後半）と B-13区SK26(17世紀後半-1729年）

は似通った組成を示し、 B-2-2区SK722 (18世紀後半-19世紀前半）と B-1-1区SK441 (19世紀

中頃-19世紀末）が似通った組成を示していた。これは時期的な差としてとらえられる。

すなわち、 18世紀後半以降、伊丹郷町遺跡では京焼系の製品が増加し、堺・明石系揺鉢や萩焼系碗、柿釉

灯明皿が登場する。泉州系の土師質土器風呂・火鉢・ 火消壺もこの時期から流入するようになる。ミニチュ

ア土製品が増加するのも、この時期からである。このように、 18世紀後半から19世紀前半には、遺物組成の

上で大きな画期が認められる。

また、 SK601とSK26の間にも、仏飯具や紅猪口の増加などの変化が認められ、遺物の総量も 2遺構の間

には大きな差がある。このように、 17世紀後半から18世紀初頭にも画期が認められる。今回は提示しなかっ

たが、波佐見系の「くらわんか手」が急増するのもこの時期である。

さらに、 SK441では柿釉灯明皿が減少し、京焼系の灯明具が主流となっている。京焼系御神酒徳利が急増

するのもこの時期である。丹波焼植木鉢も増加し、園芸文化が定着していくことが読み取れる。このように、

19世紀中頃にも、組成変化の小画期があることがわかる。

参考引用文献

小長谷正治「資料紹介 伊丹郷町発見の焙烙窯」『関西近世考古学研究II』関西近世考古学研究会 1992年

難波洋三「徳川氏大坂城期の焙烙」『難波宮址の研究 第九』侃）大阪市文化財協会 1992年
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第 5節 土師質土器1IIlの分類について

今回報告した遺構から、手ずくね成形の土師質土器皿の出土量のまとまった遺構 3カ所を選び、口径と器

高によるグラフを作成した。この 3遺構を、土師質土器皿以外の物も含めた出土遺物の生産地の編年観を基

準に年代を与えると、以下のようになる。

有岡城期 (AR) D-2区SD401 (16世紀後半）

伊丹郷町期 (IT) B-1-1区SK475 (18世紀前半-18世紀後半）

D-2-2区SXl08 (18世紀中頃-19世紀前半）

有岡城期 (AR)の土師質土器皿については、藤井他『有岡城跡・伊丹郷町II第 2分冊』 (1992年）の中

で、胎土・色調・形態などの点で以下のように 3型式に分類し、さらに法量によって細分化している。この

うち、 AR・2型式については、今回のグラフ化に伴い、新たに口径5.5cmというグループが出現したため、

そのグループを新A類とした。そのため、前A類は新B類、前B類は新C類、前C類は新D類とした。これ

をまとめると、以下のようになる。

AR・l型式一浅黄橙色lOYR8/3を呈し、橙色気味である。器高は高く、口縁部は直線的に伸び、底部との

境で明瞭に屈曲するもの。外面は指頭圧調整、内面はヌキナデ調整を行う。

A類ーロ径 8cm前後、器高1.7cm前後

B類ーロ径10cm前後、器高2.3cm前後

C類ーロ径12.6cm前後、器高2.5cm前後

AR・2型式一灰白色2.5Y8/2を呈し、褐色気味である。器高は低く、口縁部は内弯する。調整は 1型式と

同様である。

A類ーロ径5.5cm前後、器高1.5cm前後

B類ーロ径7.5cm前後、器高1.5cm前後

C類ーロ径llcm前後、器高 2cm前後

D類ーロ径34.2cm前後、器高3.3cm前後

AR・3型式一灰白色 5Y8/2を呈し、白さが強い。器高は低く、口縁部は直線的に伸びる。調整は 1型式と

同様であるが、外面の指頭圧調整は目立たず、丁寧な作りである。

A類ーロ径10cm前後、器高1.6cm前後

B類ーロ径ll.7cm前後、器高1.6cm前後

c類ーロ径15.2cm前後、器高2.2cm前後

今回の計測では、 D-2区SD401の資料がこの有岡城期の分類に当てはめることができる。 1型式 (A

類、 C類）と思われるものは数点しか無く、残りは全て 2型式 (A類、 B類）に当てはまる。 3型式は見ら

れなかった。その中でも、ヘソ皿状のものとそうでないものとに分類した。その結果、ヘソ皿状のものは 2

型式のA・B・C類のいずれにもみられ、中でも 2型式B類に多いことがわかった。

伊丹郷町期 (IT) のB-1-1区SK475、D-2-II区SX108の 2遺構についてはこの分類には当て

はまらない。調整方法は、似通っている。明確な差は、器壁の厚さが0.4cm前後のもので、胎土は精良で、に

ぶい橙色7.5YR7/3を呈する一群と、胎士は精良であるが、断面が層をなし表面が薄くはがれ落ちることが

多く、色調が明褐灰色7.5YR7/2を呈し1型式よりわずかに黒い一群である。このような差は、粘土の質の差

によるものであろう。前者を IT・1型式、後者を IT・2型式とする。 IT・1型式は法量によってA・B
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の 2類に分類できる。 IT・2型式は器壁の厚さが0.4cm前後で口径が11cmを中心とするのものと、器壁が0.7

cm前後の厚手で口径が13cmを中心とするのものに分けられる。 IT・1型式は伊丹郷町期の初期から中期ま

で認められ、さらに細分可能である。しかし、個体数が少ないため、今回は見送ることとした。 IT・2型

式は、 18世紀後半から出現する。これをまとめると、以下のようになった。

IT・1型式一器壁の厚さが0.4cm前後。胎土は精良で、にぶい橙色7.5YR7/3を呈する。器高は低く、口縁

部は内湾する。外面口縁端部はヨコナデ調整、底部は指頭圧および手掌圧調整、内面口縁部はヨコナデ調整、

底部は一方向もしくは不定方向のナデ調整を施す。

A類ーロ径8.0cm前後

B類ーロ径12.0cm前後

IT・2型式一胎土は精良であるが、断面が層をなし、表面が薄くはがれ落ちることが多い。色調は明褐灰

色7.5YR7/2を呈し 1型式よりわずかに黒い。調整は、 1型式と同様である。

A類ーロ径11cm前後、器壁の厚さ0.4cm前後

B類ーロ径13cm前後、器壁の厚さ0.7cm前後

以上のように、今回は有岡城跡期の資料で 2型式に新たに口径5.5cm前後のグループ (A類）が加わること

が判明した。また、伊丹郷町期の手ずくねの皿を18世紀後半を境に大別することができた。両期のつながり

や、全体を通した分類・編年作業は今後資料の増加を待って行いたい。

時期 型式・分類 器 形 時期 型式・分類 器 形

＼ミ望し1型式A類 1型式A類 ＼ 二
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第228図 土師質土器型式分類図
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表 3 伊丹郷町遺物計測基礎データ(1)

No. 遺構番号 器 種 産 地 用途 破片数 個体数

1 S K601 小皿 在地系① A 34 2.95 

2 S K601 灯明皿 在地系① D 7 1.37 

3 S K601 小鉢 在地系① A 1 0.75 

4 S K601 焙烙 在地系① B 28 2.92 

5 S K601 小杯 肩津系④ A 1 0.13 

6 S K601 小皿 牌津系④ A 13 2.12 

7 S K601 中皿 唐津系④ A 2 

8 S K601 中碗 唐津系④ A 2 

19 S K601 小鉢 丹波系 A 3 0.13 

10 S K601 中鉢 丹波系 A 1 0.13 

11 S K601 播鉢 丹波系 B 6 〇.13

12 S K601 大瓶 丹波系 C 2 0.38 

13 S K601 中甕 丹波系 C 1 

14 S K601 大甕 丹波系 C 6 

15 S K601 大甕 備前系 C 5 

16 S K601 小碗 肥前系（白磁） A 1 0.13 

17 S K601 小碗 肥前系（染付） A 1 

18 S K601 中碗 肥前系（白磁） A 3 0.29 

29 S K601 中碗 肥前系（青磁） A 13 0.29 

20 S K601 中碗 肥前系（染付） A 12 0.5 

21 S K601 中皿 肥前系（青磁） A 1 

22 S K601 小鉢 肥前系（白磁） A 1 

23 S K601 花瓶 肥前系（白磁） D 1 

24 S K601 小皿 中国製（磁器染付） A 1 

25 S K26 極小皿 在地系① A 2 0.43 

26 S K26 小皿 在地系① A 13 4.0 

26 S K26 灯明皿 在地系① D 12 2.5 

27 S K26 火鉢 在地系① D 2 0.13 

28 S K26 焙烙 在地系① B 21 1.5 

39 S K26 小杯 唐津系④ A 1 0.13 

30 S K26 小碗 京焼系 A 4 0.25 

31 S K26 中碗 唐津系① A 3 0.21 

32 S K26 中碗 唐津系③ A 

33 S K26 中碗 唐津系④ A 4 0.13 

34 S K26 中碗 京焼系 A 3 0.04 

35 S K26 小皿 唐津系① A 3 

36 S K26 小皿 唐津系② A 5 0.17 

38 S K26 小皿 唐津系④ A 4 

49 S K26 小鉢 丹波系 A 1 0.04 

40 S K26 小鉢 唐津系④ A 1 0.04 

41 S K26 中鉢 丹波系 A 6 0.25 

42 S K26 中鉢 唐津系④ A 5 0.21 

43 S K26 中鉢片口 唐津系④ B 1 0.13 

44 S K26 大鉢 唐津系④ A 7 0.71 

45 S K26 蓋物 唐津系④ C 2 0.33 

46 S K26 揺鉢 丹波系 A 24 0.62 

47 S K26 香炉 京焼系 D 1 0.29 

48 S K26 火入 丹波系 D 1 

49 S K26 中壺 丹波系 C 6 0.25 
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表 3 伊丹郷町遺物計測基礎データ(2)

No. 遺構番号 器 種 産 地 用途 破片数 個体数

50 S K26 中甕 丹波系 C 11 0.92 

51 S K26 大甕 丹波系 C 13 0.12 

52 S K26 大瓶 丹波系 C 10 

53 S K26 中水注 産地不明 C 1 0.96 

54 S K26 小碗 肥前系（白磁） A 3 0.96 

55 S K26 小碗 肥前系（染付） A 16 0.71 

56 S K26 中碗 肥前系（白磁） A 1 

57 S K26 中碗 肥前系（青磁） A 3 

58 S K26 中碗 肥前系（染付） A 82 5.12 

59 S K26 大碗 肥前系（染付） A 1 

60 S K26 紅猪口 肥前系（白磁） D 1 0.54 

61 S K26 仏飯具 肥前系（染付） D ， 1.54 
62 S K26 小皿 肥前系（白磁） A 5 0.21 

63 S K26 小皿 肥前系（青磁） A 1 0.29 

64 S K26 小皿 肥前系（染付） A 3 0.33 

65 S K26 猪口 肥前系（白磁） A 2 0.29 

66 S K26 猪口 肥前系（染付） A 1 0.21 

67 S K26 花瓶 肥前系（青磁） D 5 0.33 

68 S K26 花瓶 肥前系（染付） D 11 

69 S K26 小杯 中国製（染付） A 1 0.04 

70 S K722 極小皿 在地系① A 4 0.75 

71 S K722 小皿 在地系① A 38 0.21 

72 S K722 灯明皿 在地系① D 29 3.25 

73 S K722 灯明皿 その他（柿釉） D 47 9.38 

74 S K722 灯明受皿 その他（柿釉） D 13 2.25 

75 S K722 中鉢 在地系① A 7 〇.33

76 S K722 植木鉢 在地系① D 1 

77 S K722 香炉 在地系② D 2 

78 S K722 火鉢 在地系② D 1 

79 S K722 火鉢 泉州系 D 6 1. 96 

80 S K722 風炉 泉州系 D 46 1.54 

81 S K722 焙烙 在地系① C 40 1. 96 

82 S K722 瓦燈 在地系② D 1 

83 S K722 乗燭 その他（柿釉） D 1 1.0 

84 S K722 火消し壺蓋 泉州系 D 2 0.25 

85 S K722 小碗 産地不明 A 1 0.54 

86 S K722 小碗 京焼系 A 46 2.54 

87 S K722 小碗 萩焼系 A 1 0.38 

88 S K722 中碗 唐津系④ A 3 

89 S K722 中碗 京焼系 A ， 0.46 
90 S K722 小皿 唐津系④ A 1 

91 S K722 小皿 京焼系 A 4 0.75 

92 S K722 灯明皿 京焼系 D 19 4.54 

93 S K722 灯明受皿 京焼系 D 4 1.17 

94 S K722 中鉢 唐津系④ A 2 

95 S K722 大鉢 唐津系④ A 1 0.04 

96 S K722 植木鉢 丹波系 D 1 

97 S K722 蓋物 丹波系 C 1 0.04 

98 S K722 蓋物 京焼系 C 1 0.04 
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表 3 伊丹郷町遺物計測基礎データ(3)

No. 遺構番号 器 種 産 地 用途 破片数 個体数

99 S K722 火入 丹波系 D 1 0.04 

100 S K722 播鉢 堺・明石系 B 29 1.62 

101 S K722 播鉢 丹波系 B 3 

102 S K722 小壺 丹波系 C 10 

103 S K722 中壺 丹波系 C 10 1. 21 

104 S K722 中壺 瀬戸・美濃系② C 4 

105 S K722 中壺 京焼系 C 3 

106 S K722 大壺 丹波系 C 2 

107 S K722 中甕 丹波系 C 18 1.67 

108 S K722 中甕 京焼系 C 1 

109 S K722 大甕 丹波系 C 63 

110 S K722 中瓶 丹波系 C 5 

111 S K722 中瓶 京焼系 C 38 0.42 

112 S K722 大瓶 丹波系 C 31 2.0 

113 S K722 小水注 京焼系 C 3 1. 04 

114 S K722 中水注 京焼系 C 7 

115 S K722 急須 万古系 B ， 
116 S K722 土瓶 京焼系 B 144 7.92 

117 S K722 土鍋・行平 京焼系 B 72 3.04 

118 S K722 行平 京焼系 B 3 0.29 

119 S K722 乗燭 京焼系 D 1 0.04 

120 S K722 蓋物蓋 瀬戸・美濃系② C 2 0.25 

121 S K722 急須・土瓶蓋 京焼系 B 15 4.79 

122 S K722 土鍋・行平蓋 京焼系 B 3 1.29 

123 S K722 蓋 京焼系 B 3 2.46 

124 S K722 小杯 肥前系（染付） A 4 0.87 

125 S K722 小碗 肥前系（白磁） A 8 1.83 

126 S K722 小碗 肥前系（染付） A 48 5.37 

127 S K722 小碗 肥前系（青磁染付） A 4 1.17 

128 S K722 中碗 肥前系（白磁） A 3 0.29 

129 S K722 中碗 肥前系（青磁） A 1 0.13 

130 S K722 中碗 肥前系（染付） A 113 11.42 

131 S K722 中碗 肥前系（青磁染付） A 12 0.21 

132 S K722 中碗 肥前系（染付） A 1 

133 S K722 大碗 肥前系（染付） A 1 

134 S K722 紅猪口 肥前系（白磁） D 1 0.46 

135 S K722 仏飯具 肥前系（白磁） D 1 0.54 

136 S K722 仏飯具 肥前系（染付） D 3 1.54 

137 S K722 極小皿 肥前系（白磁） A 2 1.04 

138 S K722 極小皿 肥前系（染付） A 2 1.29 

139 S K722 小皿 肥前系（白磁） A 1 

140 S K722 小皿 肥前系（染付） A 15 3.25 

141 S K722 中皿 肥前系（染付） A 1 

142 S K722 小鉢 肥前系（染付） A 11 0.25 

143 S K722 小鉢 肥前系（青磁染付） A 1 0.08 

144 S K722 中鉢 肥前系（染付） A 1 0.08 

145 S K722 中鉢 肥前系（青磁染付） A 12 1.04 

146 S K722 猪口 肥前系（染付） A 2 0.96 

147 S K722 蓋物 肥前系（染付） C 3 0.46 
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表 3 伊丹郷町遺物計測基礎データ(4)

No. 遺構番号 器 種 産 地 用 途 破片数 個体数

148 S K722 香炉 肥前系（白磁） D 1 0.13 

149 S K722 花瓶 肥前系（白磁） D 2 

150 S K722 花瓶 肥前系（青磁） D 5 

151 S K722 花瓶 肥前系（染付） D 4 1.0 

152 S K722 神酒徳利 肥前系（染付） D 1 

153 S K722 水滴 肥前系（染付） D 1 

154 S K722 中碗蓋 肥前系（染付） A 22 6.5 

155 S K722 中碗蓋 肥前系（青磁染付） A 3 0.17 

156 S K722 蓋物蓋 肥前系（染付） C 6 2.0 

157 S K722 ままごと道具（お盆） 産地不明 D 1 1.4 

158 S K722 ミニチュア（鈴） 産地不明 D 1 0.42 

159 S K722 ミニチュア（独楽） 産地不明 D 2 0.92 

160 S K722 土人形 産地不明 D 4 3.17 

161 S K722 泥面子 産地不明 D 2 1.5 

162 S K441 極小皿 在地系① A 6 0.67 

163 S K441 小皿 在地系① A 29 5.08 

164 S K441 灯明皿 在地系① D 10 

165 S K441 灯明皿 その他（柿釉） D 51 2.33 

166 S K441 灯明受皿 その他（柿釉） D 4 0.25 

167 S K441 火鉢 在地系② D 2 0.83 

168 S K441 規炉 泉州系 D 22 0.63 

169 S K441 風炉 泉州系 D 1 

170 S K441 花瓶 その他（柿釉） D 3 

171 S K441 焙烙 在地系① B 101 0.99 

172 S K441 乗燭 その他（柿釉） D 1 0.71 

173 S K441 火消し壺 泉州系 D ， 1.54 
174 S K441 七厘（さな） 泉州系 D 1 

175 S K441 小杯 唐津系④ A 1 

176 S K441 小杯 京焼系 A 3 0.54 

177 S K441 小碗 京焼系 A 7 0.58 

178 S K441 小碗 萩焼系 A 1 0.21 

179 S K441 中碗 唐津系④ A 2 0.04 

180 S K441 中碗 京焼系 A 8 

181 S K441 小皿 京焼系 A 1 

182 S K441 灯明皿 京焼系 D 34 5.67 

183 S K441 灯明受皿 京焼系 D 24 9.21 

184 S K441 小鉢 丹波系 A 1 0.33 

185 S K441 小鉢 京焼系 A 8 0.66 

186 S K441 小鉢片ロ 京焼系 B 1 0.46 

187 S K441 植木鉢 丹波系 D 3 0.5 

188 S K441 蓋物 京焼系 C 1 0.13 

189 S K441 播鉢 堺・明石系 B 12 0.67 

190 S K441 播鉢 丹波系 B 12 0.83 

191 S K441 香炉 京焼系 D 3 0.67 

192 S K441 小壺 京焼系 C 6 

193 S K441 小甕 丹波系 C 3 

194 S K441 中甕 丹波系 C 2 

195 S K441 大甕 丹波系 C 2 

196 S K441 小瓶 丹波系 C 1 
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表 3 伊丹郷町遺物計測基礎データ(5)

No. 遺構番号 器 種 産 地 用途 破片数 個体数

197 S K441 中瓶 丹波系 C 2 1.21 

198 S K441 中瓶 京焼系 C 4 0.29 

199 S K441 大瓶 丹波系 C 26 

200 S K441 神酒徳利 京焼系 D 22 6.0 

201 S K441 憫徳利 京焼系 B 1 0.79 

202 S K441 花瓶 京焼系 D 4 0.5 

203 S K441 小水注 京焼系 C 4 1.37 

204 S K441 中水注 京焼系 C 32 2.42 

205 S K441 急須 京焼系 B 2 1.25 

206 S K441 土瓶 京焼系 B 7 1.83 

207 S K441 土鍋・行平 京焼系 B 8 0.58 

208 S K441 土鍋 京焼系 B 44 

209 S K441 行平 京焼系 B 1 0.04 

210 S K441 乗燭 京焼系 D 1 0.13 

211 S K441 カンテラ 京焼系 D 16 1.83 

212 S K441 有脚灯明受皿 京焼系 D 3 0.04 

213 S K441 有脚タンコロ型乗燭 京焼系 D 1 0.29 

214 S K441 蓋物蓋 京焼系 C 8 2.5 

215 S K441 瓶蓋 京焼系 C 1 1.0 

216 S K441 急須・土瓶蓋 京焼系 B 6 1.42 

217 S K441 土鍋・ 行平蓋 京焼系 B 10 1.17 

218 S K441 小杯 肥前系（白磁） A 2 0.83 

219 S K441 小杯 肥前系（染付） A 3 1.21 

220 S K441 小碗 肥前系（白磁） A 1 0.25 

221 S K441 小碗 肥前系（染付） A 11 0.87 

222 S K441 中碗 肥前系（白磁） A 1 

223 S K441 中碗 肥前系（青磁） A 1 

224 S K441 中碗 肥前系（染付） A 36 3.33 

225 S K441 中碗 肥前系（青磁染付） A 1 0.04 

226 S K441 大碗 肥前系（染付） A 1 0.13 

227 S K441 紅猪口 肥前系（白磁） D 3 1.46 

228 S K441 仏飯具 肥前系（染付） D 1 0.63 

229 S K441 極小皿 肥前系（染付） A 2 0.04 

230 S K441 小皿 肥前系（染付） A 4 0.17 

231 S K441 小鉢 肥前系（染付） A 4 0.08 

232 S K441 中鉢 肥前系（染付） A 5 0.71 

233 S K441 中鉢 肥前系（青磁染付） A 1 

234 S K441 香炉 肥前系（染付） D 2 0.29 

235 S K441 中水注 肥前系（染付） C 2 1.0 

236 S K441 澗徳利 肥前系（染付） D 1 

237 S K441 花瓶 肥前系（白磁） D 1 0.13 

238 S K441 花瓶 肥前系（染付） D 2 

239 S K441 水滴 肥前系（染付） D 2 0.29 

240 S K441 中碗蓋 肥前系（染付） A 1 0.96 

241 S K441 玩具（鳥） 産地不明 E 1 0.58 

242 S K441 玩具（栗） 産地不明 E 1 0.5 

243 S K441 玩具（皿） 産地不明 E 3 2.67 
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付章伊丹郷町出土の貝類

有岡城跡・伊丹郷町遺跡では、多くの遺構を発見し、そこからは多量の遺物が出土している。これら遺物

は、陶磁器を中心に木製品・石製品などがあり、その他に、動植物遺存体がみられる。この動植物遺存体の

中で最も多く出土するのが貝類である。今回、報告書の対照なった宮ノ前地区出士の貝類を中心に、当時の

町人における食生活の一端についてみていきたいと思う。

表 4 伊丹郷町出土の貝類種名

軟体動物門

腹 足 網
アカニシ クロアワビ サザエ ツメタガイ

テングニシ マルタニシ マイマイ

アカガイ イガイ イタヤガイ ウチムラサキ

斧 足 類 セタシジミ マシジミ ヤマトシジミ ハマグリ

バカガイ マッカサガイ

第 1節 伊丹郷町遺跡出土の主な貝類の特徴

軟体動物門

腹足網

アカニシ（あっきがい科）
らとう

トコブシ バイガイ

カガミガイ

アカニシは、北海道より南の海に生息している。殻が大きく螺塔が低いのが特徴である。出土数は18点と

比較的多い。大きさはだいたい殻長が 9cm前後のものと、 12cm程のものに大別できる。殻径は10cm前後であ

る。伊丹郷町では、 18世紀後半頃から出土し始めるが、 19世紀代に入ると贔が増える。

クロアワビ（みみがい科）

クロアワビは、本州から南九少卜1に亘り、水深20m以内の岩礁に棲む。特徴は、殻が前後に細長く体部がふ

っくらとしている。貫通する孔数は 4-5で、樹枝状に分岐して複雑である。出土数は18個体ある。出土遺

体の大きさは、長さ10-12cm位、高さは10cm程度である。伊丹郷町では18枇紀後半以降出士している。

サザエ（りゅうてん科）

サザエは、全国的に広く分布している。サザエは無刺型と有刺型の 2つのタイプに分かれる。それは、生

息している環境の違いで生じるものである。外海にすむサザエは刺が鋭く発達し、内海の波静なところのサ

ザエは刺が短いか全くみられないのである。伊丹郷町ではどちらのものもみられる。出土数は14個体で、残

存状態が悪く大きさは大体殻長は 5cm前後、殻径 5cm位である。伊丹郷町では18世紀後半以降出士している。

ツメタガイ （たまがい科）
せいこう せいさく

ツメタガイは、北海道より南の内湾に棲む。謄孔は大きく謄索の中央に細い溝があって殻軸と直角に近い。

また、殻は黄褐色を呈す。出土数は 3個体である。出土遺体の大きさは、殻長6.5cm、殻径7.5cm前後位であ

る。伊丹郷町出土時期は19世紀以降みられる。

シマバイ （えぞばい科）

シマバイは、全国的に広く分布している。特徴は、殻頂が尖っており全体に大形である。殻皮は濃褐色を

呈し、火焔彩が体部の真中位にみられる。出土数は233個体と比較的多い。出士遺体の大きさは、殻長 5cm、
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殻径3.5cm前後である。伊丹郷町出土時期は18世紀後半頃から出土し始める。

テングニシ （てんぐにし科）
らとう

テングニシは本州南側に生息する。特徴は、やや大形の貝で、紡錘形をし、螺塔はやや突き出ており、結

節突起が少しあるものと、全く消失するものがある。出土数は 3個体で、出土遺体の大きさは殻長が8.5cm、

殻径5.5-9 cm位である。伊丹郷町出土時期は18世紀後半以降からみられる。

マルタニシ （たにし科）

マルタニシは、水田などに生息し、全国的に分布している。殻は、卵形で質は薄い。

外側に反っているのが特徴である。出士数は 6個体である。大きさは残存状態が悪く、

殻径2.5cm位である。伊丹郷町出土時期は19世紀中頃以降である。

斧足類

また、殻口の外唇が

だいたい殻長2.5cm、

アカガイ （ふねがい科）

アカガイは、北海道より南の水深10-50m位の泥底に生息する。殻は薄手で全体的に大きいが、左殻の方

が右殻よりわずかに大きいのが特徴である。出土数は91個体である。出土遺体の大きさは、 高さ 4cm、長さ

4.5-5.5cm位のものが多いが、高さ 8cm、長さ9.5cm程の大きいものもある。伊丹郷町出土時期は18世紀後半

以降である。

イタヤガイ （いたやがい科）

イタヤガイは、北海道南部より南側の水深10-lOOmぐらいの砂泥底に生息する。特徴は、殻は団扇形を

し、左右の膨らみが違うものが多い。 また、殻頂の前後に耳状の突起がある。 また、竹の柄をつけて貝杓子

として使用される。伊丹郷町出土の中にも 1点みられる。出士数は 5個である。出土遺体の大きさは高さ6.5

cm、長さ7.5cm程である。伊丹郷町出土時期は19世紀以降である。

マッカサガイ （いしがい科）

マッカサガイは、全国各地でみられる最もふつうの淡水貝の一つである。特徴は、殻は長円形で漆黒色を

し、頂部から後背部にかけて分岐したうねがあり、 これが多数の溝に区切られている。 これは周縁部ではな

くなってしまう。出土数は 5個体である。出土遺体の大きさは、高さ2.5cm、長さ 3cm前後である。伊丹郷町

出土時期は18世紀後半以降である。

ウチムラサキ （まるすだれがい科）
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第230図
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右穀内面 鱗片突起

弾帯

貝類部分の名称「原色日本貝類図鑑」より

ウチムラサキは、北海道南部より

南の内湾に分布し、砂の荒い礫のあ

る所にすんでいる。特徴は、殻は大

形で丸みのある三角形をしている。

また、殻表には粗い成長輪脈がみら

れ後端で多少板状になる。出土遺体

の大きさは高さ 6cm、長さ7.5-8.5 

cmである。出土数は44個体である。

伊丹郷町出土時期は18世紀後半以降

である。

ハマグリ （まるすだれがい科）

ハマグリの特徴は、殻は亜三角形
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かんど

気味で、質が厚くかなり膨れている。また、殻表は平滑で光沢がみられる。淡水の流入する鍼度低い砂泥地

を棲み、全国的に分布している。出土遺体の大きさは、高さ4.5cm以上、長さ5.5cm以上のものと、高さ2.5

cm、長さ3.5cmX2.5-3.5cmの2つのタイプに大別される。出土数は231個である。伊丹郷町出土時期は18世

紀中頃以降で、 19世紀代に入ると量が増える。

セタシジミ （しじみがい科）

セタシジミは、琵琶湖及びその水系の砂底に生息する。亜三角状の蛤形をし、殻頂が秀いでている。殻表

は若いころは黄褐色で光沢があり、老成すれば黒褐色で光沢がなくなる。出土遺体の大きさは高さ 2cm、長

さ2cm位である。出土数は 9個体である。伊丹郷町出土時期は19世紀以降である。

マシジミ （しじみがい科）

マシジミは、セタシジミとよく似ている。頂部は大きく低い。殻表は成長すると黒褐色で光沢があるが、

若い貝は黄褐色で光沢があり、焼け焦げたような黒斑点がある。北海道を省いて流れのある川の砂底に生息

している。出土遺体の大きさは、高さ 1.5cm、長さ1.6cmと、高さ2.3cm、長さ2.5cmに大別することができる。

出土数は587個体で、貝類中最も多く出土している。伊丹郷町出土時期は17世紀後半以降である。

ヤマトシジミ （しじみがい科）

ヤマトシジミは、セタシジミやヤマトシジミ比べて前後に長く、殻表は黒い漆をぬったようで光沢がある。

全国の河口の汽水域に生息し、宍道湖や利根川河口などに多くみられる。出土遺体の大きさは、高さ1.5cm、

長さ1.5-1.Scm前後である。出土数は75個である。伊丹郷町出土時期は17世紀後半以降である。

第 2節 出土貝類の年代別組成と出土状況

ここでは、貝類の時期別出土組成と、出土状況も合わせてみていきたいと思う。

まず、年代別に出土組成をグラフ化したのが第232図である。これをみると、時代が経過するとともに貝類

の種類も多くなっていることがわかる。 18世紀中頃以前は淡水産のものが大半を占めていたが、 18世紀後半

に入ると海産のものが量が増え、 19世紀代になると海産・淡水産を問わず全体的に増加していることがわか

る。

また、シジミ類などは、時代を通して量的にさほど変化がなく出土している。その他、バイガイやハマグ

リなども全体的に出土数が多いのがわかる。バイガイは、貝類が出土する遺構から必ず出土する。中には一

カ所で144個も出土したところもあり、これはハマグリにも同様な傾向がみられる。

第231図伊丹郷町出土の貝類

1. セタシジミ 2. マシジミ 3. ヤマトシジミ 4. イガイ 5. マツガサガイ 6. カガミガイ 7. パイガイ

8・9. ハマグリ 10. マガキ 11. ウチムラサキ 12. イタヤガイ 13. アカガイ 14. マルタニシ 15. マイマイ 16. パイガイ

17・18. サザエ 19. ツメタガイ 20. テングニシ 21. アカニシ 22. トコプシ 23. クロアワビ
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一方、グラフを見ても分かるようにアサリが全く出土

していないのがわかる。江戸遺跡などでは、ハマグリと

並んで出土数が多く、日常的に食べられていたようであ

る。伊丹郷町付近の遺跡例を見てみても少量であるが出

土している。しかし、シジミやハマグリ・バイガイの出

土量に比べると少ない。喜多川守貞の『守貞漫稿』（慶応

三年 (1867)) に、「京坂には白魚これなし。中略 また

蛤はこれにあり、あさり・ばか• さるぼうこれなし。鳥

貝・赤貝等、三都これあり。」とあり、あまり食べられて

いなかったのであろう。

ハマグリ
0. 2% クロアワビ

ヤマトシジミ
]0% 

0.2% 

マシジミ

90% 
(1) 18世紀中頃以前出土の貝類構成比

ヤマトシジミ
了カニシ

ハマグリ 3%
1% クロアワビ

次に出土状況だが、 1種類のものが 1カ所で多量に出

土したり、短期間に多量に捨てられ、貝層をなしている

遺構がある。種類でいうと、ウチムラサキ・シジミ・バ

イガイ・ハマグリなどである（表 5)。これらは祝宴的な

行事で食べられたか、何か専業的な目的で利用されたの

ではないかと考えられる。

ウチムラサキ15% ~ 5% 

このように、出土した貝類の組成をみたが、これによ

って当時どのような種類の貝類を食べているかわかった。

シジミやハマグリ・バイガイなどは時代を通して多く出

土したが、これらはごく日常的に食されていたためであ

ろう。

第 3節伊丹郷町出土のサザエ及

びシジミでみる貝類流通について

上記のようないろいろな貝類が出土しているが、これ

ら貝類を通して、どこから運ばれていたかについて考え

たいと思う。

出土した貝類の90%は海産のものである。そのなかで

サザエは採集場所を特定できる特徴がみられる。前途し

0.4% 
イガイ0.4%
アカガイ6%

テングニシ
1% 

バイガイ

68% 
(2) 18世紀後半以前出土の貝類構成比

アカニシ
マッカサガイ 3% 

ヤマトシジミ 1% クロアワビ3%

2% 

セタシジミ

2% 

サザエ2%

バイガイ 15%、 [
09. 

アカガイ

13% 

ウチムラサキ

8% 
(3) 19世紀以降出土の貝類構成比

第232図 時期別出土組成比

たように、サザエの無刺型と有刺型の関係である。伊丹郷町ではどれらのタイプのものも出士している。 18

世紀代は無刺型で、全体的に少し小さい。 19世紀代に入ると様相が一変する。無刺型のものもみられるが、

体部は大きくなり、有刺型のものが主流になってしまうのである。しかし、伊丹郷町で出土する有刺型のサ

ザエは、刺が比較的鈍いのである（第231図18)。となると考えられるのは、内海でも流れの激しい場所か、

内海と外海の境に生息するものと思われ、明石や紀淡・鳴門海峡付近の遠海で採集された可能性がある。

その他にシジミでもおもしろい結果がわかった。上途したが、伊丹郷町では 3種類のシジミを検出した。

そのうちマシジミとヤマトシジミは、 16世紀後半の遺構を初めとして、各時期を通して出土するが、セタシ

ジミは18世紀以降にならないと出土しないのである。次に、採集場所を考えると、マシジミは淡水にすみ、

伊丹近郊では、猪名川・藻川もしくわ武庫川上流で採集できる。ヤマトシジミは汽水域に生息するたいめ、
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表 5 一括廃棄一覧表

地 区 遺構番号 貝種類名 個 数 年 代

C IT51B-l-1区 S Kl53 ウチムラサキ 40 明治～昭和

CIT51B-2-l区 S Kl04 ハマグリ 86 18世紀後半-19世紀初頭

S K106 アカガイ 17 18世紀後半-19世紀初頭

S Kl70 
アカガイ 17 

18世紀後半-19世紀初頭
バイガイ 28 

CI T64B-5区 S K35 ハマグリ 34 19世紀中頃-19世紀後半

CI T51D-2区 S E301 
マシジミ 476 

17世紀後半-18世紀初頭
ヤマトシジミ 55 

S X102 バイガイ 144 18世紀後半

伊丹近郊では、武庫川河口や神崎川でとれる。尼崎の大物付近では、江戸時代中期頃から活発にシジミ採り
註 1

業をおこなっている（八木1968年）。あるいは、その辺りからきたのかもしれない。最後に、セタシジミであ

るが、これは他のシジミとは違い琵琶湖及びその水系の川すなわち、淀川・寝屋川でしか生息しないのであ

る。時期別出士組成比（第232図）と合わせて考えると、 18世紀後半以前は伊丹に隣接する川で採集したもの

を中心に食し、 19世紀以降は淀川や寝屋川産のやや遠域ものが流通するようになったと思われる。

この様に、 19世紀を境に様相がかわるのには、いろいろな理由があると考えられる。これは、伊丹郷町で

の食文化の向上と、商品流通の発達が関係あると思われる。商品流通の発達の中には、大坂や尼崎などの魚

市場の発展の影響が大きいと考えられる。

大坂や尼崎の魚市の様子を、喜多川守貞の『守貞漫稿』慶応三年 (1867) によってうかがうことができる。

これによると、「大坂の西北隅に雑喉場と称す官許の魚市あり。その行、江戸の魚市に及ばすといへども、ま

た小行ならず。けたし堺市に出す魚類、近海に漁する所なるべし。この故に自ずから肉肥えて味美なり。尼

ヶ崎およびぎこばに出すもの、遠海より米る故に味肉ともに劣れり。価も大略堺魚の半価とす。」とある。こ

れら魚市は、江戸時代を通して活発的だったが、江戸時代後期頃に株仲間を結集し、市内の生魚取引の独占

権を得えてからは益々繁栄した。

陸あげされた魚介類は、一般的に、市売りと下売りがどこの市場にもみられ、彼らによって売りさばかれ

た。その中で活発であったのが振り売りである。『守貞漫稿』によると、「堺・尼ともに夜中彼所に魚市を行

ひ、未明より発して大坂に至り、専ら市民得意の家に弔（訪）ふのみ。あるひは得意これなき者は、市中を

呼び行く。これを俗に「ふりうり」と云ふ。」とあり、活発的に行動していたことがわかる。

このように、伊丹郷町においても、振り売りなどの行商の活発な行動により、いろいろな新鮮な魚介類を

手に入れることができたと考えられる。

第 4節伊丹郷町出土の貝類の調理法

ここでは、出土した貝類がどのように調理されていたか、貝類殻長の計測分布と文献資料からみていきた

いと思う。

今回、計測分布に対象としたのはハマグリとバイガイである。

ハマグリは、今回の調査区全体で231個体出土した。比較的多く出土した遺構をピックアップし、ハマグリ

の殻長分布図を作成した。それが第233図である。それをみると、 2-4 cmのものが圧倒的に多いのが、遺構

別にみると、 2つに分けることができる。 2-3 cmの小形と3.5-4 cm以上の中形のものである。この傾向

は、江戸遺跡をはじめ他の遺跡でもみられる。これは調理法によって大きさを使い分けていたと考えられる
註 2

（桜井1994年）。
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第233図 ハマグリ殻長分布図
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第234図 バイガイ殻長分布図

ハマグリの調理法について、寛永二十年 (1643)刊の『料理物語』に「むし、す、鍋焼き、杉焼き、汁、

焼いて。」とある。さらに、元禄八年 (1695)刊の『本朝食鑑』には、「蛤ー炎物を最上とし、煮物これに次

ぎ、生食また佳なり。」とある。焼きハマグリは大きなものが適しており、 4 cm以上あるものはこれに、それ

以下のものは汁物・煮物に料理されていたのであろう。

次にバイガイであるが、第51次調査D-2区SXl02では、 144個体のバイガイが出土した。この144個体の

殻長を調べてみた。これが第234図である。これをみると 5cm前後に集中し、その他のバイガイも同様の傾向

がある。また、バイガイは成貝すると、肥厚があり、殻口がラッパ状に広がってているが、出土したバイガ

イは、肥厚が薄く、殻口の開きが鈍いものが大半であった。

バイガイは、『料理物語』によると「ころばし、煮物、殻焼き。」とある。ころばしとは、いわゆる煮っこ

ろがしのことで、煮汁が焦げないように転がしながら、煮汁がなくなるまで煮る調理法である。また、『本朝

食鑑』には『貝一煮て食すれば味甘味美なり。』とあり、バイガイは煮物で食くされることが多かったようで

ある。煮物にする際に 5cm位の大きさが丁度よかったのであろう。

このように、貝類の計測分布をすることによって、調理法を特定する糸口を得ることができる。

第 5節まとめ

以上のように、伊丹郷町出土の貝類から、伊丹郷町期の食文化や商品流通の一端をみることができた。今

回対象とした地区は、『元禄七年 (1694)柳沢吉保領伊丹郷町絵図』（第212図）をみると、「日用」（日雇い）

を職業とする借家人が多く住んでいた地区であった。出土状況と合わせて考えると、以下のように考えられ

る。 18世紀中頃までは、この様な中・下層の人達には、限られた貝類以外はなかなか食することはむずかし

かったのだと考えられる。それが、 18世紀後半になると、魚市場の発達や振り売りの活発な行動によって生

鮮貝類の流通が拡大され、尼崎などを通してセタシジミのような遠隔地の貝類が伊丹でも食されるようにな

ったのであろう。また、この時期以後酒造業が発展したことによって経済的に生活水準が向上し、高級貝類

も食されるようになったと思われる。

近年の発掘調査においても多くの貝類が出土ている。今後これらのものを含めて、今回できなかった採集

季節の分析を含めて、伊丹郷町における食生活の復元をさらに検討したいと思う。

最後に、本稿作成にあたり、貝類については日本貝類学会評議委員鹿取秀雄先生・清風高校紀平肇教諭に
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御教示いただき、大手前女子大学藤井直正教授・大手前栄養文化学院川口宏海助教授には貴重な御助言を得

た。また図版作成には大手前女子大学史学研究所文化財調査室川上啓子・小出匡子・渡辺晴香•佐藤由美各

氏の協力を得た。末文ながら、ここに感謝致します。

註

1)八木哲浩「尼崎城下の産業と周辺農村の商品生産」『尼崎市史』第 2巻 尼崎市役所 1968年

2)桜井準也「遺跡出土の動物遺体からみた大名屋敷の食生活ー動物遺体分析の成果と問題点ー」『江戸の食文化』吉

川弘文館 1992年

参考文献

1) 赤松和佳「出土遺物からみた江戸時代の食文化」『城• 町・くらし』大手前女子大学史学研究所 1996年

2)尼崎市役所『尼崎市史』第 2巻 1968年

3)伊丹市役所『伊丹市史』第 2巻 1869年

4)奥谷喬司『日本の貝類』小学館 1983年

5)金子浩昌「江戸の動物質食料一江戸の街から出土した動物遺体からみた一」『江戸の食文化』吉川弘文館 1992年

6) 金子浩昌「加賀藩邸内出土の動物質食料残滓研究の一例」『東京大学本郷構内の遺跡 法学部四号館、文学部三号

館建設地遺跡』 2 東京大学遺跡調査室編 1990年

7)小池裕子「一橋高校地点出土貝類とその採集季節について」『江戸一都立一橋高校地点発掘調査報告』都立一橋高

校内遺跡調査団 1987年

8)吉良哲明『原色日本貝類図鑑』保育社 1992年

9)笹原臨風・足立勇『日本食物史』下雄山閣 1995年

10)鈴木公雄『貝塚の考古学』東京大学出版会 1989年

11)原田信男『江戸の料理史』中公新書 1989年

12)渡辺 実『日本食生活史』吉川弘文館 1994年

-259-



参考・引用文献

青木重雄 『兵庫のやきもの』神戸新聞総合出版センター 1993年

井汲隆夫他 『東京都新宿区内藤町遺跡ー放射 5号線整備事業に伴う緊急発掘調査報告書ー』 新宿区内藤町遺跡調査会

1992年

井上光貞監修 『図説歴史散歩事典』山川出版社 1979年

伊藤幸司「近世遺構出土の堪渦と羽口」 『難波宮址の研究第九』財団法人大阪市文化財協会 1992年

井上喜久男 『尾張陶磁』ニュー・サイエンス社 1992年

大塚達朗編 『東京大学遺跡調査室発掘調査報告書 2 東京大学本郷構内の遺跡 法学部 4号館・文学部 3号館建設地

遺跡』東京大学遺跡調査研究室 1990年

大橋康二他『国内出土の肥前磁器』佐賀県立九州陶磁資料館 1984年

大橋康二『肥前磁器』ニュー ・サイエンス社 1989年

大橋康二『古伊万里の文様ー初期肥前磁器を中心に一』 理工学社 1994年

大平 茂「下相野窯址ー近世丹波焼の調査ー」『近畿自動車道舞鶴線関係埋蔵文化財調査報告書』兵庫県教育委員会

1992年

岡崎正雄「丹波焼について」『中尾城跡ー近畿自動車道舞鶴線関係埋蔵文化財調査報告書XI一』兵庫県教育委貝会

1989年

小川啓司 『そば猪口絵柄事典』光芸出版 1974年

小川 望「刻印からみた焼塩壺の系統性にいついて」『東京大学遺跡調査室発掘調査報告書 3東京大学本郷内の遺跡医

学部付属病院地点』 1990年

小野正敏 「15-16世紀の染付碗・皿の分類と年代」 『貿易陶磁研究No.2』日本貿易陶磁研究会 1982年

小長谷正治「伊丹郷町発見の焙烙窯（兵庫県伊丹）」『関西近世考古学研究II』関西近世考古学研究会 1991年

小長谷正治・川口宏海「伊丹郷町の酒造業」『関西近世考古学研究IV』関西近世考古学研究会 1996年

垣内光次郎「江州高嶋硯の生産」『江戸遺跡研究会第 7回大会江戸時代の生産遺跡』 1994年

加藤唐九郎編 『原色陶器大辞典』淡交社 1972年

河原正彦「丹波ー近世以降の展開ー」『世界陶磁全集 4 桃山（一）』小学館 1977年

川口宏海「胞衣壺考」 『大手前女子短期大学・大手前栄養文化学院・大手前ビジネス学院研究集録第 9号』大手前女子

学園 1989年(a)

川口宏海「大谷焼探訪記」『いなの文化財調査室だより No.5』大手前女子大学史学研究所文化財調査室 1990年

川口宏海「関西における住空間」『江戸の住空間とその周辺』江戸遺跡研究会第 2回大会、発表要旨 1989年(b)

川口宏海「近世在郷町における屋敷地利用の変遷一摂津国伊丹郷町を中心として一」『大手前女子短期大学・大手前栄

養文化学院・大手前ビジネス学院研究集録』第11号 1991年

川口宏海「江戸時代の土師質土器の製作技法一兵庫県伊丹郷町遺跡出土遺物を中心として一」『大手前女子短期大学・

大手前栄養文化学院・大手前ビジネス学院研究集録』第15号 1995年

関西近世考古学研究会編『近世陶磁器の諸様相ー消費地における18・19世紀の器種構成ー』関西近世考古学研究会

1994年

建築資料研究所「水琴窟アラカルト」『庭別冊の水景』 1986年

古泉 弘『江戸の考古学』ニュー・サイエンス社 1987年

小林謙一「江戸における近世瓦質・土師質規炉について」『江戸在地土器の研究 I』江戸在地土器研究会 1991年

佐賀県立九州陶磁文化館『柴田コレクションIV一古伊万里様式の成立と展開一』 1995年

佐賀県立九州陶磁文化館『よみがえる江戸の華ーくらしのなかのやきもの一』

嶋谷和彦「堺環濠都市遺跡発掘調査報告一宿院町東 4丁目 SKT14地点・調御寺跡ー」 『堺市文化財調査報告第20集』

-260-



堺市教育委貝会 1984年

白神典之「堺播鉢について」『堺環濠都市遺跡 (SKT79)発掘調査報告堺市文化財調査報告第37集』堺市教育委員会

1984年

白神典之「堺播鉢と明石揺鉢」『江戸の陶磁器』発表要旨・資料編江戸遺跡研究会 1990年

鈴木重治「京焼と京焼写し一生産と流通 」『江戸の陶磁器』発表要旨・資料編江戸遺跡研究会 1990年

鈴田由紀夫「17世紀末から19世紀中葉の銘款と見込み文様」『柴田コレクションIV.!1県立佐賀九州陶器文化館 1995年

田口昭二『美濃焼』ニュー・サイエンス社 1985年

富樫雅彦他『三栄町遺跡』東京都新宿区教育委貝会 1988年

長崎県窯業試験場編『波佐見古陶磁文様集』肥前波佐見焼振興会 1985年

中村 浩『和泉陶邑窯の研究一須恵器生産の基礎的考察』柏書房 1981年

永井久美男編『山崎町の中世・近世銭貨 中世大量備蓄銭と近世銭貨の調査報告ー』兵庫県宍粟郡山崎町教育委貝会

1994年

永井久美男編『日本出土銭総覧』兵庫県埋蔵銭調査会 1996年

日本貨幣商協同組合『日本貨幣カタログ』 1996年

楢崎彰ー•他監修『瀬戸市史 陶磁器篇 四』瀬戸市史編纂委員会 1993年

楢崎彰一編「丹波」『日本陶磁全集11』中央公論社 1977年

楢崎彰ー他『萩焼古窯』日本工芸会山口支部 1990年

難波洋三「徳川氏大坂城期の抱烙」『難波宮址の研究第九』大阪市文化財協会 1992年

長谷川真「丹波系播鉢について」『中・近世土器の基礎研究IV』日本中世土器研究会 1988年

服部郁「近世瀬戸窯における磁器生産の開始と展開」『財団法人 瀬戸市埋蔵文化財センター研究紀要』第 2輯財

団法人 瀬戸市埋蔵文化財センター 1994年

波部忠重『続原色日本貝類図鑑』保育社 1936年

藤井直正・川口宏海•藤本史子・前川 要『大坂城三の丸跡III』大手前女子大学史学研究所 1988年

藤井直正• 藤本史子・前川 要『有岡城跡・伊丹郷町 I一三井パークマンション建設に伴う発掘調査報告書ー』伊丹

市教育委員会・大手前女子学園有岡城跡調査委員会 1987年

藤井直正・川口宏海・前川 要『有岡城跡・伊丹郷町II-JR駅前市街地再開発に伴う調査報告書 第 1・2分冊』

大手前女子大学史学研究所 1992年

藤井直正・川口宏海• 藤本史子・小笠原典子・赤松和佳・木南アッ子・山崎晴世『有岡城跡・伊丹郷町IV』 1995年

藤井直正・川口宏海・赤松和佳• 川上啓子 ・小出匡子・渡遵晴香•佐藤由美・大石 真『城• 町・くらし 有岡城跡・

伊丹郷町調査10年の成果から一』大手前女子大学史学研究所 1996年

藤井直正「「近衛家会所」所用の屋瓦」『地域研究いたみ 第18号』伊丹市立博物館 1989年

藤澤良祐他『瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要V』瀬戸市歴史民俗資料館 1986年

藤澤良祐他『瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要VI』瀬戸市歴史民俗資料館 1987年

前川 要「有岡城惣構の再検討」『有岡城跡・伊丹郷町 I』大手前女子学園有岡城跡調査委貝会 1987年

前川 要「近世城下町発生に関する考古学研究」『ヒストリア第121号』大阪歴史学会 1988年

前川 要「伊丹郷町の都市構造の変化とその歴史的背景」『いなの文化財調査室だより No.2』大手前女子大学史学研究

所文化財調査室 1990年

前川 要『都市考古学の研究ー中世から近世への展開ー』柏書房 1991年

前川 要『有岡城跡・伊丹郷町III一三軒寺プラザ建設に伴う発掘調査報告書ー』大手前女子学園有岡城跡調査委貝会

1994年

間壁忠彦『備前焼』ニュー・サイエンス社 1991年

-261-



間壁忠彦・間壁蔽子「備前研究ノート (1)」『倉敷考古館研究集報第 1号』倉敷考古館 1966年

間壁忠彦・間壁蔽子「備前研究ノート (2)」『倉敷考古館研究集報第 2号』倉敷考古館 1966年

間壁忠彦・間壁酸子「備前研究ノート (3)」『倉敷考古館研究集報第 3号』倉敷考古館 1968年

間壁忠彦・間壁萌子「備前研究ノート (4)(一その後の新資料ー）」『倉敷考古館研究集報第18号』倉敷考古館 1984年

松井かおる「型抜き遊びについて一遺跡出土メンガタから現代のカタまで一」『江戸在地系土器の研究 I』 1996年

水野正好「江州高島産石硯資料瞥見録」『滋賀考古学論叢第 2集』滋賀考古学論叢刊行会 1985年

森田克行『摂津高槻城本丸発掘調査報告書』高槻市教育委員会 1984年

両角まり「近世における土器の型式と系統一土師質塩壺類の胎土分析ー」『東京考古14』 1996年

両角まり「釜形製品と江戸在地系土器の展開」『江戸在地系土器の研究 I』 1991年

八木哲浩他『伊丹市史』第 1-5巻伊丹市役所 1968-1972年

八木哲浩他『伊丹古絵図集成伊丹資料叢書 6』伊丹市役所 1982年

和歌山県立博物館『紀州徳川家陶磁の美』 1995年

-262-



く表紙図版解説〉

本報告書の表紙の図版に使用したのは、第97次調査D-6区の SKllすなわち調査区西側中央に位置する

土猥から出土した火入または手焙りとよぶことのできる磁器に施された文様である。

完形品でないのが惜しいが、六角形を呈する体部に高台をつけ、体部の対向する 2面に花形の把手をつけ

ている。器形・法量・製作手法については、報告書の本文 (205ページ）に述べているので参照していただき

たいが、篠山藩の藩窯であった王地山焼の優品である。ここでは、王地山焼のこと、体部に施されている文

様について少し解説を加えておきたい。

兵庫県多紀郡篠山といえば、デカンショ節で知られた丹波国篠山藩の城下町である。

篠山のことについては、たまたま平成 9年の 4月から大手前女子大学学長にお迎えする米山俊直先生の高

著『小盆地宇宙と日本文化』 (1989年 1月、岩波書店刊）があり、「 4.篠山盆地一世界にかよう世界性」の

中に篠山城のことについて述べられているので引用させていただくことにしたい。

篠山は、なによりもまず城下町である。それも慶長五年（一六00年）の関が原の合戦、同八年

の江戸開府ののち、家康のとった施策によって築かれた平城を中心に、それを囲むかたちで作られ

ている。（中略）

家康は西国の毛利、島津あるいは福島正則などの勢力へのおさえとして、山陽道には姫路城に女

婿の池田輝政、山陰道のおさえとして松平康重を篠山に配置した。そして山城にかわる新しい城を、

盆地底に作らせることにした。篠山盆地の中心には三つの小山が散在している。王地山、篠山、飛

ノ山といった。それを候補地として家康に話すと、家康は直ちに篠山を選んだという。（中略）

徳川時代を通して篠山藩は親藩、譜代大名であった。初代康重が岸和田城へ移ったあと、別の松

平氏が五代居住した。あと青山氏が亀山城から転封になって来て六代、明治四年の廃藩にいたる。

青山氏は二代目の忠裕は老中になって六万石に増加。慶応四年（明治元年、一八八六年） 1月、山

陰道鎮撫使西園寺公望に城はあけ渡されて二百六十年の歴史を閉じた。

王地山焼についても次のように述べられている。

篠山藩の御城下には藩窯の「王地山焼」の磁器があった。城の東の王地山に、登り窯があった。

これも江戸時代も末に近い文政年間(-八一八～三十年）にはじまり、明治のはじめに廃止される

という、わずか五十年ほどの痔命であった。

その起源は、江戸で幕府の老中を長くつとめた篠山藩主、青山忠裕が、他にも誇れる名産を望み、

隣の三田藩の青磁を指導していた欽古堂亀祐などの指導で「お庭窯」を造ったのがはじまりという。

（後略）

さて、件の火入の体部は六方、すなわち六角形につくられ、六角の各面のうち対向する二面には把手をつ
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け、そのまわりには小さい渦巻文を押捺している。あとの四面は、これも二面づつ対向するように同じ文様

が型押しで押捺されていたようである。本器は全体として濃い瑠璃色（コバルトブルー）の釉薬がかけられ

ているが、文様を押捺した二面と把手のある二面の渦巻文様の部分は施釉されておらず、褐色の地肌のまま

である。

二面に見られる文様は右側と左側では異なっているが共通する背景で場面の連続性が認められる。右側は

一人の童子が菓子らしい物の入った容器を抱きかかえ、もう一人の童子が座り込んで前に置いた風炉で茶を

立てている図柄である。また左側は、将棋盤か碁盤をはさんで対面する貴人らしい二人の人物が描かれ、客

の持つ茶碗に茶を水瓶から注いでいる図柄である。

この文様については、川口宏海君を通じて大手前女子短期大学で美術史を担当されている塩田昌弘講師の

所見をお聞きしたところ、書簡で次のような解説をいただいたので掲載させていただくことにしたい。

これは、室町から江戸時代へかけて儒教思想の発展とともに、当時の人々に好まれた図柄で、高

士• 隠者の余技とされていた琴・棋・書・画の四つの高尚な趣味に遊ぶ光景を表している。すなわ

ち琴棋書画図といえよう。

ところで、発見された火鉢の図はもう片方にも 2つの図があったと考えられる。おそらくそこに

は琴をひく図柄があらされていたと想像される。もしそうだとすると、中国で高士のたしなむ四芸

を二場面づつ、計 2基で 1セットあったようにも考えられる。

゜
10cm 

第235図 琴棋書画図文火入
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図柄は、高士が囲碁を打って楽しんでいるところへ、童子が茶を持ってきて給仕している。 老松

の大樹の下で涼しげである。まわりには海、蓬莱山のようである。（両側に見える車輪状の文様は）

松葉、（渦巻文と青海波文は）波、（地面の矢印状の文様は）蔦の葉をあらわし、ともに悠久の刻を

表現・演出している。

従って、タイトルとしては、琴棋書画図文火入 (1対のうち）ということができる。

文面は一部かえさせていただいた。また参考として、重要文化財に指定された京都妙心寺所蔵の海北友松

筆「琴棋書画図」の図版を添えていただいた。これについては、大手前女子大学美学・美術史学科武田恒夫

教授の『海北友松』（日本美術No.324) にくわしい解説がのせられている。

なお、王地山焼の青磁で同じ箔型を使った製品が篠山歴史美術館の列品中にも見られ、紀伊和歌山藩の藩

窯であった南紀男山焼にも近似する箔型で製作されたと考えられる「青磁六角火入」のあることも付記して

おく。後者は「文政十二年 (1829年）」の銘がある（満岡忠成編『日本やきもの集成 7 近畿II』平凡社1988

年）本器の名はこれに従って「火入」とした。

本文を書くに当たっては、上記の塩田昌弘氏のほか、王地山焼の同定・確認には、丹波古陶館学芸員中西

薫氏の懇切なご教示を得た。また、実測は大手前女子大学史学科卒業生木南アッ子（芦屋市教育委員会嘱託）

の手に成るが、長い時間をかけて精密な図を描いてもらった。これらの方々のご厚情と労苦に対し、共に記

して感謝の意を表する。
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